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土浦市は霞ヶ浦や桜川の水に恵まれ、太古より人々が生活するのに適したところで

ありました。そのため市内には現在でも貝塚、古墳、集落跡をはじめ数多くの遺跡や

文化財が存在しています。これらの先人の遺跡は、当時の人々の様子を知る手がかり

になることはもちろんのこと、現代の私たちが豊かに生活するための礎でもありま

す。

先年、市内木田余地区において大規模な土地区画整理事業が行われ、その対象地域

内の遺跡について発掘調査が行われました。関係諸氏のご尽力を持ちまして貴重な資

料がたくさん発見され、この地域の古代史を解明する上での数多くの貴重な手がかり

を得ることができました。

今後、この調査によって明らかになった数々の成果を皆様方とともに、この地域の

学校教育や地域学習、または生涯学習の向上や文化財の理解と保護のために、現在の

私たちの生活にいささかなりとも寄与できることを目標として利活用を図っていきた

いと思います。

最後になりますが、遺跡調査にご理解を示し、協力をいただきました地元木田余地

区の皆様および木田余土地区画整理組合や、関係各位に心から厚く御礼を申し上げご

あいさつといたします。

土浦市教育委員会

教育長 尾見 彰一



ロ

1。 本報告書は土浦市大字木田余字御異3901他 (現木田余東台 1～ 4丁 目)に所在する本田余台遺跡

群 (籾買場 。御異・東台 。宝積 。一丁田台東遺跡)の調査報告書で、第 2分冊に担当する報告書で

ある。

2。 本遺跡群のうち、旧石器～弥生時代および古墳群については第 1分冊 (『本田余台 I』 1991)

収録しているため、今回の報告では主に古墳時代～中・近世にかけての遺構と遺物を収録した。

お、縄文時代の遺物等で前回未報告のものについても併せて収録した。

3.調査は土浦市開発部区画整理課 (当時)の協力のもと、事業者である木田余土地区画整理組合の

依頼を受けて、本田余土地区画整理事業に伴う事前調査として実施したものである。

4.木田余台遺跡群の整理作業は現場調査終了後実施し、平成 3年に報告書の第 1分冊として『木田

余台 I』 を刊行した。その後平成11年 7月 前任者が中途退職したため一時中断したが、同年 8月 よ

り再び開始し平成13年 3月 末に終了した。前任者名簿は F木田余台 I』 に収録してある。

5。 今回使用した遺構と遺物の トレス図面は、前任者が中心となり完成した図面はそのまま使用し、

未 トレスの遺構と遺物については今回 トレスを実施した。なお、その図面についてはスクリーン

トーンを使用していない。

6.本報告書の遺構・遺物の表現は以下のように統一したが、これ以外の場合はその都度示した。

例

に
　

な

住居跡 (平面・土層・断面)～ 1:100

住居跡カマ ド (平面 。土層)～ 1:30

土坑 (平面・断面)～ 1:50

溝 (平面 1:100、 土層・断面 1:50)

住居跡水糸レベル～個々に表示

カマ ド水糸レベル～個々に表示

土坑水糸レベル～個々に表示

溝水糸レベル～個々に表示

遺構全測図～ 1:500

土師器と須恵器～ 1:4、 土製品 。石製品 。鉄製品～ 112、 1:3
※1 今回使用した遺物は、完存率が 1/3程度以上の遺物を基準とした。

※2 遺物番号は本文、一覧表、挿図、写真図版とも一致する。

※3 遺構一覧表の単位はメートルである。

7。 今回の整理と報告書作成作業には、鍛冶文博 (元 日本考古学研究所)が中心となり、地元作業員

や藤原均 (元 日本考古学研究所 。日本考古学協会員)・ 元日本考古学研究所諸氏その他の協力を得

て実施した。下記に記して謝意を表する。

茨城県教育庁文化課、 (財)茨城県教育財団、木田余土地区画整理組合、土浦市文化財保護審議

会、加藤美智子、園部人重子、加藤貫知子、山口典子、古谷智子    (順 不同・敬称略)
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I.調査に至る経緯

土浦市街地の北側、桜川北岸の筑波・新治台地の一部である本田余台は、土浦市内でも比較的古く

から古墳が存在する場所として認識されていた場所である (註 1)。 1962(昭和37)年 に作成された遺

跡カードには、「東台古墳群」として台地の南縁の部分に小円墳が10基存在すると記されている。し

かしその後、昭和 40年代前半頃から常磐線に面する台地南側が大幅に土取りされたことや、台地上

の開墾が進んで墳丘の削平が進んでしまったことから、これらの古墳の多くは所在が明らかではなく

なってしまっていたが、1973・ 76・ 77(昭和 48・ 51・ 52)年には耕作中に偶然箱形石棺が発見され、

一部調査されている (註 2)。 1980(昭和 55)～ 83(昭和58)年に、茨城大学が実施した土浦市内の

遺跡分布調査 (註 3)の時点では、本台地上の大半は平坦な畑地になっており、古墳の存在はわから

なくなっていたが、字宝積 (縄文・弥生・土師・須恵)。 宮脇 (土師・須恵)。 宮崎 (土師)。 御臭 (縄

文・土師器等)・ 籾買場 (土師・須恵)においては遺物の散布が確認されたことから、これらの地点

がそれぞれ新規の遺跡として登録されている。

ところで、木田余地区の区画整理事業の計画に伴い、1984(B召和 59)年 11月 に土浦市長箱根宏よ

り土浦市教育委員会教育長日下部晃へ「木田余土地区画整理事業施行予定区域内の埋蔵文化財の取り

扱いについて」の照会が出された。教育委員会社会教育課において確認したところ、事業地内には「宝

積遺跡」。「宮脇遺跡」。「宮崎遺跡」。「御異遺跡」。「籾買場遺跡」の 5遺跡のほか、数基の古墳 (東台

古墳群)が存在することが考えられたため、同年 12月 にこれらの遺跡が存在する旨、および開発に

あたっては記録保存のための発掘調査が必要であることを回答した。その後当該地内の遺跡の取り扱

いについては、事業担当課である区画整理課と文化財保護担当課である社会教育課において何度も協

議が行われたが、区画整理対象地の面積が広大であり、かつ存在する遺跡の面積も大きいため、記録

保存にかかる費用等の問題からなかなか全体合意が決まらず、発掘調査についての計画を具体化する

ことができなかった。

そのような中ではあるが事業については順次進行し、1987(H召和62)年 1月 には事業地内の道路工

事の一部などが行われることになった。そこで、遺跡該当地内等の工事部分について試掘調査を実施

したところ、一部で竪穴住居跡等が発見されたため、まずその部分の発掘調査を実施することとなっ

た (註 4)。 輩 88(昭和 63)年 1月 からは本格的に工事が行われることになり、籾買場・御臭・宮崎・

宮脇の各遺跡については前年同様道路工事部分について試掘調査を実施することとなった。その結果

宮崎・宮脇遺跡については遺構が発見されなかったものの、籾買場・御異遺跡についてはかなりの遺

構の存在が確認された。そこで切土工事対象部分となる宝積遺跡および東台古墳群 (註 5)と ともに、

同年 2月 より12月 まで発掘調査が行われることになった (註 6)。

これによって、まず工事によって破壊される部分についての発掘調査はとりあえず終了したものの、

依然籾買場。御臭遺跡については調査された道路部分以外については対象地内に遺跡が残されている

ため、この部分の取り扱いについて、区画整理課・区画整理組合・社会教育課の間において引き続き

協議が進められた。その結果残る遺跡の記録保存について組合の合意が得られたため、籾買場・御異

遺跡のうち、既存宅地等および小学校建設予定地部分を除く、発掘調査可能部分について1990(平成

2)年 8月 より輩 91(平成 3)年 4月 まで追加発掘調査が実施されることとなった。
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以上本田余土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査については、いわば土浦市における大規

模開発に伴う発掘調査の初めての事例でもあったため、今になって考えてみれば協議調整その他につ

いて何かとスムーズな対応ができなかったが、当時の多数の関係者等による多大なる尽力によってこ

こまで発掘調査が行われたことについては、土浦市の埋蔵文化財の保護の歴史について大きな一歩を

残したといえるであろう。

上浦市遺跡調査会組織 (昭和 63年調査開始時)

会 長 永山  正 (土浦市文化財保護審議会長)

副会長 日下部 見 (土浦市教育委員会教育長)

理 事 茂木 雅博 (土浦市文化財保護審議会委員)

理 事 田中  昭 (土浦市都市計画部次長 )

理 事 神野 幸― (土浦市建築指導課長)

理 事 神林 栄久 (土浦市耕地課長)

監 事 飯島 秀夫 (土浦市教育委員会教育次長 )

監 事 滝ヶ崎洋之 (土浦市企画課長 )

幹事長 佐野 賢治 (土浦市教育委員会社会教育課長)

幹 事 桜井 正広 (土浦市教育委員会社会教育課文化係長 )

幹 事 石山 淳― (土浦市教育委員会社会教育課主幹)

幹 事 石川  功 (土浦市教育委員会社会教育課主事補 )

(註 1)も ちろん定かなものではないが、むかしここに城があって、対岸に隣接する手野城方面より攻められたときに、地

中より出る板石を盾にして矢を防いだという口伝があるとか。

(註 2)A.昭 和 48年 3月 に石棺 1基発見。人骨 2体および直刀 5振、鉄鏃 3本出土。

B。 昭和 51年 3月 に石棺 2基発見。出土遺物なし。

C。 昭和 52年 4月 に石棺 1基発見。人骨 2体および直刀 2振出上。石棺内部赤彩。

の記録がある。これらの古墳は、Aが東台 6号墳、Bが同 4・ 5号墳、Cが同 17号墳 ?に それぞれ該当するものと

考えられる。

(註 3)分 布調査の詳細は『土浦の遺跡―埋蔵文化財包蔵地―』1984参 照。

(註 4)調 査の概要は『茨城県土浦市 籾買場木田余遺跡調査概要』1987と して報告済。本報告は本書収録。

(註 5)遺 構確認の結果、当該地内では古墳以外に住居跡や土坑が数多く発見されたため、「東台古墳群」のほか、「東台遺

跡」としても調査されることになった。

(註 6)こ の時の発掘調査の概要については「木田余台―茨城県土浦市木田余土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

概報―』1989と して報告済。古墳時代以降については本書収録。

※なお、関係者名および関係機関・部局名は当時のものである。
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第 1図 本田余台遺跡群調査区位置図
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Ⅱ。調査結果の概要

土浦市木田余台遺跡群は籾買場遺跡、御異遺跡、東台遺跡と東台古墳群、宝積遺跡、一丁田台東遺

跡の総称名であり、「本田余台 I」 でも述べてあるように同一台地上に所在する遺跡であり、同一遺

跡と推定される。当遺跡群の調査は、籾買場と御異遺跡は既存宅地の関係から調査区を設け調査した

が他の遺跡は調査範囲全域を調査した。

籾買場遺跡 籾買場遺跡は、遺跡群の西側に所在しており東側で御臭遺跡と接している。当遺跡の調

査は、第 1～ 25区 までの調査区を設定して行なった。また第25区は、御異遺跡第 6区 と隣接してい

る。調査結果としては、古墳～奈良 。平安期までの住居跡 302軒、縄文～古墳期までの土坑 235基、

16条の清、多数のPit群 が調査されている。住居跡は、重複関係が著しく単独で調査された住居跡は

少数である。特に第 5。 12・ 17・ 18区では、 5～ 15軒の住居跡が複雑に重複している。

御異追跡 御異遺跡は籾買場遺跡の東側で、遺跡東側は東台遺跡と隣接し10区 に分けて調査した。調

査結果としては、縄文～奈良・平安期の住居跡が135軒、縄文～古墳期の土坑 395基、3条の溝、3

基の古墳等が調査されている。特に第 8区では、住居跡と土坑群が複雑に重複しており、第 3区では

土坑群が集中する傾向を有している。また、住居跡覆土より旧石器期の石器も少量発見されている。

東台追跡 東台遺跡は遺跡群の東側で、御臭遺跡の東側に所在しており4区の調査区に分けて調査し

た。調査結果は、縄文～奈良・平安期の住居跡が112軒、縄文～古墳期の土坑が156基、古墳が 9基、

1基の円形周溝状遺構、多数のPit状遺構が発見されている。籾買場や御異遺跡のような著しい重複

状況は見られないが、第 1号墳周辺・円形周溝周辺に住居跡と土坑が集中する傾向を有している。土

坑は、縄文期の上坑が主流を占めており、旧石器期の石器も少量発見されている。

宝積遺跡 宝積遺跡は東台遺跡の東側で、遺跡群の東端部に位置しており2区に分けて調査した。調

査結果は、弥生～奈良・平安期の住居跡が 112軒、古墳期の上坑 69基、古墳が 4基、溝 1条、 1基

の竪穴遺構、少数のPit状遺構が発見されている。住居跡や土坑等との重複関係はあまり見られない

が、住居跡と土坑は調査区の東側に古墳は中央部に集中する傾向を有している。また旧石器が 1ユ

ニットと、 3基の火葬墓が発見されている。

一丁田台東遺跡 一丁田台東遺跡は籾買場遺跡の北西部で、遺跡群の北西端部に所在している。ごく

限られた調査範囲で、奈良・平安時代の住居跡が 1軒発見されている。

以上が木田余台遺跡群の調査結果である。同一遺跡として見ると、住居跡が588軒、土坑が855基 、

古墳が 18基等が発見調査されている。未調査部分を加味するならば、住居跡 7～ 800軒、土坑は千

基となる大遺跡と推定される。時代的には、旧石器時代から中 。近世までの複合遺跡である。
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第 3図 東台追跡調査区全体図 (S=1:1000)



第 4図 宝積遺跡調査区全体図 (S‐ 1:1000)
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Ⅲ。検出された遺構

1.籾買場遺跡の遺構

籾買場遺跡は、木田余台遺跡群の西側で御異遺跡と隣接している。当遺跡の調査は、御臭遺跡と同

様な既存宅地との関係から25調査区に分けて実施した。この結果302軒の住居跡、235基の土坑、16

条の溝と多数の Pitを 確認した。以上に各調査区ごとに、その結果を記述する。

第 1・ 4区 (第 5・ 7・ 28・ 71・ 137・ 144図、図版 1・ 9・ 36)

第 1・ 4区は遺跡の西側で、幅員 6mの計画道路部分が調査区である。遺構は調査区の北側と南側

で発見された。北側では住居跡が 1軒 (SI-1)発見されたのみであり、南側では 7軒の住居跡 (S

IT2～ 8)と 3基の上坑 (SK-1～ 3)及び、 1条の溝 (SD-1)が発見されているが、第 2号

～第 8号住居跡と第 1号溝とが各々重複している。また第 2号土坑は、第 2号住居跡と第 1号溝とに

重複している。限られた範囲での調査であるため、遺構の全容は不明であるが住居跡は、古墳時代～

平安時代にかけての住居跡であり、清は中。近世に位置する溝で上坑は縄文時代の上坑である。第 1

号溝は、幅 0,75m、 深さ0.60m、 全長 4.00mを 計測する。

第 2・ 3区 (第 6・ 68・ 69。 135・ 137・ 151図 、図版 1043)

第 2・ 3区は遺跡の西側で、第 1。 2区の東側中央部に所在し第 2区の南側 9mに第 3区が所在し

ている。第 2・ 3区は方形 。長方形状を呈する調査区で、第 2区で 1条の溝 (SD-15)と 1基の土

坑 (SK-220)が発見されており、第 3区では 6軒の住居跡 (SI-292・ 293・ 296～ 300)と 10基

の上坑 (SK-221～ 230)及び 3条の溝 (SD― ■ 。16・ 17)が発見されている。第 293・ 296・ 298・

300号住居跡は、 3条の溝と各々重複し第 292号住居跡は第 221号土坑と重複している。また第293

号住居跡は第226号土坑と重複しており、第299号住居跡のみが単独な住居跡である。第 293・ 296～

298は古墳時代の住居跡であり、第 292・ 299号住居跡は奈良 。平安時代に位置する住居跡である。溝

は中 。近世の溝であり、土坑は縄文時代の上坑である。

第■号溝は、幅 2～ 3.00m、 深さ0.50～ 0.55mで南束から北西に掘り込まれており、第 16号溝

と合流する部分から北方に掘り込まれている。第15号溝は、幅 3.20m、 深さ0。50mで東西方向に掘

り込まれている。第 16号溝は、第 293・ 296・ 298号住居跡と第225号土坑を掘り切り第 11号溝と合

流しており、幅 1.80m、 深さ0.60mで南東から北西へ直線的に掘り込まれている。第17号溝は、第

298号住居跡を掘り切り第■号溝と重複しながら直線的に掘り込まれており、幅 1。40m、 深さ0.45

mを計測する。

第 5区 (第 7・ 66～ 68・ 31・ 82・ 150。 151図 、図版 1・ 18・ 33・ 41)

第 5区は第 4区の東側 1l mに所在しており、13軒の住居跡 (SI-277～ 291)と 12基の上坑 (S

K-208～ 219)が 発見されており、各々複雑に重複している。住居跡で遺構の全容を知り得たのは 5

軒 (SI-279。 283・ 284・ 287。 290)のみで、残り8軒は住居跡の一部又は 1/4程度を調査したの
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第 1表 籾買場遺跡住居跡一覧表 (1)

遺構 胤 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深 度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

SI‐001 第1号住 隅丸方形状 N75°■ 0.25 東壁中央南側 貼床 2 平安 東カマ ドで中央以西は調査区外

S1002 第2号住 長方形状 0トト55°‐E 0.20 貼床 l 東北部のみ調査、S106と 重複

SI l103 第3号住 貼床 S102・ 04・ 06・ SD 01と 重複

S1004 第4号住 正方形 Nお 5°こ 440 069 貼床 1 奈 艮 SI-05・ 07・ SD-01と 重複

Sと005 第5号住 貼床 l SI-04・ 07・ 08と 重複、一部調査

S1006 第6号住 正方形状 N42° W 3.10 0.43 北壁中央西側 貼床 1 古墳 SI-02・ 03・ SD 01,SK 02と 重複

S1007 第7号住 正方形状 貝占床 S104・ SD-01と 重複、一部調査

SI‐008 第8号住 正方形状 洋 22・こ 340 210 貝占床 1 S105・ 07と 重複、北東部のみ調笛

S1009 第9号住 正方形 N34°こ 貝占床 中央北側 5 奈 良 東側は撹乱され、SK 05'06と重複

S1010 第10号住 正方形状 N‐21° Vヽ 3.20 貼床 l 南西隅を調査したのみ

S1011 第■号住 隅丸正方形状 N望 4°こ 4.84 484 貼床 5 西側区競外

S1012 第12号住 隅丸方形状 畔20° Vヽ 0.32 貼床 南西部を調査したのみ

S1013 第13号住 正方形状 洋 38° こ 710 360 0.23 貝占床 2 古墳 SD■と重複、東側のみ調査

SI‐014 第14号住 隅丸方形状 洋 37・嘔 435 228 貼床 東側 中央南 2 奈良 床面と炉跡で確認

S1015 第15号住 隅丸方形 N=21° 再V 320 040 北監中央 貼床 l 平安 北東と南西は調査区外に有

S1016 第16号住 隅丸方形 N35° Vヽ 6.10 6.10 032 北壁中央 貼床 4 古墳 北東と南西は調査区外に有

S1017 第 17号住 方形状 N望2'こ 470 3.20 貼床 1 北東部のみ調査

SII118 第18号住 隅丸方形 N30'C 647 0.08 北壁中央東側 貼床 5 古 墳 SK 10と 重複、北東部区域外

SI‐01C 第19号住 方形状 N31・ E 242 0.20 貝占床 2 古墳 S120・ SK 08と 重複、西側区域外

SII12℃ 第20号住 方形状 洋 16° こ 515 018 貝占床 2 古墳 S119。 SK-09と 重複、西側区域外

S1021 第21号住 隅丸長方形 N64° W 436 貝占床 2 古墳

SI-022 第22号住 隅丸方形 N7° W 0.30 5 南東部は調査区外、東カマドか

S1023 第23号住 正方形 N53°‐W 0.20 北壁中央西側 4 奈良 南壁中央に貯蔵穴有

S1024 第24号住 隅丸方形 N-33° ⅢV 3.88 貼床 2 平 安 中央を溝に切られ、S125と 重複

S1025 第25号住 隅丸方形状 981 0.E 貼床 2 平安 溝とSI-25と 重複する

S102( 第26号住 隅丸方形状 N望 0° W 542 365 0.50 北壁中央部 貝占床 2 古墳 北側の一部を調査したのみ

S1027 第27号住 隅丸長方形 N望3■ Vヽ 6.32 0.67 貼床 2 古墳 SD-02と 重複、南側区競外

S102遷 第28号住 正方形状 N望 8° W 532 0.47 貝占床 2 古墳 S129と 重複、北西部区域外

S1029 第29号住 正方形 N-39° Vヽ 5.60 550 050 北壁中央部 貼床 5 古墳 北西部区域外、北東部に貯蔵穴有

S1030 第30号住 0,05 貝占床 SI-31と 重複、一部調査

S1031 第31号住 正方形 ‖38°‐MI 6.84 0.32 中央北側 5 古墳 SI-30・ 32・ 36と 重複

S1032 第32号住 正方形 N44° W 6,70 020 北壁中央西側 貼床 3 古墳 中央南側区域外、小PIt3有

Sと033 第33号住 正方形状 N60°こ 6.20 0.43 東壁中央部 貼床 l 古墳 西側区域外、SI-34・ 32と 重複

S1034 第 34号住 正方形状 N80° Vヽ 7.10 6.20 0.25 北壁中央部 貼床 5 古墳 S135と 重複、北東・南西部区域列

SI℃35 第35号住 0。 15 直床状 ユ 古墳 S134と 重複、一部調査したのみ

S1036 第36号住 正方形状 025 北壁中央西側 貼床 2 古増 SI-37・ 31と 重複、東側区域外

S1037 第37号住 不整方形 6 古墳 SI-36・ SK 231と重複

S1038 第38号住 正方形 N‐36° W 790 北壁中央部 貼床 5 古増 SI-37と 重複、】ヒ西部区競外

Sと039 第39号住 方形状 027 北西部のみ調査

S1040 第40号住 隅丸方形 N望4召〃 5,45 5,40 北壁中央部 一部堅貝占床 4 古墳 S141と 重複、北西部区域外

S1041 第4号住 2.40 北壁中央西側 S卜40,SD-05と 重複、カマドと床で確認

Sと042 第42号住 正方形状 5.55 3.80 貼床 2 S143・ SD-05と 重複、一部区域外

S1043 第43号住 隅丸正方形 6.20 6.68 貼床 中央北側 4 古墳 S150と 重複、南東部区域外

S1044 第44号住 隅丸長方形 N26° Vヽ 5.05 034 北壁中央東側 貼床 4 古墳 SI-45・ SK 16と 重複

S1045 第45号住 正方形 N27°W 2,75 1.85 039 一部貼床 SI-44と 重複、南西部のみ調査

SI-046 第46号住 正方形 5,40 5.15 032 北壁中央西側 貼床 4 古墳 南西部区域外、貯蔵穴有

S1047 第47号住 方形状 1,00 0.47 直床状 南西コーナー部のみ調査
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みである。時期的には第 277・ 278・ 279。 281・ 283・ 284。 287・ 290号住居跡は古墳時代に位置する

住居跡であり、第 289号住居跡は奈良時代に位置する住居跡である。土坑は、長方形を呈する第 218

号土坑が小竪穴の可能性を有する以外縄文期の上坑と推定される。

第 6区 (第 7・ 8・ 29・ 31～ 35・ 71～ 73・ 135・ 137・ 144図 、図版 2・ 9。 10018・ 31・ 36)

第 6区 は第 1・ 4区の東側 39mで南北方向と、中央部より東方に延る幅員12mの計画道路が調査

区である。遺構は調査区の全域で発見されている。発見された遺構としては、住居跡26軒 (SI-16
～41)、 土坑 8基 (SK-8～ 14・ 231)、 2条の溝 (SD-2・ 5)が発見されている。道路幅が調査

区域内であるため、遺構全域を調査し得たのは第 21・ 23・ 31・ 37号住居跡の 4軒のみで、他の22軒

はその一部か 1/2以上が調査区域外に所在している。また単独で調査した住居跡は第 16・ 18・ 21・

23号住居跡の 4軒程度で、他は重複又はその可能性を有している。特に第 28～ 38号住居跡の■軒

は、相互に重複している。時期的には古墳時代の住居跡 17軒 (SI-16・ 18・ 20'21・ 26～ 29。 31

～35。 37・ 38・ 40)と 、奈良・平安時の住居跡 6軒 (SI-19。 22～ 25。 36)で、第 17・ 30。 39・ 41

号の 4軒は住居跡の一部又は床面・カマド等で確認されているため、具体的な時期は決定し得なかっ

た住居跡である。

8基の土坑は、単独な土坑 4基 (SK-11～ 14)と 第 18・ 19'37号住居跡と重複している土坑 4

基 (SK-8。 9。 10。 231)が あり、円形を呈する土坑 (SK― ■～14)と楕円形状を呈する土坑 (S

K-8～ 9・ 231)と がある。時期的には、縄文時代の上坑である。

2条の溝は、第 2号溝が 3軒の住居跡 (SI-24・ 25。 27)を 掘り切り、南東～北西にかけ直線的

に掘り込まれている。調査区域内での大きさは、全長135m、 幅 2.00m、 深さ0.65mを計測する。第

2号溝は、東側の 7、 8区で発見された第■号溝と接続し21区東端方向へ延びており、西側では 3

区の第■号溝と接続するようである。よって、第 2号溝と第■号溝は同一溝と判断される。第 5号

溝は、東壁部分の調査で南方へ伸び 3区の第 16号溝と同一溝である可能性を有している。

第 7区 (第 8。 60～ 62・ 136・ 138。 149・ 150図 、図版 2・ 16～ 18040・ 41)

第 7区は第 6区の東側 7～ 10mに位置し幅 15～ 17m、 長さ約 62.5mで長方形状の調査区である

が、北東部で一部細長く突出している。調査の結果は住居跡13軒 (SI-243～ 255)、 土坑23基 (S

K-178～ 201)、 2条の溝 (SD-11・ 12)を 発見しているが著しい重複関係は見られない。土坑と

溝を除いた住居跡の重複関係は、第 243・ 250・ 249。 247号住居跡と第 245。 253号住居跡が各々重複

している。これに土坑 (SK-178。 187・ 184・ 186。 195・ 201)と 溝 (SD― ■)力S重複している。

13軒の住居跡は、遺構の全域を調査し得たのは 6軒 (SI-243・ 247・ 248。 250・ 251・ 252)の み

で、他は重複や 1/4以上調査区域外に所在するため全容不明である。これらの住居跡は、古墳時代

の住居跡 9軒 (SI-243・ 244・ 245。 246。 247・ 250。 251・ 254・ 255)、 奈良・平安時代の住居跡 3

軒 (SI-248・ 252・ 253)と 時期不明 1軒 (SI-249)で ある。

23基の土坑は、円形、楕円形を呈する土坑が中心で大きさ等は個々の上坑により異なっている。土

坑によっては、第 190。 192号土坑のように小 Pitを有する土坑も認められる。時期的には、縄文時代

に位置する土坑である。

2条の溝は、第 11号溝が 2・ 3区及び 6区の第 2号溝と同一溝で東西方向に掘り込まれており、第
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12号清は幅 1.20m、 深さ0.55mで北西～南東方向へ直線的に掘り込まれている。第 11号溝は、第

243。 244。 245。 253号住居跡を掘り切っている。時期的には、中 。近世の溝と推定される。

第 8区 (第 8・ 28。 29図 、図版 3・ 9・ 36)

第 8区は第 6・ 7区の東側で、第 21区西側に所在しており計画道路のT字交差点に相当する地区

である。調査の結果は、住居跡が 6軒 (SI-9～ 14)、 土坑が 3基 (SK-5～ 7)、 溝 1条 (SD―

■)が発見されている。 6軒の住居跡で全域を調査出来たのは 2軒 (SI-9。 11)のみであり、他

の 4軒は一部のみである。また第 14号住居跡は、床面で確認された住居跡である。土坑は 3基中 2

基 (SK-5。 6)が第 9号住居跡と重複しており、円形状を呈する土坑が中心である。溝は調査区

の北側で東西方向に掘り込まれているが、第 6区 と7区に掘り込まれている溝と同一と判断される。

これらの遺構の時期としては、住居跡が古墳時代で土坑は縄文時代であり、溝は中・近世に相当す

る。また重複関係では、住居跡 3軒 (SI― ■ ,12・ 14)の重複と住居跡 (SI-9)と 土坑 2基 (S

K-5。 6)の重複が認められるが、第 6・ 7区で見られるような著しい重複関係は見られない。

第 9区 (第 9・ 62・ 63・ 150図、図版 3)

第 9区は第 6区の南東部で、第 13区北側の東側に所在し長方形状を呈する調査区である。調査の

結果は、住居跡が 8軒 (SI-256～ 263)と 3基の土坑 (SK-202～ 204)が発見されている。また

調査区の中央部には、東西方向での撹乱溝が 1条掘り込まれている。この撹乱清により4軒の住居跡

(SI-257・ 261・ 262・ 263)と 1基の土坑 (SK-204)が、その一部を破壊されている。

8軒の住居跡は、古墳時代～奈良・平安時代にかけての住居跡であるが、全域を調査し得たのは 1

軒 (SI-261)の みで残り7軒の住居跡は、遺構の 1/4か ら1/2程度を調査区域外に有してい

る。重複関係で見るならば、第 256号住居跡と第257号住居跡、第 262号住居跡と第 263号住居跡が

各々重複しており、やや著しい重複状況といえる。

3基の上坑は、円形及び楕円形状を呈する縄文時代の上坑で、第204号土坑が第257号住居跡と重

複している以外重複関係は見られない。

第 10区 (第 9。 63～ 65・ 81・ 150図 、図版 3。 17・ 33・ 41)

第 10区は第 9区の東側で、長方形状を呈する調査区である。調査の結果は、住居跡 13軒 (SI―

264～ 276)と 3基の上坑 (SK-205～ 207)及び 2条の清 (SD-13・ 14)が発見されている。

13軒の住居跡は古墳時代～平安時代までの住居跡であり、第274号住居跡は貯蔵穴の周囲に貼付け

のテラスを有している。第 268号住居跡は東向きの住居跡で、第 269号住居跡と第 275号住居跡は東

西方向に長軸を有している。また第265号住居跡と第272号住居跡は、小竪穴状の住居跡で平安期に

位置する住居跡と判断される。これらの住居跡で第 264・ 266。 271・ 273・ 275・ 276号住居跡の 6軒

は1/4～ 3/4程度を調査区域外に有しており、重複状況で見ると第 272・ 273・ 275号住居跡の 3

軒、第270号住居跡と第271号住居跡、第 264号住居跡と第 265号住居跡が各々重複しているのみで

著しい重複状況は見られない。

3基の土坑は、円形状 (SK-205)、 隅丸長方形状 (SK-207)、 方形状 (SK-206)を呈してお

り、第205号土坑と第206号土坑は縄文時代の土坑と推定される。3基の土坑は、各々単独で掘り込
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第 2表 期買場遺跡住居跡一覧表 (2)

豊構 No 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深 度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

S1048 第48号住 隅丸長方形状 Nお 0°式〃 5。15 貼床 南側は区域外

S1049 第49号住 隅丸方形状 N‐28°S石/ 035 貼床 奈良 S159と 重複、西側区域外

S1050 第50号住 S143・ 49と 童複、一部のみ調査

S1051 第51号住 隅丸方形状 N92° Vヽ 5.30 044 貼床 中央北側東向 古墳 S149と 重複、東側区域外

SI C152 第52号住 隅丸方形状 1.65 0.22 直床状 奈良 SI-116と 重複、西側区域外

S1053 第53号住 正方形状 4.55 0.20 貼床 奈良 SI-54・ 55と 重複、東側区域外

S1054 第54号住 正方形状 北壁中央部 貼床 平 安 SI-53・ SK 17と 重複、一部区域外

S1055 第55号住 方形状 直床 1 南西部のみ調査

SII156 第56号住 方形状 直床 床面のみ確認、東側区城外

S1057 第57号住 方形状 3.90 3.30 直床 中央南東側 SK 18と 重複、一部確認

S1058 第58号住 隅丸方形状 Nも 8°うパr 西壁中央西側 貼床 奈良 SI-59・ 61と 重複

S1059 第59号住 隅丸方形状 洋83° W 5.45 515 0.28 貼床 古墳 SI-58・ 61・ 62と 重複

Sと060 第60号住 隅丸方形状 N10°‐E 350 1 奈良 S167と 重複、東側区域外

S1061 第61号住 隅丸方形法 N45° W 7.20 285 0.62 貼床 4 古墳 S158・ 59・ 62と 重複

S1062 第62号住 方形状 N68° Vヽ 4.95 065 0.22 S159,61と 重複、東側一部調査

SII163 第63号住 隅丸方形状 ‖30'こ 6.40 595 028 貼床 古墳 SI-64と 重複、北と南西区城外

SI‐064 第64号住 隅丸長方形 6.50 0.43 北壁中央部 貝占床 古墳 南西部区域外、SK-42と 重複

SII165 第65号住 Sl■07・ 115と 重複、東と南側区城外、一部調査

創 l166 第66号住 方形状 辟 17° 再V 0.08 直床 SK 32・ 33 232と 重複、西側のみ調整

SI l167 第67号住 隅丸方形状 伴10°‐E 3.55 270 北壁中央部 貼床 平 安 SI-60と 重複、東側区域外

SIЮ68 第68号住 隅丸方形状 ‖14°こ 一部貼床 SK-20と 重複、床面・柱穴で確認

SI‐069 第69号住 隅丸長方形 洋50° W 貼床 奈 長 SKと 重複、北西部区域外

SI‐070 第70号住 方形状 洋21° ‐E 貼床 ユ S169・ 108と 重複、西側区域外

SI¶71 第71号住 方形状 N7■E 0.34 貼床 奈良 SI-72 73、 SK-21と重複、北束部のみ調査

SIη72 第72号住 隅丸長方形 洋75° Vヽ 東壁中央南側 直床 1 奈良 SI-71・ 73、 SK 23・ 24と 重複

SI→73 第73号住 方形状 N76° Vヽ 直床 古墳 SI-71・ 72、 SK 22と 重複、西側のみ調査

SI℃74 第74号住 方形状 N46°ⅢV 5,95 中央北側 古墳 SI-75、 SK 25～ 31と 重複

SIЮ75 第75号住 隅丸方形 N望 0°こ 0,04 貼床 平安 S176・ 301、 SK 36・ 37・ 40と 重を

SIЮ76 第76号住 隅丸方形 N35'ヽV 300 290 北壁中央部 貼床 l 平安 S177,78、 悪 -4卜 234と 重複

SIЮ77 第77号住 隅丸方形 N33・ Vヽ 3望6 西壁中央部 貼床 1 平安 S176・ 78、 SK 35と重複、一部区域少

SIЮ78 第78号住 隅丸方形状 畔16° E 450 450 059 北壁中央部 貼床 古墳 S176 77.79、 SK 41と重複、SI■59と 同一

SI‐079 第79号住 直床 SI-73'75 76・ 78・ 301と 重複、床面のみ

SI‐080 第80号住 隅丸方形状 畔18°こ 350 244 直床 平安 西側区域外、床面と壁溝で確認

SI‐08ユ 第81号住 不整長方形 N34°こ 535 0.27 北壁中央部 貝占床 古墳 南東部区域外

SI l182 第82号住 隅丸方形状 N139° ll・ 4.20 0.22 奈 良 西側区域外

SI l183 第83号住 隅丸方形状 酢18° Vヽ 4.60 奈良 SK 233と 重複、中央以北区域外

SIЮ84 第34号住 正方形状 畔12°こ 2.90 平安 南壁部分のみ調査

SI l185 第85号住 隅丸方形状 直床 古墳 SI-86と 重複

SI‐086 第86号住 隅丸方形状 貝占床 古墳 SI-85と 重複、西側調査区域外

SI‐087 第87号住 隅丸方形 N7°嘔 貼床 l 平安 SI-88と 重複、高西部区域外

SI‐088 第88号住 方形状 N39° W 250 直床 奈良 S187と 重複、北東部のみ調査

SI l189 第89号住 方形状 N30°‐W 525 4,70 貝占床 中央北側区域外、SK-43ど重複

SIЮ90 第90号住 正方形状 N望 2°‐E 北壁中央部 貼床 平安 南側調査区域外

SI l191 第91号住 正方形状 N25° Vヽ 3.60 350 貼床 平安 北東部のみ調査

SI¶92 第92号住 方形状 N30°こ 530 0.20 貼床 古墳 SI-93と 重複、中央部のみ調査

SI硝93 第93号住 隅丸正方形状 祥 28°こ 645 0.50 貼床 古墳 SI-92・ 94、 SK-58`Vと重複、西側区域外

S1094 第94号住 隅丸方形状 半5モE 420 北壁中央部 賊床 奈良 SK 84と 重複、中央と北東部のみ調査
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まれている。

2条の溝は、南北で直線的に掘り込まれており3軒の住居跡 (SI-270。 271・ 274)と 重複してい

る。時代的には、中 。近世の溝と推定される。

第 11区 (第 10・ 44・ 46・ 76・ 146図 、図版 14・ 32・ 38・ 39)

第 11区は第 5区の南側で、第 13区の西側に所在し長方形を呈する調査区である。調査の結果は、

17軒の住居跡 (SI― ■6～ 131・ 301)と 土坑 4基 (SK-85～ 88)が発見されているが、調査区西

側には南北方向での撹乱溝により4軒の住居跡 (SI-120。 121・ 123・ 124)が 一部破壊されている。

16軒の住居跡は、第120号住居跡を除き全て重複している。重複状況としては、第■6号住居跡が

第13区の第52号住居跡と調査区域外で重複しているであろうし、第 117～ ■9号住居跡の 3軒 と第

121～ 125号住居跡及び第 129・ 130。 301号住居跡の 8軒と、第126～ 128。 131号住居跡の 4軒が各々

複雑に重複している。また第■6号住居跡と第130号住居跡は南北方向に、第121号住居跡は東西方

向に長軸を有し長方形状を呈する住居跡であり、第■8号住居跡は 1辺 6m以上の大型住居跡である。

住居跡の時期としては、古墳時代に位置する住居跡である。

4基の上坑は、円形や楕円形を呈する土坑で第 85・ 87・ 88号土坑の 3基は、第 117・ 122号住居跡

と重複しており、第 86号土坑はフラスコ状の土坑である。上坑の時期としては、縄文時代に位置す

る土坑である。

第 12区 (第 10・ 47～ 52・ 76・ 77・ 145～ 1471150図 、図版 13・ 14・ 32・ 39)

第12区は第 5区の南側で、第13区南端部西側に所在し長方形を呈する調査区である。調査の結果

は、45軒の住居跡 (SI-132～ 177)と 29基の土坑 (SK-91～ 120)が 発見されており、各々複

雑に重複している。特に住居跡相互の重複が著しく、第 135号住居跡が第 92号土坑と接し西側を調

査区域外に有しておりほぼ単独で発見されたといえよう。また第 143。 144。 146。 168号住居跡の 4

軒は、遺構の一部を確認・調査したのみである。これらの住居跡は、古墳時代～奈良・平安時代にか

けての住居跡で北東方向と北西方向に方位を有する住居跡が多く、中には第167号住居跡のように住

居跡の長軸を東西に有する住居跡や第162号住居跡のように 1辺 2m台の住居跡も発見されている。

29基の土坑は、その大部分が住居跡と重複しており、単独で又は少ない重複状況で発見されたのは

南側の 9基 (SK-113～ 120)の みである。これらの土坑は、円形・楕円形・隅丸長方形状を呈する

縄文時代の上坑が中心で、第 116号土坑のようにフラスコ状土坑も発見されている。

この第 12区は、東側の第13区南側と0.50～ 2.00mの調査区域外部を挟み隣接しているため第 12

区の第 147号住居跡と第 13区の第 71号住居跡、第 12区の第 150号住居跡と第 13区第 73号住居跡、

第12区の第159号住居跡と第78号住居跡の 3住居跡は、調査期間の関係から別の住居跡として調査

したが本来は同一の住居跡と判断される。また第12区の第152号住居跡と第166号住居跡は、撹乱に

より消失した部分を有するものの 1辺 6m台 と推定されることから古墳時代の同一住居跡であろうし、

第 138号住居跡は第 141号住居跡の拡張の可能性を有している。

これら住居跡・土坑以外には、少数の Pit状遺構が発見されている。
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第 3表 籾買場遺跡住居跡一覧表 (3)

遺構 No 名  称 形  状 方 位 長 径 短径 深度 カマドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

S1095 第95号住 方形状 ド30° W 230 1,95 0,49 貼床 ] S1113と 重複、北東部のみ調査

ЫЮ96 第96号住 隅丸方形状 ド12°再V 3.30 2,75 0.55 貼床 1 SI―■1・ l13、 SD― l17と 重複、南西部のみ調査

S1097 第97号住 隅丸方形状 ミ鳥0° lAr 北壁中央部 貼床 4 奈良 SI-111・ ■2、 SD 07と 重複、一部区城外

SI‐ 098 第98号住 隅丸方形状 N23° iお「 290 2,70 貼床 1 平安 中央以北のみ調査

SI l199 第99号住 隅丸方形 N認 2°5Ⅳ 貼床 4 古墳 S1101、 SD-07と重複、北側区域外

S1100 第100号住 不整方形 N60°‐E 270 016 北壁中央東側 直床 〕 平安 S1101と 重複、南側区域外

SI‐101 第101号住 正方形状 N62° llr 2.70 貼床 2 古墳 S199,100と 重複、南側区域外

S1102 第102号住 正方形状 N38° llI 貼床 1 古墳 中央部調査、東側・西側区域外

S卜 103 第 103号住 正方形状 ド 145° 嘔 300 0.12 東壁中央部 貼床 1 古墳 SI-104・ 110、 SK-79と 重複、中央部調査

S1104 第104号住 不整方形状 220 直床状 1 SI-103と 重複、西側区域外

SI‐105 第 105号住 方形状 ド70° Vヽ 630 2 古壊 柱穴・壁溝のみ、南側区域外

SI‐106 第106号住 正方形状 ‖8° W 012 北壁中央部 直床状 5 古墳 S156と 重複、西側区域外

SI‐107 第107号住 正方形状 Nお0モE 直床状 1 古墳 SI-64・ 115と 重複、北西部のみ調査

SI‐108 第108号住 方形状 N21°‐E 1.80 貼 床 2 SI-69・ 70と 重複、西側区域外

S1109 第109号住 報告済

S1110 第■0号住 方形状 013 直床状 S1103と 重複、南西部のみ調査

S1111 第■1号住 隅丸方形状 酢25° Vヽ 貼床 1 古墳 S196・ 97・ 113、 SD 07と 重複

S1112 第■2号住 方形状 直床 奈良 S197、 SD 07と 重複、北側区域外

S1113 第113号住 直床状 l SI-95'96・ 97・ llと と重複、柱穴 床面のみ

S1114 第■4号住 方形状 畔 10° C 4.00 北壁中央部 直床状 奈良 SK-69と 重複、南側区域外

SI‐115 第■5号住 方形状 N10°‐E 4.20 直床状 l 古墳 SI-64・ 107と 重複、南側区域外

SI‐ l16 第■6号住 隅丸方形状 N‐0°こ 直床状 古墳 西壁部のみ調査

SI‐ 117 第117号住 隅丸方形状 NO°こ 022 貼床 4 古墳 S1118・ S【 85と重複、南側区域外

S1118 第■8号住 長方形 N望34W 575 0.44 北壁西側 貝占床 3 古墳 S1117・ 119と 重複、南西部区域外

S1119 第119号住 方形状 卜16° Vヽ 620 0.53 直床 S1118と 重複、南側撹乱で消失

S卜 120 第120号住 方形状 N‐35° こ 2.10 直床状 北東部のみ調査

S1121 第121号住 隅丸長方形 N69°再V 5.55 0.28 直床状 中央部で西向 SK-89と重複、西側区域外、東側撹乱

餅 122 第122号住 隅丸長方形 N5°‐E 5.20 貼床 古墳 S1124・ 301、 SK-87・ 88と 重複

S1123 第123号住 正方形状 N‐45° W 505 460 貼床 古墳 S1124と 重複、西側撹乱

S1124 第124号住 正方形 N宅3° llr 555 貼床 4 古墳 S1122・ 123と 重複、西側撹乱

S1125 第 125号住 隅丸方形状 N3°C 2.20 028 団い貼床 奈良 SI■ 29と 重複、西側区域外

S1126 第126号住 正方形状 卜16°‐E 040 固い貼床 古墳 SI-127・ 128・ 131と 重複、北側区域外

S1127 第 127号住 方形状 ド35° Vヽ 固い貼床 平安 S1126と 重複

S1128 第128号住 隅丸方形状 洋26° Vヽ 2.45 205 回い貝占床 ユ 古墳 S1126・ 131と 重複、南西部のみ調査

S1129 第 129号住 長方形状 ド75°lE 一部固い貼床 古墳 S1121・ 125、 SK 89と重複、床面のあ

Sと 130 第130号住 隅丸長方形 N45° SⅣ 3.60 340 028 直床状 4 平安 SI-125と重複

餅 131 第131号住 不整方形状 N28° W 2.45 130 0.20 直床状 余良 SI-126・ 128と 重複、北側区域外

S卜 132 第132号住 方形状 N62°C 5,00 0.13 直床状 古墳 SI-133・ 134・ 137、 SK-90と 重複

SI‐133 第133号住 不整方形状 N‐ 13°‐E 6.20 貼床 古墳 S1140、 SK 93・ 94・ 96と 重複

甑■34 第134号住 隅丸正方形 N67°‐E 012 直床状 1 平安 S1132 133 136 137、 SK-9299と 重複

S1135 第135号住 方形状 N34°こ 直床状 S1136と 重複、北東部のみ調査

S1136 第136号住 方形状 N36°こ 北壁中央部 直床状 古墳 既―134135137、 SK能と重複、南西部区域外

SI‐137 第137号住 方形状 N68°こ 022 直床状 1 SI-132・ 133・ 134・ 136と 重複、一部調査

S1138 第 138号住 隅丸方形 Nも2° Vヽ 640 6.40 北壁中央西側 貼床 4 古墳 Ы-14・ 14'151、 SK-95.102.106,W,1饂 と重複

S1139 第139号住 0.30 S1136と 重複、一部調査、西側区域外

S1140 第 140号住 方形 辟7°こ 360 2.10 直床 2 平安 SI■ 33・ 138、 SK 96・ 97と 重複

S1141 第141号住 方形 N62° W 4,70 0.30 貼 床 4 奈良 Sl-38、 SK 102・ 107・ 108と 目ま4夏
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第 13区 (第 10・ 35～ 40。 73～ 75図、図版 4。 ¬0～ 12・ 18・ 31・ 36)

第13区 は第 5・ 皿 。12区の東側で、南北方向に設計された幅員 6mの計画道路部が調査区であり、

北側で34mと 南側で28mの突出した調査区があり、南東部には第 17・ 18区の 2調査区が所在してい

る。南側では、西側の第 12区 と密接な関係を有している。また東側中央には、14・ 15区がある。

第13区 の調査結果は、住居跡 45軒 (SI-42～ 79。 107・ 108。 115)と 土坑が30基 (SK-14～

42・ 234。 235)、 及び 1条の溝 (SD-5)が発見されている。45軒の住居跡は、5グループに分かれ

るようである。Iグループは調査区の北側で第42～ 45・ 51号住居跡の 7軒があり、第■区北東部の

4軒 (SI-126～ 128・ 131)と 関連し各々重複している。第50号住居跡は、住居跡の一部を調査し

たのみである。Ⅱグループは調査区の北東部で、第46～ 48号住居跡の 3軒が入り単独で調査された

住居跡であり、14・ 15区 との関連は調査区の時点では認められない。Ⅲグループは調査区中央部で、

第52～ 57・ 106号住居跡の 7軒が入り11・ 15区 と関連するようである。また第52号住居跡は、■区

第116号住居跡と重複するようである。各々の住居跡は、グループの北側と南側で各々重複し第56号

住居跡は床面で確認された住居跡である。Ⅳグループは調査区南側で、第 68～ 79。 108号住居跡の

13軒で12区 と密接な関係を有し各々著しい重複状況を呈している。また第71号住居跡と12区第147・

73号住居跡と12区第 150。 78号住居跡と12区第159号住居跡の 3軒は、遺構の状況から同一住居跡

と判断される。Vグループは調査区南束部で、第58～ 67・ 107・ 117号住居跡の12軒が入る。この 12

軒は17区 に関連するようであり、第66号住居跡以外は各々重複している。また第 65。 107。 115号住

居跡の 3軒は、床面で確認された住居跡である。

45軒の住居跡は、古墳時代に位置する住居跡は 1辺 6m台 を計測するが、第78号住居跡 (+12区

SI-159)は 1辺 8m台を計測する大型住居跡であり、奈良時代に位置する住居跡は 1辺 4～ 5m台

を計潰Iす る。この 2時代の住居跡が中心で、平安時代の住居跡は少なく3軒程度で 1辺 2～ 3m台を

計測する。

30基の上坑は、第15号土坑が単独で発見された以外全て住居跡と重複している。これらの上坑は、

縄文時代に位置する土坑が中心で円形 。楕円形 。長方形状を呈している。

1条の清 (SD-5)は 、調査区北端で第42号住居跡まで北方 (第 6区南端西側)よ り掘り込まれ

ているが第42か ら44号住居跡にかけての部分で確認されておらず、この部分で止まっている溝と推

定される。時期としては、中 。近世に位置する溝と推定される。

第 14区 (第 11・ 30・ 41・ 75図、図版 9。 12)

第 14区 は第13区北側より束方に突出した部分の東側で、幅員 6mの計画道路が調査区で南側には

第 15・ 16区の調査区があり、北側には第 9。 10区の調査区がある。

第 14区 の調査結果は、 2軒の住居跡 (SI-15・ 81)が発見されたのみである。第 15号住居跡は

北西方向に主軸を有し、 1辺が 3m～ 4m台を計測する住居跡である。第 81号住居跡は北東方向に

主軸を有するが、東西方向に長軸を有する住居跡で 1辺 4～ 5m台 を計測する住居跡である。

2軒の住居跡は、奈良・平安時代に位置する住居跡で北側の 9。 10区 と南側の 15区 と関連する集

落に入る住居跡と推定される。
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第 4表 籾買場遺跡住居跡一覧表 (4)

離 No 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

SI‐142 第142号住 方形状 N37°‐E 一部貼床 1 古墳 S1143・ 144と 重複、南西部のみ調査

S1143 第143号住 方形状 長床状 S1142・ 144と重複、一部のみ調査

SI‐ 14生 第144号住 方形状 N20° E 2.40 0.43 貼床 2 S1142・ 143と 重複、南西部調査

S1145 第145号住 方形 N40° Vヽ 0.50 貼床 3 奈良 S1146～ 149・ 153と 重複

S1146 第146号住 方形状 SI-145・ 147・ 148と 重複、一部調査

S1147 第147号住 方形状 N18°C 480 L.35 0.52 貼 床 2 古墳 SI-145・ 146 148・ 149と重複、東側区城外

S1148 第148号住 不整方形 0.36 貼床 2 古墳 S1145～ 147と 重複、東側区域外

S1149 第149号住 長方形 トト15°即 525 505 0.56 北壁中央部 貼床 5 古墳 Sl■45.147.150.153 158 161 163と 重複

SI‐150 第150号住 方形状 酢18°こ 5,80 2.80 貼床 2 古墳 S1149 161・ 164と 重複、西側調査

S1151 第151号住 隅丸方形状 N8° 汀ヽ 3,70 2.00 0.35 北壁中央部 貼床 l Sl 138 152と重複、西区域、南側撹乱

S1152 第152号住 0.70 0,14 直床状 l S1151と 重複、一部調査したのみ

S1153 第153号住 方形状 酢50° Vヽ 480 175 直床 3 奈良 Ы―1381451491M・ 151、 SK-402と重複

S1154 第154号住 不整方形 畔30° Vヽ 0.46 北壁中央部 貼床 4 奈良 SI-153・ 158と 重複、西側撹乱で消共

S1155 第155号住 隅丸方形状 N望7° W 貼床 1 古墳 S1156・ 157・ 158と 重複

SI‐156 第 156号住 010 貼床 古墳 S1155。 157・ 158・ 161と 重複

S1157 第157号住 正方形 N36° W 5.15 北壁中央西側 貼床 4 古墳 S1156・ 167と 重複

S1158 第158号住 方形状 辟52° W 貼床 S1149・ 155。 161・ 163と 重複

S1159 第159号住 方形状 畔 13° こ 直床 3 古墳 S1169と 重複、SI-78と 同一住居勤

S1160 第160号住 方形状 ミ43° Vヽ 6.10 0.10 貼床 3 古墳 SI-165,157'166.lV.170と 重複、西側区域外

SI‐161 第161号住 隅丸方形 N30° l17 直床状 l 平安 S1149 150・ 158・ 163、 SK-111と 重複

SI‐162 第162号住 方形状 N55° Vヽ 270 0,80 0.16 直床 平安 SI-167と重複、小堅穴

SI‐163 第163号住 隅丸方形状 N30° Vヽ 2.70 1.90 0.20 直床 1 SI-149'1511・ 158,161・ 164、 SK-112と重複

観■64 第164号住 方形状 畔15° Vヽ 0.20 直床 l S1146・ 150'16卜 163と 重複、一部調査

SI‐165 第165号住 方形状 015 SI-155と 重複、南東部の一部を調査

S1166 第166号住 方形状 026 Sl-160と重複、西側区域外で北,東撹乱で消夫

S1167 第167号住 隅丸方形 N44°式石/ 635 5,70 北壁中央西側 貼床 5 古墳 SI-157・ 162・ 168と 重複

S1168 第168号住 方形状 040 SI-167と重複、南東部のみ調査

S1169 第169号住 方形状 N38° E 4.20 020 貼床 2 古墳 SI■ 59'172と 重複、北東部区域外

S1170 第170号住 方形状 N32° Vヽ 150 004 直床状 SI-160と重複、南東部のみ調査

S117] 第171号住 正方形 N63° Vヽ 700 020 貼床 3 古墳 SI-172・ 174・ 176と 重複

S1172 第172号住 直床 S1159・ 169。 171と重複、一部調査

S1173 第 173号住 方形状 N20°こ 720 043 員占床 2 古墳 東側を調査したのみ

S1174 第174号住 方形状 N30° Vヽ 4.80 0.33 北壁中央西側 貼床 1 奈良 S1171 175。 176と 重複、東側区域外

S1175 第 175号住 直床 S1174と 重複、一部のみ調査

S117( 第176号住 不整方形 N60°■V 4.20 0.33 北壁中央西側 貝占床 4 奈 良 S1171・ 174と 重複、置カマ ドか

S1177 第177号住 隅丸方形 N58° W 525 0.33 貼床 中央南側 l 古墳 Ы-173と 重複、西側区域外

S1178 第178号住 方形状 N34°‐E 貝占床 l SI-179,SK 122、 SD 05と 重複、西区城外

S1179 第179号住 方形状 N55° W 053 貝占床 2 古墳 SI-178・ 180・ 181と 重複、西側区域外

S1180 第180号住 買占床 l SI-179。 182と 重複、一部調査

S1181 第181号住 方形状 N38° E 3.60 只占床 2 古墳 SI-179。 182・ 183・ 184・ 187と 重複

SI 182 第182号住 直床 2 SI-179。 180・ 183と 重複、一部調査

SI‐183 第183号住 方形状 N46° W 480 貼床 3 古墳 SI-181・ 182・ 187・ 188と 重複、東区域外

S1184 第1整号住 不整方形 N42°嘔 033 直床 2 奈 良 SI-181・ 187、 SD-05・ 06と 重複

SI‐185 第185号住 方形状 SD-05と 重複、東側区域外、一部調査

Sと 186 第186号住 長方形 N35°lE 直床 平安 小堅穴、東側と北側区域外

S1187 第187号住 方形状 酢33°咀 0,34 貼床 l 古墳 SI-183 184・ 188、 SD-06と 重複

S1188 第188号住 方形状 N-55°嘔 350 l 古墳 SI-183・ 187、 SK 130と重複、北側区域外
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第 15区 (第 11・ 55～ 60・ 78～ 81・ 147・ 148図、図版 15・ 16・ 18・ 33・ 40)

第 15区は第13区 の中央東側に所在し、北側に第14区 と南側に第 16区の調査区があり、長方形を

呈する調査区である①

調査の結果は、住居跡が40軒 (SI-204～ 242・ 294・ 295)と 土坑が31基 (SK-146～ 177)及

び、 2条の溝 (SD-9。 10)が発見されている。また調査区の中央部には、南北方向で撹乱溝が 1

条掘り込まれており第 217・ 221,223。 225・ 226・ 230号住居跡の 6軒が破壊されている。

40軒の住居跡は古墳時代～平安時代までの住居跡で、第 12区及び第 13区南側のような著しい重複

状況は見られないが、中央部で 12軒の住居跡 (SI-216～ 218・ 220～ 224・ 226・ 230・ 232・ 237)

が複雑に重複している。他の住居跡は 2～ 3軒の重複や単独の住居跡である。また第 206。 209・ 214

号住居跡のように、西方に主軸を有する住居跡も存在している。住居跡の 1辺長では、第225号住居

跡が 1辺 7m台の大型住居跡で第220号住居跡が 1辺 2m台の小型住居跡であり、時期相当の規模と

方向を有しているといえよう。15区の住居跡を集落で見るならば、第204～ 206号住居跡は第11区・

13区 中央部の住居跡と関連するようであり、3軒以外の住居跡は 10。 14区の住居跡と関連するよう

である。

31基の上坑は、単独で発見された土坑以外は住居跡と重複しており、円形・楕円形 。長方形状を呈

する土坑が中心であるが、第 146。 160号土坑のように溝状を呈する土坑も発見されている。これら

の土坑は、縄文時代が中心の土坑である。

2条の溝は、第 9号溝が第214号住居跡付近より南方に向かって掘り込まれているが、調査区南側

の 13・ 16区では認められなかったが17区の溝と関連する可能性を有している。第10号溝は、第 225

号住居跡南側から調査区南東コーナー部まで掘り込まれているが16区 には掘り込まれていない。こ

のことから第 10号溝は、15区南東調査区域外の部分で止まっていることと推定される。

第 16区 (第 11・ 40図 、図版 12)

第 16区 は第 15区の南側で、第13区南側より束方に突出した部分と同様幅員 6mの計画道路内に所

在しており、16区の南西部には第 17区が所在している。

第16区の調査結果は、住居跡 1軒 (第 80号住居跡)と Pit状遺構 1基 (P-38)の 2遺構のみであ

る。第 80号住居跡は、遺構の東壁以外壁は消失しているものの 1辺長 5m台 を計測し炉跡を有して

いることから、古墳時代に位置する住居跡と推定される。本調査区の位置から判断すると、第 13区

のVグループ及び 17区に関連する住居跡のようである。

第 17区 (第 10・ 53・ 54・ 77・ 78・ 147～ 149図、図版 15・ 39)

第 17区 は第13区南側の東側に所在し長方形を呈する調査区で、第13区の南側と北束部とに関連す

る調査区である。調査の結果は、15軒の住居跡 (SI-189～ 203)と 15基の土坑 (SK-131～ 145)、

及び 2条の溝 (SD-7・ 8)が発見されている。

15軒の住居跡は、全て重複しているため単独で発見された住居跡は認められず、遺構の全容を知り

得たのは第195号住居跡 1軒のみである。他の住居跡は、その 1/4以上を調査区以外に有している。

15軒の住居は、古墳時代～平安時代までの住居跡で第 190。 195号住居跡のように西向きの住居跡も

発見されている。また第 191・ 192号住居跡は、床面で確認された住居跡である。
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第 5表 期買場遺跡住居跡―覧表 (5)

置構 No 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深 度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

S1189 第189号住 不整方形 ミも0° Vヽ 3.25 0.07 直床 1 平 安 SI-190と重複、南西部区域外

S1190 第190号住 隅丸方形状 N33°‐E 6.00 034 固い貼床 3 古墳 Sl― 189・ 191,194、 SK-131と 重複、東側区城外

S1191 第191号住 正方形状 N73° W 2,70 022 西壁中央西側 直床 平 安 S1190と 重複、北側区域外

S1192 第192号住 直床 床面のみ一部確認、子細不明

S1193 第193号住 方形状 N63° Vヽ 2,20 0.06 貼床 2 古墳 SK-133・ 134・ 147と 重複、南側区域外

S1194 第 194号住 隅丸方形状 N30°こ 2.55 直床 l 平安 SI-190、 SK 137と 重複、北側区域外

S卜 195 第195号住 隅丸方形 N60° llr 345 037 北壁中央部 貼床 l 平安 SI-198・ 202、 SK-135と 重複

S1196 第 196号住 隅丸方形状 祥50° llI 固い貼床 3 古墳 S1199、 SK-137と 重複、北側区域外

S1197 第197号住 正方形 ミ屁7° Vヽ 5,95 031 北壁中央東側 図い貝占床 3 古墳 SK-148と 重複、南東部区域外

S1198 第198号住 正方形状 N60°平 6.60 0.26 直床状 ユ 古墳 SI-194・ 195・ 196 202、 SK 137と重複

S1199 第199号住 隅丸方形 N86° W 550 直床状 4 古墳 Ы-196・ 197、 SK 138削、SD-07と 重複

S卜200 第200号住 隅丸長方形 伴35°ⅢV 275 200 貼床 平 安 小堅穴、S-201'213、 SD-07、 SK 139と 重複

SI・ 201 第201号住 方形状 N22° W 平安 小堅穴?S1200、 SD-07と 重複、一部調査

S1202 第202号住 不整方形 N‐26°‐V 2.60 直床状 1 平安 小堅穴、S1195,198と 重複

S1203 第203号住 隅九方形状 N-35° W 2.30 0,70 0.19 平安 1理穴、観-200201、 SK 139、 SD― 併と重複

観認04 第204号住 長方形状 N8°‐E 5,弱 3,70 北壁中央部 貼床 3 古墳 西側区域外、貯蔵穴北東部に有

S1205 第205号住 不整方形状 Nお
°
こ 080 0,15 直床 東壁部分のみ調査

S1206 第206号住 正方形 Nお 8° S〃 320 西壁中央南側 貼床 l 平安 西向きの住居跡、単独

S1207 第207号住 正方形 Nお 3° W 240 貼床 平安 S1208・ 294・ 295と 重複

S1208 第208号住 隅丸長方形 N38° W 3.60 295 016 平安 S1207・ 294'295と 重複

S1209 第209号住 長方形 洋15°嘔 5.55 直床 5 古壊 単独、南向きの住居跡

S1210 第210号住 長方形 N20°こ 北壁中央部 貼床 3 古墳 SI-2■・212と 重複、一部撹乱有

S1211 第211号住 方形状 N8°朝「 平安 SI-210・ 211と重複、一部調査

S1212 第212号住 長方形 N望 3° llr 400 3.25 直床 平安 S1210・ 211・ 213、 SK 152と 重複

S1213 第213号住 不整長方形 Nお 2° W 380 貼床 平安 S1213、 SK 152・ 175と 重複

S1214 第214号住 長方形 祥3生
°
llI 565 西壁中央部 貼床 4 古墳 SI-215、 SK-160と 重複、西向きの住居跡

S1215 第215号住 方形状 卜10'E 500 0.60 0,19 古墳 S1214と 重複

S1216 第216号住 方形状 詳29° W 050 北壁中央東側 貼床 4 古墳 SI-217・ 218、 SD 09、 SK-156と重複

S1217 第217号住 直床 SI-216・ 218、 SD 09と重複、一部調査

S1218 第218号住 方形状 N48°→V 4.80 4.30 024 直床 2 古墳 SI-216・ 217、 SK 156と 重複

S1219 第219号住 方形状 ‖76° →V 3.90 ユ 占墳 S1228・ 229と 重複、北側区競外

S1220 第220号住 長方形 ヽ15° Vヽ 270 240 0.36 1 平安 SI-216・ 218・ 221、 SK-155'171と 重複

S1221 第221号住 方形状 洋 16・ こ 470 0.27 貼床 2 古墳 S1216・ 218・ 220・ 225、 SK 155,171と 重複

第222号住 方形状 ド17° W 2 Sl-223・ 224・ 225と 重複、北東部のみ調査

SI‐223 第223号住 方形状 010 SI-222・ 224・ 225と 重複、一部調査

SI‐224 第224号住 方形状 1 SI-222・ 223・ 225・ 232と 目自准夏

Ы‐225 第225号住 正方形 N‐ 18° W 7.55 北壁中央西側 貼床 4 古墳 Ы222,223'274,27.囲 0'232、 SK 168と重複

SI‐226 第226号住 方形状 S1225、 SK 156と 重複、一部調査

S1227 第227号住 不整長方形 洋8° Vヽ 0,36 直床 1 S1237と同一か、Ы-225、 SD 10、 SK 168と重複

SI‐228 第228号住 隅丸方形 N64°こ 6.35 625 0.50 東壁中央北側 貼床 6 昔墳 SI-219、 SK 159と 重複

S1229 第229号住 正方形 ド75° W 2.50 0.43 西壁中央北側 直床 平安 SI-219と重複、北側区城沸

S卜230 第230号住 0.10 直床 SI-225、 SD-10、 SK 168と 重複、一部調査

SI‐231 第231号住 隅丸長方形 ド31° W 3.70 3.20 0.24 北壁中央部 貼床 1 平安 SD-10、 Ы←161・ 162・ 163と 重複

SI‐232 第232号住 0,29 一部調査、SI-224・ 225と重複

SI‐233 第233号住 方形状 N-32° W 0.29 北壁中央部 貼 床 北東部を調査したのみ

S1234 第234号住 隅丸長方形 N-30° 朝「 3.03 0.27 北壁中央部 貼床 l 平安 単独で調査

Sと235 第 235号住 長方形 Nも
°
Vヽ 貼 床 S1236と 重複、北側区域外
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15基の土坑は、円形・楕円形 。長方形を呈する土坑で各々住居跡と重複 している。第 145号土坑

は、南側部分のみの調査であるが中世の地下式坑である。時代的には、縄文時代～中世にかけての上

坑であり、縄文時代の土坑が中心である。

2条の溝は、調査区東側で重複 しながら第 145号土坑の南西部より南方に掘 り込まれているが、調

査区南側の第 18区 に掘 り込まれている第 6号溝とは方向、形状が異なるため接続せず、17区 2条の

溝は南側で止まっているか別の方向に掘 り込まれていることと判断 される。

住居跡と溝以外には、調査の東側で少数のPit状遺構が発見 されている。

第 18区 (第 10・ 52・ 53・ 147図 、図版 14・ 39)

第 18区 は第 17区南側で、籾買場遺跡南西端部に所在する調査区であり、第 12。 13・ 17区 と関連す

る調査区と判断される。調査の結果は、住居跡が■軒 (SI-178～ 188)と 土坑 9基 (SK-122～

130)と 、 2条の溝 (SD-5。 6)、 2基の Pit状遺構が発見されている。

■軒の住居跡は、著 しい重複状況を呈 していると同時に、遺構の 1/2又 は 1/3以 上を調査区域

外に有 している住居跡のみであるために、遺構の全容を知 り得た住居跡は皆無である。また第 186号

住居跡のように長方形状を呈する住居跡や、第 185号住居跡のように遺構の一部を調査・確認 した程

度の住居跡 も存在 している。時期的には、古墳時代～奈良・平安時代にかけての住居跡である。

9基の土坑は円形 。楕円形を呈する土坑であり、第 122号土坑のようにフラスコ状を呈する土坑 も

発見 されている。時期的には、縄文時代が中心の上坑である。

2条の溝は、第 6号溝が北方より掘 り込まれ第 184号住居跡の所で東西方向に分流 しており、第 5

号溝は第 6号溝の分折点南側から2本に分かれた状況で南西方向に掘 り込まれている。時代的には、

中・近世の溝 と推定 される。

第 19区 (第 12図 )

第 19区 は籾買場遺跡の北東端部で、人坂鹿島神社の東側に所在 し幅員 6mの計画道路が調査区で

ある。調査の結果は、土坑が 1基 (SK-4)発 見されたのみである。この土坑は、隅丸長方形を呈

しており、底面に 4本の浅い溝を北端と南端から等間隔に掘 り込んでいる。底面と壁面は焼けておら

ず、骨片等は遺構の覆土内にも認められなかったが、同種の遺構は他の調査区や遺跡から発見されて

いない点で注 目される。

第 20区 (第 12図 )

第 20区 は第 19区 と合流する幅員 6mの計画道路部で、

の結果は、北西～南束へ直線的に掘 り込まれた 1条の溝

に位置する溝と判断される。

人坂鹿島神社の南側に所在 している。調査

(SD-4)が 発見 されたのみで、中・近世

第 21区 (第 12図 )

第 21区 は第 8区東側で、第 20区南側に所在 し幅員 12mの計画道路が調査区である。調査の結果

は、2条の溝 (SD-2,3)が 発見 され、第 2号溝は第 ■号溝と接続する溝のようである。第 3号

溝は 21区 中央部より第 2号溝と並行するように掘 り込まれており、南側調査区域外へ伸びている。
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第 6表 籾買場遺跡住居跡一覧表 (6)

遺構 No 名  称 形  状 方 位 長 径 短径 深度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

S1236 第236号住 隅丸方形状 N‐31° W 4.50 一部固い貼床 1 S1235と 重複、北側区城外

S1237 第237号住 隅丸長方形 洋8° W 3.20 直床 平安 Ы225227、 SD-10、 SK-161・ 168と 重複

S1238 第238号住 不整方形状 N‐56°こ 0.18 貼床 1 平安 SI-239と 重複、中央以北区域外

S1239 第239号住 不整方形状 直床 S1238と 重複、南東部のみ調査

S卜蟄0 第240号住 不整方形 N35° W 推定北壁中央部 直床 2 平安 S1241、 SK 169・ 170と 重複、小堅穴

S卜241 第災1号住 隅丸長方形 N■ 2°こ 037 貼床 平安 S1240、 SK 169と 重複、小堅穴

SI盟 2 第242号住 隅丸方形 N望54汀 390 貼床 2 奈良 北側・東側は撹舌Ыこより消失

S1243 第243号住 長方形 N望54汀 045 貼床 中央部 6 古墳 SI-250、 SD ll、 SK■78と 重複

S1244 第244号住 隅丸方形状 N望 0°‐E 435 貼床 2 古墳 SD-11、 SK-178と 重複、】ヒ東部のみ調査

S1245 第245号住 方形 N35° W 500 4.98 048 貼床 中央西側 6 古墳 SI-253、 SD―■、SK-2111と 重複、南西部区域外

S1246 第246号住 方形状 N-45° W 1.65 053 直床 古墳 SK 179と 重複、南東部のみ調督

S1247 第247号住 不整長方形 洋50° Vヽ 5.30 貼床 中央北側 6 古墳 Ы-250、 SK 189と 重複、ベット状遺構有

S1248 第248号住 不整長方形 N50° Vヽ 0,20 中央西側 直床 2 平安 置カマ ドを使用したものと推定

S1249 第249号住 不整方形状 洋 24° こ 021 1 SI-247・ 250、 SK 184重 複

S1250 第250号住 正方形 詳25° Vヽ 530 530 貼床 中央北側 4 古墳 SI-243・ 249、 SK-184 186と 目三複

S1251 第 251号住 長方形 洋50° 再V 530 直床 中央西側 4 古墳 単独、南側に間仕切り溝有

S1252 第252号住 不整長方形 洋55° W 365 貼床 中央西側 5 平安 SK 187・ 188と 重複

盟 53 第253号住 隅丸方形状 N望 3° Vヽ 270 0.57 直床 2 平安 SI-245、 SD―■と重複、引ヒ東部のみ調査

S1254 第254号住 隅丸方形状 N20°‐E 015 直床状 古墳 東壁部分のみ調査

S卜255 第255号住 隅丸方形 ド33° Vヽ 0.44 貼床 3 古墳 南東部区域外、南壁部に造り出し有

S1256 第256号住 方形状 N‐48°‐E 016 貼床 1 S1257と 重複、南東部のみ調査

S1257 第257号住 正方形状 Nお 0° W 6.00 033 貼床 1 古墳 S1256と 重複、中央に撹乱溝有

S1258 第258号住 方形状 N32° W 4.00 029 貼床 S1259と 重複、北東部のみ調査

第259号住 方形状 N23° llr 0.19 SI-258と 重複、北東部のみ調査

SI‐260 第260号住 方形状 N26° lll 3.90 2.95 0.43 貼床 1 南西部のみ調査

SI‐261 第261号住 長方形状 N-45°C 010 直床 2 平安 西側撹乱により消失

S1262 第262号住 方形状 N8° SⅣ 600 貼床 3 古墳 S1263と 重複、中央～北西部を調査

S1263 第263号住 方形状 N29° L17 貼床 1 S1262と 重複、北西部のみ調査

S1264 第264号住 方形状 N30° W 直床 1 古墳 Ы-265と重複、南東部のみ調査

SI認65 第265号住 隅丸長方形 洋20° W 直床 中央西側 平安 SI-264と重複、置カマ ド使用か

S1266 第266号住 隅九方形 洋 15° 電 貼床 l 古墳 北東部のみ調査

S1267 第267号住 正方形 酢20° Vヽ 680 直床 中央部 4 古墳 単独の住居跡、北東角区域外

S1268 第268号住 隅丸方形 N69°嘔 520 0.42 西壁中央南側 貼床 4 古墳 単独、北西部に貯蔵穴有

SIゼ69 第269号住 隅丸長方形 畔19° W 545 440 北壁中央東側 貼床 4 古墳 単独、北東部に貯蔵穴有

S1270 第270号住 正方形 辟 72° 嘔 510 5.20 0.30 貝占床 中央東側 4 古墳 S1271、 SD 13と 重複

S1271 第271号住 不整方形 N30°却7 380 380 北壁中央部 直床 l 平安 S1270、 SD 13と 重複、南西部区域外

S1272 第272号住 長方形 N-20°エ 2.20 2.20 0.13 1 平安 S1273と 重複、小堅穴と推定

餅 273 第273号住 隅丸長方形 N-78° こ 6.35 0.56 直床 中央東側 古墳 SI-272・ 257と 重複、市側に造り出し有

S1274 第274号住 隅丸長方形 N‐ 13°エ 6.90 675 052 直床 中央北側 古墳 Ы)-14と 重複、貯蔵穴の造り出し有

Sと 275 第275号住 長方形 Nも3° 7ヽ 270 直床 平安 SI-273と 重複、南西部区域外

S卜276 第276号住 隅丸方形 N‐ 15° W 520 029 直床 南西部調査区域外

第277号住 方形状 Nお 5°→V 009 直床 l SK 208と 重複、東壁部分のみ調査

S1278 第278号住 方形状 N10° W 400 直床 1 古墳 SI-280・ 283と 重複、南西部のみ調査

SI-279 第279号住 隅九長方形 ミ島0° Vヽ 6.95 直床 古墳 SI-278・ 280 28卜 282 285'286と 重複

SI‐280 第280号住 貼床 SI-278・ 282・ 283と 重複、一部調査

誹 281 第281号住 方形状 N32° l17 275 貼床 古墳 S1280・ 282・ 283と 重複、南東部調査

SI‐282 第282号住 方形状 N30° l17 450 053 貼床 S1280 281・ 283と 重複、南西部調査
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この 2条の溝は、中 。近世の溝と推定される。

第 22区 (第 13・ 41・ 42・ 44・ 75・ 144・ 145図 、図版 12・ 37・ 38)

第22区 は第16区の東側で、第16区 と同様東西方向に計画された計画道路と、第 14区 から幅員 6

mの計画道路が22区の調査区である。調査の結果は、住居跡が12軒 (SI-82～ 91・ 109。 114)、 土

坑が■基 (SK-43～ 45。 70～ 78。 233)と溝 1条 (SD-6)及び、Pit l基 と道路状遺構 (SX)

が発見されている。

12軒の住居跡は、縄文時代中期～平安時代までの住居跡で 2軒の重複状況は認められるが、第 12・

13区のような著しい重複状況は認められない。また調査区幅 (南北)が 6mと 限られているため、住

居跡の 1/2～ 1/4程度を調査区域外に有している。第109号住居跡は縄文時代中期の住居跡であ

り、第 86・ 89号住居跡は古墳時代、第 85・ 90号住居跡は平安時代に位置する住居跡である。また

第 114号住居跡は、床面のみで確認された住居跡である。

■基の土坑は、調査区の東側と西側に集中するように掘り込まれている。特に第109号住居跡の周

辺に集中する傾向を有しており、縄文時代中・後期に位置する土坑である。第 43号土坑は 1/2程

度を調査区域外に有しているが、円形状でフラスコ状の上坑である。他の土坑は、円形 。楕円形状を

呈する土坑である。

清は北方より南方にかけ直線的に掘り込まれており、北側で道路状の硬化面 (SX)と 重複してい

る。方向的には南北方向に掘り込まれているが、22区西側の北と南は調査区域外であるため子細は不

明である。また道路状の硬化面は、溝上面を覆うように所在している。ごく限られた部分での確認で

あるために、子細不明である。

なお22区東側には、北側に御異第 4区・南側に同第 5区 。東側に同第 3区が所在しており、第 22

区は籾買場遺跡と御臭遺跡との接点部分に相当する地区でもある。

第 23区 (第 13・ 144・ 145図 )

第23区 は第22区より南方に伸びた幅員 6mの計画道路北側に所在し、西側に御臭第 5区・南西部

に籾買場第 24区・北東部に御臭第 3区が所在している。

調査の結果は、 3軒の住居跡 (SI-92～ 94)と 24基の土坑 (SK-46～ 68'84)が 発見されて

おり、調査区の南側で住居跡と土坑が重複している。

3軒の住居跡は、古墳時代 (SI-92・ 93)と 奈良・平安時代 (SI-94)の 住居跡であるが、遺

構の 1/2以上と両壁部分を区域外に有しており、第 92。 93号住居跡は重複している。

24基の土坑は、調査区全域に掘り込まれておリー部 (SK-59・ 62・ 69と SK-54～ 56)重複して

いる。これらの上坑は、縄文時代中・後期に位置する土坑で円形・楕円形状を呈している。

第 24区 (第 13・ 42・ 75。 145図 、図版 4・ 12)

第 24区は第 23区の南西部に所在し、長方形状を呈し幅員 4.5mの 計画道路南側が調査区で、北側

には御異第 5区が所在している。調査の結果は、住居跡が 10軒 (SI-95～ 101。 ■2・ ■3)と 2基

の土坑 (SK「 82・ 83)及び、 1条の溝 (SD-7)と Pit 2基が発見されているが住居跡は1/2～

1/4程度を区域外に有している。
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第 7表 籾買場遺跡住居跡一覧表 (7)

遺構 Nα 名   称 形   状 方  位 長 径 短 径 深度 カマドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時 舞 備 考

S1283 第283号住 正方形 N44° Vヽ 590 北壁中央部 直床 4 古墳 S1278～ 282・ 284と 重複

S1284 第2M号住 長方形 N望 0° Vヽ 0.52 北壁中央西al 直床 5 古墳 S1283 285・ 286・ 287・ 289と 重複

S1985 第285号住 l S1279・ 284・ 286と 重複、一部調査

S1286 第286号住 Sl-279 284 287・ 288と 重複、一部調査

S1287 第287号住 隅丸長方形 N望 2°剤 590 580 0.60 北壁中央西側 貼床 2 古墳 SI-284・ 286・ 288・ 290 291と 重複

SI認88 第288号住 方形状 N25° Vヽ 370 直床 S1286・ 287と 重複、北側の一部調査

SI●89 第289号住 方形状 N28° W 0.17 奈良 SI-284・ 287・ 290、 SK 214と 重複

S1290 第290号住 方形状 N23° Vヽ 北壁中央部 一部貼床 3 古墳 S1287・ 289、 SK 218・ 219と 重複

S1291 第291号住 方形状 N30° Vヽ 130 0,40 SI-287・ 340と 重複、一部確認

S1292 第292号住 方形 N45° l17 2.65 一部貼床 平安 SK 221と 重複、中央以北区域外

SI認93 第293号住 隅丸方形状 ‖55'W 440 0.55 一部貼床 中央北側 2 古墳 SD-16と 重複、南側区域外

S1294 第294号住 不整方形 N‐36° W 265 018 西壁南側か 直床 1 平安 SI-207・ 208と 重複

S1295 第295号住 S1207 208・ 294と重複、壁溝の一部調査

S1296 第296号住 方形状 N62° W 675 貼床 中央部 古墳 SD-16、 SK 226と 重複、南側区域外

S1297 第297号住 隅丸方形 N58° Vヽ 6.40 040 直床 1 古墳 西壁部分区域外

S1298 第298号住 隅丸方形 N望8° 7ヽ 直床 中央部 5 古墳 SD■・17、 SK-227と 重複

餅 299 第299号住 隅丸長方形 N望2螂Ⅳ 420 貼床 北東部 2 平安 単独、小堅穴であろうか

S1300 第300号住 方形状 N望2°E 南西部のみ調査

S1301 第301号住 隅丸方形 4.08 3611 余 艮 Ы-75'76、 SK 25,28・ 鍋・37411と 重複

S1302 第302号住 S1122と重複

第 8表 御異遺跡住居跡一覧表 (1)

遺構 No 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深度 カマドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

S1001 第1号住 不整長方形 Nも2°‐E 3.06 300 直床状 中央東側 古墳 東側風倒木穴で消失

S1002 第2号住 不整方形 N望 5° W 員占床 北東部 4 古墳 壁の大部分消滅

S1003 第3号住 隅丸方形 Nも3°‐E 6140 027 貼床 中央北側 古墳 西側区域外

S1004 第4号住 不整方形状 酢15°こ 2.80 古墳 南西部のみ調査、東側区域外

S1005 第5号住 隅丸方形 Nも3° l17 6.40 貝占床 中央北側 古墳 東側区域外、中央床面赤褐化

S1006 第6号住 方形状 N望7° Vヽ 貼床 l 古墳 北東部調査、他の部分区城外

SI t107 第7号住 報告済

S1008 第8号住 隅丸長方形 N■ 0°→V 428 3.84 中央北側 古墳 SK-82・ 86と 重複

S1009 第9号住 方形 N望3° E 6.15 古墳 SK 07・ 86・ ■0と 重複、西側区域外

S1010 第10号住 隅丸長方形 N29° E 2.90 貝占床 南東部 1 古墳 東壁部区域外、壁一部遺存

S1011 第 11号住 不整方形 N認5°
‐E 3.45 平安 SK-79 114・ 115と 重複、小堅穴

S1012 第12号住 隅丸方形 N‐ 15°エ 3.20 l 古墳 SK-30と重複、北西部のみ調査

S1013 第 13号住 不整方形 N-39° Vヽ 古墳 中央以南区城外、SK-29,80 126～ 128と 重複

S1014 第14号住 方形 N望 5° W 6.85 貝占床 古墳 西側調査区域外

S1015 第15号住 隅丸方形 N■ 8°■7 5,80 570 貼床 中央南側 4 古墳 北東部調査区域外

S1016 第16号住 隅丸方形 N‐0°こ 560 北壁中央部 貝占床 古墳 S117 18,19と 重複、北西と南東部区域外

S1017 第17号住 方形状 N5°」W 4,30 4.30 貼床 古墳 SI-16と 重複、中央以東と南束部区域外

S1018 第18号住 長方形 N38° Vヽ 0.37 貝占床 中央北側 古墳 SI-16・ 19.20と 重複、西側区域外

Sと019 第19号住 長方形状 N■ 5° 7ヽ 630 貼床 中央南側 古墳 S116.18・ 20と 重複、南向きか

S1020 第20号住 方形状 畔53°ⅢV 6.30 225 008 1 古墳 S121、 SK-165と 重複、東側区域外

S1021 第21号住 方形 畔27° W 3.90 390 北壁中央西側 貝占床 平安 SI-20、 SK-165と重複、南東部区域外

S1022 第22号住 方形状 畔52° W 600 020 直床 中央北側 4 古墳 SI-23、 SK 157・ 158と 重複、中央部調査

SI‐023 第23号住 隅丸方形状 酢25° Vヽ 570 0.17 北壁中央東側 貼床 吉墳 SI-22、 SK-155.156 173と 重複、南側区域外
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10軒の住居跡は、調査区の東側と西側に分かれるように重複しながら掘り込まれている。単独の住

居跡としては、第 98号住居跡が 1軒所在するようである。10軒の住居跡は、奈良・平安時代に位置

する住居跡と判断される。

第 25区 (第 14・ 43・ 44・ 145図 、図版 38)

第25区 は第24区の南側で中間に御臭第 6区 を有しており、第24区 と同様東西方向に計画された幅

員 6mの計画道路が調査区である。

調査の結果は、 5軒の住居跡 (SI-102～ 105。 110)と 3基の土坑 (SK-79～ 81)が発見され

ているが、御異第 6区のような重複状況を有してない。

5軒の住居跡は、遺構の 1/2～ 2/3程度を調査区域外に有しているため全容を知り得た住居跡

は皆無であるが、第103号住居跡は東壁中央南側にカマドを有することから南東方向に方位を有する

住居跡であり、第 102・ 105号住居跡の 2軒は遺構の状況から西向きの住居跡と推定される。 5軒の

住居跡は、古墳時代～平安時代までの住居跡で、北側の籾買場第 23・ 24区 と御異 5。 6区で発見さ

れた集落グループと関連する住居跡と推定される。

3基の土坑は、円形・楕円形状を呈する土坑で縄文時代中 。後期に位置する土坑である。

2日 御異遺跡の遺橋

第 1区 (第 15・ 83図 )

第 1区は御臭遺跡の最北端部で、幅員 12mと 6mの計画道路交差点部が調査区で南西部に 2区が

所在している。

調査の結果は、古墳が 2基 (第 16・ 17号墳)と住居跡が 4軒 (SI-1～ 4)が発見されている。

なお 2基の古墳は、「木田余台 I」 で報告済である。

4軒の住居跡は、1/2程度を調査区域外に有している住居跡 (SI-2・ 3)と 、風倒伐穴によ

り破壊されている住居跡 (SI-1・ 2)であり、 4軒 とも古墳時代に位置する住居跡である。また

第 2号住居跡は第 17号墳の墳丘下で発見されている。

第 2区 (第 15。 83図、図版 19)

第 2区は第 1区の南西部で、第 1区同様御異遺跡の北東部に位置しており、幅員 6mの計画道路が

調査区である。調査の結果は、住居跡が 1軒 (SI-5)発見されたのみである。第 5号住居跡は、東

側を調査区域外に有する古墳時代の住居跡である。

第 3区 (第 14・ 16・ 83・ 84・ 86。 152図 、図版 5。 19・ 42)

第 3区は遺跡の東側中央部で、南北に伸びる幅員 6mの計画道路とこれに交差する東西方向の計画

道路 2本 (北側と南側)が調査区である。調査結果は、住居跡が■軒 (SI-6～ 13・ 24・ 27・ 28)、

139基の上坑 (SK-1～ 110・ 1■ 。112・ 120～ 135)と 1基の古墳 (第 18号墳)が発見されている。

住居跡より土坑が多く、土坑は調査区の南側に集中する傾向を有している。

■軒の住居跡は、全て土坑と重複しており第 7号住居跡を除き古墳時代の住居跡である。第 7号住
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第 9表 御異遺跡住居跡一覧表 (2)

遺構 hlo 名  称 形   状 方 位 長径 短径 深度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

SI‐024 第24号住 隅丸方形状 N35° l17 直床 南西部のみ調査

SI‐025 第25号住 方形状 N62°‐E 1.90 直床 古墳 南壁部分の一部のみ調査

S1026 第26号住 方形 N20° W 2.25 007 北壁中央部 1 奈良 SD-05、 SK■ 00と 重複、北西と南側区以外

SI‐027 第27号住 方形状 N6° W 470 140 025 古墳 Sl-28、 SK 101.102と 重複、東壁部分の及調査

SI‐028 第28号住 方形状 0,70 0,25 020 南東コーナー部のみ調査、SI-27と 重複

SI‐029 第29号住 方形状 NO°こ l.30 0.13 北壁中央部 平安 SD-05、 SK-25と 重複、西側区域外

S1030 第30号住 1 古墳 Ы-26、 SD 07と 重複、一部調査

Ы‐031 第31号住 円形状 N63° Vヽ 370 縄 文 SI-19床面下で確認

S1032 第32号住 方形状 0.95 古墳 南壁又は西壁部の一部のみ調査

SI‐033 第33号住 欠番

SI‐034 第34号住 報告済

SI‐035 第35号住 隅丸方形 ド 18° Vヽ 0.35 北壁中央東側 貼床 4 奈良 S144、 SK 188・ 214と 重複

第36号住 方形状 畔14° Vヽ 北壁中央部 直床 平安 SI-37・ 42と 重複、北東部区域外

SI‐037 第37号住 方形状 N63° Vヽ 5.50 027 貼床 中央部 5 古墳 SI-36・ 38・ 39 42と 重複、西側区域外

SI‐038 第38号住 方形状 N8・朝/ 2.65 0.10 貼 床 1 古墳 SI-37・ 39、 SK 178と 重複、西側区城外

S1039 第39号住 隅丸方形 N6・C 560 5.40 貼床 古墳 Ы-37・ 38・ 44、 SK-179と 重複

SI‐040 第40号住 方形状 N34°‐E 5,95 3.00 040 貼 床 1 古墳 北東部のみ調査、大部分区域外

SI‐04ユ 第41号住 隅丸方形状 ‖ 16° Vヽ 2.42 020 貼床 1 平安 SK 182と 重複、北側区域外

S1042 第42号住 直床状 2 古墳 SI-36・ 37、 SK-176と 重複、一部のみ調査

S1043 第43号住 隅丸長方形 N39°■ЛF 6.08 5.30 031 剪ヒ壁中央部 貼床 5 古墳 S145,57と重複

SI‐044 第44号住 隅丸方形 N‐ 10° l17 6.10 006 貼床 中央北側 4 古墳 S135,39・ 53、 SK 179と 重複

観‐045 第45号住 隅丸方形 N23°■パF 7.23 7.23 033 北壁中央東側 貼床 古墳 S143 46と 重複、貯蔵穴に貼付有

S1046 第46号住 方形 N60°C 3.00 0.33 東壁中央北側 貼床 平安 S145内で確認

S卜047 第47号住 隅丸方形 N60° W 西壁中央部 貼床 奈良 SI-45・ 48と 重複

S卜048 第48号住 不整長方形 Nお
°‐E 590 0.23 貼床 北東部 5 古墳 Ы-47と 重複、南東部区域外

S1049 第49号住 方形状 N-57° W 165 0.30 直床状 西壁中央部 奈良 南西部のみ調査

S1050 第50号住 隅丸方形 N望 7° 7ヽ 637 0.46 貼床 中央西側 5 古墳 SK-191と 重複、北東と南東部区域外

S1051 第51号住 方形状 N40°こ 120 古墳 SI-52、 SK 181と 重複、西側区城外

S1052 第52号住 円形状 縄 文 SI-51、 SK 181と 重複、西側区域外

S1053 第53号住 報告済

S1054 第54号住 楕円形状 N81° E 貼床 2 縄 文 撹乱多く子細不明

岡 55 第55号住 円形状 辟20° 13 0.06 直床 3 縄文 東側区域外、子細不明

SI‐056 第56号住 方形状 貼床 床面のみ残、子細不明

S1057 第57号住 015 S143と 重複、ごく一部のみ調査

舒058 第58号住 欠番

SI→59 第59号住 方形状 N36°‐E 貼床 ユ S160と 重複、南西部のみ調査

SI‐ 060 第60号住 直床 縄文 S159、 SK-182と 重複、東側区域外

SI‐061 第61号住 楕円形 N ll° こ 中央北側 縄文 南側撹乱で消失、子細不明

S1062 第62号住 隅丸方形 N望04汀 貼床 ユ 平安 単独、東側区域外

第63号住 方形状 N27° S汀 3.60 直床状 ] SK-93と 重複、北東部のみ調査

S卜064 第64号住 方形状 N‐ 13° W 5.85 502 貼床 古墳 中央南側を調査

第65号住 隅丸方形 Nお 2°S〃 3.98 0.43 北壁中央東側 貼 床 3 奈良 SK 213 214と 重複、南西部区域外

S1066 第66号住 不整方形 ‖33°朝「 0.20 北壁中央部 直床 ユ 奈良 SI-69 70、 SK-230・ 294と 重複

S1467 第67号住 方形状 N20°封V 330 北壁中央西側 貼床 2 奈 良 SI-68と 重複、南側区域外

SI‐068 第68号住 隅丸方形 半37° Vヽ 525 貼床 中央北側 4 古墳 SI■67'71、 SK 226と 重複、一部消共

S1069 第69号住 不整方形状 030 直床状 SI-66と 重複、一部を調査したのみ

S1070 第 70号住 方形状 0.80 直床状 S166と 重複、南東部のみ調査
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居跡は、縄文時代中期の住居跡である。

方形等を呈する土坑が多く中には第 1・

ている。

1基の古墳と縄文期の遺構・遺物は、

土坑は縄文時代中 。後期の土坑が中心で、円形・楕円形 。長

6・ 37号土坑等のようにフラスコ状を呈する土坑 も発見され

「本田余台 I」 で報告済である。

第 4区 (第 16・ 90・ 103・ 139・ 153図 、図版 20・ 22・ 42・ 43)

第 4区は籾買場遺跡第 22区東側の北側で、御異第 3区の西側中央部に所在し長方形を呈する調査

区である。

調査の結果は、住居跡が 5軒 (SI-59～ 63)、 土坑 36基 (SK-176～ 209・ 293)、 1条の溝 (S

D-4)が発見されている。

5軒の住居跡は、調査区東側の 3軒 (SI-59～ 61)が撹乱により1/2～ 1/4程度を消失して

おり、第 62・ 63号住居跡は 1/2以上を調査区域外に有している。第 60・ 61号住居跡の 2軒は縄文

時代の住居跡であり、第 59・ 62・ 63号住居跡の 3軒は古墳時代以降の住居跡である。

36基の土坑は、第181号土坑を中心としたグループと中央以西のグループに分かれるようである。

これらの上坑は円形、楕円形、方形状を呈する土坑であり、第 181・ 188号土坑はフラスコ状を呈す

る土坑である。時期的には、縄文時代の中・後期に位置する土坑が中心である。

第 4号溝は、調査区の中央部で南北方向に掘り込まれた溝で 2条の溝から構成されており、中・近

世に位置する溝と推定される。

第 5区 (第 13・ 90～ 93・ 103～ 105・ 154～ 156図、図版 6,20・ 34・ 43)

第 5区は籾買場第 22・ 23・ 24区 を北 。東・南に有し、この 3調査区の中央部に所在しL字型を呈

する調査区である。またこの調査区は、籾買場 24区 を含み御臭第 6区 と関連する調査区と推定され

る。

調査の結果は、18軒の住居跡 (SI-64～ 83)と 52基の上坑 (SK-210～ 238・ 240～ 252)、 少

数の Pit状遺構、埋甕 1点が発見されている。

18軒の住居跡は、南側で12軒の住居跡が著しい重複状況を呈しており、第 69・ 70。 76'78号住居

跡の 4軒は遺構の一部を調査したのみである。また第 74号住居跡は、第 236号土坑と重複して東壁

部分を調査したのみであり、第 83号住居跡は中央部以西で柱穴配置より推定した住居跡である。こ

れらの住居跡は、第 83号住居跡が縄文時代の住居跡と推定される以外古墳時代～平安時代にかけて

の住居跡である。

52基の土坑は、住居跡とは著しく重複しているものの上坑相互の重複は 2基づつ 3ヶ 所で重複して

いるのみであり、円形、楕円形、方形状を呈する土坑が中心であるが第236号土坑のようにフラスコ

状を呈する土坑も発見されている。時期的には、第242号土坑より土師器不・高台付不が出土してい

ることから奈良・平安期の土坑であろうし、第244号土坑から縄文式土器片が出土しており第236号

土坑はフラスコ状を呈することから縄文中期の上坑と判断される以外は、具体的な時期決定は不可能

である。
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第10表 御異遺跡住居跡一覧表 (3)

畳構 No 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時舞 備 考

S1071 第71号住 方形状 N35°‐E 4.60 015 貝占床 1 奈良 SI-68'72・ 74と 重複、一部消失

S1072 第72号住 不整方形 Nお
°
対V 415 0.36 北壁中央部 貝占床 l 奈 艮 SI-7卜 75と重複、南東部撹乱

S1073 第73号住 方形 N39° Vヽ 5,35 貼床 中央北側 4 古墳 S176・ 78と 重複、東側区域外

SIЮ74 第74号住 隅丸方形状 N35■E 3.80 S171、 S【 236と 重複、東壁部調査

SIЮ75 第75号住 隅丸方形 N22°こ 0.22 貼床 1 平 安 SI-72・ 79と 重複する

SIЮ76 第76号住 方形状 245 直床 SI-73、 SK 235と 重複、東側区域外

S1077 第77号住 隅九方形 洋13° E 0.52 北壁中央東側 貼床 古墳 SI-79'80、 SK-249。 253と 重複

SI t178 第78号住 方形状 直床状 SI-73と 重複、北東部の一部調査

SI‐079 第79号住 隅丸方形 N20°‐E 5,35 040 北壁中央東側 直床 古墳 S175 77・ 80、 SK 248・ 蟄9と 重複

S1080 第80号住 隅丸長方形 ド18°‐E 3.50 024 北壁中央部 貼床 l 奈良 SI-79・ 81、 S【 251・ 252と 重複

S1081 第81号住 隅丸長方形 N50°こ 330 275 008 平安 SI-81、 SK 254と 重複、小堅穴

S1082 第82号住 方形 N20°こ 255 255 平安 SI-79と 重複、子細不明、小堅穴か

S1083 第83号住 楕円形 洋57° E 3,70 0.05 中央部 縄文 SI-79、 SK 222・ 223・ 247・ 249と 重複

SI t184 第34号住 0.40 S185と 重複、北東部の一部調査

S1085 第85号住 方形状 N‐ 10° Aヽ「 550 3.05 030 北壁中央部 古墳 SI-84 86と 重複、北東部のみ調査

S1086 第86号住 隅丸方形 N望2°こ 021 貼 床 中央北側 古墳 S185 92と 重複、北と南西部区域外

SI l187 第87号住 隅丸方形 N24° W 貼床 5 古墳 SI-88。 92と 重複、北側区域外

S1088 第88号住 方形状 N望 3°こ 直床状 古墳 SI-87・ 89・ 90と 重複、北西部を調査

SI‐089 第89号住 方形状 SI-88と 重複、北東部のみ調査

S1090 第90号住 方形状 0,30 1 SI-91・ 88と重複、北西部一部調査

S1091 第91号住 方形 N‐25°式〃 北壁中央西側 貼床 古墳 S190,93、 SK 258・ 259と 重複、一部区城外

Sと092 第92号住 方形状 N20° W 0.24 貼床 古墳 南西部のみ調査

Sと093 第93号住 方形状 N27° W 0.32 1 S191・ SK 258と 重複、南西部を調査

S1094 第94号住 方形状 N138°即 2.15 古墳 SK 265・ 266 268と 重複、南東部を調査

S1095 第95号住 方形 洋26° W 250 北東部 l 平安 SK-262・ 263・ 270と重複、小堅穴か

SI t196 第96号住 方形 N63° W 575 0.45 西壁中央北側 貼床 5 古墳 SI-98、 SK 269と 重複、東壁区域外

S1097 第97号住 方形 ミ45° Vヽ 直床状 3 古墳 SI-99。 100・ 101と 重複

S1098 第98号住 046 S196、 SIC 269と 重複、一部を調査

S1099 第99号住 方形状 N望6° W 250 0.15 S1101・ 97と 重複、北西部を調査

SI‐100 第100号住 隅丸方形 N25° W 398 3.88 0.39 貼床 2 平安 S197・ 101・ 103と 重複

S1101 第101号住 隅丸長方形 単20°ⅢV 6.70 0.35 貼床 中央北側 5 古墳 SI-99・ 100・ 102と 重複

S1102 第102号住 隅丸方形 5,10 0.46 SI■ 01と 重複、北壁部分のみ調査

S110〔 第103号住 長方形 ‖70° W 250 2 平 安 SI-100と重複、東壁部区域外

S1104 第104号住 楕円形 N-32° うパ「 2.84 縄文 SX 2、 SK 285と 重複

S1105 第105号住 隅丸方形 N13° AД「 500 北壁中央部 貼床 5 古墳 S1106・ 107・ 108,115、 SD 5と 重複

S1106 第106号住 長方形 卜16° Vヽ 6.00 中央】ヒ側 4 古墳 S1116・ l19、 SK 313・ 316・ 309と 重複

S1107 第107号住 方 形 卜18° Vヽ ８０ 北壁中央西側 貼床 5 奈良 Sl-105・ 108・ 114と 重複、北東部区域外

S1108 第108号住 隅丸方形状 N18° W 貼床 オヒ東部 7 古墳 SI-107・ 109'■ 0と重複、北側区城外

S1109 第 109号住 方形状 トト38°却V 南壁中央部 平安 S1108と 重複、カマド跡で確認

S1110 第■0号住 隅丸方形 洋 32°こ 5.42 528 北壁中央部 貼床 4 古墳 S1105'106 108■ 11と重複

S1111 第 111号住 不整方形 伴 11° W 3.60 328 S1110、 SK-297～ 299と 重複、北側区戯外

S1112 第112号住 隅丸方形状 Nお 3° Sパ「 1,90 0.37 直床 北西部のみ調査

S1113 第113号住 方形状 N25° W 5.00 4.70 北壁中央部 貼床 3 古墳 SK-309と 重複、中央以南は区域外

SI‐ 114 第■4号住 方形状 N8°‐E 6.60 直床状 2 古墳 S1107・ ■5と 重複、南壁部を調査

S1115 第■5号住 隅丸長方形 XI‐20° Vヽ 8.00 7.25 012 貼床 中央北側 5 古墳 S1105'■ 4・ 121・ 123等 と重複

SI l16 第■6号住 隅丸方形 ド23° →V 0.27 3 古墳 S1106・ 119、 SK 313・ 316と 重複

S1117 第■7号住 楕円形 洋0°‐E 8 縄 文 南側区城外
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第 6区 (第 14・ 93～ 95。 105。 106・ 155。 156図、図版 6・ 21・ 34・ 35・ 43)

第 6区 は御異遺跡と籾買場遺跡との接点部に位置しており、北側と南側に籾買場第 24・ 25区が所

在し逆L字状を呈する調査区である。

調査の結果は、住居跡が 13軒 (SI-84～ 103)と 28基の土坑 (SK-239・ 256～ 283)及び、 7

基のPit状遺構 (P-42～ 48)が発見された。これらの遺構は、5～ 6軒の重複する住居跡や住居跡

と土坑が重複した状況で発見されている。また調査範囲が限られているために、住居跡の全容を知り

得たのは第 95。 100号住居跡の 2軒のみで、他の住居跡はその一部又は3/4程度を調査し得たのみ

である。第 96号住居跡は西壁にカマ ドを有することから西向きの住居跡であり、第 103号住居跡は

東西方向に長軸を有する住居跡である。これ以外では、北東又北西に方位を有する住居跡で、古墳時

代～平安時代に位置する住居跡である。

土坑は、住居跡と重複している土坑が中心で単独で調査し得たのは第 239。 256・ 273・ 277～ 279号

土坑の 6基で、第 260。 280。 282号土坑の 3基は 1/2程度を区域外に有している。これらの上坑は

円形、楕円形、長方形を呈しており、第 264。 272号土坑から土師器甕・器台片が出土していること

から古墳時代の上坑と推定される以外は、時期不明である。

第 7区 (第 17・ 86・ 152・ 153・ 163図 、図版 42)

第 7区は御異第 6区、籾買場第 25区の東側で、南北に伸る幅員 6mの計画道路内が調査区である

が幅 2m。 長さ約 60mの範囲で調査したのみである。

調査の結果は、住居跡が 4軒 (SI-25'26。 29。 30)と 16基の土坑 (SK-25・ 87・ 100。 134・

136～ 146・ 384)及び、 1条の溝 (SD-5)と 17基の Pit状遺構 (P-6～ 21・ 251)が発見されて

いる。

4軒の住居跡は、遺構の一部を調査したのみで不明の部分が多く、第 26・ 29。 30号住居跡は東側

を第 5号溝に掘り切られており重複している。第 25号住居跡は壁部分 (南壁又は西壁)の一部を調

査し得たのみであり古墳時代に位置する住居跡である。

16基の土坑は、調査全域で広範囲に掘り込まれており円形、楕円形、長方形状を呈しており、第

87・ 145号土坑はフラスコ状を呈する土坑である。これらの土坑は、縄文時代中・後期に位置する土

坑であるが、第384号土坑は地下式坑で中世に位置する土坑である。第384号土坑を除く土坑は、調

査区の南側に集中する傾向を有している。

1条の溝 (SD-5)は、調査区の北東部から中央部西側まで直線的に掘り込まれ第 25。 26・ 29・

30号住居跡、第 25・ 87号土坑等を掘り切りながら、北東から南西方向にかけて掘り込まれている。

同溝は東側の第 8区北側で発見されていることから、東側に伸びていることが判断される。

第 3区 (第 17・ 94・ 96～ 99・ 106～ 108・ 142・ 156～ 163図 、図版 7。 21・ 22035・ 43・ 44)

第 8区は御異遺跡の南東部で、第 7区の東側に所在し逆L字型を呈する調査区である。また第 8区

の東側には、第 9。 10区が所在しており関連する調査区と判断される。

調査の結果は、住居跡が32軒 (SI-104～ 135)と 106基の上坑 (SK-284～ 379)及び、 1条

の溝 (SD-5)と不明遺構 3基 (SX-1～ 3)、 多数のPit状遺構が発見されており、北側から南側

中央部にかけて著しい重複状況を呈している。
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33軒の住居跡は、縄文時代から平安時代にかけての住居跡で、縄文時代の住居跡は第 104・ ■7・

136号住居跡の 3軒がある。第■7号住居跡は、第■6・ 119号住居跡と重複し楕円形状を呈する住居

跡であるが、中央以北を調査し得たのみであり、第136号住居跡は炉跡と柱穴列から確認された住居

跡で楕円形状を呈する。推定径は 5× 4mで、ほぼ西方を向く住居跡である。炉跡は中央南側に位置

しており楕円形を呈し良く焼けている。また第 352・ 353・ 360。 363号土坑と重複している。縄文時

代の住居跡以外の住居跡は、古墳時代～平安時代にかけての住居跡で重複関係が著しい状況を呈して

いるため、住居跡の全容を知り得たのは第 105・ 110。 121・ 130号住居跡の 4軒のみである。古墳時

代以降の住居跡は、北東から北西向きの住居跡で土坑と著しい重複状況を呈しており、第■2号住居

跡は第 9区第 118号住居跡と同一住居跡と判断される。

106基の土坑は、調査区全鍼から住居跡と重複しながら発見されており、円形状で大型の上坑が比

較的多く発見されており、第 285・ 292・ 296。 314・ 317・ 349。 357号土坑等はフラスコ状を呈す土坑

である。これらの上坑は、縄文時代中 。後期に位置する土坑と推定される。

1条の溝 (SD-5)は北西から南東にかけて直線的に掘り込まれているが、第 105。 ■5。 12卜 125

号住居跡と重複しているため断続しているような状況を呈している。また第121号住居跡の南東部で

一度掘り止まっているが、基本的には直線的に掘り込まれた中・近世の溝と推定される。

3基の不明遺構は、調査区の南側で発見されている。第 2号不明遺構は、中央の長方形を呈する土

坑部と東側と北西部に所在し階段状を呈する遺構を有することから、上屋を有する地下式坑と推定さ

れる。第 3号不明遺構は第 2号不明遺構の北側に所在しており、第 125号住居跡、第 332・ 337・ 338

号土坑等と重複し東側 1/2を調査区域外に有している。また南側には、溝状遺構が 1条掘り込まれ

ている。第 1・ 2号不明遺構とは異なった状況を呈しており、子細は不明である。

これらの遺構以外には、多数の円形状を呈するPit状遺構が発見されている。

第 9区 (第 17・ 85・ 86・ 101・ 153図 、図版 8。 19・ 34・ 42)

第 9区は第 8区の東側で、御異遺跡の南東部に位置し南北に伸る幅員 6mの計画道路が調査区域で

あり、北側には御異第 3区 と第 8。 10区が所在している。

調査の結果は、住居跡が 12軒 (SI-14～ 23。 31・ 32)と 28基の上坑 (SK-148～ 175)及び、

14基の Pit状遺構と不明遺構 1基 (SX-1)が発見されている。住居跡と土坑の多くは、調査区の

中心以北に集中する傾向を有している。

12軒の住居跡は、北側中央部で 7軒 (SI-16～ 21・ 31)が重複しているものの、 8区のような

重複状況は見られない。著しい重複状況として見るならば、第 18。 19・ 31号住居跡の 3軒 といえよ

う。また遺構の全容をほぼ知り得た住居跡としては、第 16号住居跡の 1軒のみである。

不明遺構 (SX-1)は、調査区の南端部に位置しており第 8区の第 2号不明遺構と類似する遺構

と推定されるが、子細は不明である。

第 10区 (第 17・ 87・ 88・ 101～ 103・ 153。 154図 、図版 8。 20・ 42・ 43)

第 10区は第 8・ 9区の中間に所在し、長方形を呈し御臭遺跡では比較的に広い調査区である。調

査の結果は、24軒の住居跡 (SI-34～ 57)と 53基の土坑 (SK-177～ 229)及び、30基のPit状

遺構が発見されている。
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第11表 御異遺跡住居跡一覧表 (4)

自構 No 名   称 形  状 方 位 長径 短径 深度 カマドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱教 時舞 備 考

S1118 第■8号住 方形 N8° W 350 0.26 北壁中央東側 貼床 1 平安 SI-126・ 129・ 130と 重複

SI 119 第■9号住 方形状 N30° Vヽ 1,95 0,30 直床状 古墳 SI■ 16、 SK-313と 重複、北東部を調査

S1120 第 120号住 方形状 0.17 Ы-106・ ■6、 SK-316と 重複、北側一部調査

SI‐121 第121号住 方形 ド30° 電 260 0.40 平安 S1115、 SD 5と 重複

第122号住 方形 N-32°嘔 5,60 1.80 027 直床状 古墳 SK 318と 重複、南側半分を調査

Sと 123 第123号住 方形状 N ll°こ 古墳 SI-115、 SK-314・ 325'315等 と重複

S1124 第124号住 隅丸方形 N認 8°再V 北壁中央部 平安 S1135、 SK-383、 377と 重複、北西部区城外

S1125 第 125号住 長方形 畔10° 7ヽ 北壁中央西側 貼床 古墳 SI■И、SK-37卜 375'380,374 376等 と重複

SI‐126 第126号住 長方形 詳22° Vヽ 480 020 貼床 奈良 SI■ 18'130・ 129、 SK 341・ 349と重複

S1127 第 127号住 方形状 辟28° Vヽ 618 0.06 古墳 SI-122・ 128、 SK-339と 重複、北側区域外

S1128 第128号住 方形 N■ 0° Vヽ 530 貼床 古墳 SI-127、 SD-7、 SK-343,346と 重複

S卜 129 第129号住 方形状 Nも'W 賂床 l 古墳 S1118・ 130、 SK 344と重複

S1130 第130号住 隅丸方形 N■ 4° llr 4,75 4,75 0.27 北壁中央西側 貼床 奈 良 S1118 126 129、 SK 344 349と 重複

SI・131 第131号住 方形状 N23°■孤r 0.24 北壁中央東側 l 古墳 S1132 133、 SK 369 371～ 373と重複

S1132 第132号住 不整形 単52° Vヽ 1 平安 SI-125・ 133・ 134と 重複

S1133 第133号住 不整方形 詳37'W 275 貼床 平安 SI-125・ 132・ 134と 重複、小堅穴か

S1134 第134号住 方形 N■ 6・ Vヽ 平安 SI-132・ 133と 重複、/1ヽ堅穴か

S1135 第135号住 方形状 0.03 ] S1124と 重複、東壁部のみ調査

第12表 東台追跡住居跡一覧表 (1)

遺構 No 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深度 カマドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

S1001 第1号住 報告済

S1002 第 2号住 長方形 洋30'こ 596 396 貼床 5 古墳 南西部区域外

SII103 第3号住 報告済

S1004 第4号住 床面の一部を確認したのみ、子細不明

S1005 第5号住 方形 卜12° W 4,35 038 貼床 3 奈良 1号周溝、SK 3・ 9・ 65。 66と 重複

S1006 第6号住 報告済

S1007 第7号住 隅丸長方形 N35° Vヽ 638 550 直床状 中央部 4 古墳 SK-29と 重複

S1008 第8号住 隅丸方形 酢15° W 490 貼床 北東部 5 古墳

S1009 第9号住 隅丸長方形 N69・嘔 貼床 中央東側 4 古墳 住居跡の方位は北向、炉は東向

S1010 第10号住 隅丸長方形 N65°こ 7.30 直床 中央東側 6 古墳

S1011 第■号住 一部調査のみ、子細不明

S1012 第12号住 報告済

S1013 第 13号住 方形状 N30° Vヽ 7.80 0.28 貼床 2 古墳 東側のみ調査、SK 62・ 75と 重複

S1014 第14号住 長方形状 N20°‐E 7.50 0.12 貼床 4 古墳 2号周溝(SK 16 33・ 34・ 68・ 69と重複

S1015 第15号住 不整形 詳12° E 408 2.60 0.20 直床 奈良 1号周溝と重複、柱穴等不明

S101て 第16号住 報告済

S1017 第17号住 報告済

S1018 第18号住 不整長方形 N42・E 4.60 025 中央北側 3 古墳 第2号墳周濤と重複

S1019 第19号住 方形状 Nも 8°SⅣ 中央やや北側 4 平安 炉跡と柱穴で確認、壁等消失

S1020 第20号住 報告済

餅 021 第21号住 報告済

S1022 第22号住 方形状 N‐ 59° W 570 中央西側 4 古墳

S1023 第23号住 方形状 N整 2°こ 4.55 090 直床 古墳 西壁部分のみ調査

S1024 第 24号住 隅丸方形状 N51° W 6.80 225 西側中央部 2 古墳 西壁部のみ調査

SI‐ 025 第25号住 隅丸方形 ド17°平 5.65 5,35 貼床 中央北側 3 古墳 SD-05と 重複、中央以東区域外

S1026 第26号住 隅丸長方形 ド30° ‐E 213 直床 平安 SI-25と 重複、小堅穴か
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24軒の住居跡は、調査区の全域で確認されているが北側で 9軒の住居跡 (SI-36～ 39・ 42・ 44・

50。 53)が著しく重複している。このため第 36・ 42号住居跡は、調査区北西端に位置することから

遺構の一部を調査したのみである。また第 53号住居跡は、床面 。炉跡・柱穴で確認された住居跡で

あり第 54号住居跡は撹乱により遺構大部分を消失し床面の一部で確認された住居跡である。第 34・

56号住居跡の 2軒は、炉跡・柱穴・床面で確認された住居跡である。第46号住居跡は、第45号住居

跡の中央部で確認された住居跡であり第47号住居跡がほぼ西方向に方位を有す以外は北東・北西方

向を有する住居跡が中心となっている。これらの住居跡は、縄文時代～奈良・平安期にかけての住居

跡で、第 8・ 9区 と関連する住居跡と推定される。

53基の土坑は、調査区のほぼ全域に掘り込まれているが、北側と南側に集中する傾向を有しており

円形、楕円形状を呈する土坑である。特にフラスコ状を呈する土坑が比較的多く発見されており、13

基調査されている。フラスコ状の上坑は、北側に 8基所在しているが南側は 5基 と少なく北側に集中

する傾向を有している。これらの上坑は、縄文時代の中・後期に位置する土坑が中心である。

3.東台遺跡の遺構 (第 109～ 114・ 1400141・ 143・ 166～ 169図、図版 23・ 24030・ 45)

東台遺跡は木田余台遺跡群の南東部で、御異遺跡の東側に所在しており宝積遺跡と接続している。

東台遺跡の調査結果は、15基の古墳、縄文時代の住居跡 2軒と土坑156基、弥生時代の住居跡■軒、

古墳時代～奈良・平安時代の住居跡 26軒、古墳時代以降の土坑 42基が発見されている。これらのう

ち古墳群と縄文・弥生時代の遺構と遺物は、前回の報告書 (「本田余台 I」 )で報告しているので除外

した。なお調査地区は、東側・西側・北西側とに分かれており東側の調査区が宝積遺跡と接続している。

古墳時代～奈良・平安時代の住居跡は、西側で第 1・ 2・ 3号墳や円形周溝と一部重複しながら11

軒 (SI-5・ 7～ 10。 13～ 15。 18。 19。 33)所在している。時期別には、古墳時代の住居跡が中心

で 8軒 (SI-7～ 10・ 13・ 14・ 18・ 33)所在しており、残り3軒の住居跡 (SI-5・ 15・ 19)は奈

良・平安時代に位置する住居跡である。また第19号住居跡は、炉跡と柱穴で確認された住居跡であ

り、籾買場・御臭遺跡で見られるような住居跡の重複状況は見られない。第 10。 33号住居跡の 2軒

は、東西方向に長軸を有し炉跡を中央部や中央東側に設置している住居跡であるが、第 9号住居跡は

南北方向に長軸を有するものの炉跡等を中央東側に設置している。他の住居跡は、北東又は北西方向

に長軸を有し中央北側に炉跡等を設置している住居跡である。

土坑は西側で 156基中147基が所在しており、102基の土坑が縄文時代中。後期に位置する土坑で

「木田余台 I」 で報告されている。他 45基の土坑は、円形、楕円形、長方形を呈する土坑で第 78号

土坑は一部フラスコ状を呈しており、縄文中期の土器片、土師器片、陶器片が出土している。縄文中

期 (加曽利EI式期)の土器片が出上した土坑は、第 22・ 29。 37・ 116'128・ 142・ 155号土坑の 7

土坑があり、土師器片 (五領式期)が出土した土坑は第 67。 72号土坑の 2土坑がある。また第123号

土坑からは須恵器不が出土しており、第 94号土坑からは陶器小片が出上している。この事から土坑

群の時期は、縄文時代中期から中・近世までの時期と推定される。

東側では 4基の古墳 (第 4～ 7号墳)と 、これらと一部重複して 11軒の住居跡 (SI-22～ 33・

86)7基の上坑 (SK-101～ 107)及び 6基のPit状遺構等が所在している。■軒の住居跡は、東側

調査の中央以北 (北東方向)に集中する傾向を有しており、著しい重複状況は見られず重複関係では
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第13表 東台遺跡住居跡一覧表 (2)

自構 No 名  称 形   状 方 位 長径 短径 深度 カマドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時舞 備 考

S1027 第27号住 不整長方形 N27■E 670 6.16 026 貼床 中央北側 5 古墳 6号墳周溝と重複

SI‐ 028 第28号住 不整形 N27°‐E 2.10 2.00 SD-05,第 5号墳周溝と重複、北東部のみ調査

SI‐029 第29号住 隅丸方形 卜15°■〃 7.60 貼床 中央北側 5 古墳 SD-05 第6号墳周溝と重複

S1030 第30号住 不整形 N26° Vヽ 0.16 2 第4号墳周濤と重複

S1031 第31号住 隅丸方形 悴52'W 7.05 018 貼床 5 古墳 第6号墳周溝と重複

S1032 第32号住 不整方形 酢52° W 貼床 2 平安

SI‐033 第33号住 不整隅丸長方形 畔38° Ⅲ7 貼床 中央やや西側 4 古墳 SK■ 19・ 120と 重複

SI‐034 第34号住 報告済

Sr035 第35号住 報告済

SI‐036 第36号住 正方形状 N35° W 580 中央西側 4 古墳 SK-139.140・ 155156と 重複、炉と柱穴のみ

SI t137 第37号住 方形状 N34°嘔 230 0,24 2 古墳 第13号墳周溝と重複、西側のみ調査

S1038 第38号住 報告済

S1039 第39号住 報告済

第14表 宝積遺跡住居跡一覧表 (1)

自構 No 名  称 形  状 方 位 長径 短径 深度 カマドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時舞 備 考

S1001 第1号住 報告済

S1002 第2号住 正方形 N望7・ Vヽ 貼床 中央北側 4 古墳 壁濤は一部のみ、南壁に貯蔵穴有

SI l103 第3号住 隅丸長方形 N■ 3° W 貼床 中央北東部 3 古墳 不規則な柱穴配置

S1004 第4号住 隅丸長方形 N60° W 590 貼床 中央部 6 古墳 南側中央に貯蔵欠有、北側に焼土域有

S1005 第5号住 不整方形 Nお0° W 445 0.28 貼床 中央北東部 3 古墳 東壁が短、SK 10・ ■と重複

SI‐006 第6号住 不整長方形 N38°→V 4.60 0.20 貼床 中央北東部 4 古墳 南壁が短かと

SI‐007 第7号住 方形状 Nお0° W 5.65 5.55 貼床 4 古墳 SI-3・ 18、 SK 12と 重複

S1008 第8号住 長方形 N95° Vヽ 貼床 北西部中央 2 古墳 S117・ 13と 重複、南側が狭ヤ

SI t109 第9号住 隅丸長方形 N望8° W 4.80 直床状 北西部 古墳 炉跡は北西部柱穴と接する

SI‐010 第10号住 隅丸長方形 N6° Vヽ 4.30 貼床 中央北側 古墳 S12と重複、北。東・南東撹乱されている

SI-011 第■号住 隅丸方形状 N52° l17 5.55 550 中央やや北側 4 古墳 S11と 重複、柱穴・炉・貯蔵穴のみ

SI‐012 第12号住 欠番

S1013 第13号住 欠番

S1014 第14号住 隅丸長方形 N望 0° Vヽ 640 089 貼床 中央北側 5 古 墳 不規則な柱穴配置

S1015 第15号住 方形状 畔56° l17 540 直床状 中央北側 l 古墳 西壁部分のみ調査

S1016 第16号住 報告済

S1017 第17号住 不整方形 KT 49°却 570 049 直床状 SK-13・ 14と 重複、貯蔵欠有

S1018 第18号住 隅丸方形 NT 65°‐E 330 貼床 中央東側 平 安 S17・ 8と 重複、西側が狭ヽ

S[019 第19号住 報告済

S1020 第20号住 不整長方形 N48° Vヽ 5,70 4.55 直床状 中央やや北側 4 古墳 中央部がやや広くなっている

S1021 第21号住 方形状 N39°こ 4,70 貝占床 北東部 中央 古墳 不規則な柱穴配置

S1022 第22号住 長方形状 畔18° Vヽ 6.24 0.23 貼床 中央北西部 4 古墳 南東部に貯蔵穴有

S1023 第23号住 方形状 N47蜀V 565 035 北壁 中央 貼床 古墳 南東部突出、壁滞は東壁になし

S1024 第24号住 方形状 祥30° こ 450 貼床 中央北側 古墳 SI-28と 重複、北東部に貯蔵穴有

S=025 第25号住 隅丸方形状 N‐55'E 320 直床状 北西部中央 平 安 北壁 。東壁の一部消滅

S1026 第26号住 方形状 N望8'W 565 貼床 中央北側 4 古墳 柱穴は内側に寄っている

S1027 第27号住 隅丸長方形状 Nお 5・嘔 古墳 炉跡・柱穴以外消滅

S1028 第28号住 隅丸方形 Nお 0° Vヽ 480 貼床 中央やや北側 古墳 S124と 重複

S1029 第29号住 報告済

SII130 第30号住 隅丸長方形 N22°‐E 直床状 中央やや】ヒ東 古墳 南東部に貯蔵穴、北壁一部消滅

SI-031 第 31号住 隅丸長方形 N30° Vヽ 直床状 中央北側 4 古墳 南壁中央に貯蔵穴有
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第 25。 26号住居跡の 2軒が重複しているのみである。また第27～ 31号住居跡は、古墳の周溝と重複

している。7基の上坑は、円形、楕円形状を呈する土坑であるが、出土遺物も皆無であるため時期を

決定することは出来なかった。Pit状遺構は、調査区の中央部に所在している。

これらの遺構以外では、調査区の北側で東西方向に掘り込まれた 1条の溝 (SD-5)がある。第

5号溝は、第 5・ 6号墳や第 25。 28・ 29号住居跡と重複しながらほぼ直線的に東西方向へ掘り込ま

れている。住居跡は、古墳時代～平安時代までの住居跡であり、第 5号溝は中。近世に位置する溝と

推定される以外、その時期は確定し得ない。

中央部の調査区は、埋没谷を挟み東側に 1基の上坑 (SK-1)と南側に 1条の溝 (SD-4)が所

在しているのみである。第 1号土坑は楕円形状を呈する土坑で、覆土内より加曽利E式期の土器片が

出土していることから同時期の上坑と推定される。第 4号溝は、北東から南西方向に掘り込まれてい

る溝で、中・近世代の溝と推定される。また西側調査区の西側に、小調査区が所在しており第 2号住

居跡が 1軒所在している。第 2号住居跡は、古墳時代に位置する住居跡である。

北側調査区では、2基の古墳 (第 13・ 14号墳)と 一部重複しながら3軒の住居跡 (SI-37～ 39)

と1基の土坑 (SK-110)及び 1基の Pit状遺構が発見されている。

3軒の住居跡は、弥生時代と古墳時代の住居跡である。弥生時代の住居跡は 2軒 (SI-38。 39)

で報告済であり、古墳時代の住居跡は第37号住居跡が 1軒である。第37号住居跡は、第13号墳の周

溝と重複し西側を撹乱により消失している。1基の土坑 (SK-110)は、縄文時代の上坑で報告済で

ある。

4.宝積遺跡の遺構 (第 115～ 134・ 143・ 170～ 175図 、図版 25～ 30・ 45～ 48)

宝積遺跡は東台遺跡の東側で、東台遺跡の東側調査区と接続しており、北側調査区と南側調査区と

に分かれている。東台遺跡と接続するのは、南側調査区である。

調査の結果は古墳 4基 (第 9～ 12号墳)と 、112軒の住居跡 (SI-1～ ■2)及び69基の上坑 (S

K-1～ 69)と 1条の溝 (SD-1)、 多数の Pit状遺構が発見されている。

北側調査区は、東西方向への細長い調査区で一部拡張して調査を実施した調査区で、古墳 1基 (第

11号墳)と 11軒の住居跡 (SI-98～ 103・ 106～ ■0)及び 10基の土坑 (SK-56～ 58。 60～ 65・

67)が所在しており、南西部で第■号墳周溝と3軒の住居跡 (SI-108～ 110)が重複している。ま

た第 101・ 102号住居跡及び第 103・ 107号住居跡の 4軒が、各々重複している。

11軒の住居跡は、弥生時代～平安時代までの住居跡である。弥生時代の住居跡としては 3軒 (SI
-100。 107・ 109)が あり、古墳時代の住居跡が 6軒 (SI-101～ 103・ 106・ 108。 ■0)で平安時代

の住居跡が 2軒 (SI-98・ 99)で ある。古墳時代以降の住居跡は、北東又は北西方向を向き、北壁

にカマ ドと中央北側に炉跡を設置している。

10基の上坑は、円形、楕円形状を呈する土坑で古墳や住居跡と重複している土坑が多く、単独で調

査されている土坑は第56～ 58号土坑の 3基のみである。時期的には、縄文時代中期～古墳時代まで

の土坑である。第 56・ 58・ 60・ 67号土坑は古墳時代、第57号土坑は縄文時代中期、第62号土坑は弥

生時代に各々位置する土坑と推定されるが、第 61号土坑は縄文・弥生・土師器片が覆土内より出土

していることから古墳時代の上坑と推定される。
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第15表 宝積遺跡住居跡一覧表 (2)

遺構 No 名  称 影  状 方 位 長径 短 径 深 度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時期 備 考

S1032 第32号住 隅丸長方形 洋82・嘔 5,75 530 貼床 中央東側 5 古墳 南東部に貯蔵穴有、他の柱穴3

S1033 第33号住 隅丸方形 N‐ 8° Vヽ 670 貼床 中央北側 4 古墳 南西部に貯蔵穴有、床が一部焼けている

S1034 第34号住 報告済

S1035 第35号住 方形状 N■ 3°C 390 370 貼床 5 平安 南西部に貯蔵穴有

S1036 第 36号住 報告済

S子037 第37号住 報告済

S1438 第38号住 報告済

S1039 第39号住 方形状 N30° Vヽ 460 貼床 4 古墳 北側に2ヶ 所の焼土域有

S1040 第40号住 方形状 悴7°こ 612 5.65 貼床 中央北側 4 古墳 SI-39と 重複

S1041 第41号住 報告済

S1042 第42号住 隅丸長方形 卜16° Vヽ 4.75 4.10 0.22 貼床 6 古墳 西壁中央に貯蔵穴有

S1043 第43号住 隅丸方形 N23° A汀 5,08 貼床 北側中央西側 4 古墳 不規則な柱穴配置

SX 044 第44号住 報告済

S1045 第45号住 報告済

SI‐046 第46号住 方形状 卜 7° W 6.25 4 古墳 柱穴、貯蔵穴のみ

S1047 第47号住 報告済

S1048 第48号住 隅丸方形状 μ21° →V 貼床 北側中央西 4 古墳 南西部に貯蔵穴有

S1049 第49号 住 報告済

S1050 第50号住 隅丸方形状 Nも 0° W 600 572 貼床 中央北側 4 古墳 SI-49・ 51と 重複、北側に焼上域有

S1051 第51号住 不整隅丸方形 N88° llI 445 0.25 直床状 2 古墳 SI-50と 重複

Sと052 第52号住 方形状 N望 0° Vヽ 388 直床状 北東部中央 北東壁消滅、柱穴不明、時期不明

S1053 第53号住 長方形状 辟14° Vヽ 5,40 010 貼床状 中央北側 4 古墳 南西部に貯蔵穴有

S1054 第54号住 報告済

S1055 第55号住 不整方形 N25° W 3.40 010 直床状 2 古墳 S156と 重複

S1056 第56号住 不整方形 洋12° Vヽ 655 6.20 0.14 貼床 中央北側 5 古墳 S155・ 58と 重複

S1057 第57号住 不整隅丸方形 N望9螂W 0,06 直床状 中央東側 古墳 南東部壁消滅

S1058 第58号住 長方形状 N■ 9° W 6.35 5,95 0.12 直床状 中央北側 古墳 S156と 重複、西壁中央消滅

S1059 第59号住 方形状 N‐ 14°エ 6.44 直床状 中央北側 4 古墳 大部分の壁消滅、南東部に貯蔵穴有

S1060 第60号住 隅丸方形状 N43° Vヽ 直床状 4 古 墳 炉跡なく不規則な柱穴配置

SI‐061 第61号住 /Jヽ半嘘型 N7・朝「 3.96 3.65 貼床 中央北側 4

Ы‐062 第62号住 方形状 N望 2°こ 4 古 墳 柱穴・貯蔵穴のみ残

S1063 第63号住 隅丸方形 辟27° 平 478 0.23 貼床 古墳 SI-64と 重複

S1064 第64号住 隅丸長方形 洋3° W 465 3.80 貼床 北東部中央 古墳 S163と 重複、焼土域3ヶ 所有

S1065 第65号住 長方形状 N認
°
Vヽ 貼床 中央北側やや東 古墳 柱穴は壁に寄った配置

S1066 第66号住 長方形状 N望 0■〃 北壁中央部 貼床 4 奈良 北東部に貯蔵穴有

S1067 第67号住 報告済

S1068 第 68号住 方形状 N65° llr 貼床 中央北側 古墳 南東部に貯蔵穴、3ヶ 所に焼上域有

S1069 第69号住 方形状 N6°こ 2.70 直床状 1

SI‐070 第70号住 報告済

S1071 第71号住 方形状 ド38・ W 655 0,20 貼床 中央北側やや西 古墳 炉に新旧有、南東部に貯蔵穴有

S1072 第72号住 報告済

S1073 第73号住 報告済

S1074 第74号住 報告済

S1075 第75号住 報告済

S1076 第76号住 報告済

S1077 第77号住 隅丸方形状 ド17° Vヽ 6.70 貼床 4 古墳 S183と 重複、炉跡なし

S1078 第78号住 報告済
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南側の調査区では、 3基の古墳 (第 9。 10。 12号墳)、 101軒の住居跡 (SI-1～ 97・ 104・ 105。

1■・■2)、 59基の土坑 (SK-1～ 55。 59・ 66・ 68・ 69)、 1条の溝 (SD-1)、 火葬墓 3基が発見

されている。これらの遺構は、単独で発見されている住居跡が中心で籾買場、御異地区のような著し

い重複状況は認められないが、古墳と住居跡や 2～ 3軒の住居跡が重複する状況が見られるのみである。

101軒の住居跡は、弥生時代～奈良時代の住居跡である。弥生時代の住居跡は、第 1・ 16。 19・ 29・

34。 36～ 38・ 41・ 44・ 45。 47・ 49・ 54・ 67。 70。 72～ 79。 81・ 83号住居跡の25軒があり、報告され

ている。残り76軒の住居跡は、古墳時代・奈良時代の住居跡であるが、古墳時代の住居跡が中心で

奈良時代の住居跡は第 66号住居跡 1軒のようである。またカマドを有する住居跡は、第 66。 84号住

居跡の 2軒のみで他の住居跡は炉跡を有している住居跡である。

59基の土坑は、円形、楕円形、長方形、不整形状を呈しており、覆土内の出土遺物から縄文時代中

期から古墳時代までの土坑と判断される。縄文時代中期の土坑は、第 49・ 57号土坑の 2基で加曽利

EI式期の土器片が出上している。弥生時代の土坑としては、第 16・ 54・ 59・ 66号土坑の 4基で弥

生時代後期の土器片が出土している。古墳時代の土坑は28基で、五領期に位置する土坑は10基・鬼

高期に位置する土坑が 16基である。五領期の土坑は第 2～ 4・ 9。 12・ 32・ 35。 37・ 51・ 56号土坑

であり、鬼高期の上坑としては第 6～ 8。 10・ ■・14・ 15。 18・ 20。 22・ 25。 29'31・ 33・ 44。 45号

土坑がある。他24基の上坑は、出土遺物が皆無であることから時期を決定することは出来なかった。

このように、宝積遺跡の上坑は、古墳時代の上坑が中心となっている。

1条の溝 (SD-1)は 、南側調査区の東側中央部で第76号住居跡南側から直線的に南東方向へ掘

り込まれており、第 23号住居跡付近で止まっており東西に区別するように掘り込まれている。時期

的には、中・近世に位置する溝と推定される。

5t―丁田台東遺跡の遺構 (第 1000108図 )

一丁田台束遺跡は籾買場遺跡の北側で、木田余台遺跡群の北西端部に位置している。当遺跡の調査

はごく限られた範囲での調査であるため遺跡の全容を知り得ることは出来なかった。調査の結果は、

住居跡 1軒 (SI-1)と土坑 1基 (SK-1)が遺構として発見されたのみである。第 1号住居跡は

奈良時代に位置する住居跡と推定されるが、遺構の 1/4程度を調査したのみである。第 1号土坑は、

楕円形状を呈し縄文時代の上坑と推定される。また当遺跡から遺構を供なわないが、縄文時代の包含

層 (前期～中期)が発見され「木田余台 I」 で報告されている。

第 1号住居跡は、東西径 3.50m、 南北径 3.40m、 深さ0.12nで N-49° 一Wに方位を有し、隅丸

方形状を呈しているものの東壁がやや緩やかな弧を描くように掘り込まれている。壁清はカマ ドの部

分を除き全周し、柱穴は北東・北西コーナーに各 1本掘り込まれているが浅い掘り込みである。床面

は柔弱な床面で、カマ ドは北壁中央部に設置されているものの大部分は破壊されている。遺構の状況

から、本跡は東西径 3.70m、 南北径 4.00m程度を計測する住居跡と推定される。

第 1号土坑は、長径 1.30m、 短径 1.05m、 深さ0.08mで N-5° 一Eに方位を有し、楕円形状を

呈する土坑である。底面は平坦で壁は斜めに掘り込まれており、底面に 2基の小 Pitが掘り込まれて

いるものの本跡に結び付くか確定し得ない。土坑内覆土は黒色土が堆積しており、上面は第 1号住居

跡の床によりやや回くなっている。遺構の状況から本跡は、縄文時代の土坑と推定される。
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第16表 宝積遺跡住居跡一覧表 (3)

営構 No 名  称 形   状 方 位 長径 短径 深度 カマ ドの位置 床面の状況 炉跡の位置 柱数 時舞 備 者

SI‐079 第79号住 報告済

S1080 第80号住 方形状 畔31° Vヽ 6.66 030 貼床 中央北側 5 古墳 SK 48と 重複、北西部に貯蔵穴有

S1081 第81号住 報告済

剛 82 第82号住 方形状 洋 33° こ 570 5,70 023 貼床 4 古墳 南東部に貯蔵穴有

SI-083 第83号住 報告済

S工084 第84号住 方形状 洋53° 7ヽ 520 054 北壁中央東側 貼床 4 古墳 南東部に貯蔵穴有

S1085 第85号住 方形状 洋26° Vヽ 094 貼床 4 古墳 南西部に貯蔵穴有、炉なし

S1086 第86号住 長方形状 N36°‐E 中央東側 6 古墳 炉跡・柱穴以外消滅

SI‐087 第87号住 方形状 N38°司B 520 1 古墳 柱穴・焼土城のみ残、S1112と重複

SII188 第88号住 方形状 N5°こ 360 355 中央やや南 1

S1089 第 89号住 方形状 N望 2° W 2 古墳 柱穴、貯蔵穴以外消滅

S1090 第90号住 長方形状 N9°こ 605 中央やや北側 3 古墳 炉跡・柱穴・貯蔵穴以外消滅

S1091 第 91号住 隅丸方形状 N24° Vヽ 515 5.00 0.19 貼床 中央北側 6 古墳 第9号墳と重複

S1092 第92号住 隅丸方形状 N23° lV 460 貼床 東側中央 4 古墳 第9号墳と重複、焼土域lヶ 所有

S1093 第93号住 不整長方形状 NIl°こ 7.20 6,35 貼床 中央北IRl 4 古墳 SI-94と 重複、西壁やや突出

S1094 第94号住 長方形状 N33° W 貼床 中央北側 6 古墳 S193と 重複

S1095 第95号住 隅丸長方形 N42° W 3.75 0.25 直床状 北東部中央 5 古墳 第10号墳と重複、南東壁消滅

S1096 第96号住 報告済

餅097 第97号住 不整方形状 N32° Vヽ 585 貼床 中央北側 5 古墳 第10号墳と重複

S1098 第98号住 長方形状 N整 8螂Ⅳ 3.66 北壁中央部 貼床 4 平安 カマ ド南東部に炉跡有

S1099 第99号住 隅丸方形 ミ48°朝「 3,72 3.55 北壁中央部 貼床 4 平安 不規則な柱穴配置

S1100 第100号住 報告済

S1101 第101号住 方形状 Nお 4°式汀 5.60 520 貼床 中央北側やや束 3 古墳 焼土域2ヶ 所、北東部に貯蔵穴有

S1102 第 102号住 長方形状 N‐50° W 500 380 貼床 中央北側 2 古墳 SI-101と重複

S1103 第103号住 方形状 N‐ 53° 嘔 526 051 貼床 中央北側 4 古墳 SI-107、  SK 60・ 62と 重複

S1104 第 104号住 隅丸方形状 N23°こ 670 260 直床状 北西部中央 〕 古墳 西側のみ調査

餅 105 第105号住 不整方形状 N‐ 32° →V 560 028 直床状 4 古墳 第12号墳と重複

S卜 106 第106号住 正方形状 洋56° W 6.20 0,36 貼床 中央北側 5 古墳 貯蔵穴南側に突出

S1107 第107号住 報告済

S1108 第108号住 長方形状 N望44V 520 0.12 貼床 中央北al 4 古墳 第11号墳と重複

S1109 第109号住 報告済

S1110 第110号住 方形状 ド50° 朝「 貼床 中央北側 4 古墳 第■号墳と重複、南側区城外

S1111 第■1号住 隅丸方形状 N62°こ 貼床 2 古墳 第10号墳、SK 69と 重複

S1112 第112号住 方形状 N80° W 北西部中央 2 古墳 炉跡と柱穴以外消夫

第17表 籾買場遺跡土坑一覧表 (1)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考

SK-1 1.55 楕円形 N45°W SK 3と 重複 SK-11 1.60 1.58 0.26 円形 N17° E

SK-2 1,76 1.50 円形状 N85°W SI-6と 重複 SK 12 0。90 0.33 長方形 N68° E

SK-3 1.20 円形状 N40°E SK lと 重複 SK-13 1.80 1.24 1.15 楕円形 N16° E 東側区域外

SK-4 子細不明 SK 14 0.65 不整形 N23° E SD 5と重複

SK 5 1.52 1.42 円形状 N13°W S19と 重複 SK 15 1.10 0.85 長方形 N14°W

SK-6 1.26 0.56 円形状 N78°E S19と 重複 SK 16 1.10 0.40 楕円形 N28° Vヽ SI-44と 重複

SK 7 1.16 1.00 0.18 長方形 N55°W SK 17 1.45 1.26 0.37 円形状 N31° E S154と 重複

SK-8 1.34 0.51 長方形 N67°W SI-19と 重複 SK-18 1.15 1.10 円形 N43° E SI-57と 重複

SK-9 1.30 脩円形 N67°W SI-19。 20と 重複 SK-19 1.30 0.66 円形状 N12°E 西側区域外

SK-10 1.95 1,65 0.45 楕円形 N30° E SI-18と 重複 SK-20 1.15 0。 10 0,19 円形 N65°E S168と 重複
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第18表 籾買場遺跡土坑一覧表 (2)

No 長径 嘔径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短 径 深度 形 状 方 位 備  考

SK-21 0.77 楕円形 N8°E S171と 重複 SK-57 0。 17 楕円形状 N26° E SI-93・ 94と 璧朝褒

SK-22 円形 N14°E SI-73と 重複 SK-58 0,70 0.55 0.73 円形状 N25° E SI-93と 重複

SK-23 1.65 楕円形 N72°E SI-72と 重複 SK-59 楕円形 E8°S SK-60・ 62と 重複

SK-24 0.87 0.19 楕円形 N78°W SI-72と 重複 SK-60 楕円形 N86° |ヽ「 SK 59と 重複

SK-25 2.15 0.85 0.35 楕円形 N47° Vヽ SI-74と 重複 SK-61 1.04 0.85 0.20 楕円形状 N56°E

SK-26 0,73 0.24 不整方形 N39°W SI-74、 SK 25と 重複 SK-62 2.30 楕円形 N52°E SK-59・ 60と 重複

SK-27 楕円形 N72°�V SI-74と 重複 SK-63 0.98 0,38 楕円形 N59° E

SK-28 0.25 楕円形 N33° E Sl-74、 SK 29と 重椿 SK-64 円形状 N13° Vヽ

SK-29 0,75 0.15 円形 N50° Vヽ SI-74と 重複 SK-65 0,80 楕円形 N20°E SK-48と 重複

SK-30 0,90 楕円形 N58° Vヽ SI-74と 重複 SK-66 0,75 楕円形 N3°W

SK-31 0.85 0,75 方形状 N64° E SI-74と 重複 SK-67 1.22 0,90 0.57 不整楕円 N85°E

SK-32 1.32 0.86 楕円形 NO°E SI-66、 SK 33と 重移 SK-68 0.18 円形状 N55°W

SK-33 1.25 1.22 0。 13 楕円形 N40° E SI-66、 SK-32と 重誓 SK-69 1.28 楕円形 N20°W SI-114と 重複

SK-34 0.95 円形状 N34° Vヽ SI-74と 重複 SK-70 0.84 0.14 楕円形 N85°W

SK-35 0.65 楕円形 N40° Vヽ SI-74と 葺朝褒 SK-71 0.90 0.43 円形状 N18°E

SK-36 0.85 0。85 楕円形 N64°W SI-74、 SK-37と 重移 SK-72 0.75 0.15 円形状 N65°W

SK-37 1,00 楕円形 N46° |ヽ「 SI-74、 SK-36と 重を SK-73 0.90 0.28 円形状 N60° Vヽ

SK-38 子細不明 SK-74 楕円形 N34° Vヽ 北側区域外に有

SK-39 子細不明 SK-75 0,79 0。74 円形状 N57°E

SK-40 0,21 楕円形 N68°E SI-75・ 301と重複 SK-76 0.93 楕円形 N20°W 南側にテラス有

SK-41 0.70 0.70 0.57 楕円形 N17°E SI-76'78と 重複 SK-7即 0.78 楕円形 N87°E SK-77Bと 重複

SK-42 1.94 1.92 0.58 円形状 N12° Vヽ SI-64と 重複 SK-771 0.74 0.51 円形状 N18° E SK-77Aと 重複

SK-43 楕円形状 N40°W SI-89と 重複 SK-78 楕円形状 NO°E 南西部区域外に有

SK-44 脩円形状 N34°E 南側区域外 SK-79 0,45 楕円形 N57°E SI-103と 重複

SK-45 0,92 0.15 円形状 N70° Vヽ SK-80 0.20 楕円形 N42°E 北側区域外に有

SK-46 0。95 0。28 楕円形 N20°W SK-47と 重複 SK-81 0。75 0.12 楕円形状 N64°E SI-105と 酔制陵

SK-47 1.57 1.38 楕円形 N66° E SK-46と 重複 SK-82 0。97 円形状 N67°W 西側区域外に有

SK-48 0,48 楕円形 N58° E SK-65と 隣接 SK-83 0.40 長形状状 N54° E 南東部区域外に有

SK-49 1.15 0,76 隅丸長方形 N33° E SI-92と 重複 SK-84 0。25 円形状 N7°E SI-94と 重複

SK-50 0.65 円形状 N15°E SI-92と 重複 SK-85 1.50 0.47 楕円形状 N19°E S1117と 重複

SK-51 1.23 0。42 楕円形 N86°E SK-86 1.72 円形状 N32°E フラスコ状土坑

SK-52 0.99 0.29 円形状 N55° Vヽ SK-53と 重複 SK-87 1.58 1.28 円形状 N17° E SI-122と 逼室複

SK-53 円形状 N40° E SK-52・ 56と 重複 SK-88 1.90 0.57 楕円形 N72° E S1122と 重複

SK-54 0.23 長方形状 N20° E SK-55と 重複 SK-89 0,95 0.49 円形状 N38°E S1121・ 129と重複

SK-55 0,96 楕円形 N22°E SI-94と 重複 SK-90 0.32 円形状 N60°E SI-132と 重複

SK-56 0.19 円形状 Nll° E SI-94と 重複 SK-91 楕円形状 N7°W
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第19表 期買場遺跡土坑一覧表 (3)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考

SK-92 1.10 楕円形 N6°E SI-134・ 135と 重複 SK-128 0.98 0.94 0.19 方形状 N15°E

SK 93 0.70 0.26 楕円形状 N69°W S1133、 SK 100と 重複 SK-129 楕円形 N83°W

SK-94 0.55 楕円形 N15°E S1133と 重複 SK-130 1.73 0。37 楕円形 N72° Vヽ SI-188と 目曇イ褒

SK-95 0.58 円形状 N25°E SI-138と 重複 SK-131 円形状 N65° Vヽ SI-190・ 191と重複

SK 96 0。78 長方形状 N53° E SI-140と 重複 SK-132 痕跡のみ、子細不り

SK-97 0.65 長方形 N59° ヽヽr SI-140と 重複 SK-133 l.33 0.47 楕円形 N52°W SI-193、 SK l艶 と重移

SK-98 方形状 N52°E SK-134 2.41 2.10 長方形 N56°W Sl-193、 SK l鵠 と重複

SK-99 0,73 0.13 円形状 N57°WV SI-134と 重複 SK-135 0.87 0.14 楕円形 N82°W SI-195と 重複

SK-10C 0,71 0.37 0.50 楕円形 N12°E 小P鬱本有 SK-136 円形状 N60°E

SK-101 楕円形 Nll°W SK-137 0.52 円形状 N69°W 両側のみ調査

SK-102 0.53 楕円形 N48° Vヽ SI-138と 重複 SK-138 1.55 0.23 楕円形 N66°W S1197・ 199と重複

SK-10E 0,70 楕円形 N46° Vヽ SK 139 1.52 0.39 楕円形 N73°E SI-200と 重複

SK-104 0.61 0.57 0.62 楕円形 N40°W SK-14C 0,94 0.84 0.53 長方形 N8°E

SK-105 0,76 0。66 楕円形 N51° E SI-148と 重複 SK-141 1.20 0.23 楕円形 N38°E 南側区域外

SK-106 0,19 円形状 N30° E SI-141と 璧調復 SK-142 0.76 楕円形 N8°E SD 7と 重複

SK-107 0.38 楕円形 N25° E SI-141と 璧頭復 SK-14こ 0。62 方形 N52°E

SK-108 0.93 0.22 円形状 N39° E SI-141と 重複 SK-144 1.06 0.73 長方形 N40°W

SK-109 0.64 0.57 楕円形 N75°W SK-14t 2.05 楕円形 N75°W 北側区域外

SK-110 1.55 0.68 円形状 N84°W SI-155と 重複 SK-146 4.18 0.45 長方形 N6° E 骨片出土

SK-111 0.56 楕円形状 N28°W SI-149。 161と重複 SK-147 0.70 0.61 0.22 楕円形 N65°W SI-193と 重複

SK-112 0.82 0.60 0.45 長方形 N45° E SI-163と 葺封褒 SK-148 1.23 0.13 楕円形 N20°E

SK l13 0.35 長方形 N4°W SK 149 0。92 0.30 円形 N9°E SI-204と 目雲i褒

SK-114 1.34 楕円形 N40° E SK-121と 重複 SK-150 0.74 楕円形 N37°W

SK-115 長方形 N63°E SK-117と 重複 SK-151 0。94 0。92 0.12 楕円形 N72°W /Jヽ Pitl秀こコ営

SK-116 1.95 1.53 円形 N49°E フラス コ状 SK-152 長方形 N57°E SI-212・ 213と重糠

SK-117 0.75 0,15 長方形 N6°E SK-115と 重複 SK-153 0.80 0.70 0.34 楕円形 N53°WV SI-2■ と重複

SK l18 0。93 0.70 0.32 楕円形 N86° E SK-154 0.66 0.35 長方形 N31°W SI-216と 重複

SK-119 0。21 楕円形 N55°W SK-155 楕円形 Nll° |ヽ「 SI-220と 重複

SK 120 0。90 0.46 0.35 長方形 N41° E SK 156 椿円形 N7°W Sl-145'218等 と重複

SK-121 0.42 長方形 N65°W SK-114と 重複 SK-157 1.85 0.76 0.23 長方形 NO°E SI-219と 重複

SK-122 1.68 円形状 N58°E SI-178と 重複 SK-158 0。56 0。 16 円形 N10°E SI-181と 重複

SK-123 0,62 円形状 N47°E SI-183と 葺朝褒 SK-159 2.08 0.41 楕円形 N33°E SI-288と 葺朝褒

SK-124 0。85 0.35 0.52 円形状 SI-177と 重複 SK 160 0.38 0.12 長方形 N6°E SI-214と 葺釧復

SK 125 脩円形 N58°W SD-6と 璧勢笈 SK 161 2.00 0.57 楕円形 N84°W 飢-231、 SD 10と 重複

SK-126 0,37 長方形 N56°E SK-162 0.13 楕円形 N38° E Ы―閉1、 SD-10と 重複

SK-127 0,72 0.45 楕円形 N75°W SD 6と 重複 SK-163 2.10 楕円形 NO°E Ы 231、 SD-10と 重複
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第20表 籾買場遺跡土坑一覧表 (4)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考

SK-164 1.40 1.25 0.42 楕円形 N26°E SD-10と 重複 SK-200 楕円形 N24°W

SK 165 1.60 0,95 円形状 N17° E SK-201 1.50 長方形 N15°W SI-245と 言雲イ褒

SK-166 1.05 0。26 楕円形 N8と
°E SK-202 1.45 楕円形 N25° E 北側区城外に有

SK-167 0.47 楕円形 N50°W SK-203 1.56 0.90 円形 N10°W

SK 168 円形 N9°W SI-225'227と 重複 SK-204 1.80 楕円形 N18°E SI-257と 重複

SK-169 0.57 楕円形 N52°W SI-240・ 241と 重複 SK-205 1.08 0.20 楕円形 N48°W

SK-170 2.76 1.28 楕円形 N80°E S1240と 重複 SK-206 方形 N68°E

SK-171 0.16 楕円形 N87°W SK-207 1.30 0.40 楕円形 N60° E

SK-172 楕円形 N57°E SK 20G 1モ盟 糖円形 N32°W SI-277と 重複

SK-173 0。90 0.45 長方形 N70°W SK-20C 1.22 楕円形 N15°E SK 210と 重複

SK-174 0.62 0.62 0.32 円形状 N35°W SK-21℃ 楕円形 N48°E SK 209と 重複

SK-17[ 1.08 0.68 長方形 NO°E S1213と 重複 SK-211 0,90 楕円形 N42° E SI-284と 亘室イ褒

SK-176 0.75 0,42 楕円形 N55°E S1220と 重複 SK-21, 1.10 0。 19 円形状 N55°W S169と重複

SK-177 0,58 長方形 N65°W SD-10と 重複 SK-213 1.43 1.40 0.54 楕円形 N33°W S1279'286と 重複

SK-178 0。22 楕円形 N54°W SI―跡3・ 244と 重複 SK 214 1.55 0.52 不整円形 N77°W S1284'289と 重複

SK-179 0.65 楕円形状 N50°E 北東部のみ調査 SK-215 0.84 0。29 楕円形 N82° E S1289と 重複

SK-180 0.55 不整方形状 N46°E SK-216 0。78 0.25 円形 N17°W S1289と 重複

SK-181 0,40 円形状 N24° E SK 217 1.55 1.52 楕円形 N60°E 南側区域外に有

SK-182 1.25 0.84 円形状 NO°E 西側のみ調査 SK-218 0.47 長方形 N38°W S1290と 重複

SK-183 2.50 2.08 0.98 楕円形 N26°W SK-219 楕円形 N56°W 北東部撹乱で消滅

SK-184 1,70 楕円形 N40°W SI-249'250と 重複 SK 220 1.06 0.50 楕円形 N40°E SD-15と 重複

SK-185 0。90 0.55 円形状 N55°W SK-221 1.50 1.06 長方形 N45°W SI-292と 重複

SK 186 1.45 脩円形 N63°W SI-250と 重複 SK-222 0。 15 楕円形 NO°E

SK-187 0.46 円形状 N55°W SI-252と 重複 SK-223 0.62 0.15 楕円形 N50°W

SK-188 2,70 長方形 N62°W 小堅穴状 SK-224 0.92 0.10 楕円形 N32°W

SK-189 楕円形 N85°W SI-247と 重複 SK-225 0.55 楕円形状 N63°W SD-16と 重複

SK-190 長方形 N44° E 小Pitl本有 SK-226 1.10 0.74 楕円形 N49°W SI-296と 葺ヨイ褒

SK-191 0。75 0.20 長方形 N20° E 小Pitl本 有 SK-227 0.34 長方形 N38°E SI-298と 重複

SK 192 1.00 0.31 長方形 N27°E 小Pit3本有 SK-228 1.10 0.24 楕円形 N17°W 小Htl本有

SK-193 0.55 0.18 長方形 N37°W 小Pit2本有 SK-229 0.45 楕円形 N6°E SD―■と重複

SK-194 0,84 0.53 楕円形 N37° |ヽ「 SK-230 0.25 糖円形 N43°E

SK-195 子細不明 SK-231 1.24 0.64 楕円形 N46°W SI-37と 重複

SK-196 楕円形 N31°E SK-232 0。45 0.39 楕円形 N40°W SI-66と 重複

SK-197 1.28 楕円形 N82°E SK 233 0.77 円形 N60°E SI-83と 重複

SK-198 0123 楕円形 N81°W SK-234 1.10 楕円形 N53° E SI-176と 璧朝褒

SK-199 0.63 楕円形 N33°W SK-23こ 0。60 円形 N27°E SI-77と 重複
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第21表 御異遺跡上坑一覧表 (1)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考

SK-1 報告済 SK-37 報告済

SK-2 報告済 SK-38 楕円形 N12°W

SK-3 報告済 SK-39 報告済

SK-4 0.70 楕円形 N52°E 第16号墳と重複 SK-40 報告済

SK-5 報告済 SK-41 報告済

SK-6 報告済 SK-42 報告済

SK-7 報告済 SK-43 報告済

SK-8 報告済 SK-44 報告済

SK-9 報告済 SK-45 報告済

SK-10 報告済 SK-46 報告済

SK-11 報告済 SK-47 報告済

SK-12 報告済 SK-48 報告済

SK-13 報告済 SK-49 報告済

SK-14 報告済 SK-50 報告済

SK-15 報告済 SK-51 報告済

SK-16 報告済 SK-52 0。74 楕円形 N27° Vヽ

SK-17 報告済 SK-53 報告済

SK-18 報告済 SK-54 報告済

SK-19 報告済 SK-55 報告済

SK-20 報告済 SK-56 報告済

SK-21 報告済 SK-57 報告済

SK-22 報告済 SK-58 報告済

SK-23 報告済 SK-59 報告済

SK-24 報告済 SK-60 報告済

SK-25 報告済 SK-61 報告済

SK-26 報告済 SK-62 報告済

SK-27 報告済 SK-63 報告済

SK-28 報告済 SK 64 報告済

SK-29 0.47 楕円形 N12°W SI-13と 重複 SK-65 報告済

SK-30 報告済 SK-66 報告済

SK-31 報告済 SK-67 報告済

SK-32 報告済 SK-68 報告済

SK-33 報告済 SK-69 報告済

SK-34 報告済 SK-70 報告済

SK-35 報告済 SK-71 報告済

SK-36 報告済 SK-72 報告済
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第22表 御異遺跡上坑一覧表 (2)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長 径 短径 深度 形 状 方 位 備  考

SK-73 報告済 SK-109 長方形 N70°W 東側区域外

SK-74 報告済 SK―■C 報告済

SK-75 報告済 SK lll 0.28 楕円形 N76°W

SK-76 報告済 SK l12 0.68 0.31 楕円形 N22・E

SK-77 報告済 SK-113 円形 N15°W

SK-78 報告済 SK l14 1.23 0.34 椿円形 N56°E SI■ 1と 重複

SK-79 報告済 SK-115 報告済

SK-80 報告済 SK-116 0.96 0.35 楕円形 N26°W SK-13と 重複

SK-81 報告済 SK-117 長方形 N5°W SK-15と 重複

SK-82 報告済 SK l18 報告済

SK-83 報告済 SK-119 楕円形 N75°W SI■5'120と 重複

SK-84 報告済 SK-120 報告済

SK 85 報告済 SK-121 楕円形 N13°W SK-16と 重複

SK 86 報告済 SK-122 1.32 楕円形 N10° E SK-99と 重複

SK-87 報告済 SK-123 円形 N72°E SK-22と 重複

SK-88 報告済 SK-124 1.50 0.25 楕円形 N66° E SK-37と 重複

SK-89 報告済 SK-125 0.57 0.65 脩円形 N30°W

SK-90 報告済 SK-126 楕円形 N32° E SI-13と 重複

SK-91 報告済 SK-127 円形状 N42°W SI-13と 重複

SK-92 報告済 SK-128 0。70 0.70 円形 NO°E SI-13と 重複

SK-93 報告済 SK-129 報告済

SK-94 報告済 SK-130 楕円形 N63°W SK-43と 重複

SK-95 報告済 SK-131 0.28 楕円形 N74°W SK-59と 重複

SK-96 報告済 SK-132 0.85 0.55 楕円形 N40°E SK■ 33と 重複

SK-97 報告済 SK-133 0.47 楕円形 N48°E SK-88'132と 重複

SK-98 0.64 0.57 楕円形 N42°E SK-134 円形状 N29°W

SK-99 報告済 SK-135 報告済

SK-10C 報告済 SK-136 0.65 円形状 N30°E SK-137と 重複

SK-101 0.65 0.35 0.60 楕円形 N44°E SI-27と 重複 SK-137 0.45 0.26 楕円形 N19°E SK 136と 重複

SK-102 報告済 SK-138 0.33 楕円形 N18°E 東側区域外に有

SK■03 0.25 長方形 N8°E 南側区域外に有 SK-139 0。75 楕円形状 N79°E 東側区域外に有

SK-104 報告済 SK-140 円形状 N70°W 西側区域外に有

SK-105 楕円形 N74°E SK-14即 長方形 N46°E SK 141Bと 重複

SK-106 0。75 円形 N24°W SK-1411 0。75 長方形 N35°E SK-141Aと 葺罰復

SK-107 椿円形 N45°W SK-142 楕円形 N36°W P13と 重複

SK-108 0.36 方形状 N25°E SK-143 0.64 0.70 楕円形状 N10° ヽヽた S降 144と 重複
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No 長径 短径 栗度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考

SK-144 長方形 N55° E SK-143と 重複 SK-18C 報告済

SK-14〔 報告済 SK-181 報告済

SK-14〔 長方形 N26°E SK-145と 重複 SK-18, 報告済

SK-147 0.09 円形状 N46°E SK-145と 重複 SK-18〔 報告済

SK-148 報告済 SK-184 報告済

SK-149 報告済 SK-185 報告済

SK 150 報告済 SK 186 報告済

SK-151 報告済 SK-187 楕円形 N18°E P41と 重複

SK-152 0.25 方形状 N26° E 西側区域外に有 SK-188 報告済

SK-153 長方形 N12° E SK-189 報告済

SK 154 報告済 SK-190 報告済

SK-155 報告済 SK-191 報告済

SK 156 報告済 SK-192 1`55 1.28 0.39 楕円形 N70°W

SK-157 報告済 SK-193 楕円形 N70°W

SK-158 報告済 SK 194 楕円形 N8°W 小Pit2本 有

SK-159 報告済 SK-195 円形 N55°E

SK 160 報告済 SK-196 報告済

SK 161 報告済 SK-197 報告済

SK-162 報告済 SK-198 報告済

SK 163 報告済 SK 199 報告済

SK-164 報告済 SK 200 報告済

SK-165 報告済 SK-201 報告済

SK-166 報告済 SK-202 報告済

SK 167 報告済 SK 203 報告済

SK-168 報告済 SK 204 報告済

SK 169 報告済 SK-205 報告済

SK-170 報告済 SK-206 報告済

SK 171 報告済 SK-207 報告済

SK 172 報告済 SK-208 報告済

SK-173 報告済 SK-209 報告済

SK-174 報告済 SK-210 報告済

SK-175 報告済 SK 211 報告済

SK-176 痕跡のみ、子細不明 SK-212 報告済

SK 177 報告済 SK-213 報告済

SK-178 報告済 SK-214 報告済

SK 179 報告済 SK-215 報告済

第23表 御異遺跡土坑一覧表 (3)
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第24表 御異遺跡土坑一覧表 (4)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考

SK-216 報告済 SK-252 長方形 N46°E SI-80と 重複

SK-217 報告済 SK-253 0.45 楕円形 N23°W SI-79と 重複

SK-218 報告済 SK-254 SI-81と 重複

SK-219 報告済 SK-255 1.22 0。 19 方形状 N27°W SI-81と 重複

SK-220 報告済 SK-256 2.35 0.21 長方形 N27°W

SK-221 報告済 SK-257 楕円形 SK-259と 重複

SK-222 報告済 SK-25[ 1.65 0.63 円形 N39°E SI-91・ 93と 重複

SK-22C 報告済 SK-25C 0.65 楕円形 SI-91と 重複

SK-224 報告済 SK-26C 0.95 0.47 楕円形 N62°W 東側区域外に有

SK-22t 報告済 SK-261 楕円形 N65°E SK 270と 重複

SK-22( 報告済 SK-262 1.30 0.24 楕円形 N48°W SI-95と 重複

SK-22, 報告済 SK-26こ 1.30 0.13 楕円形 N15°W SI-95と 重複

SK-228 0.87 0.86 0.04 円形 N46°E SK-264 0,74 楕円形 N53°E SI-96と 重複

SK-229 1.43 楕円形 N52°W 西側区域外に有 SK-265 0.95 長方形 N50° E SI-94と 重複

SK-230 1.26 楕円形 N60° E SI-68と 重複 SK-266 0。75 0.18 円形状 N50°E SI-94と 重複

SK-231 0.10 円形状 N70° E SK-222・ 223と 重椿 SK-267 長方形 N76°W 西側区域外に有

SK-232 楕円形 N60°E SI-68と 重複 SK 268 0.60 0。24 0.15 楕円形 N55°E SI-94と 重複

SK 233 0.48 0。 10 楕円形 N60°E SI-68と 葺朝褒 SK 269 l.25 0.33 楕円形 N25° E SI-98と 重複

SK-234 1.23 0.28 楕円形 N37°E SI-71と 重複 SK-270 0.70 0。71 方形 NO°E SI-95と 重複

SK-235 円形 N33°E SI-76と 重複 SK-271 1.10 0.12 楕円形 N73° E SK-270と 重複

SK-236 0.55 0.20 0.67 円形 N42° E フラスコ状 SK-272 1.25 0.63 楕円形 N22°E SI-96と 重複

SK-237 楕円形 N53°W SK-273 円形 N24°E

SK-238 0。60 0.53 0.19 楕円形 N35°E SK 274 0.45 0.17 楕円形 N76°W 西側区域外に有

SK 239 1.20 0.21 長方形 N9°W Pit44と 重複 SK-275 0.76 楕円形 N70°E SI-99・ 101と 重複

SK-240 0,74 0。45 0.16 楕円形 N10°W SI-72と 重複 SK-276 0.42 楕円形 N15° E SI■ 00と 重複

SK-241 楕円形 N24°W SK-277 0。55 0.46 0.21 楕円形 N19°W

SK-242 0.45 楕円形 N27°W SK-243と 重複 SK-278 楕円形 N60°覇′

SK-243 1,02 0.90 楕円形 N70獅V S【 242と 重複 SK-279 0.57 0.22 楕円形 N80°W

SK 244 0.17 方形 N50°W SI-68と 重複 SK 280 0.90 楕円形 N28°E 北側区域外に有

SK 245 0。75 楕円形 N20°E /Jヽ Pitと 亘勢褒 SK-281 0。98 0.98 0.18 円形 N20°W

SK 246 0,95 0。 13 円形 N35°E /Jヽ P■ 1本有 SK-282 楕円形 N27°E 北側区域外に有

SK 247 楕円形 N15°W SK-253と 重複 SK-283 1.28 0,98 楕円形 N65°W SI-103と 重複

SK-248 1.45 1.25 0.54 楕円形 N50°W SI-79と 重複 SK-284 0.94 0.27 円形 N26°E SX 01と重複

SK-249 0.29 円形 NO°E SI-77・ 79と 重複 SK-285 0.73 1.40 楕円形 N60°W SI-104と 重複

SK-250 0。85 0,20 0.28 楕円形 N26° E SI-77と 重複 SK 286 2.21 円形 N60°W SX 02と重複

SK-251 1.45 楕円形 N27°W SI-80と 璧朝褒 SK 287 1.25 楕円形 N6°E
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第25表 御異遺跡上坑一覧表 (5)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考 No 長径 短径 栗度 形 状 方 位 備 考

SK-288 1,60 1.55 0.55 円形 NO°E SK-324 1.38 楕円形 N25° E 東側区域外に有

SK-289 0.25 0.13 楕円形状 一部調査 SK-325 楕円形 N65°W SI―■5'123と 重複

SK-290 0.96 0.27 円形状 西側区域外 SK-326 0.56 楕円形 N52°W SK-314と 重複

SK-291 0.45 円形状 N27° E 東側区域外に有 SK-327 1.53 0.92 長方形 N20° E

SK-292 0.75 0.95 円形状 N22° E フ ラス コ状 SK-328 1.55 楕円形 N33° E SK-332と 重複

SK-293 欠番 SK-329 0.25 楕円形 N30°W 一部西側区域外

SK-294 0.85 0.18 楕円形 N42° Vヽ SK-245と 重複 SK-330 1。15 0,95 0.44 椿円形 N7°E

SK 295 0.83 0。 17 楕円形 N49° E SI-105'108と 重複 SK-331 0.12 長方形 N78° Vヽ SX-03と 重複

SK 296 0.15 円形 N6°W フラスコ状 SK 332 0。85 0.85 楕円形 N25°W SK 328と 重複

SK 297 0。35 方形 N44°E SI-111と 重複 SK 333 1.27 楕円形 N18°E フラスコ状

SK-298 0,82 0.75 0。31 楕円形 Nll°W SI-110,■ 1と 重複 SK-334 0,27 0。15 0.39 円形 N34° E フラスコ状

SK-299 0。29 楕円形 N30°E SI-1■ と重複 SK-335 1.15 楕円形 N19°E SI-126と 亘蟄イ褒

SK 300 ごく一部のみ調査 SK-336 楕円形 NO°E SI-115と 重複

SK-301 0.16 椿円形 N57°E /JヽPitと 亘蒙要 SK-337 2.85 2.60 不整円形 N53°W SI-125と 重複

SK-302 2.17 0.51 楕円形 N43°W フラスコ状 SK-338 0.87 円形状 N20° E

SK-303 楕円形 N8° Vヽ 西側のみ調査 SK-339 0.52 楕円形 NO°E S1127と 重複、フラスコ状

SK 304 0.52 円形 N9°W SK-305と 重複 SK-340 欠番

SK 305 0.14 楕円形 N68°W SK-304と 重複 SK-341 2.12 楕円形 N49°E S1126と 重複

SK 306 0.17 楕円形 N49°E SK 303と 重複 SK-342 0。22 楕円形 N55°E S1128と 重複

SK-307 0。74 0.45 0.19 楕円形 N66°W SI-113と 重複 SK 343 1.15 楕円形 N23°E S1128と 重複

SK 308 0.47 0.22 0.12 長方形 N71°W SK 344 2.75 2.65 0.46 円形 N17° lヽr SI-129と 重複

SK-309 1.55 方形 N25° Vヽ SI-106と 重複 SK 345 0,47 円形 N23°E SK-343と 重複

SK-310 0.25 楕円形 N67°E SI-113と 重複 SK-346 1.42 0.72 楕円形 N47°E SI-128と 重複

SK-311 1.20 0.22 楕円形 N16°W SI-120と 重複 SK-347 長方形 N20°E 東側区域外に有

SK 312 1.23 0.55 0.31 円形 N30°E 南側区城外に有 SK-348 0.60 楕円形 NO°E SI-115と 重複

SK-313 0.58 円形状 N70°W SI-119と 重複 SK-349 0.78 0.70 1.05 楕円形 N47° E S1126'130と 重複、フラスコ状

SK 314 円形 N25°E フ ラス コ状 SK-350 糖円形 N46°W SK-363と 重複

SK-315 0.95 長方形 N57°邪「 Sl-15と 重複、一部フラスコ状SK-351 橋円形 N72°E SK-354'364と重複

SK 316 0。95 0.19 楕円形 N30°E SI-116・ ■9と 重捗 SK-352 楕円形 N13°W

SK-317 0.90 1.21 楕円形 N85°W SI■21と 重複 SK-353 0,88 楕円形 N25°E

SK-318 0.45 楕円形 N22°W S1122と 重複 SK-354 0.79 円形 N60°E SK 364.366等 と重複

SK-319 0.66 0.58 0.17 長方形 N10°E SK二 355 0。 12 楕円形 N80° Vヽ SI-115と 重複

SK-320 0.40 楕円形 N50°E 一部西側区域外 SK-356 0.77 0。 14 楕円形 N20°E SI-115と 重複

SK-321 2.08 楕円形 Nll°E 一部フラスコ状 SK-357 1.37 0.85 1.23 楕円形 N68°W S1115と重複、フラスコ状

SK 322 0.73 0.60 楕円形 N53°E SK-358 0.82 0.25 円形状 N23°E 東側のみ調査

SK-323 0。70 0.65 楕円形 N35°W SK-359 0.65 円形状 N23°E 東側のみ調査
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第26表 御異遺跡土坑一覧表 (6)

第27表 東台遺跡上坑一覧表 (1)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 深度 形  状 方 位 備  考

SK-360 楕円形 N33° Vヽ 中央にPith SK-388 0。23 楕円形 N43° E

SK-361 1.25 0.14 方形 N25° E 東壁部分区域外 SK-389 0,89 方形 N26° E

SK-362 0.55 0.23 楕円形 N50° Vヽ 東壁区域外に有 SK-390 1.62 1.40 0.97 隅丸長方形 N55° E

SK-363 楕円形 NO°E フラスコ状 SK-391 0.32 楕円形 N82° E

SK-364 2.25 0.58 楕円形 N16°E SK 354'351と重構 SK-392 0,32 楕円形 N70°W

SK-365 欠番 SK-398 1.40 0.55 楕円形 N70°W

SK-366 1.20 0.54 楕円形 NO°E SK-354と 重複 SK-394 1.18 0.98 0.65 楕円形 N44° E

SK-367 0,73 0。 14 楕円形 N80°E SK-395 楕円形 N43°W 一部フラスコ状

SK-368 0.56 楕円形 N25°E SK 354'364と重椿 SK-396 1.22 0.23 円形 N58° Vヽ 西側一部区域外

SK 369 2.45 楕円形 N22°E 東側区域外に有 SK-397 0.41 方形 N79° Vヽ

SK 370 0。21 方形 N17°W SK-398 1.25 0.52 円形 N8°W 埋甕1と 重複

SK 371 2.10 0,71 楕円形 N59°W SK-399 0.78 楕円形 N69°E SI-70と 重複

SK-372 1.55 0.55 楕円形 N50° E SK-400 0。 15 楕円形 N37°E SI-65と 重複

SK-373 1.05 楕円形 NO°E SI-134と 重複 SK-401 0.28 楕円形 N30°E SI-65と 重複

SK-374 2.25 楕円形 N75° E SI-125と 重複 SK 402 1.40 0.32 楕円形 N28°W 北壁区域外に有

SK-375 0.75 椿円形 N32°W SK-371と 重複 SK 403 楕円形 N58°W

SK-376 楕円形 N14°E SK-379と 重複 SK 404 0。73 0.43 0.55 円形 N18°E 南側区域外に有

SK-377 0.47 円形 N46°E SK-124と 重複 SK-405 円形 N36°W

SK-378 楕円形 N46°E SK 374・ 379と 重複 SK-406 1.25 1.18 0.46 楕円形 N28° E

SK 879 1.28 円形 N43°W フ ラス コ状 SK-407 0.21 楕円形 N43° E

SK 380 1.43 楕円形 N39°W S1125と 重複 SK-408 0,78 楕円形 N70° E

SK-381 0.86 0.60 0.21 楕円形 N32°W SK-409 0.65 0.38 楕円形 N60°W 西側区域外に有

SK-382 0.70 楕円形 NO°E SK-337と 重複 SK-410 0,95 0,41 楕円形 N45°W 西側区域外の有

SK-383 1.05 0.20 0.35 円形状 N18°E SK 337と 重複 SK-411 楕円形 N6°E SI-68と 璧剪喫

SK-384 0.40 楕円形 N25° Vヽ S1108と 重複 SK-412 方形 N86°E

SK-385 0.10 円形状 N20°E S160と 重複 SK-413 1.17 0.23 楕円形 N10°W

SK 386 0.70 楕円形 N24° E 南側区域外に有 SK 414 0.35 円形状 N45° E SI-40と 選封褒

SK-387 0.98 0,37 方形 N10° Vヽ

No 長径 題径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考

SK-1 2.48 楕円形 N18°W SK-6 楕円形 N54°E

SK-2 2.27 0.95 楕円形 N41°W SK-7 報告済

SK-3 報告済 SK-8 報告済

SK-4 報告済 SK-9 報告済

SK-5 報告済 SK-10 報告済
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第28表 東台遺跡土坑一覧表 (2)

No 長径 短径 深度 形 状 方 .位 備  考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考

SK-11 報告済 SK-47 報告済

SK-12 報告済 SK-48 報告済

SK-13 報告済 SK-49 報告済

SK-14 報告済 SK-50 報告済

SK-15 0,97 楕円形 N58°W SK 51 報告済

SK-16 報告済 SK 52 報告済

SK-17 不整形 NO°E SK-90と 重複 SK 53 報告済

SK-18 報告済 SK-54 報告済

SK-19 報告済 SK-55 報告済

SK-20 報告済 SK-56 報告済

SK-21 報告済 SK-57 1.65 楕円形 N63°W

SK-22 報告済 SK-58 報告済

SK-23 1.23 長方形 N45°E SK 22・ 28と 重複 SK-59 報告済

SK-24 報告済 SK 60 報告済

SK-25 報告済 SK-61 報告済

SK-26 報告済 SK-62 報告済

SK-27 報告済 SK-63 報告済

SK-28 報告済 SK-64 報告済

SK-29 円形状 N54°E SI-7と 重複 SK-65 0.52 楕円形 N42° E SI-5、 SK 3と重複

SK-30 報告済 SK-66 報告済

SK 31 報告済 SK-67 0.40 楕円形 N81°E 1号墳、SI-4と 重複

SK-32 報告済 SK-68 報告済

SK-33 報告済 SK-69 楕円形 N88°W 1号墳、SI-14と 重複

SK-34 報告済 SK-70 楕円形 N10°W Sl■ 4、 SK-68と 重複

SK-35 報告済 SK-71 報告済

SK-36 報告済 SK-72 1.20 0。62 楕円形 N49獅囀r SI-12と 重複

SK-37 長方形 NO°E 2号墳、SK-45と重複 SK-73 0.34 長方形 NO°E

SK-38 報告済 SK-74 報告済

SK-39 報告済 SK-75 報告済

SK-40 0.20 楕円形 N13°W SK-76 欠番

SK-41 不整方形 N56°W SK-77 報告済

SK-42 楕円形 N48°E SK-78 0.25 楕円形 N20°E 一部フラスコ状

SK-43 報告済 SK-79 報告済

SK-44 報告済 SK-80 楕円形 N20°E SI-19と 重複

SK-45 報告済 SK-81 報告済

SK-46 報告済 SK-82 報告済
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No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 架度 形 状 方 位 備  考

SK-83 報告済 SK-1le 報告済

SK-84 報告済 SK-12( 報告済

SK-85 報告済 SK-121 報告済

SK-86 1.25 0.23 楕円形 N42° E S降 7と 重複 SK-122 報告済

SK-87 楕円形 N67°E SD-4と 重複 SK-123 0.58 楕円形 N3°W SK 124と 重複

SK-88 報告済 SK-124 報告済

SK-89 報告済 SK-125 報告済

SK-90 SI―■と重複 SK 126 報告済

SK-91 0.64 楕円形 N75°W SK-87と 重複 SK-127 報告済

SK-92 報告済 SK-128 1.20 楕円形 N72°W SK 143と 葺朝褒

SK-93 0.57 楕円形 NO°E SK-129 報告済

SK-94 0.64 楕円形 N58° E SI-12と 重複 SK 130 報告済

SK-95 楕円形 N34° E SI-12と 重複 SK-131 報告済

SK-96 0.83 楕円形 N70°W SK-132 報告済

SK-97 報告済 SK-133 報告済

SK-98 0,73 0.22 楕円形 N38°W Sで 134 報告済

SK-99 報告済 SK-135 報告済

SK-100 報告済 SK-136 報告済

SK 101 1.44 0.65 橋円形 N33°W 第5号墳と重複 SK-137 報告済

SK-102 楕円形 NO°E SK-103と 重複 SK-138 報告済

SK-103 0.36 楕円形 N42°E SK-102と 重複 SK-139 報告済

SK-104 0.50 0.15 楕円形 N60°E SK-140 報告済

SK-105 楕円形 NO°E 撹乱で一部消失 SK-141 報告済

SK 106 0.89 0.67 0.52 楕円形 N17°E SK-142 楕円形 N65°W SI-36と 重複

SK-107 0.69 楕円形 NO°E SK 143 報告済

SK-108 報告済 SK-144 報告済

SK-109 報告済 SK-145 報告済

SK l10 報告済 SK-146 報告済

SK-111 1.44 0.52 楕円形 N75°E SK-147 報告済

SK-112 報告済 SK-148 報告済

SK-113 報告済 SK-149 報告済

SK-114 報告済 SK-15C 報告済

SK-115 楕円形 N14°W SK-151 報告済

SK-116 2.33 楕円形 N12°E SK 152 報告済

SK-117 報告済 SK-15C 報告済

SK-118 報告済

第29表 東台遺跡土坑一覧表 (3)
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No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考

SK-154 報告済 SK-156 報告済

SK-155 1.74 0。 18 楕円形 N86°E S136と重複

第30表 東台遺跡土坑一覧表 (4)

第31表 宝積遺跡土坑一覧表 (1)

No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備 考

SK-1 0.92 0.70 楕円形 N40°W S146と 重複 SK-31 1.55 0.99 円形 N10°W S144と 重複

SK-2 0,72 0.41 不整方形 N12°W S101と 重複 SK-32 1.05 0.43 楕円形 N70°W

SK-3 長方形 N20°W SK-33 1.75 円形 N17°W

SK-4 1.50 0.36 円形 N4°W SI-76と 重複 SK-34 1.55 0。70 円形 N10°W

SK-5 0.50 0,19 方形 N67° E Sl-01と 重複、貯蔵穴か SK-35 1.25 0.58 円形 N42°W

SK-6 0.78 0,75 0.25 楕円形 N49° E 小Pitl本 有 SK-36 楕円形 NO°E SI-78と 璧謝褒

SK-7 楕円形 N56°E 小Pit2本 有 SK-37 1.45 1.35 0.25 楕円形 N82°W

SK-8 0.75 0.40 楕円形 N35°W SK-38 1.15 0,90 楕円形 N56°E

SK-9 1.40 0.60 円形 N13°W SK-39 0,96 0,19 円形 N40°E

SK-10 円形 N18°E SI-05と 重複 SK-40 2.10 1.90 楕円形 N34°E 壁溝有

SK-11 1.35 1.25 楕円形 N22°W SI-05と 重複 SK-41 3.10 0,88 楕円形 N81°E

SK-12 2.45 0.20 楕円形 N22°E S107と 重複 SK-42 1.13 楕円形 N62°E 小P皿本有

SK-13 0.55 長方形 N31° Vヽ SI-17と 重複 SK-43 0.70 0.65 0.18 方形

SK-14 1.00 0。75 0.18 楕円形 N13° Vヽ SI-17と 重複 SK-44 2.80 2.15 0.20 楕円形

SK-15 楕円形 N75°E SK-45 1.95 0.42 円形 N26°W

SK-16 1.42 円形 N13°W SK-46 楕円形

SK-17 0.94 0.86 楕円形 N48° E SK-47 0.60 楕円形 N87°E

SK-18 0.34 楕円形 N77° E SI-08と 重複 SK-48 0,22 不整方形 N21°W SI-80と 葺朝褒

SK-19 0.86 0.30 楕円形 N21° E SK-49 0.73 0.75 椿円形 N37°E 第9号墳と重複

SK-20 0.37 楕円形 N59° Vヽ SK-50 1.69 0。96 楕円形 N49°E 第9号墳と重複

SK-21 0。96 0.83 0.48 楕円形 NO°E SK-51 0.20 長方形 N31°E

SK-22 0。78 楕円形 N70° E SK 52 2.10 長方形 N43°W

SK-23 0。95 方形状 N70° E SI-22と 重複 SK-53 2.12 1.25 0.63 楕円形 N12° Vヽ

SK-24 1.10 楕円形 N16° E SK-54 1.95 楕円形 N28°E 第10号墳と重複

SK-25 0,72 楕円形 N17°E SK-55 2.15 楕円形 N15°W 第10号墳と重複

SK-26 1.40 楕円形 N86°E 中央に浅い溝有 SK-56 1.33 楕円形 N70° E

SK-27 1.34 0.22 楕円形 N20°E SK-57 1.53 0.80 楕円形 N59° E

SK-28 2.50 楕円形 N82° E SK 58 2.03 0。75 橋円形 N42獅V

SK-29A 0.62 楕円形 N31°W SK-59 1.00 0.14 楕円形 N58°W

SK-29B 0.65 0.35 0.28 長方形 N58°E SK-60 0。96 0.96 0.60 楕円形 N56°E SI-103と 重複

SK-30 1.14 円形 N63°E SK 61 1.20 0.41 楕円形 N15° E 第11号墳と重複
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No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考 No 長径 短径 深度 形 状 方 位 備  考

SK-62 1.45 楕円形 N34° Vヽ SI-103と 重複 SK-66 楕円形 N83°E SI-106と 重複

SK-63 0.58 楕円形 N47°E 11号墳と重複 SK-67 0.85 長方形 N32° E 11号墳と重複

SK-64 楕円形 N20°W SI-109と 重複 SK-68 0.45 円形 N28° Vヽ

SK-65 楕円形 N20°E SI-109と 重複 SK-69 楕円形 N22°W SI-1■ と重複

第32表 宝積遺跡土坑一覧表 (2)

V.遺 物

出土遺物 1(土師器・須恵器)(第 176～ 224図 、図版 49～ 61)

木田余台遺跡群の籾買場、御異、東台、宝積、一丁田台東遺跡からは、旧石器時代から中・近世ま

での遺物が出土している。旧石器・縄文・弥生時代の遺物は、「木田余台 I」 で一部を除き報告済で

あることから今回は、古墳時代以降の遺物と縄文土器 (一部)を集録した。なお、個々の遺物につい

ては一覧表を参照されたい。

今回報告する遺物は、籾買場遺跡第 1号住居跡 (SI-1)出土遺物より配 1～ 1218と し通番で土

師器・須恵器を集録し、鉄製品・石製品・土製品はhl～ 536と した。以下に遺跡・遺構順に記述す

る。

Ll。 2は、籾買場 SI-1の覆土内より出土した須恵器不で、器高としては 1が高く体部は 2よ

り1が直立している。体部はロクロ整形で、下端にヘラ肖Uり を施しており底面はヘラ削りである。緻

密な胎土で、灰褐色を呈している。平安時代に位置する遺物である。

地 3は籾買場 SI-2よ り出上した土師器不で、底面がやや平底化しており口縁部は体部上端で内

傾後直線的に外傾している。古墳時代に位置する遺物である。

L4・ 5は籾買場 SI-3よ り出土した土師器不と婉であり、2点 とも底部を欠損している。4は

体部半球状で日縁部が小さく直立している。5はやや肥厚で、日縁部を外傾させている。2点 とも覆

土内よりの出上であり、古墳時代に位置する遺物である。

比 6～ 8は籾買場 SI-4よ り出土した土師器不で、6は床面上 4 cmよ り出土しているが他 2点は

覆土内よりの出上である。6。 7は体部半球状を呈するが、6は外傾する日縁部であるのに対し7は

直立する日縁部となっている。 8は、口縁部内面下端に稜を形成している。

NQ 9・ 10は籾買場 SI-5よ りの土師器で、9は底部中央を欠く不で10は体部中央以下を欠く甕で

ある。9は底部を欠くが丸底であり、丸味を有する稜を有している。10は 口縁部先端内面を小さく突

出させている。古墳時代の遺物である。

配 11は籾買場 SI-6よ り出上した土師器邦で、半球状の体部で口縁部を外面より鋭く削り出して

いる。内面には黒色処理が施されている。古墳時代の遺物である。

L12～ 14は籾買場 SI-9覆土内よりの出土遺物で、12は土師器婉で 13は土師器壷であり14は

土師器邦である。12は底部中央を欠き半球状の体部で、日縁部を小さく外傾させている。13はいび

つな器形で、底部を突出させ体部下端に最大径 (17.O cm)を 有している。14は大型の不で、やや薄い
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第33表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (1)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 売成 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 口径 底径 陵径 孔径

Ы
　
００

須恵器

邪

一擢 14.2 骸 密 罠好
褐灰

色

体部は直線的に外傾、口縁部内面やや肥厚。

体部ロクロ整形、下端回転ヘラ削り、底面ヘラ削り。

不

須恵器
一羅 徴 密 農嬉

褐灰

色

体部は直線的に外傾し、底部内面月巴厚。

体部ロクロ整形、下端回転ヘラ削り、底面ヘラ肖Jり 。

計
　
００２

土師

不

器
一IE 緻 密 良短

色

暗褐 底面平底化、体部内傾ぎみに外傾。

日唇部ヘラ削り、体部内外面ヘラ磨き。

004
Ｓ‐

一
　

〇〇３

上師器

J・A
砂粒含 良堀

色

聯 口縁部直線的にやや内傾、体部下端を欠く。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

005
土師器

邪

一罪 砂粒台 普遅
明暗

褐色

口縁部直線的に外傾し弱い稜を形成する、体部下端欠損。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

Ｓ‐
一

　

〇〇４

土師器

邦

十
　
４
．
０

砂粒合 R角
暗褐

色

半球状を呈する器形で口唇部はやや肥厚◇

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面に煤付着。

007
土師器

不
L4.0

長石

石英倉
良角

暗褐

色

口縁部直立で、体部下半内傾し下端を久損。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り。

008
土師器

婉

少量の

砂粒合
罠角

暗褐

色

内傾ぎみに外傾する器形で、日縁内面に稜有、体部下端欠。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り。

009 計
　
００５

土師器

不
揮

少量の

砂粒合
罠角

明黒

褐色

体部は内傾で稜を有し、口縁部はやや内傾ぎみに直立。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

甕
揮

長石

石英合
駐猫

暗褐

色

口縁部外傾し頚部は直線的に内傾後体部は内傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ。

餅
　
００６

土師器

不

少量の

少粒合
農妬

黒褐

色

半球状を呈する器形、口縁部は鋭く削り出す。日縁部ヨヨナ

デ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

計
　
００９

上師器

婉
少粒含 農妬

淡茶

褐色

内傾する体部から回縁部は直立し、口唇部は外傾する。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

土師器

壷
14.t

罠石

百英合
民凋

淡黒

褐色

体部は内傾しており、口縁部は外湾している。底面突出。

口縁ヨコナデ、体部ヘラ磨き、底面ヘラ削り、湾曲した器形。

土師器

邪

昆石

百英含
罠菊

暗褐

色

半球状を呈する体部で、日縁部は直立している。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

SI―

010

土師器

台付甕

卒 言 台径 台高 霊 石
妻 母
匿 英

罠角
淡茶

褐色

頸部径12.Ocln、 体部最大径を体部上半に有す。

口縁部ヨヨナデ、体部刷目整形。

Ы
　
０１

土師器

不
少粒含 良角

納

色

体部は内傾しており、口縁部は外傾 している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、底面磨減。

Ｓ‐

　

０．

土師器

甕

一fI
少量の

妙粒含
民痴

稲

色

体部は内傾し、日縁部は外傾し、口唇部摘み出し体部中半以

下欠。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

須恵器

甕

一招 4.( 戯 密 民凋
灰褐

色

頸部はゆるやかに外傾 し、口縁部は直立 している。

ロクロ整形。

Ы
　
０１

土師器

皿

+

14.0

母台漏
ム
Ｈ

酸 密 良角
縮

色

体部直線的に外傾し、高台は内傾ぎみに開いている。

体部ロクロ整形、底面回転ヘラ切り、内面黒色処理。

020
須恵器

皿

十

14.0

討台高
“　
６．８

微 密 罠菊
灰褐

色

体部直線的に外傾後口縁部水平となっている。

体部ロクロ整形、底面回転ヘラ切り。

須恵器

甕

十

14,0
酸 密 良角

灰褐

色

底部平底で体部は直線的に外傾。

体部中半下位まで叩き整形、下端ヘラ削り。

022
須恵器

邪
敵 密 民堀

灰褐

色

底部平底で、体部は直線的に外傾する。

体部ロクロ整形、体部下端手持ちヘラ削り、底面ヘラ削り。
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第34表 期買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (2)

勘
Ｎｏ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土
置

出

位

法 量 (cm)
胎 土 売成 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 底径 稜径 酎客

SI―

015

土師器

不

一tF
多量の

砂粒含
良好

赤褐

色

薄い器厚で、体部は直線的に外傾する。

体部ロクロ整形で底面は回転のヘラ切り後静止ヘラ削り。

土師器

邪
砂粒冶 R妬

暗褐

色

体部は月巴厚で直線的に外傾する。体部はロクロ整形で内面ヘ

ラ磨き、底面回転ヘラ切り、内面黒色処理。

025
須恵器

甑
級 密 良菊

灰褐

色

体部は内傾ぎみに外傾し、日縁部は外傾している。

日縁部ヨヨナデで、体部は叩き整形。

SI―

016

土師器

不

少量の

砂粒含
良角

黒褐

色

底面平底化し、低い稜を有し口縁部はやや内傾ぎみに直立。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面黒色処理。

027
土師器

甕
拝

少量の

砂粒含
良凋

裾黒

色

体部は内傾ぎみで、日縁部は外傾している。

体部内外面ヘラナデ。

028
SI―

017

土師器

不

一星
少量の

砂粒含
盛増

褐明

色

体部は内傾 しており、日縁部は直線的に外傾。

日縁部はヨコナデ、体部ヘラ削り、体部下端欠損。

029
土師器

不
星

少量の

砂粒含
良痛

褐黒

色

体部は内傾ぎみで稜を有し、日縁部は直線的内傾。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

030
土師器

不
れ 4。 (

少量の

砂粒合
農猫

明

色

淡

褐

体部は内傾ぎみで鋭く稜を有し、口縁部は直立している。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

土師器

甕

を粒

む

少

含
罠妬

暗褐

色

体部は半球状を呈し、口縁部は外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、体部下半欠損。

SI―

018

土師器

邦

十

二5

多量の

砂粒含
良堀

赤褐

色

体部は半球状を呈し、日縁部は直線的に外傾、口縁部ヨコナ

デ、体部ヘラ削り、内外面赤彩、口縁内面煤付着。

033
土師器

邦

十
　
６
．
０

多量の

砂粒含
急智

色

赤裾 底面丸底、体部内傾気昧に立ち上がり低い稜を有し、日縁部は直

線的に外傾。日縁ヨコナデ、体部ヘラ削りヘラ磨き(内外面赤彩。

土師器

邪
末面 砂粒台 駐剣

赤

色

複 底面丸底で、体～口縁にかけ直立ぎみ。

口縁ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

邪

＋
　
２３
．
０

少量の

砂粒含
良好

繕

色

底面丸底で、体～口縁部にかけ直立。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

036
土師器

婉

＋
　
９
．
０

少量の

砂粒台
罠角

色

赤褐 肥厚、丸底の底部から回縁部にかけ直立、回唇部外傾。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

土師器

甕

一括
少量の

砂粒冶
良拓

赤褐

色

半球状を呈する体部で、日縁部は外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、外面赤彩。

SI―

019

土師器

不

十

25.0

多量の

砂粒合
良角

赤褐

色

半球状の体部で、日縁部は直立している。日唇部内面はヘラ

削り、口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

039
土師器

不

十

14.0

少量の

砂粒含
良角

赤褐

色

体部は半球状を呈し、口縁部は直線的に外傾 している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ肖1り 、内外面赤彩。

土師器

邦

十

15.0

少量の

砂粒含
良痛

赤権

色

底面丸底で体部は内傾し、日縁部は直線的に外傾している。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

041
土師器

不

十
　
・５
，
０

少量の

砂粒合
駐好

色

赤褐 半球状をなす体部、日縁部直立し口縁内面に稜を削り出す。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

土師器

婉

＋
　
３０

少量の

砂粒合
良妬

色

赤褐 底面丸底で体部はやや内傾ぎみに外傾し、口縁部は小さく内

傾する。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

043
SI―

020

土師器

不

十

1.0

少量の

砂粒合
良角

赤褐

色

半球状をなす体部で、口縁部は外傾している。口縁部ヨコナ

デ、体部ヘラ削リヘラ磨き、外面赤彩内面黒色処理。

044
土師器

不

＋
　
２
．
０

の

合

二塁

粒

少

砂
良角

赤褐

色

半球状をなす体部で下端を欠き、日唇部は小さく外傾する。

口縁部ヨコナデか、体部ヘラ削り、赤彩されている。

-51-



器厚である。古墳時代の遺物である。

配 15は籾買場 SI-10よ りの土師器台付甕である。床面よりの出上で、体部外面と頸部内面に刷

毛目整形が施 されている。古墳時代の五領期に位置する遺物で、小型の台付甕である。

h16は籾買場 SI-12よ りの土師器邦で、底面丸底でしっかりした稜は見 られない。古墳時代に

位置する遺物である。

配 17。 18は籾買場 SI-14よ りの出土遺物で、土師器甕 (17)と 須恵器甕 (18)である。17は体

部下半以下を欠損 しており、上半に体部最大径を有 している。18は広口の口縁部片で、口唇部がやや

内傾 ぎみに直立 している。奈良時代に位置する遺物である。

L19～ 25は、籾買場 SI-15よ りの出土遺物である。19は土師器高台付皿で、底部より体部が肥

厚な器厚で内面黒色処理 されている。20は須恵器高台付皿で、高台は19よ り外開きし口縁部は肥厚

で水平化 している。21は須恵器甕で、体部中半以上を欠損 している。22は須恵器不で、日縁部がや

や外側に反っている。23は土師器不で、薄い器厚の不である。24は土師器郭であるが、底部が肥厚

であるのに対 し体部は薄い器厚 となっている。25は須恵器甑で、体部中半以下を欠損 している。口唇

部先端は肥厚で削 り出されている。平安時代に位置する遺物である。

地 26・ 27は SI-16か らの出土遺物である。26は土師器不で、低 くしっかりした稜を有 している。

27は土師器甕で体部上半以下を欠損 し、日唇部は肥厚化 している。古墳時代の遺物である。

L28～ 31は SI-17か らの出土遺物で、28～ 30は土師器不で 31は土師器甕である。不 3点は、

各々異なった器形であるが 29・ 30は低い稜を有 している。31は、体部上半に最大径を有す甕で下半

を欠損 している。覆土内の出土であるが、古墳時代の遺物である。

配 32～ 37は籾買場 SI-18よ り出土 した土師器不で、32～ 36は床面と床面上 1.5～ 23 cmよ り出

土 している。32・ 33は 同―タイプの不で、32は稜を外面に有 していないが 33は大型で低い稜を有 し

ている。34は明確な稜を有しておらず、35～ 37は半球状を呈す器形で 35は直立する口縁部である

が、36・ 37は口縁部を直線的に小さく外傾させている。このため口縁部内面にも稜を形成している。

比 38～ 42は籾買場 SI-19よ り出土した土師器不で、床面上14～ 30 cmよ り出上しており内外面

赤彩されている。38。 39。 40は体部が半球状で、日縁部は38が直立し39は外傾しているが40はや

や外傾する程度。41は底部中央が平底化しており、日縁部は小さく外傾 し内面に稜を有している。42

は半球状の器形で、口縁部が小さく直線的に内傾している。古墳時代に位置する遺物である。

h43～ 51は籾買場 SI-20よ りの出土遺物で、51は土師器甑で床面より出上しており、43・ 44は

土師器不で床面上 1～ 2mよ り出土している。45～ 48は、土師器不で床面上 5～ 9 cmよ り出土し49・

50は床面上 9～ H cmの所よりの出土である。このことから43・ 44・ 51は 、本住居跡に結び付く遺物

と判断され45。 46は廃棄後まもない頃の流入で、47～ 50は廃棄後の流入といえよう。43。 44。 45は

半球状を呈する体部で、日縁部が外傾又は直立している。外面赤彩・内面黒色処理又は、内外面赤彩

が施されている。47は底部がやや平底化し、日縁部が直線的に外傾しているが、48は 口縁部が直立

ぎみに外傾し下端に稜が見られる。46イよ底部が丸味を有しているものの平底化が見られる。49の出

土例は少なく、古墳時代に位置する遺物である。

配 52・ 53は籾買場 SI-21床面よりの出土遺物で、土師器邦である。2点 とも半球状を呈する器形

で、日縁部は内傾 しているが53は 口縁部下端に低い稜が見られるものの52に は見られない。また53

は黒色処理が施されている。古墳時代の遺物である。
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第35表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (3)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

Ｌ

眩

(cm)三
塁法

胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴
現高 口径 諄密 稜径 子し径

045
SI―

020

土師器

不

＋
　
５
．
０

多量の

砂粒含
良角

色

赤裾 半球状をなす体部で、口縁部は鋭くやや内傾ぎみに直立する。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

046
土師器

不

＋
　
５
．
０

14.こ 13.[
少粒を

含
良角

色

暗裡 底部平底化し、体部は内傾ぎみに外傾。口縁部は外傾し弱い

稜を有す。日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き。

土師器

婉

+

9.0

多量の

砂粒含
良角

色

赤裾 体部半球状で、日縁部は直線的に外傾する。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

婉

＋

８
．
０

多量の

砂粒含
嵐衝

色

赤権 半球状を呈する器形で、口縁部は直線的に外傾する。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

土師器

壷

+

11.0

14.2 耀
‐５，７

少量の

砂粒含
ミ婿

握赤

色

体部は半球状で底部は平底化し、口縁部は直線的に外傾。日縁部

上半ヨコナデ、中半～体部ヘラナデ、体部中央ヘラ削り、赤彩

土師器

甑

十
　
９
．
０

多量の

砂粒含
記婿

明票

褐色

底面は小さく、体部は内傾ぎみに外傾し口縁部直立する。

口縁ナデ、体部内外面ヘラナデ、体部下端ヘラ削り。

土師器

甑
末面

多量の

砂粒含
駐痛

明茶

褐色

体部は内傾ぎみに外傾。底面は内外よりのヘラ削り、体部上

半ヘラナデ、下半ヘラ削り。

052
SI―

021

土師器

邦
末面

多量の

砂粒含
駐痛

黒

色

権 半球状の体部で、日縁部やや直線的に内傾させ弱い稜を形成

する。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、底面に傷有。

053
土師器

不

末面
多量の

砂粒合
罠周

色

黒筏 半球状の体部で、口縁部を直線的に内傾させ弱い稜を形成。

口縁ヨヨナデ、体部ヘラ削り、体部外面口縁内面黒色処理。

054
S正一

〇22

土師器

婉

+

12.0

多量の

砂粒含
良婿

舞

色

明

褐

球形状の器形で、下端を欠損している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り。

055
器土師

不

＋
　
３
，
０

多量の

砂粒合
駐好

権赤

色

半球状の器形。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

056
SI―

023

土師器

甕

十

二〇

多量の

砂粒含
罠好

色

暗権 体部半球状で、口縁部は大きく外湾している。

体部、口縁部ヘラナデ。

土師器

甕

十

二〇

多量の

砂粒含
罠好

色

暗糖 口縁部は直線的に外傾、体部は内傾している。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

上師器

必

十

■0

の

含

旦塁

粒

多

砂
罠妬

色

黒褐 半球状の体部で口縁部を直線的に外傾させ稜を形成する。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

壷

岸 帝
微量の

砂粒含
罠妬

茶褐

色

体部半球状で、口縁部は内傾している。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、日縁部内外面黒色処理。

土師器

郷

+

■0
4。 (

微量の

砂粒台
農痛

暗褐

色

体部は内傾ぎみに外傾、日縁部は直線に内傾し稜は小さく鋭

い。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き。

土師器

邦

+

13,C

4., [4.Z
微量の

砂粒台
農角

茶

色

暗

褐

体部は内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を形成後に口縁部を

内傾させる。口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り。

土師器

邦

多量C

砂粒倉
良好

黒褐

色

底面平底化で内傾、体部は内傾ぎみで弱い稜を有し口縁部は直立。

口縁ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、体部内外面黒色処理。

土師器

不

十

3.0

Ｃ
　
ａ

三塁

粒

多

砂
罠堀

黒褐

色

半球状を呈する体部で下端を欠く、口縁部はやや内傾する。

日縁部横位、体部縦位のヘラ磨き、内外面黒色処理。

土師器

重

＋
　
３
．
０

多量¢

砂粒台
罠痴

茶

色

暗

褐

底部平底、体部半球状で回縁部は直線的に外傾する。

日縁部ヨコナデ、体部上半ヘラナデ、下半ヘラ削り。

土師器

甕

＋
　
１
・
０

多量C

砂粒冶
良角

茶

色

暗

褐

底部突出、体部内傾ぎみに外傾し口縁部は直立後外傾する。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

土師器

壷

＋
　
‐２
．
０

多量の

砂粒含
良角

黒

色

明

褐

底部平底で木葉痕を有し、体部は内傾ぎみに外傾、日縁部は

直立後直線的に外傾。日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。
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第36表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (4)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cln)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

口径 嵐径 凌雀 孔径

SI―

023

土師器

甑

19.C
多量の

砂粒含
良殉

色

暗裾 体部やや内傾ぎみに外傾、口縁部内面肥厚、孔はヘラ削り。

日縁ヨヨナデ、体部上半ヘラ削り、下半ヘラナデ。

068
土師器

甑

十

１
・
０

多量の

砂粒含
良殉

暗褐

色

体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は外傾している。

口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラナデ。

069
土師器

増

+

43.0

多量の

砂粒含
良質

色

赤裾 底面平底化、体部内傾ぎみに外傾、口縁部は直線的に外傾。

日縁ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

婉

+

21.0

少量の

砂粒含
良売

赤褐

色

底面内傾し、体部は内傾ぎみに外傾、日縁部は直立する。

口縁ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラ磨き、内外面赤彩。

土師器

婉

十

■0

少量の

砂粒合
良売

権赤

色

底面平底化し、体部は半球状で、日縁部は小さく直立する。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

072
ＳＩ
．
　

０２４

土師器

婉

+

■0

少量の

砂粒含
良死

権赤

色

体部半球状で回縁部は直線的に外傾している。

口縁部ヨコナデ体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

婉

十

■0

少量の

砂粒含
良笑

褐赤

色

体部半球状で口縁部は直線的に外傾している。口縁部ヨコナ

デ、体部外面ヘラ削り、内面ヘラ磨き、内外面赤彩。

074
土師器

イ

+

7.0

微量の

砂粒合
良角

褐赤

色

体部半球状で稜を形成、口縁部は外傾ぎみに内傾している。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削 り、内外面赤彩。

075
土師器

邦

十
　
５
．
０

微量の

砂粒含
良月

暗茶

褐色

半球状を塁する器形で、口縁部は直立している。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、体部下端欠損。

須恵器

郷

一罪 i4.1 微 密 盛猫
褐灰

色

体部はやや内傾ぎみで下半を欠き、稜は細長く突出、日縁部は

直立b口唇部ヨヨナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ削り。

土師器

甕

十

ｍ

多量の

砂粒含
農婚

明黒

褐色

体部半球状で底部は小さく突出しており、口縁部は外傾 し

ている。口縁部ヨコナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ削り。

ＳＩ
．
　

０２５

土師器

甑
fE

多量の

砂粒合
罠妬

色

暗褐 体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は外傾している。

日縁部ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ、体部下半欠損。

土師器

靖
IE

少量の

砂粒含
農妬

茶明

褐色

口縁部のみの破片で直線的に外傾している。

ヨコナデ。

080
酢
　
０２６

上師器

邪

カマ

ド膵

少量の

砂粒含
罠角

黒褐

色

体部は内傾ぎみに外傾、体部上半に低い稜を削り出し。口縁部は直線的に

外傾。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内面ヘラ磨き、内外面黒色処理。

土師器

甕

カマ

ド内

少量の

砂粒含
良好

明黒

褐色

体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は外湾している。

口縁部はヨコナデ、体部外面ヘラ削り。

082 舒
　
０２７

土師器

不

十

11.C

少量の

砂粒合
罠角

黒褐

色

体部は内傾しながら外傾、低い稜を形成、日縁部は内傾ぎみに直立。

口縁部.ヨ
コナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラ磨き、内外面黒色処理。

083
土師器

高不

十
　
と
・
０

陸
８．３

少量の

砂粒合
民角

明茶

褐色

郷外部は内傾ぎみに外傾、口縁部は外傾ぎみに直立、脚部は小さく脚底部悩

大きく外開き。不部外面ヘラナデ、内面ヘラ磨き、脚部ヘラ削り、ヘラナディ

084
土師器

甑

十

11.C

多量の

砂粒含
罠痴

明黒

褐色

体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は直線的に外傾、口縁部ヨコナデ、

体部上半ヘラナデ、下半ヘラ削り、孔はヘラ削り。

085
Ы
　
０２

土師器

不
徴 密 農死

茶褐

色

体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は直線的に直立、口縁部ヨコナデ、

体部ヘラ削り、薄い器厚で体部下端を欠く。

086
SI―

029

土師器

邪

＋
　
２
．
０

少量の

少粒合
民死

黒褐

色

体部半球状で低い稜を削り出し、口縁部は直線的に内傾。日縁

部ヨコナデ体部外面ヘラ削り、体部内外黒色処理。

土師器

婉

少量の

少粒含
白tH

赤褐

色

底部平底で内傾、体部は半球状で口縁部は小さく直線的に内傾。口縁卸

ヨコナデ体部上半ヘラナデヘラ磨き、下端外面ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

婉

敦量の

少粒含
R殉

黒褐

色

体部～口縁部にかけ内傾ぎみに外傾、口縁部ヘラ削り出し。

日縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。
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第37表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (5)

物

ｏ

遺

Ｎ

上
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

止鶴

エ

ュ

法 量 (cln)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 コ径 底径 稜径 孔径

089
観
　
０３

土師器

不
揮 4.4

微量の

砂粒合
R死

赤褐

色

体部は半球状を呈し、日縁部は直線的に外傾し薄い器厚である。

日縁部ヨヨナデ、体部はヘラ削り、ヘラナデ、内外面赤彩◇

土師器

不

敦量の

少粒含
良角

明茶

褐色

底部平底で体部はやや内傾ぎみに外傾し丸い稜を形成し、口縁部

は外傾している。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、底部一部欠損(

土師器

不

一括
跛量の

妙粒含
良角

黒褐

色

器厚の薄い器形で、体部は内傾ぎみに外傾し、稜を明瞭に形成。

回縁部は直線的に内傾、回縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り。

092
土師器

不
一t「

少量の

砂粒含
其婿

暗裡

色

半球状を呈する器形で、体部下端を欠く。口縁部ヨヨナデ、

体部ヘラ削りで体部上半と内面は黒色処理。

辟
　
０３３

土師器

密

＋
　
‐０
．
０

多量の

砂粒含
盛痛

暗権

色

体部内傾ぎみに外傾し下端を欠き、日縁部は直線的に外傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

土師器

甑

十

17.0

多量の

砂粒含
盛好

明票

褐色

体部球形状、口縁部は直立後直線的に外傾 しやや肥厚。

口縁部ヨコナデ、体部上半ヘラ削り中半～下端ヘラナデ。

095
土師器

甕
一rE

少量の

砂粒合
良好

明茶

褐趨

体部は内傾ぎみに外傾、口縁部外傾後斜めに直立している。

土師器

甕
一揮

少量の

砂粒含
罠妬

明黒

褐色

体部上半以上の破片、体部内傾ぎみで口縁部は直線的に外傾

後内傾、体部外面ヨコナデ。

計
　
０３４

土師器

邪

十

10.0

少量C

砂粒台
良好

黒色 体部半球状で小さく稜を削り出し、日縁部は直立。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

不

+

11.0

多量の

砂粒冶
良角

黒褐

色

体部半球状で稜は肥厚化し、日縁部は直立。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

添

十
　
‐２
．
０

(推 |

4.7

微量の

砂粒含
良痴

黒褐

色

体部半球状で稜を削り出し、口縁部は薄い器厚で直立する。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

jTX

+

12.0

微量の

砂粒含
良角

淡黄

褐色

体部半球状で明確な稜を有し、口縁部は内傾する。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り

土師器

郷

十

7.0

微量の

砂粒含
良殉

淡黄

褐色

体部半球状でいびつ、稜は小さく削り出し、日縁部は直立、稜に

接合痕有、日縁部ヨコナデ、稜下端指頭整形、体部ヘラ削り。

土師器

邦

庁肩

太広

少量の

砂粒合
盛痛

黒色 半球状を呈する器形で、口縁部は直立している。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外黒色処理。

土師器

郷

寺蔵

六広

微量の

砂粒含
農角

黒色 体部は肥厚で内傾ぎみに外傾し、鋭い稜を有し、口縁部は内傾。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ肖Jり 、内外面黒色処理、いびつな器形

土師器

邦

貯肩 微量の

砂粒含
R婚

黒色 体部は内傾ぎみに外傾、明確な稜を有し口縁部直線的に内傾

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

不

貯肩
4.1

微量の

砂粒含
農猫

黒褐

色

半球状を呈する体部で明確な稜を有し、日縁部直線的に内傾

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

106
土師器

邦

微量の

砂粒含
R角

淡茶

褐色

底面平底化し体部は内傾ぎみに外傾、明瞭な稜を有し口縁部

は直線的に内傾。口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削りど

土師器

不
4.[ 4.7

跛量の

少粒含
農角

黒褐

色

体部半球状で明瞭な稜を有し、口縁部は直線的に内傾。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

婉

貯蔵

式膝

脱量の

少粒含
良宛

黒裾

色

半球状をなす器形で、口縁部は直線的に内傾、小型の婉。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、最大径9,20cFn。

土師器

不

貯蔵

丈広
4.7

微量の

砂粒含
ミ期

黒迄 半球状をなす器形で、日縁部は直線的に内傾。

日縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

不

守蔵

丈広

微量の

砂粒含
磁痛

黒迄 半球状をなす器形で、明瞭な稜を有し口縁部は直線的に内傾 (

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。
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配 54・ 55は籾買場 SI-22か らの出土遺物で、54は土師器婉で床面上 22 cmよ り出土しており、55

は土師器不で床面上 3 cmよ り出上している。54は底部を欠損し球形状を呈す器形であり、55は半球

状を呈す器形で内外面赤彩されている。2点は、本住居跡廃棄後まもなく流入した遺物と判断される。

古墳時代～奈良時代にかけての遺物と推定される。

比 56～ 71は籾買場 SI-23よ りの出土遺物で、56・ 57・ 65は土師器甕で床面上 l cmよ りの出土で

ある。58・ 60～ 631よ 土師器不で床面上 1～ 13 cmよ りの出上であり、59・ 64は壺で床面及び底面上 12

cmよ り出土している。67・ 68は土師器甑で68は床面上 l cmよ りの出土であり、69は床面上43 cmよ り

出土したIttで ある。70・ 71は床面上 1～ 43 cmよ り出土した土師器婉である。出上位置から55・ 60・

64・ 65。 68。 71は、本住居跡に結び付く遺物と判断される。土師器不は、丸底で稜を有するタイプ

(58。 60・ 61)と平底で弱い稜を有するタイプ (62)、 半球状を呈するタイプ (63)が ある。63は貯蔵

穴内の出土であり、58。 62・ 63の 3点は内外面黒色処理が施されている。甕は65が小型で底部突出

しているが、56は大型で平底の奏となっている。64は 66と 同―タイプであるが、66ほ どしっかりし

た底部になっておらず体部最大径を下半に有している。59は丸底の壷で、ミニチュアであろう。婉は

71が球形状を呈する婉で、70は底部平底である。古墳時代～奈良時代にかけての遺物と推定される。

比72～ 77は籾買場 SI-24よ りの出土遺物で、72～ 75は土師器邦で76は須恵器邦であり77は土

師器甕である。73・ 74は床面上 l cmよ りの出土で本住居跡に伴なう遺物であるが、74・ 75'77は床

面上 5～ 10 omよ りの出土であることから廃棄後まもなくの流入であり、76は一括遺物である。74は

いびつな器形で、底面中央がやや平底化し丸味を持つ稜を有している。76は稜が細長くやや下り気味

に突出しており、良好な整形である。

比 78。 79は籾買場 SI-25よ りの出土遺物で、78は土師器甑で79は土師器対日縁部片である。2

点とも覆土内出上の一括遺物である。

地 80。 81は籾買場 SI-26カ マド内よりの出土遺物で、80は土師器不で81は甕口縁部片である。

80は底部を欠き、低い稜を有している。81は日縁部先端が薄い器厚となっている。古墳時代に位置

する遺物である。

L82～ 841ま 籾買場 SI-27よ りの出土遺物で、82は土師器不で83は土師器高不であり84は土師

器甑である。83が床面上 l cmよ りの出土であるが、82・ 84は床面上 n cmよ りの出土である。83は脚

径よりもイ部口径が大きく低い脚高であることから、器台的用途の高不と判断される。古墳時代の遺

物である。

尚85は籾買場 SI-28よ りの出土遺物で、土師器邦であるが一括遺物である。底部を欠損しており

口縁部は直立している。古墳時代の遺物である。

比 86～ 88は籾買場 SI-29よ りの出土遺物で、86は土師器不で 87・ 881よ土師器婉である。86は

床面上 2 cmよ りの出土であるが、87・ 88は一括遺物である。86は小型で低く鋭い稜を有しており、88

は日縁部下端に低い稜を削り出している。87は底部中央が平底で内傾している。古墳時代の遺物である。

L89～ 92は籾買場 SI-32よ りの出土遺物で、二括遺物の土師器不である。89は丸底で低い稜が

見られ、90は平底で太く丸い稜を有している。91は丸味を有する稜が突出気味で、92は半球状を呈

する器形で底部中央を欠損している。古墳時代の遺物である。

L93～ 96は籾買場 SI-33よ りの出土遺物で、93は土師器甕で床面上 10 cmよ り出土し94は床面

上 17 cmよ り出土した土師器甑である。95。 96は土師器甕で、一括遺物である。93・ 94は球形状を呈
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第38表 期買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (6)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

Ｌ

眩

法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 稜径 孔径

一
　

４

Ы
　
０３

土師器

不

庁周

丈膵

4.,
敦量の

少粒含
良妬

黒色 体部半球状をなし、口縁部は直線的に内傾する、薄い器厚。

口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

郷

貯蔵

衣溢

15.5
多量の

砂粒含
良痴

黒褐

色

薄い器厚で体部は半球状で明確な稜を有し、口縁部は直線的に内傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り。内外面黒色処理。

土師器

邦

庁蔵

末A

跛量の

少粒含

嵐tH
黒色 体部は内傾ぎみに外傾、弱い稜を有し口縁部直線的に内傾してい

る。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

邪

貯蔵

束広

跛量の

少粒含
白滴

黒疸 半球状の体部で、口縁部はやや内傾ぎみに直立する。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

邦

庁蔵

衣広
12.[

少量の

砂粒含
ユ溜

黒褐

色

薄い器厚で体部半球状をなし、明確な稜を有し口縁部は内傾する

日縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

添

＋
　
２
．
０

跛量の

妙粒含
ユ解

淡茶

褐色

体部は半球状でやや肥厚、明瞭な稜を有し、日縁部は直線的に内

傾している。口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内面赤彩。

土師器

婉

＋
　
２
．
０

跛量の

砂粒含
■脚

茶裾

色

半球状をなす器形で、口縁部はやや直立ぎみである。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り。

土師器

不

+

7.0

跛量の

砂粒含
ユ歯

黒疸 底面やや平底化、休部内傾ぎみに外傾し明確な稜を有し口縁部は

内傾する。口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

郵

＋
　
‐３
．
０

4.[ 12.4
跛量の

砂粒含
ミ痛

黒色 半球状をなす体部、明確な稜を有し口縁部は直線的に内傾する。

口縁部ヨコナデ体部外面ヘラ肖Iり 、内外面黒色処理。

土師器

郷

+

10.0

多量の

砂粒含
ユ歯

黒裾

色

体部半球状で弱い稜を有し、日縁部は直線的に内傾、いびつな

器形。口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り。内外面黒色処理

土師器

不

十

12.5

4.C
跛量の

砂粒含
ミ婿

済

連

淡

褐

体部半球状で明稜な稜を有し、口縁部は直線的に内傾する。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り。

土師器

高不

＋
　
１
・
０

14.4
睡

ｔＯ
・
Ｃ

戯 密 ヨ歯

赤

迄

淡

褐

体部内傾ぎみに外傾し口縁部外傾、脚部は水平に外開。邪日

縁部ヨコナデ体部ヘラナデヘラ磨き、脚部ヘラ削リヘラナデ(

土師器

不
末面

跛量の

砂粒含
ミ婿

淡黒

褐恒

薄い器厚で半球状を呈する体部から口縁部は直線的に内傾する。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

不

カマ

ド内

跛量の

砂粒含
ミ嬉

黒迄 体部は半球状を呈し明瞭な稜を有し、口縁部は直線的に内傾。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

125
土師器

甑

十

12.5

1
多量の

砂粒含
主歯

黒権

色

体部は内傾ぎみに外傾し、日縁部は直線的に外傾している。

日縁部ヨコナデ、体部下端までヘラナデ、下端ヘラ削り。

土師器

甕

十
　
８
．
０

少量の

砂粒合
■宙

暗糖

色

底部平底で木葉痕を有し、体部球形で口縁部は外傾する。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、下端ヘラ削り。

土師器

甑

＋
　
２
．
０

少量の

砂粒含
急鰤

淡黒

褐色

体部は内傾ぎみに外傾し、日縁部は直線的に外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、孔はヘラ削りヘラナデ。

土師器

甕

十
　
５
．
０

多量の

砂粒含
主痛

色

暗獲 底部平底で、体部は球形をなし口縁部は大きく外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

129
土師器

甑

+

11.0

14.[
多量の

砂粒含
ユ歯

色

黒夜 体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は小さく直線的に外傾、肥厚する

器形。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

ＳＩ
．
　

０３６

土師器

婉
一経

跛量の

砂粒含
ユI17

淡茶

褐色

体部は内傾ぎみに外傾しているが下端を欠く。日縁部は直線的に

外傾する。口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内面ヘラ磨き。

Ы
　
０３

土師器

不

+

31.0

跛量の

砂粒含
ユ宙

黒迄 体部半球状で、肥厚で明瞭な稜を有し、日縁部は湾曲しながら内

傾する。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

郷

+

42.0

微量の

砂粒含
1痛

赤掟

色

体部半球状で低く鋭い稜を有し、口縁部は直立する。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。
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第39表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (7)

物

ｏ

遺

Ｎ
出土
遺構

類
称

種
名

出土 法 量 (crn)
胎土 と 対 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

位置 児高 口径 嵐径 稜径 孔径

計
　
０３８

土師器

婉

一fE
微量の

砂粒合
駐好

赤権

色

底面～口縁部下端まで内傾ぎみ外傾、口縁部直線的に外傾。

口縁～体部下端までヘラナデ、下端ヘラ削り、内面ヘラ磨き、内外面赤彩。

不

土師器
一星

微量の

砂粒含
駐好

黒ξ 体部半球状で、弱い稜を削り出しており、日縁部は直線的に外傾

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラ磨き、内外面黒色処理。

器土師

郷

一IE
微量の

砂粒含
良痛

黒糖

色

半球状の体部で、低い稜を削り出し口縁部は直線的に内傾する。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラ磨き。

土師器

婉

一揮
少量の

砂粒含
良好

淡茶

褐色

底部平底で、体部は内傾ぎみに外傾しており、日縁部はやや内傾

する。日縁部ヨコナデ、体部と底面はヘラ削り。

土師器

甕

カマ

ド内

甦々 f
'1[

多量の

砂粒含
磁好

祷暗

色

底部平底で、体部は内傾しながら立ち上がり、口縁部は大きく外傾。

日縁部ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ。

土師器

甑
一罪

少量の

砂粒合
駐増

携茶

色

体部は内傾ぎみに外傾し、日縁部は直線的に外傾する。

日縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラナデ。

土師器

(器種不明)

一経
多量の

砂粒含
駐嬉

明黒

褐色

体部は直立ぎみで、体部下半以上を欠損する。体部外面は縦位、

下端で横位のヘラ削り、内面横位ヘラ削り。

140
餅
　
４０

土師器

不

＋
　
９
．
０

少量の

砂粒含
盛婿

赤権

色

半球状の器形で、口縁部を鋭く整形し低い稜を有する。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

高不

十

９
．
０

一　
陸

微量の

砂粒含
良痛

淡茶

褐色

不部は半球状を呈し、脚は小さく下端で大きく外へ開く。

不部口縁ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ磨き、脚部ヘラ削り。

器土師

邦

＋
　
３
．
０

[4.(
少量の

砂粒含
盛婿

権赤

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部はゆるやかに外傾。

日縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

器

婉

土師 十

7.5

多量の

砂粒含
駐婿

赤権

色

体部半球状で肥厚な器厚、日縁部はやや内傾後直立。口縁部

ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

1拠
器

不

土師 ＋
　
６
．
０

少量の

砂粒合
盛娼

赤糖

色

体部は半球状で口縁部は直線的に外傾。日縁部ヨヨナデ体部ヘ

ラ削り、体部上半に輸積痕有、体部外面と口縁部内面赤彩。

145
上師器

婉

＋
　
５
．
５

多量の

砂粒含
駐痛

赤祷

色

底面やや平底化、体部は内傾ぎみに立ち上がり口縁部は直立する。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

146
婉

土師器 ＋
　
２
．
０

多量の

砂粒合
良月

赤糖

色

底面丸底で体部内傾、口縁部直線的に内傾。日縁下端外面と口唇部内面

に整形痕有。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ肖

`り

、ヘラ磨き、内外面赤彩。

土師器

婉

十

５
．
０

微量の

砂粒合
駐好

赤祷

色

体部半球部を呈し、口縁部下端に整形痕を有し、直線的に外傾。口縁部ナデ、

体部ヘラ削り、内外面赤彩、体部外面に使用痕の傷有、転用砥石か。

土師器

婉

+

■0

宜 1
微量の

砂粒含
盛好

赤療

色

底面丸底で、体部内傾ぎみに直立、日縁部直立で先端摘み出し。

日縁部ヨヨナデ、体都ヘラ削り、内外面赤彩、ややいびつな器形。

土師器

郷

十

1,0

4.〔

少量の

砂粒合
盛好

奔

色

暗

褐

底面平底化、体部内傾ぎみに外傾し、口縁部は外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り。

不

土師器 ＋
　
３
．
０

4.ヨ

少量の

砂粒含
駐好

赤糖

色

底面肥厚で丸底、体部は内傾ぎみに外傾し口縁部直立後外傾。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラ磨き、内外面赤彩。

土師器

邦

＋
　
３
．
０

少量の

砂粒含
盛痛

赤権

色

体部半球状で、口縁部は直立後外傾し、三段の低い稜を有する。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

不

十
　
２
，
５

多量の

砂粒含
良妬

赤糖

色

体部は半球状を呈し、口縁部は直線的に大きく外傾する。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

153
上師器

邪

＋
　
３
．
０

多量の

砂粒合
盛好

赤糖

色

1/2程の完存奉、体部半球状で低く弱い稜を有し、日縁部は直立

する。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

邦

十
　
６
．
０

微量の

砂粒合
盛好

赤糖

色

体部半球状で、日縁部は直線的に外傾。日縁部は内面より整形。

日縁部ナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラ磨き、内外面赤彩。
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する甕であるが、93は底部を欠き94は甑孔部が水平化している。95は体部上半以下を欠損しており、

日唇部が斜めに直立している。96は口唇部を直線的に内傾させている。古墳時代の遺物である。

血97～ 1291ま籾買場 SI-34よ りの出土遺物で、97～ 107・ 109～ 116・ 118～ 121・ 123・ 124は土

師器不で、108・ 117は土師器婉である。122は土師器高不で、125・ 127・ 129は土師器甑であり126。

128は土師器甕である。123は床面よりの出土で、103～ 115ま では貯蔵穴よりの出土遺物である。ま

た 122・ 116・ 117は床面上 1～ 2 cmよ りの出土で、101。 118'126は床面上 8 cm程度より出土してお

り、97～ 100'■9～ 121・ 125・ 128は床面上 10 cm以 上からの出土遺物である。貯蔵穴より出土した

不と婉に、まとまりがみられる。郷は体部が半球状で稜を有するタイプと、明確な稜を形成せず口縁

部が内傾又は直立するタイプがあり、内外面黒色処理されている邦が多い。婉は球状を呈している。

古墳時代に位置する遺物である。

NQ 130は 籾買場 SI-36よ りの出土遺物で、一括遺物の土師器不である。底部を欠損しているが、

体部半球状で日縁部は外傾 している。古墳時代の遺物である。

尚 131・ 132は籾買場 SI-37よ りの出土遺物で、床面上 31 cm以上より出土した土師器郷である。

2点 ともしっかりした稜を有し、日縁部は内傾又は直立している。黒色処理又は赤彩されており、古

墳時代の遺物である。

L133～ 139は籾買場 SI-38よ りの出土遺物で、137が カマド内より出上した土師器甕である以

外は一括遺物である。133。 136は土師器婉で 134・ 135は土師器不であり、137は土師器甕で138は

土師器甑ある。139は土師器底部片 (器種不明)で ある。133は底部から口縁部にかけて外傾してお

り、136は底部平底で半球状の体部である。不は2タ イプ出土しており、137の甕は小さい底部で体

部中央に最大径を有している。138は底部を欠いている。133は内外赤彩、1341ま 内外面黒色処理され

ている。古墳時代の遺物である。

h140～ 163は籾買場 SI-40よ りの出土遺物で、140。 142・ 144。 149～ 155。 157・ 158は土師器

郷で、14Hよ土師器高邦である。143・ 145。 146～ 148。 156は、土師器婉で159は土師器壷である。

160～ 163は 、土師器甕・甑である。142・ 145。 146。 148～ 153・ 158・ 159・ 1631よ 、床面及び床面上

3 cmま での所より出土しており本住居跡に結び付く遺物と判断されるが、他の遺物は床面上 5～ 12cm

よりの出土であることから本住居跡廃棄後の流入と判断される。郭では明確な稜を有するものは153

のみで、しっかりした稜は見られない。婉は3タ イプ出上しており、159は底部が平底化し体部中央

に最大径を有している。160'163は甑であり、16Hよ底部を欠くが甕で 162と 同様体部球形状を呈し

ている。古墳時代の遺物である。

比164は籾買場 SI-41の床面より出土した土師器邦で、低い稜を有し口縁部は薄い器厚で直立し

ている。内面は黒色処理が施されている。古墳時代の遺物である。

No 165～ 168は籾買場 SI-42よ り出土遺物であるが、床面よりの遺物ではなく一括遺物である。

165。 167・ 168は土師器郷で、166は土師器婉である。不は稜を有し底部が平底となっている不と半

球状の郷が出土している。婉は、半球状の体部を呈している。168を除く3点は、内外面黒色処理や

赤彩されている。古墳時代の遺物である。

NQ 169～ 175は籾買場 SI-43よ りの出土遺物であるが、床面上 37 cm以 上よりの出土であることか

ら覆土上面よりの出上で、本住居跡廃棄後の流入と判断される。遺物は土師器邦である。これらの不

は169の ように体部半球状で稜を有するタイプと、172の よう半球状の体部で稜を有さないタイプ及
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第40表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (3)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

当土 法 量 (cm)
胎 土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

ヒ檀 現高 口径 稜径 子し径

SI―

040

土師器

邪

十
　
５
．
０

少量の
農痴

赤褐

色

体部は半球状で、低い稜を有し口縁部は直線的に外傾する。

口縁・体部内外面ともヘラ磨き後赤彩。

上師器

婉

十
　
‐５
，
０

跛量の

少粒含
良痴

赤褐

色

半球状を呈する器形で底面より口唇部にかけて器厚が薄くな

っている。日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

邦

＋
　
９
．
０

多量の

砂粒合
良角

赤褐

色

底面丸底、体部は内傾ぎみに外傾し口縁直線的に外傾。日縁部

ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩、底面内側に刻線有。

土師器

邦

＋
　
４
．
０

多量の

砂粒含
良角

赤裾

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部やや内傾後外傾。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラナデ、内外面赤彩。

土師器

壷

＋
　
４
．
０

14.C
の

含

三塁

粒

少

砂
良角

黒

色

淡

褐

底部丸底で体部は楕円形状を呈し、口縁部はやや湾曲しなが

ら外傾。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

土師器

甑

+

11.0

多量の

砂粒含
自脚

茶

色

淡

帽

体部は内傾ぎみに外傾し、日縁部は直立後直線的に外傾。

孔はヘラ削り、日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ。

土師器

甕

十
　
９
，
０

》生E
多量の

砂粒含
ユ何

黒捉

色

体部は内傾しながら外傾し底部を欠く、口縁部は直立後大

きく外傾する。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ削り。

土師器

甕

+

11.5

14.E
多量の

砂粒含
ユ餌

雑

色

体部は半球状で底部を欠損しており、日縁部は直立後直線的

に外傾。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り。

上師器

甑

＋

３
．
５

,И l
多量の

砂粒含
ミ婿

茶

色

暗

褐

体部は内傾ぎみに立ち上がり、日縁部は小さく直線的に外傾。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、孔はヘラ削リヘラナデ。

164
SI―

041 不

群土師
末正

微量の

砂粒含
ミ痛

黒塩 底面やや平底化、体部内傾ぎみに外傾し低い稜を有し口縁部薄い

器厚で直立。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削りヘラ磨き、内面黒色処理。

SI―

042

土師器

郷
一星

少量の

砂粒含
主痛

黒糖

色

底面平底化で内傾、体部内傾ぎみに外傾し明瞭な稜を有す。

口縁部直線的内傾。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理

土師器

婉

一羅
多量の

砂粒含
ミ婿

赤権

色

底面丸底、体部内傾しながら立ち上がり口縁部は小さく直立。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内面ナデ、内外面赤彩。

土師器

邦
一罪

多量の

砂粒含
記婿

黒権

色

底面から体部にかけ内傾ぎみに外傾、低い稜を有し口縁部直

立。口縁部ヨコナデ、体部内面ナデ、体部外面黒色処理。

土師器

不

一星
少量の

砂粒含
盛堀

茶

色

暗

褐

体部下半以下を欠き、内傾ぎみに外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラナデ。

SI―

043

土師器

不

十

43.0

の

合

旦塁

粒

微

砂
罠痛

黒窪 体部は内傾ぎみに外傾、明瞭な稜を有し、日縁部は直線的に内傾する。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

郷

+

38.0
4.1 4.5

倣量の

ひ粒含
駐好

黒窪 底面平底化しており、体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は直線的に

小さく内傾し稜を有す。口縁部ナデ、体部ヘラ削り、外面黒色処理。

土師器

不

十

37.0
4.(

微量の

砂粒含
磁好

黒趣 底面より体部まで内傾ぎみに外傾、肥厚で明瞭な稜を有し口縁部は

直線的に内傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

イ

十

38.0
4.[

微量の

砂粒含
盛痛

黒権

色

半球状を呈する肥厚な器形。口縁部は削り出し後ヨコナデ、体部外

面ヘラ削り内面ヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

不

+

37.0

微量の

砂粒含
良好

明

色

無 底部平底で、体部はやや内傾ぎみに外傾し、口縁部は小さく直立。

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラ削り、内外面黒色処理、いびつな器形̀

土師器

不

+

37.0

微量の

砂粒含
良好

舞

迄

明

褐

底部平底で中央やや内傾、体部直線的に外傾し明瞭な稜を有す。

口縁部内傾。日縁ナデ、体部～底部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

邪

+

42.0

微量の

砂粒含
罠猫

黒窪 底面を欠き、体部は内傾ぎみに外傾、低く明瞭な稜を有す。日縁部は

直線的に内傾。口縁ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

SI―

044

土師器

邪

多量の

砂粒含
良好

黒窪 底面を欠き体部は直線的に外傾し、口縁部をやや内傾ぎみに直

立させる。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。
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び174の ようは底部平底で稜を有するタイプに分かれ出上している。

SI-43は SI-42・ 44・ 50と 重複し、北西部を調査区域外に所在しているが、 1辺 6m台で北東

部に貯蔵穴を有することから古墳時代の住居跡と判断される。また覆土上面からの遺物であるが、不

の器形から古墳時代に位置する遺物と判断され、内外面黒色処理が施されている。173は 、いびつな

器形のイである。

L176。 177は籾買場 SI-44か らの出土遺物で、一括遺物の上師器不である。1761よ底部中央を欠

損しており、低く弱い稜が見られる。177は肥厚な器厚で、半球状を呈する器形である。176は 内外

面黒色処理されており、177は 内外面赤彩されている。古墳時代の遺物である。

配 178・ 179は籾買場 SI-45か らの出土遺物である。一括遺物である。2点 とも土師器不で、体部半

球状で口縁部が直立する器形である。 2点とも明確な稜は見られず、178は内外面赤彩されている。

比180～ 192は籾買場 SI-46よ りの出土遺物である。180。 188～ 19Hよ土師器不で 181・ 182は土

師器高邦であり、183～ 185。 187は土師器甕である。186イよ土師器甑で、192は土師器手捏土器であ

る。183・ 184は床面よりの出土であるが、180～ 182・ 185～ 187は床面上 5～ n cmよ りの出土で、

188～ 192は一括遺物である。郷は丸底で、稜を有するものと有さないものがあり、高郷は日径と整

形に相異を有すが同タイプの高不である。甕は 2～ 3タ イプに分類される。古墳時代の遺物である。

L193・ 194は籾買場 SI-49よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器不である。丸底で、しっかりし

た稜を有している。古墳時代の遺物である。

L195は籾買場 SI-50よ り出土遺物である。底部を欠くが稜を有しており、内外面黒色処理が施

されている。古墳時代の遺物である。

h196～ 1981よ籾買場 SI-52よ りの出土遺物で、床面上 7～ 1l cmの所より出上している。土師器

邦は196・ 198が あり、丸底で稜を有しており内外面赤彩や黒色処理が施されている。197は土師器婉

で、日縁下端内面に稜を有している。遺物としては、古墳時代に入る遺物と判断される。

配199は籾買場 SI-53よ りの出土遺物で、土師器甕である。199は床面上 10 cmよ り出上しており

体部中央下端に最大径を有し底部を欠いている。平安時代の遺物である。

配 200～ 207は籾買場 SI-54よ りの出土遺物で、200'201・ 204・ 205は土師婉であり、202・ 203

は土師器不である。206は須恵器邦蓋で、207は手捏土器である。2001よ床面上 4 cmよ りの出土で、202

はカマ ド内よりの出土であるが他は一括遺物である。2001ま推定口径 19.8 cmを計測し、丸底で半球状の

体部を呈している。202は低い稜を有している。203は底部平底で、丸く低い稜を有しており201・ 204・

205は半球状を呈している。206は須恵器郷蓋で、摘部を欠損している。奈良・平安時代の遺物である。

h208～ 210は籾買場 SI-58よ りの出土遺物で、一括遺物である。208は須恵器郷蓋で、口縁部

が直立している。209は須恵器不、210は須恵器甑で、体部に叩き締め痕を有している。奈良時代の

遺物である。

胤21卜 212は籾買場 SI-59よ りの出土遺物で、一括遺物である。2111よ土師器婉で、底部を欠損

しているが低く弱い稜を有している。2121ま土師器婉で、底部を欠損しているが半球状を呈する器形

で、体部外面は赤彩されている。

NQ213は籾買場 SI-60よ り出土した須恵器高台付不で、床面上 32 cmの所より出土している。高台

はやや高く直立ぎみで、体部は直線的に外傾している。奈良・平安時代の遺物である。

血214は籾買場 SI-61の柱穴より出土した土師器不で、丸底で低く弱い稜を有しており内外面赤

1_
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第41表 籾買場追跡住居跡内出上遺物一覧表(9)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

見積 口径 嵐径 羨雀 子し径

SI―

044

土師器

邦
擢

の
　
合

三塁

粒

跛

砂
良菊

赤褐

色

底面平底状、体部～口縁部にかけて内傾ぎみに外傾。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩、肥厚な器厚。

SI―

045

土師器

邦
拝

少量の

砂粒含
良角

赤褐

色

体部は内傾ぎみに外傾 し下端を欠損、日縁部は直線的に外傾。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

不

一罪
微量の

砂粒含
良殉

明褐

色

底面平底化、体部内傾ぎみに外傾し、口縁部はやや内傾ぎみ

に直立。口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り。

SI

046

土師器

邦

＋
　
５
，
０

4,1
の

合

量

粒

微

砂
良売

黒褐

色

体部半球状で、日縁部を直立させて稜を形成する。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

高郵

十
　
５
．
０

少量の

砂粒含
良天

茶

色

明

褐

郷体部内傾ぎみに外傾、口縁部は大きく外傾し脚は大きく開く。

不ナデ、ヘラ削り、ヘラナデ、内面ヘラ磨き、脚部ヘラナデヘラ磨き。

土師器

高不

+

11.0

少量の

砂粒含
良剣

権茶

色

邦体部内傾ぎみに外傾 し口縁部は水平に外傾、脚部大きく外

開き。不はナデヘラ削リヘラ磨き、脚はヘラ削り。

土師器

甕
=帝

多量の

砂粒含
罠好

明黒

褐色

底部平底、体部内傾ぎみに外傾、日縁部は外湾ぎみに外傾。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ下端ヘラ削り、内面ナデ。

184
土師器

甕

■ 語
多量の

砂粒含
罠妬

黒

色

褐 底部平底で体部は内傾ぎみに外傾、日縁部は直線的に外傾。

日縁部ヨコナデ、体部磨滅下端ヘラ削り。

土師器

婉

十

7.0

多量の

砂粒含
農痛

茶

色

暗

褐

底部は突出し体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は外傾。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、底部ヘラ削り。

土師器

甑

+

11.C

多量の

砂粒合
良婚

褐黒

色

体部下半は内傾ぎみに外傾、上半～口縁部は直線的に外傾。口縁部

ヨコナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ削り、孔ヘラ削りヘラナデ。

上師器

甕

十

11.C

14.〔
少量の

砂粒含
良短

褐茶

色

底部平底で体部は内傾ぎみに外傾、日縁部は薄い器厚で直線的

に外傾。日縁～体部下半ヘラナデ、体部下端ヘラ削り。

土師器

郷

微量の

砂粒合
罠対

色

稲 体部下端を欠き、体部内傾ぎみに外傾、低く弱い稜を有す。

回線部はやや外傾ぎみに外傾。日縁ヨコナデ、体部外面ヘラ削り。

189
土師器

婉

微量の

砂粒含
良好

淡赤

褐色

半球状をなし、日縁部は外側より削り出される。口縁部ヘラ

ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、底面やや平底化している。

土師器

郷

微量の

砂粒含
良好

赤褐

色

半球状をなす体部で日縁部は直線的に内傾するための稜を有する。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削りヘラナデ、内外面赤彩。

土師器

邪

の
　
合

三塁

粒

敦

少
良痴

黒褐

色

体部は内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口縁部は直線的に内傾。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内面ヘラナデ、内外面黒色処理。

握

器

手

上

の

合

亘塁

粒

多

砂
罠菊

暗褐

色

底部平底で体部～口縁にかけ直線的に外傾。

体部指頭整形。

SI―

049

土師器

郷
播

の
　
合

三塁

粒

多

砂
罠凋

黒色 底面平底化、体部は内傾ぎみに外傾、明確な稜を有し口縁部は直線的

に内傾。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、ヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

郷
一拒

の
　
合

量

粒

多

砂
R角

黒色 底面中央を欠、体部は内傾ぎみに外傾し、明確な稜を有す。口縁部はややい

傾ぎみに直立。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削りヘラナデ、内外面黒色処理。

SI―

050

土師器

不
一羅

(堆 1堆 )

13.6

少量の

砂粒合
良角

黒色 1/4程度残、体部は内傾ごみに外傾、稜は丸味を有し口縁部は直線

的に内傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

SI―

052

土師器

郷

+

11.0

跛量の

り粒含
良死

赤褥

色

体部半球状で低い稜を有し、回縁部は直線的に外傾。日縁部

ヨヨナデ、体部ヘラ削り、ヘラ磨き、内外面赤彩、体部内面煤付着。

土師器

婉

+

10.0

少量の

砂粒含
良死

赤

色

暗

褐

体部は半球状を呈し、日縁部は直線的に外傾するため内面に

稜を有する。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、ヘラナデ。

土師器

不

十

7.0

少量の

砂粒含
R憫

黒疸 体部は内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し回縁部は直立。

口縁ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面黒色処理。
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第42表 籾買場遺跡住居跡出土遺物一覧表 (10)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

口径 嵐径 陸宿 孔径

Ы
　
０５

土師器

甕

十

10.0

多量の

砂粒含
良売

黒

色

権 底部欠損、体部は内径ぎみに外傾、口縁部は直立後外傾し内

面に稜を有す。日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ下端ヘラ削り。

計
　
０５４

土師器

邦

＋
　
４
，
０

確

‐９
．
‐

多量の

砂粒含
R好

暗

色

携 体部～口縁部まで半球状を呈し、V2程度の破片である。

口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラミガキ。

土師器

不

一経
(推 )

12.C

少量の

砂粒含
盛好

淡褐

色

半球状を呈する器形でV4程度の破片である。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラミガキ。

202
器上師

不

カマ

ド内

少量の

砂粒含
盛短

褐赤

色

体部半球状で低い稜を有し、日縁部は直線的に外傾する。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

邪

一星
微量の

砂粒含
良短

黒褐

色

底面平底で体部は直線的に外傾、しっかりした稜を有し口縁部直線

的に内傾。口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒処理。

土師器

不
揮 12.5

微量の

砂粒含
罠角

明茶

褐色

半球状をなす器形で、口縁部は直線的に外傾している。

口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り。

土師器

不
罪

微量の

砂粒含
良好

暗褐

色

半球状を呈する器形。口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り、

内面ヘラ磨き、体部内外面黒色処理、口縁部外面煤付着。

206
須恵器

不蓋
捏 緻 窪 息tl

灰褐

色

摘部分を欠き、体部直線的に外開し回縁部は直立。

内外面ロクロ整形で口縁部外面に自然釉を有す。

手橿

土器

多量の

砂粒合
農妬

暗褐

色

1/2程度の破片で体部は直線的に外傾 している。

体部上半ナデ指頭整形、底面に木葉痕有。

SI―

058

須恵器

邪蓋
徴 密 罠菊

灰褐

色

1/2程度の破片、つまみ残高0.9、 径3.Octn、 体部は直線的に内省

口縁部直立。内外面ロクロ整形で回縁部内面に一部灰釉有。

須恵器

不
緻 紹 罠対

灰褐

色

底部平底で、体部は直線的に外傾、体部一部残。体部内外

ロクロ整形、体部下端と底面ヘラ削り。

須恵器

甑
骸 密 罠殉

灰褐

色

体部は内径ぎみに直立、日縁部は大きく外傾後口唇部摘み出

す。口縁部ヨヨナデ、体部外面叩き整形内面ナデ。

211 針
　
０５９

土師器

不
4.〔

“

‐６
。
モ

徴 密 良宛
赤褐

色

1/4程度の破片、体部下端を欠き内傾ぎみに外傾、日縁部は外傾。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、日縁部外面赤彩。

土師器

婉
一挺

(推 跛量の

少粒含
良角

赤褐

色

1/4程度の破片、体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部は内傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、体部外面赤彩。

213 計
　
０６０

須恵器

高台不

+

32.0

紳

７
．
３

少量の

砂粒含
主脚

色

灰裾 底面平底、体部直線的に外傾 し高台部は直線的に外関。

体部内外ロクロ整形、底面回転ヘラ切り。

計
　
０６‐

土師器

不 内

少量の

砂粒含
3餌

色

赤裾 底面平底化、体部は内傾ぎみに外傾後稜を有し回縁部直線

的に外傾。口縁ヨコナデ、体部ヘラ削りヘラ磨き、内外面赤彩。

215
SI―

062

須恵器

高台盤

蓋濃

内

葛台径

10。 2
骸 密 ミ婿

裾灰

色

底部平底、体部は大きく外傾、日縁部は直線的に外傾し高台

部直線的に外開。体部右回転のロクロ整形、日縁部一部欠損

餅
　
０６３

土師器

婉

＋
　
８
．
０

少量の

砂粒含
ミ婿

権赤

色

半球状の体部で、上端に低り稜を有し口縁部直線的に外傾。

口縁ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

土師器

郷

＋
　
６
．
０

少量の

砂粒含
1痛

赤権

色

体部は半球状で低く丸い稜を有し、日縁部は内傾後直線的に外傾する。

口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ肖1り 、内面ヘラ磨と、内外面赤彩。

土師器

郷
一罪

(推 |

13.(

傲量の

砂粒含
駐好

赤

色

権 底面～体部下端まで内傾ぎみに外傾し、稜を有する。日縁部はゃや外傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ肖1り 、内面ヘラナデ、底面に傷有、赤彩。

219
土師器

不

貯蔵

穴膝

少量の

砂粒含
駐猫

明無

褐窪

底面丸底で体部は内傾ぎみに外傾、低い稜を有し口縁部は直線的

に内傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、1/2程度残存。

220
併
　
幽

土師器

不

十

13.0
4.4

微量の

砂粒含
良好

黒糖

色

底面平底化、体部内傾ぎみに外傾、口縁部短く直線的に直立。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。
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彩されている。古墳時代の遺物である。

地215は籾買場 SI-62の 壁溝より出土した須恵器高台付盤で、体部を大きく外傾させた後に口縁

部をやや外湾気味に外傾させている。ロクロ整形で、奈良時代の遺物である。

配 216～ 219は籾買場 SI-63よ りの出土遺物で、216・ 2171ま床面上 6～ 8 cmよ りの出上で、219

は貯蔵穴内より出上している。218は一括遺物である。216は土師器婉で、底部が丸底で口唇部が小

さく外傾している。217～ 219は土師器不で、底部が丸底で低く弱い稜を有している。217・ 218は、

内外面赤彩されている。古墳時代の遺物である。

配 220～ 224は籾買場 SI-64よ りの出土遺物で、220が床面上 13 cmよ りの出土であり、224が カ

マド内からの出上である以外は一括遺物である。220～ 223は土師器邪で、220。 223は底部中央が平

底化しており、22卜 222は 半球状の体部で、222・ 223は低い稜を有している。224は土師器甕で、体

部が球形状を呈している。古墳時代の遺物である。

配225は籾買場 SI-68よ りの出土遺物で、床面より出土した土師器婉である。半球状を呈する器

形で、日縁部が内傾しており内外面に赤彩が施されている。古墳時代の遺物である。

配 226～ 230は籾買場 SI-69よ りの出土遺物で、230が柱穴内より出土している以外一括遺物で

ある。226は須恵器イで、227。 230は土師器不であるが、228は須恵器高台付不で229は土師器高台

付皿である。226・ 227は底面回転ヘラ切り後ヘラ削りであるが、230は回転糸切りが用いられている。

227・ 229には、黒色処理が施されている。奈良時代の遺物である。

地231は籾買場SI-71よ りの出土遺物で、床面より出上した土師器高台付婉である。体部に反し高台部

は薄い器厚で、直線的に外開きしている。婉体部内面は黒色処理が施されており、奈良時代の遺物である。

配 232～ 236は籾買場 SI-73よ りの出土遺物で、232は貯蔵穴内よりの出土で233が床面より出

土しており、234～ 236は一括遺物である。232～ 234は土師器不で、235。 236は土師器婉である。邪

は丸底で稜を有しており、口縁部は直立状及び内傾している。233は底部中央が平底化している。236

は口縁部が小さく直立しているが、235は外傾している。古墳時代の遺物である。

比 237～ 241は籾買場 SI-77よ りの出土遺物で、240の上師器甕がカマド内より出土している以

外は、全て一括遺物である。237～ 239は須恵器郭である。240。 241は土師器甕である。237は直線

的に外傾する体部であるが、238。 239は内傾ぎみに体部が外傾 している。甕は口唇部が摘み出されて

おり、大きさの異なる同タイプの甕である。

地 242は籾買場 SI-78よ りの出土遺物で、床面上 8.5 cmよ り出土した土師器不である。やや薄い

器厚で体部半球状を呈しており、稜を有し内面黒色処理が施されている。古墳時代の遺物である。

地243は籾買場 SI-81よ りの出土遺物で、カマ ド内より出上した上師器不である。肥厚な体部で

低い稜を有している。古墳時代の遺物である。

地 244～ 248は籾買場 SI-82よ りの出土遺物で、244と 246は床面よりの出土遺物であるが他は

全て一括遺物である。244は須恵器不で、245が土師器邦であり、246～ 248は土師器甕である。郷は

244が直線的に外傾する体部であるが、245は内傾ぎみに外傾する体部である。甕は小型の甕で口唇

部を小さく直立させている。奈良時代の遺物である。

配 249～ 251は籾買場 SI-83よ りの出土遺物であるが、全て一括遺物である。249は土師器盤で

250は須恵器不であり、251は土師器婉である。盤は体部が直線的に大きく外傾しており、不は体部

が直線的に外傾している。婉は半球状を呈しており、249・ 251は 内面ヘラ磨き後に黒色処理が施され
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第43表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (11)

遺物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土
置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 孔径

ＳＩ

　

０６

土師器

郷

一罪
少量の

砂粒含
良好

明黒

褐色

底面平底化、体部はやや内径ぎみに外傾し回縁部を小さく直立

させる。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

不

一経
多量の

砂粒合
盛好

黒色 体部は半球状でしっかりした稜を有し、口縁部は直線的に内傾

する。日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

223
土師器

杯
TE

多量の

砂粒合
R痛

暗茶

褐色

底面平底で内面やや肥厚、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し、

口縁部は直線的に直立。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り、ヘラナデ。

224
土師器

甕

カマ

ド膝

少量の

砂粒含
農妬

褐暗

色

底部平底、体部は球形状で、日縁部は大きく外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、下端ヘラ削り。

225 計
　
０６８

土師器

婉

葬 帝
少量の

砂粒含
良妬

色

赤褐 半球状の体部で底面肥厚、口縁部は小さく内傾するため低い

稜を有す。口縁ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

226
SI―

069

須恵器

不
級 窪 良角

褐灰

色

底部平底で、体部～口縁までやや内傾ぎみに外傾する。体部右回

りのロクロ整形、下端ヘラ削り、底面ヘラ切り、体部1/2程度残。

土師器

不
4.写

少量の

砂粒合
良期

色

茶褐 底部平底、体部は内傾ぎみに外傾し、口縁部外傾する。体部内外面

ロクロ整形、底面回転ヘラ切り後ヘラ削り、日縁部外面と体部内面黒色処理。

228
須恵器

高台郷
罪 級 密 良好

灰褐

色

虐 部 平 虐 r伝 部 t=肉福 ゴ 及 tr寺 ム トパ n 盲 台 郎 ι
=古

趨 的 ι

外開きしている。内外面ロクロ整形でV2程度残。

229
土師器

盤
級 密 良妬

明褐

色

口縁部4/5程欠、底～口縁部直線的に外傾、高台部直線的に

外開。体部ロクロ整形、内面黒色処理。

230
土師器

不
緻 密 R殉

明茶

褐色

底部は内傾し、体部は直線的に外傾している。体部1/2程欠。

体部ロクロ整形で底部は回転糸切り。

ＳＩ

　

０７

土師器

婉
徴 密 R蠅

明褐

色

邦体部半球状で粘土輪積痕を残し、高台は直線的に外開き。

体部外面ロクロ整形、不底面回転ヘラ切り内面ヘラ磨き後黒色処理。

232
ＳＩ
．
　

０７３

土師器

郷

庁蔵

衣広
徴 窪 罠菊

黒色 底面中央を欠き、半球状の体部で低い稜を有し、回縁部は直線的に

やや外傾する。内外面ヘラナデヘラ磨き後黒色処理。

233
土師器

郷
末面

少量の

少粒含
農角

赤褐

色

底面平底化、体部内傾ぎみに外傾してしっかりした稜を有し口縁部は直線的

に内傾。口縁部ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ、体部外面口縁内面赤彩。

234
土師器

不

一星 徴 窪 良妬
明黒

色

体部下端欠、体部内傾ぎみに外傾、明確な稜を有し回縁部は直線

的に内傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

婉

(推 少量の

砂粒含
良角

赤褐

色

体部下端を欠損、体部～日縁部まで内傾ぎみに外傾。口縁部ヨコナデ

体部外面ヘラ削り内面ヘラ磨き、内外面赤彩、1/4程残。

236
土師基

婉
羅

(推 | 多量の

砂粒含
良猫

黒色 体部～口縁まで1/4程残、体部は内傾ぎみに外傾、日縁部は小さく

直立。口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り内面ナデ、内面黒色処理。

237
ＳＩ

　

０７

須恵器

邪
擢 徴 密 良角

色

灰捉 底部～口縁部までv8程度残、体部は直線的に外傾する。

体部内外面ロクロ整形、底面回転ヘラ切り。

238
須恵器

邦
括 徴 密 良婿

淡褐

色

底部～口縁部までV4程残、体部は直線的に外傾し口縁部やや肥厚

で外傾。体部ロクロ整形、体部下端ヘラ削り。

239
須恵器

邦
一罪 4.C 徴 密 良痛

色

明捉 底部～口縁部までv3程残、底部中央薄く体部は直線的に外傾。

体部内外ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面ヘラ肖!り ヘラナデ。

土師器

甕

カマ

ド内

少量の

砂粒含
ユ歯

暗茶

褐色

体部V2と 下半を欠、体部内傾ぎみに立ち上がり、回縁部は大建

く外傾。口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラナデ。

土師器

菱
一星

少量の

砂粒含
ユ餌

色

雑 体部下半欠損、体部は内傾ぎみに立ち上がり、口縁部は外傾

後直立。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り内面ヘラナデ。

242

ＳＩ
．
　

０７８

土師器

邪

＋
　
８
．
５

少量の

砂粒含
ミ婿

明茶

褐色

体部は半球状、しっかりした稜を有し口縁部は直線的に内傾。

日縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面黒色処理。
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第44表 籾買場遣跡住居跡内出土遺物一覧表 (12)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

出土
位置

法 量 (cm)
胎土 盛甫 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 陵径 孔径

SI―

081

土師器

郷

カマ

ドパ

少量の

砂粒含
盛猫

褐暗

色

1/5程度の破片、体部内傾ぎみでしっかりした稜を有し、口穆

部は湾曲しながら直立。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削り。

SI―

082

須恵器

不
禾面 【4.2

多量の

砂粒合
駐好 廟

随

底面平底、体部は直線的に外傾する。体部内外面ロクロ整形、

下端回転ヘラ削り、底面回転ヘラ切り後ヘラ削り。

土師器

郷

一罪
の

合

量

粒

少

砂
民好

色

暗褐 底面平底、体部は直線的に外傾している。体部内外面ロクロ

整形、下端ヘラ削り、底面回転ヘラ切リヘラ削り。

土師器

甕

多量の

砂粒含
盛妬

黒

色

淡

褐

底部平底、体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は直立後外傾し口唇部を直立

させる。体部外面ヨヨナデヘラ削り、内面下端ヘラナデ、底面に木棄痕有。

247
土師器

甕
tE

少量の

砂粒合
良痛

茶

ξ

暗

褐

底面中央を欠、体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は大きく外傾後

口唇部直立。口縁の体部上半ナデ、体部縦と横位のヘラ削り。

248
土師器

甕

―IE 14.0
少量の

砂粒含
罠好

権暗

色

体部下半を欠き1/4程残、体部内傾ぎみに外傾し口縁部は直

線的に外傾する。日縁～体部内外面ヘラナデ。

249
SI―

083 盤

土師器
一tE

綿

７
．
０

雲 母
砂 粒
倣 量

磁好
携黒

色

郷体部は直線的に大きく外傾、口縁部やや水平化し高台は直線的に

開く。不ロクロ整形内面ヘラ磨き後黒色処理、高台部ヘラ削り。

不

須恵器
一星

閉

国

記

９
。
２

母
粒
量

雲
砂
少

R妬
暗灰

褐色

1/4程の破片、底部平底で体部は直線的に外傾。

体部上半ヘラナデ、下半回転ヘラbllり 、底面ヘラ剪リヘラ削り。

土師器

邦
一罪 4.(

“

‐４
。
く

の

合

旦塁

粒

少

砂
駐月

芳

色

暗

褐

1/4程の破片、半球状を呈する器形。口縁部ヨヨナデ、体部

外面ヘラ削り、内面ヘラ磨き後黒色処理。

252
SI―

084

器

盤

師

台

上

高
tF

雲 母
砂 粒
少 量

盛婿

赤

色

暗

褐

体部は内傾ぎみに外傾、高台部は直線的にやや外開。

郷体部ロクロ整形、底面回転糸切り、高台部ヘラナデ。

253
SI―

085

須恵器

邦
一搾 14。 (

の

合

三塁

粒

少

砂
盛娼

褐色

暗顔 底部水平、体部は直線的に外傾、体部に輪積痕を残す。体部内外

面ロクロ整形、下端回転ヘラ削り、底面回転ヘラ削りヘラナデ。

254
SI―

087

須恵器

郵
禾面

の

含

量

粒

少

砂
磁好

灰

色

祷 底部平底で体部は直線的に外傾。体部ロクロ整形、体部下端

回転ヘラ削り、底面回転ヘラ切リヘラ削り。

甕

土師器
一IE

多量の

砂粒含
駐好

淡黒

褐窪

体部内傾ぎみに立ち上がり、日縁部は直線的に大きく外傾、

日唇部削り出し。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ。

SI―

088

須恵器

不
一星 L4,(

妻母砂

位 含
駐好

灰

色

権 底部平底で、体部は直線的に外傾している。

体部内外面ロクロ整形、底面回転ヘラ削リヘラナデ。

257
SI―

089

器上師

不

十

10.0
14,(

微量の

砂粒合
磁好

暗黄

褐色

底面体部を1/2程欠、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し、

日縁部は内傾、口縁下端に低い削り出しの稜有。ヨコナデヘラ削り

SI一

〇90

須恵器

高台婉

少量の

砂粒含
盛刻

褐色

暗顔 Ч 應` 耐 † 應 ぐ砕 耐 は 区 燃
"Vt‐

夕H唄 、 同 百 耐 !よ甑 ヽ LW形孤 ぐ巳 lBXHhJ。

体部内外面ロクロ整形か、著しく剥離。

259
須恵器

邦
L3.0

の

合

量

粒

少

砂
駐好

色

褐灰 底部平底で内面中央肥厚、体部直線的に外傾する。体部内外

ロクロ整形、下端ヘラ削り、底面回転ヘラ切り後ヘラ削り、V2残。

須恵器

不
一tE 4.1

多量の

砂粒含
駐角

暗灰

褐色

底部平底で内面中央薄い器厚、体部直線的に外傾。

体部ロクロ整形、下端ヘラ削り、底面ヘラ削りヘラナデ。

261
須恵器

邦
一拒 4., 緻 塩 庭好

暗灰

褐色

底部平底で体部は直線的に外傾。

体部ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面ヘラ削リヘラナデ。

262
上師器

甕
14,(

多量の

砂粒含
盛箔

赤

色

褐 底部を欠き体部1/4程残、体部内傾ぎみに外傾し口縁部は直線的

に外傾、日唇部摘出し。口縁～体部上半ヘラナデ、体部下半ヘラ削り。

SI―

092

土師器

婉

十
　
４
．
０

14.7
少量の

砂粒合
良痛

赤褐

色

体部半球状で、回縁部はやや外傾する。日縁部ヨコナデヘラ

削り、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面赤彩。

264
上師器

壷

十
　
５
．
０

緻 縮 駐好

茶

色

暗

褐

底部は小さく平底化、体部は球形状をなし、頚部は直線的に

外傾する。頚部体部ヘラナデ。
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ている。奈良・平安時代の遺物である。

尚 2521ま籾買場 SI-84よ りの出土遺物で、一括遺物の土師器盤である。底部中央が肥厚で、体部

内傾ぎみに外傾している。平安時代の遺物である。

地 2531よ籾買場 SI-85よ りの出土遺物で、一括遺物の須恵器邦である。体部上半から口唇部にか

けて、薄くヘラ削り出されている。奈良・平安時代の遺物である。

L254・ 255は籾買場 SI-87よ りの出土遺物で、254は床面出上の須恵器邦であり、255は一括遺

物の土師器甕である。邦は体部が直線的に外傾しており、甕は口縁部を直線的に外傾させ先端を摘み

出している。平安時代の遺物である。

L256は籾買場 SI-88よ りの出土遺物で、一括遺物の須恵器不である。底部中央がやや肥厚で、

体部を直線的に外傾させているが、先端部ではやや外傾している。奈良・平安時代の遺物である。

比257は籾買場 SI-89よ りの出土遺物で、床面上 10 cmよ り出土した土師器不である。底部を欠損

しており、低い稜と稜上端にヘラ削り線を有している。古墳時代の遺物である。

血 258～ 262は籾買場 SI-90よ りの出土遺物であるが、全て一括遺物で262が土師器である以外

全て須恵器である。258は高台付婉で、底部中央がやや薄い器厚で日縁が体部よりやや外傾しており

高台は逆台形状を呈している。259～ 261は 郭である。259は底部中央がやや肥厚であるが、260は底

部中央がやや薄い器厚となっている。体部は直線的に外傾 している。平安時代の遺物である。

L263～ 2691よ籾買場 SI-92よ りの出土遺物で、263・ 264は床面上 4～ 5 cmよ り出上し266。 267

は床面上 8 cmよ り出土しており、265。 268は床面上 20 cmよ りの出土遺物であるが269は一括遺物で

ある。263・ 265。 266・ 267・ 269は土師器婉で、264は土師器壷である。268は土師器甕である。

L270～ 274は籾買場 SI-93よ りの出土遺物で、271～ 273は土師器不で床面より出上しており

270は床面上 21 cmよ り出土した土師器不で、274は床面上 19 cmよ り出土した土師器甕である。邦は

体部半球状で稜を有するが、272・ 273・ は270・ 271よ り低く弱い稜となっている。270・ 271・ 273の

不は、内外面黒色処理が施されている。274は、体部上半に最大径を有している。古墳時代の遺物で、

270。 274以外の 3点は本住居跡に結び付く遺物である。

NQ 275～ 283は籾買場 SI-94よ りの出土遺物で、275～ 277は床面よりの出土遺物であり、278は

カマ ド内よりの出土遺物であるが、279～ 283は一括遺物である。275は須恵器高台付盤で、277が須

恵器イ蓋である。276・ 279～ 282は土師器不で278が土師器婉であり、283は須恵器盤である。盤は

体部を外傾させた後口縁部を直立ぎみにしており、高台部は貼付で長方形状を呈している。不蓋は、

日縁部に弱い返しを有している。邦は丸底で稜を有する不と、平底で体部直線的に外傾する郷がある。

婉は半球状の体部で、低い稜を有している。甑は体部下端以外叩き締め整形で、体部上端以上を欠い

ている。古墳～奈良時代にかけての遺物である。

L284～ 286は籾買場 SI-97よ りの出土遺物で、284は土師器郭であり285。 286は土師器甕であ

る。3点 とも一括遺物である。不は丸底で低い稜を有しており、内外面黒色処理が施されている。甕

は 2点 とも底部を欠損しており、285に反し286は長胴の甕となっている。本住居跡廃棄後に流入し

た遺物で、古墳時代の遺物である。

L287は籾買場 SI-99よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器婉である。底部を欠損しており、日

縁部を小さく外反させている。体部内外面ロクロ整形で、内面は黒色処理が施されている。古墳時代

の遺物である。
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第45表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (13)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 口径 嵐径 稜径 孔径

265
SI―

092

土師器

婉

+

20.0

多量の

砂粒含
良婿

赤裾

色

体部半球状で、口縁部はやや外傾し内面下端月BF3で稜を有す。

口縁ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

266
土師器

婉

＋
　
８
．
０

多量の

砂粒含
ミ婿

赤裾

色

底部平底でやや内傾、体部内傾ぎみに外傾、口縁部やや直立ぎみに

外傾し内面肥厚。日縁ヨコナデ、体部外面ヘラ削り、内外面赤彩。

土師器

婉

十

８
．
０

駁 密 三脚
赤夜

色

体部半球状で薄い器厚、日縁部はゆるやかに外傾する。

口縁ヨコナデ、体部ヘラ削りヘラ磨き、内外面赤彩、内面煤付着。

土師器

甕

+

20.0
徴 窪 ミ婿

暗茶

褐色

底部平底で突出、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立後外傾。

口縁部ヨコナデ、体部縦→横位のヘラ削り、下端ヘラナデ。

土師器

婉

一TE 徴 名 ミ婿
権赤

色

体部は内傾ぎみに外傾し底面肥厚、口縁部直線的に外傾し内面に稜を

有す。口縁ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩。

餅
　
０９３

土師器

郷

十

21,0

微量の

砂粒合
註痛

簾明

色

底面やや平底化、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口縁罰

は直立。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

郷
末面

微量の

砂粒含
磁好

淡鐸

褐趨

体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口縁部やや内傾ぎみに

直立。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削りヘラ磨き、内外面黒色処理。

272
土師器

邦
末面 4.E 緻 密 盛好

携明

色

体部は内傾ぎみに外傾、低く弱い稜を形成し口縁部は直立。

口縁部ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラナデ。

土師器

郷

キ 語 4。 ( 緻 宅 罠好
権黒

色

体部は内傾ぎみに外傾、低く鋭い稜を有し口縁部は直立。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

274
土師器

甕

＋
　
・９
．
０

多量の

砂粒含
罠剣

暗茶

掲色

体部は内傾ぎみに外傾し、回縁部は大きく外湾する。

口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラ削り内面ヘラナデ。

275
酢
　
幽

須恵器

高台盤

卒 帝 4.〔 ］
８，６

級 塩 良妬
褥灰

色

不底部平底、体部はやや内傾ぎみに外傾 し口縁部は直線的

に外傾。体部ロクロ整形、高台は直線的に外開。

土師器

邪

辛 帝 々 t
少量の

砂粒含
罠好

茶

窪

暗

褐

体部は半球状、低い稜を有し口縁部は直立している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

須恵器

不蓋

摘径

3.6

摘高

1.3

微量の

砂粒含
罠好

暗豚

褐窪

上部水平で体部は直線的に外開きし、日縁部は直立、摘みは

低い。体部回転ヘラ削りヘラナデ。

土師器

婉

マ

　
れ
四

カ

　

ド
7.6

微量の

砂粒含
良好

淡舞

褐窪

薄い器厚、体部半球状で口縁部を直線的に内傾させているため稜を

形成する。口縁ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面黒色処理。

上師器

邪
一rE 級 窪 農妬

紬
鰈

底部平底、体部は直線的に外傾。日縁～底面まで外面ヨコナデ

内面ヘラナデ下半ヘラ磨き、体部内面黒色処理。

土師器

邦
一罪 4.【 級 窪 良対

黒権

色

体部半球状、低く鋭い稜を有し口縁部は直立している。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

不
一擢 4.( 級 窪 良角

祷黒

色

体部半球状、低く鋭い稜を有し口縁部は直線的に外傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、体部内外面黒色処理。

282
土師器

郷

少量の

砂粒台
農角

権黒

色

体部半球状、日縁部は直立している。

日縁部内外ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

須恵器

甑

長 石

石英粒
罠角

淡灰

褐色

体部上端以上を欠く、体部は内傾ぎみに外傾する。

体部叩き整形、下端手持ちヘラ削り。孔部はヘラ削リヘラナデ

計
　
０９７

土師器

郷
緻 笹 良好

黒褐

色

体部半球状、丸く低い稜を有し口縁部は湾曲しながらやや外傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

甕

石
蒙
目

長
石
雲

普這

明黒

褐色

体部下端を欠、体部内傾ぎみに外傾し回縁部直線的に外傾。

日縁部ヨヨナデ、体部縦位ヘラ削りヘラナデ。

286
土師器

甕

長 石

石英粒
普週

明黒

褐色

底部を欠、縦長の甕で体部は内傾ぎみに外傾し口縁部は外傾、

日縁部小さく摘み出す。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ◇
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配 288は籾買場 SI-101よ りの出土遺物で、一括遺物の土師器婉で古填時代の遺物である。

地 289・ 290は籾買場 SI-102よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器婉である。289は丸底で低い

稜を有 し、内外面赤彩 されている。2901ま 底部を欠いており、肥厚な体部で丸 く弱い稜を有 している。

古墳時代の遺物である。

比 291は籾買場 SI-103よ りの出土遺物で、一括遺物の土師器婉である。半球状の器形で、内面

黒色処理が施 されている。古填時代の遺物である。

配 292～ 294は 籾買場 SI-106よ りの出土遺物で、一括遺物である。292は土師器婉で、293は土

師器甕であり294は須恵器鉢である。292は底部を欠くが丸底状で、口縁部を長 く外傾 させており内

面黒色処理が施 されている。293は平底で、最大径を体部中央に有 している。294は底部を欠損 して

おり、体部は叩き締めヘラ削 りが施 されている。古墳時代の遺物である。

尚 295は籾買場 SI-108よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器高邦である。不部が 1/8程 遺存

している程度で、脚部の器高が低い器形である。古墳時代の遺物である。

地 296は籾買場 SI― ■4よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器高台付婉である。体部はロクロ整

形であり、高台部は直線的に外開きしている。体部内面には、黒色処理が施 されている。奈良時代の

遺物である。

比 297は籾買場 SI― ■6よ りの出土遺物で、一括遺物の土師器婉である。小型の婉で、底部中央

が平底で日縁部が小 さく外反 している。内外面赤彩されており、奈良・平安時代の遺物である。

比 298。 299は籾買場 SI-117よ りの出土遺物で、一括遺物である。298は土師器婉で、299は土師

器不底部片を使用 した砥石である。古墳時代の遺物である。

L300～ 308は 籾買場 SI― ■8よ りの出土遺物で、305・ 306は床面より出上 し307・ 300～ 303は

床面上 2～ 5 cmよ り出土 した土師器不であり、304は床面上 1l cmよ り出土 した土師器不で308は床面

上 6 cmよ り出上 した土師器甕である。邦は丸底で稜を有する邦が中心であるが、307は底部中央が平

底化 している。内外面黒色処理 されている。308は体部上端以下を欠損 しており、日縁部が湾曲 して

いる。古墳時代の遺物である。

配 309は籾買場 SI-119よ りの出土遺物で、床面上 13 cmよ り出土 した土師器甕である。体部中央

を欠損 しており、最大径を体部上端に有 している。日縁部は直線的に外傾 し、赤彩 されている。

L3101よ籾買場 SI-121よ りの出土遺物で、床面上 17 cmよ り出土 した土師器甕である。最大径を

体部中央に有 し、日縁部下端内面に稜を有 している。古墳時代の遺物である。

L311・ 312は籾買場 SI-122よ りの出土遺物で、31Hよ床面上 7 cmよ り出土 した土師器奏である

が、312は一括遺物の上師器不である。31Hよ底部は平底で小 さく最大径を体部中央に有 しており、体

部下半は赤彩されている。312は底部丸底で、低 く弱い稜を有 し内外面赤彩されている。古墳時代の

遺物である。

地 313～ 325は籾買場 SI-123よ りの出土遺物で、313。 318。 319は床面及び床面上 1～ 4 cmよ り

出上 した体部半球状の土師器不であり、314～ 317。 3201ま 床面上 1～ 3 cmの 所より出土 した丸底で稜

を有する土師器邦である。321～ 325は 、床面と床面上 2～ 5 cmよ り出上 した土師器甕である。不は

底部丸底で稜を有 しており、口縁部は内傾する邪や直立 している不がある。甕は 321・ 322の タイプ

と、323・ 324の ようなタイプと、325の ようなタイプが出土 している。325は体部中央に最大径を有

し、底部を欠損 している。古墳時代の遺物である。
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第46表 籾買場遺跡住居跡内出土遭物一覧表 (14)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

眉

当

眩

法 量 (cln)
胎 土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 稜径 孔径

饒
　
０９９

土師器

婉

少 池

妻母含
良妬

明茶

褐色

底面を欠、体部は内傾ぎみに外傾し口縁部は小さく外傾。

体部内外面ロクロ整形、内面黒色処理。

288 計
　
ｍ

土師器

婉 17.(

(推 跛量の

妙粒含
良掲

赤褐

色

体部下半を欠きV4程の破片、体部内傾し日縁部は直線的に外傾。

内面に稜を有す。口縁ヨヨナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

計
　
・０２

土師器

婉
括

(推 跛量の

少粒含
良角

明黒

褐色

約1/4程度残、体部半球状で低い稜を有し口縁部直線的に外傾。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面黒色処理。

290
土師器

婉
括

監

‐６
．
ｔ

14.5 骸 密 良婿
赤褐

色

1/4程の破片、体部は内傾ぎみで丸味を有す稜を有し、口縁部薄い器厚で内

面に稜を有す。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ肖!り 、ヘラ磨き、内外面黒色処理。

291 計
　
・０３

土師器

婉

一羅 徴 密 由歯
明黒

褐色

1/8程の破片、半球状の器形で回縁部小さく直立。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内面黒色処理。

292 針
　
‐０６

土師器

婉
駁 密 ユ河

赤縄

色

1/4程度の破片、体部内傾し低い稜を有す、口縁部は内傾後直

線的に外傾。日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り、内外面赤彩。

293
土師器

甕
IE l

母
石
英

妻

民

百
ミ痛

暗夜

色

SI-57・ 106'108と の接合資料、大部分SI-106よ り出土。

日縁・ヨコナデ、体部上半ヘラナデ、下半ヘラ削り。

須恵器

鉢

(推 | κ

限
徴 密 ミ婿

明灰

褐色

底部一部、体部V8程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、

日縁部外傾。口縁ヨコナデ、体部叩き下端ヘラ肖Jり 、内面ヘラナデ。

計
　
‐０８

土師器

高不
一星

(推 |

15.(

確

ｔＯ
。
Ｅ

英
石
量

百

昆

敦
ま選

明茶

褐色

不V8程残、体部内傾ぎみに外傾し低い稜を有す、日縁部外傾、

短い脚で先端は上反。不部ヨコナデヘラ削り、脚ヘラ削りヘラナデ。

296
Ы
　
ｌｌ

土師器

高台婉
一羅 a7

7.5

緻 窪 ≧痛
裾明

色

底部平底、体部は直線的に外傾し高台は直線的に外開き。体部内外

ロクロ整形、下端回転ヘラ削り、内面ヘラ磨き、体部内面黒色処理。

297
Ы
　
ｌｌ

土師器

婉

一罪 級 窪 主嬉
赤権

色

底部は小さく体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は直立後先端外

反。体部内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

298
Ы
　
ｌｌ

土師器

婉
一罪 緻 密 主箔

赤獲

色

1/3程残、体部半球状をなし口縁部は直立する。

口縁部ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ後内外面赤彩。

砥石
一星

土師器不の底面を使用した転用祗石である。

Ы
　
ｌｌ

土師器

邪

+

5.0

母
石
英

妻

罠

百
駐好

明黒

褐色

体部半球状、しっかりした稜を有し口縁部は直線的に内傾。

口縁ヨヨナデ、体部内外ヘラ磨き後黒色処理。

不

土師器 十

7.0

英
石
量

百
罠
跛

盛好
権黒

色

底面丸底ぎみで体部内傾ぎみに外傾し、しっかりした稜を有する。

口縁ヨコナデ、体部ヘラ磨きヘラナデ、体部内外面黒色処理。

イ

器土師 十
　
５
．
０

少量の

砂粒含
罠好

色

黒権 体部半球状、稜は丸味を有し回縁部は直線的に内傾。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理◇

土師器

不

十
　
５
，
０

4.〔 級 窪 農婿
色

黒権 体部半球状、低く丸味を持つ稜を有し口縁部は直線的に内傾

口縁ヨコナデ体部ヘラナデ後黒色処理、いびつな器形。

304
土師器

不

+

11.0

4.乏 緻 塩 罠痛
色

黒糖 底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し日縁部は直線的に

内傾。口縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ、底面ヘラ削り、体部内外面黒色処理。

305
土師器

邦

卒 帝
石
母
量

昆
雲
多

鬱遇

黒

色

淡

褐

体部半球状でしっかりした稜を有し、日縁部直線的に内傾。

日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

郷

唯 帝 全 ぞ
微量の

砂粒合
良角

黒褐

色

体部半球状でしっかりした稜を有し、口縁部やや肥厚で内傾。

口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

307
土師器

不

＋
　
２
．
０

多量の

砂粒含
良猫

黒褐

色

体部半球状で、近い稜を有し口縁部は直線的に内傾。

日縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

308
土師器

甕

十
　
６
．
０

石
英
母

長
石
雲

息t4

明黒

褐色

体部中半以下欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部は湾曲しなが

ら外傾。口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ。
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第47表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (15)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土
位置

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 ヨ径 底径 稜径 子し径

Ы
　
ｌｌ

土師器

甕

+

13.0

電

‐８
。
ｔ

石

英

長

石
R角

暗褐

色

体部中央欠、底部に木棄痕を有し体部内傾ぎみに外傾、口縁道

線的に外傾。体部ヘラナデ、口縁赤彩、体部煤付着。

針
　
・２．

土師器

奏

十

17.0

英
石
粒

石
長
砂

良角
暗褐

色

体部下半欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁は直線的に外傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

ＳＩ
．
　

・２２

土師器

甕

十

7.0

英
石
粒

石
長
砂

良堀
暗褐

色

底部平底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部大きく湾曲して外傾。口縁ヨコナデ、

休部上半ヘラ削り下半ヘラナデヘラ磨き、下半赤彩、外面煤付着。

土師器

郷

“

‐５
。
く

(推 |

13.〔

級 窪 良凋
淡赤

褐色

1/3程残、体部内傾ぎみに外傾、低い稜を有し口縁部外傾。

口縁ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き、内外面赤彩◇

計
　
・２３

土師器

不

十
　
４
．
０

少量の

砂粒合
良痴

淡黒

褐色

体部半球状、口縁部は小さく直立。口縁部ヨコナデ、体部ヘ

ラ削リヘラナデ、外面黒色処理、日縁内面黒色処理。

土師器

邦

十
　
１
・
０

骸 密 良掲
黒褐

色

体部半球状で鋭い稜を有し、口縁部はやや湾曲しながら内傾する。口縁部

ヨヨナデ、体部ヘラ肖Iり 、後内外面黒色処理。底面に「+」 字状の亥!線有e

土師器

邦

＋
　
２
．
０

4.[
英
母
粒

百

雲

沙
普姐

淡黒

色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し回縁部

直立。口縁ヨヨナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理、完形。

土師器

郷

＋
　
２
．
０

13.C 4.(
英
石
粒

百

昆

少
良角

黒褐

色

体部半球状で稜は低く口縁部は内傾する。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

必

十
　
１
・
０

骸 密 良角
黒色 底面欠、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し日縁直立。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

郷
末面

百 英
民 石
少 粒

普据
淡黒

色

体部半球状で口縁部は小さく直立する。口縁部ヨコナデ、体

部ヘラナデ後内外面黒色処理、ややいびつな器形。

土師器

郷

+

■0

[4.〔 徴 密 良売
黒色 体部半球状、口縁部は小さく直立、外面ナデ整形のため低い

稜を形成。日縁ナデ体部ヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

邪

＋
　
３
．
０

英
石
粒

百

民

少
良増

黒色 体部半球状、しっかりした稜を有し口縁部は直線的に内傾。

日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ、底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

甕

十
　
２
．
０

17.7
石
英
母

罠

百

妻
盛好

褐暗

色

底部平底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部は直線的に外傾。

口縁ヨコナデ、体部ヘラ磨き、体部外面と口縁内面に煤付着。

土師器

甕

＋
　
３
．
０

石
母
粒

昆
妻
少

罠好
淡黒

褐色

底部平底、体部は内傾ぎみに外傾し口縁部直立後小さく外傾。

口縁～底部まで内外面ヘラナデ。

土師器

甕

＋
　
２
．
０

石

粒

長

砂
農猫

褐暗

色

体部下半以下欠、体部やや内傾ぎみに外傾、日縁部は直線的

に外傾後口唇部摘出し。内外面ヘラナデ。

324
土師器

甕
禾面

多量の

砂粒含
良好

褐暗

色

体部中半以下欠、体部直立し口縁部は直線的に外傾、口唇部

内面やや摘出し。日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

土師器

甕

＋
　
５
．
０

石
英
粒

民
百
少

罠婚
褐暗

色

下部欠、体部内傾ぎみに外傾、中位に最大径有、日縁部は大

きく外湾。口縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ、ヘラ磨き。

ＳＩ
．
　

・２４

土師器

邦

無 帝
微量の

砂粒合
農娼

淡黒

褐色

体部半球状、口縁部先端は小さく内傾する。

日縁部ヘラ削リヘラナデ、体部ヘラ削り、体部内外面黒色処理。

土師器

邦

十
　
２
．
０

級 窪 良角
明黒

褐色

半球部状の体部で口縁部を直立させている。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

328
土師器

不

十
　
‐０
．
Ｃ

緻 獲 罠角
暗茶

褐色

体部内傾ぎみに外傾、稜は鋭く先端が上方を向き、口縁部直

線的に内傾◇口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ底面ヘラ削り。

土師器

不
櫂 4.乏

微量の

砂粒含
農翔

赤褐

色

1/2程の破片、底面平底化、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした穆

を有し口縁部直線的に内傾。口縁ナデ、体部ヘラ削りヘラナデ後赤彩。

Ы
　
・２

土師器

婉
揮 !4.E 緻 密 R痴

明茶

褐色

体部内傾ぎみに外傾し、日縁部はやや内傾している。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、体部下半を欠きV2程の破片。
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配326～ 329は籾買場 SI-124よ りの出土遺物で、326は床面より出土した土師器不で327は床面

上 2 cmよ り出土した土師器不である。328・ 329は土師器不であるが、328は床面上 10 cmよ り出土し

ており、329は 一括遺物である。326。 3271よ本住居跡に結び付く遺物で、328・ 329は廃棄後の流入で

ある。326・ 327は半球状を呈する器形であるが、328'329は 丸底でしっかりした稜を有している。古

墳時代の遺物である。

L330は籾買場 SI-125よ りの出土遺物で、一括遺物の土師器婉である。底部を欠損しているが

1/2程の破片であり、半球状を呈する器形で奈良時代の遺物と判断される。

配 33日よ籾買場 SI-126よ り出上した須恵器不で、床面上 12 cmの所より出上している。底部中央

がやや平底化しており、稜はやや上方に突出している。内外ロクロ整形で、古墳時代の遺物である。

L332～ 3351ま籾買場 SI-128よ りの出土遺物で、332は床面出土の上師器不で333は床面上 20 cm

より出土した土師器婉である。334'335は 、一括遺物の土師器不と婉である。この 4点 は丸底や半球

状を呈する器形 (332・ 333)と 、底部が平底のもの (334・ 335)が 出土している。遺構は1/4程度

を調査したのみであるが、古墳時代の遺物と判断される。

配336～ 344は籾買場 SI-130よ りの出土遺物で、床面上 11～ 30 cm程度よりの覆土内出土遺物で

ある。386～ 338。 340は土師器不で、339は土師器甑であり343は土師器壺である。341。 342。 344

は土師器甕である。336～ 340は完形品で、341～ 344は 1/3～ 1/4程遺存している。不は丸底

で稜を有し口縁部が直立又は内傾している。甑は、体部下端が肥厚に整形されており壷は平底で、器

高がやや低くなっている。甕は341が 口縁部を小さく外傾させているが、342・ 3441よ「く」字状に外

傾させている。古墳時代の遺物と判断される。

L345～ 348は籾買場 SI-134よ りの出土遺物で、一括遺物である。345は灰釉陶器婉で 1/4程

度の破片であり、346。 347は須恵器イである。348は土師器甕で、1/3程度の破片である。345に

は、体部外面に灰釉が見られる。平安時代の遺物である。

地349～ 3511ま籾買場 SI-135よ り出土した土師器婉で、床面上23～ 24 cm及 び一括出土した遺物

である。349'350は完形品で、351は 1/2程遺存している。349。 351は口縁部下端内面に稜を有す

るが、350は半球状を呈する器形で稜は見られない。3点 とも赤彩されており、古墳時代の遺物と判

断される。なお住居跡は、北東部を調査したのみである。

比 352～ 354は籾買場 SI-138よ り出上した土師器婉で、352は床面上 9 cm 353・ 354はカマ ド内

より各々出土している。352は大形の婉で、底部丸底で口縁部を外傾させている。353は底部が平底

化しており、稜を有している。354は底部外面中央に、数条の傷を有し体部に低い稜が見られる。3

点とも赤彩されており、古墳時代の遺物である。

尚 355。 356は籾買場 SI-141よ りの出土遺物で、355は床面上 24 cmよ り出土した須恵器lThで あり

356は一括遺物の土師器不底部片である。355は 1/2程の破片で、体部がロクロ整形で底部は静止

ヘラ切りである。356は回転糸切り底である。平安時代の遺物である。

地 357・ 358は籾買場 SI-142よ り出上の一括遺物で、357は須恵器高台付盤であり358は須恵器

不である。盤は1/3程度の破片で、高台は低く直線的に外開きし先端がヘラ削りされている。358

は口縁部がやや肥厚化している。平安時代の遺物である。

L359～ 361は籾買場 SI-145よ りの出土遺物で、貯蔵穴内と床面上 5 cmよ り出土した土師器不で

ある。 3点 とも1/2程度の破片で、底部丸底で稜を有している。古墳時代の遺物である。
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第48表 羽買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (16)

勘
Ｎｏ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

封

立

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 ヨ径 臣窪 稜径 孔径

Ы
　
‐２

須恵器

不

+

12.C

4.〔 繊 密 罠妬
灰褐

色

底面平底化、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口

縁部はやや湾由しながら直線的に内傾。内外面ロクロ整形。

SI―

128

土師器

邦

卒 帝
石
蒙
瓶

長
石
砂

農死
黒色 半球状を呈する体部で低く鋭い稜を有し、日縁部は直線的に内傾。

日縁ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面黒色処理。

土師器

婉

＋
　
２０
。
Ｃ

緻 窪 良角
明黒

褐色

半球状を呈する器形で、日縁部は直線的に外傾している。

内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

不
罪

微量の

砂粒合
R痴

暗黒

褐色

東側撹乱部出土、肥厚な器厚、底部平底で内傾、体部直線的に外傾、稜は

丸味を有し口縁部は直立◇口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後黒色処理。

土師器

婉
t4.2 級 密 罠猫

明黒

褐色

半球状をなす器形で口縁部は小さく直立。口縁部ヨヨナデ

体部ヘラナデ、底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

336
ＳＩ
．
　

・３０

土師器

不

十

18.C

石
英
母

長
石
雲

良死
明黒

色

完形で体部半球状、しっかりした稜を有し口縁部は直線的に内傾。

日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

郷

十
　
‐８
．
Ｃ

緻 密 良痛
黒褐

色

完形、体部半球状、低い稜を有し口縁部は内傾後口唇部直立。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ磨き後内外面黒色処理。

338
土師器

邦

十

18.(

石
英
母

罠

百

妻
良殉

黒色 完形、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口縁部は直立。

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

甑

＋
　
２５
。
Ｃ

石
英
母

民

百

妻
R殉

明黒

褐色

完形、体部下端と口縁部肥厚、日縁～底面内傾ぎみに外傾。

口縁ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ磨き下端叩き、底面有孔。

340
土師器

不

十

17.G
敵 密 罠妬

黒褐

色

完形、半球状の体部、低くしっかりした稜を有し口縁部内傾。

日縁部ナデ、体部ヘラナデ下端ヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

甕

＋
　
独

石
英
粒

昆

百

少
罠角

明黒

褐色

1/3程残、体部内傾ぎみに外傾 し口縁部小さく外傾。

口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ。

342
土師器

甕

十

11。C

多量の

砂粒合
罠死

暗褐

色

1/3程残、体部内傾ぎみに外傾 し口縁部大きく外傾する。

日縁部～体部下半まで内外面ヘラナデ。

土師器

壷

十

19.C

敦量の

少粒合
良獨

暗茶

褐色

1/4程久、底部平底で体部球形を呈し口縁部は外傾する。

口縁部ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ。

344
土師器

甕

十

30.(

石
英
粒

罠

百

少
罠角

暗褐

色

1/3程の破片、体部内傾ぎみに外傾し口縁部は大きく外傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、日縁部外面赤彩。

345
Ы
　
・３

灰釉陶器

婉

(推 :

14.〔

徴 密 良対
灰褐

色

1/4程の破片、体部は内傾ぎみに外傾している。体部外面ロ

クロ整形、内面体部下半ヘラナデ、体部内外面に灰釉有。

346
須恵器

不
徴 密 罠凋

灰褐

色

底部平底、体部は直線的に外傾。体部内外面ロクロ整形、体都

下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ切り、V3程残。

須恵器

不
徴 密 R菊

灰褐

色

底面肥厚で平底、体部やや内傾ぎみに外傾。体部外面ロクロ整形下

端手持ちヘラ削り、内面ヘラ磨き、底面静止ヘラ削り。

348
土師器

甕

敦量の

少粒含
良妬

明茶

褐色

1/3程残、体部内傾ぎみに外傾 し口縁部直立後外傾。

口縁部ナデ、体部内外面ヘラナデ。

349
SI―

135

土師器

婉

＋

狐
緻 窪 R痴

赤褐

色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾、

内面に稜有。口縁ナデ体部ヘラナデ後赤彩、体部外面と口縁内面煤付着。

土師器

婉

十
　
釈

級 塩 罠角
縮

色

完形、体部半球状で口縁部は直立する。

口縁部ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ後赤彩。

351
土師器

婉

盟

」４
。
モ

緻 窪 良好
縮

色

1/2程残、底面丸底で口縁部にかけ内傾ぎみに外傾する。

口縁ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩、底面「+」 字の刻線有
ＳＩ

　

‐３

上師器

婉

十
　
９
．
０

石
母
粒

長
雲
砂

R角

赤褐

色

1/2残底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に小さく外傾。

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後外面と口縁内面赤彩、内外面煤付着。
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第49表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (17)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土 法 量 (cm)
胎 土 車耐 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

位置 現高 口径 底径 陵径 FL雀

ＳＩ．　
田

土師器

婉

カマ

ド内

少量の

砂粒含
盛好

赤権

色

1/2程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、稜は丸く口縁部憾

湾出しながら外傾す。体部内外面ヘラ磨き後外面赤彩。

354
土師器

婉

カマ

ド内
緻 窪 罠好

色

赤糖 1/4程欠、底部丸底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後小さく

外傾。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩、底面刃物傷有◇

355
ＳＩ
．
　

・４．

須恵器

不

十

24.0

4.々 緻 窪 盛好
権灰

色

1/2程残、底部平底で体部は直線的に外傾、稜は丸く、日縁部肥厚。

体部内外ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ切り。

土師器

不

一擢 緻 窪 礎妬
権

色

明 底部のみの破片、体部下端回転ヘラ削り、底面回転糸切り。

357
ＳＩ
．
　

・４２

須恵器

盤

一星
糊
　

ｔ２
．
Ｅ

級 雀 良妬
糖灰

色

1/3程残、底面中央肥厚で体部外傾し、高台は直線的に外開

する。体部ロクロ整形、高台下端ヘラ削り。

須恵器

不

一樫
(推

14.(

寵

」３
．
ｔ

級 窪 良妬
権灰

色

1/3程残、底部平底、体部直線的に外傾し口縁部肥厚。体部

内外ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り。

計
　
・４５

土師器

邦

十
　
５
，
０

生4
少量の

砂粒合
良短

黒窪 1/2程残、体部内傾ぎみに外傾し稜を有し口縁部直線的に内傾。

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

不

十
　
５
，
０

緻 窪 罠角
色

赤橋 1/2程残、体部半球状で低い稜を有し口縁部直線的に外傾。

日縁～体部上半ヘラナデ下端ヘラ削り、内面ヘラ磨き後内外面赤彩

土師器

郷 穴膵

石
英
粒

長
石
砂

R角
明黒

褐色

1/2程残、肥厚な器厚、体部半球状で低い稜を有し口縁部直

線的に内傾。日縁ナデヘラ磨き、体部ヘラナデ。

362

ＳＩ
．
　

・４９

土師器

不

+

12.C

?.O 緻 笹 良猫
黒色 1/3程欠、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、丸味を有する稜を形成し

口縁部は直線的に内傾。口縁ヨヨナデ体部ヘラナデ下端ヘラ削り後内外面黒色処理

土師器

不

＋
　
２
．
０

15.9
多量C

砂粒台
良角

淡黒

褐色

1/2程残、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、低い稜を有し口縁部

直線的に内傾◇口縁ヨコナデ体部ヘラナデヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

不

岸 話
緻 笹 醍角

黒色 1/2程残、半球状を呈する器形で、日縁部は小さく直立。

日縁部ヨヨナデ体部ヘラ磨きヘラ削り後内外面黒色処理。

365
土師器

甕

＋
　
２
．
０

)nノ
多量C

砂粒冶
罠角

暗褐

色

1/3程残、体部下半欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部は大き

外傾。口縁部ぬ外ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ。

366
土師器

婉
緻 窪 良角

黒褐

色

1/2程残、半球状を呈する体部で回縁部は直線的に外傾。

口縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

不
緻 窪 R凋

黒褐

色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部は直線的

に内傾する。口縁ヨコナデ体部ヘラ削り後内外面黒色処理。

368
土師器

邦
4.1

“

‐３
．
く

寵

‐４
．
こ

英
母
粒

石
雲
砂

良角
黒色 1/2程残、底面欠き体部内傾ぎみに外傾し丸昧を有する稜を形成、日

縁部は内傾後直立。口縁ヘラ磨き体部ヘラナデヘラ磨き後黒色処理。

土師器

邦
挺

多量の

砂粒含
良角

黒色 1/2程残、肥厚な器厚で体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に

内傾する。口縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

婉
一罪

確

２４
．
ｔ

石
英
粒

罠

巨

少
良角

黒色 1/3程残、半球状を呈する器形で口縁部は小さく外傾する。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ削り、内外面黒色処理◇

ＳＩ
．
　

・５０

土師器

甕

(推 少量の

砂粒含
良角

暗茶

褐色

口縁部V3程残、日縁部は直線的に外傾する。口縁部上半ヨコ

ナデ内面刷毛目整形、日縁部下半～体部外面刷毛目整形。

Ы
　
・５

土師器

不

+

9,0

1
少量の

砂粒含
良殉

黒褐

色

完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は丸味を有す、日縁部は

直線的に外傾。口縁ヘラ磨き、体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

373
土師器

不

＋
　
・０
．
０

徴 密 良売
明茶

褐色

1/2程残、体部半球状で低い稜を有し口縁部直線的に外傾。

日縁内外ヘラ磨き、体部外面磨減内面ヘラ磨き、内面煤付着(

土師器

イ

十

12.0

少量の

砂粒合
良死

黒色 1/4程欠、体部半球状で低い稜を有し口縁部は直線的に内傾。

口縁ナデ体部上半ヘラ磨き下半ヘラ削り、内外面黒色処理。
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血 362～ 370は籾買場 SI-149よ りの出土遺物で、362～ 364は床面と床面上 2～ 12 cmよ り出土

した土師器不であり、365は床面上 2 cmよ り出土した土師器甕である。366。 370は一括遺物の土師器

婉であり、367～ 369は一括遺物の上師器不である。邪は丸底で稜を有する不と、半球状を呈する不

が出土しているが362は底部が平底化している。婉は丸底で、半球状の器形である。甕は長胴化した

器形を呈している。古墳時代の遺物である。

h371は籾買場 SI-150よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器甕である。薄い器厚で、内外面に

用J目 整形が施されている。古墳時代の遺物である。

配 372～ 379は籾買場 SI-151よ りの出土遺物で、372～ 378は床面上 8～ 26 cmの所より出土し

た土師器不であり、379は土師器婉で床面上 24 cmよ り出土している。不は丸底で稜を有し口縁部が内

傾する器形と、丸底で稜を有し口縁部が外傾する器形がある。婉は丸底で、口縁部が直線的に外傾し

ている。古墳時代の遺物である。

L380は籾買場 SI-152よ りの出土遺物で、床面上 12 cmよ り出上した須恵器邦で 1/2程度を欠

損している。日縁部を体部よりやや外傾させており、ロクロ整形で底部は回転ヘラ切りで口縁部と底

部を薄い器厚としている。奈良 。平安時代の遺物である。

L381。 382は籾買場 SI-155よ りの出土遺物で、一括遺物の須恵器邦である。381は 1/2程度

の破片で、382は 1/3程度の破片である。奈良時代の遺物である。

血 383～ 396は籾買場 SI-157よ りの出土遺物で、383～ 388は土師器邦で床面上 6～ 22 cmよ り

出上しており、3891よ床面上 21 cmよ り出土した土師器高不である。390は土師器壷で床面上 9 cmよ り

出上しており、391は土師器甕で床面上 27 cmよ り出土している。392は床面上 7 cmよ り出土した土師

器鉢で、393は床面上 7 cmよ り出土した手軽土器であり、394は床面上 9 cmよ り出土した土師器婉で

ある。395。 396は、カマ ド内出土の上師器甑と甕である。床面上 10 clll以 内からの出土遺物は、383・

385。 390・ 392～ 394の 6点である。不は底部丸底で稜を有し内傾する日縁部の器形と、日縁部が直

立する器形が出土しているが、387は底面中央が平底となっている邦も出土しており、内外面黒色処

理が施されている。高郷は脚部先端が短かく、邦部内面は黒色処理されているが外面は赤彩されてい

る。390は 1/2程度の破片で、底部が突出し口縁部が小さく外傾している。392は底部を欠く1/
4程の破片で、393・ 394は完形品である。古墳時代の追物である。

h397～ 4071よ籾買場 SI-159よ りの出土遺物で、床面と床面上 7 cmよ り出土した土師器不である

が、399は一括遺物の不である。402。 403は土師器婉で、402は床面よりの出土遺物であるが403は

一括遺物である。404・ 405・ 407は土師器甕で床面より出土し、406は床面より出上した土師器甑で

ある。郭は丸底で稜を有しているが、399はいびつな器形で底面中央が平底化している。402は平底

で日縁部下端に稜を有しており、403は底部を平底状に整形してから孔を穿っている。甕は平底で体

部中央に最大径を有し突出する底部の甕で、甑は体部が長胴で口縁部を小さく外傾させている。古墳

時代の遺物である。

L408は籾買場 SI-160の貯蔵穴内より出土した土師器甕で、 1/3程度を欠損している。底部

は平底で小さく、最大径を体部中央に有しやや突出ぎみの体部である。古墳時代の遺物である。

L4091よ 籾買場 SI-163よ りの出土遺物で、床面上 14 cmよ り出土した須恵器不で 1/3程度の破

片である。底部は平底で中央部を薄い器厚に整形しており、内外面赤彩されている。体部はロクロ整

形で、底面が静止ヘラ削りである。奈良時代の遺物である。
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第50表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (18)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土
位置

法 量 (cm)
胎土 盛 熾 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 陵径 孔径

餅
　
・５．

土師器

不

＋
　
８
．
０

L3.8 緻 塩 良短
黒色 完形、体部半球状で低い稜を有し口縁部は直線的に外傾◇

口縁ヘラ磨き体部ヘラナデ内面ヘラ磨き、内外面黒色処理◇

376
土師器

邪

＋
　
８
．
０

緻 窪 罠角
黒色 完形、体部半球状でしっかりした低い稜を有し口縁部は直立後直線的

に外傾。日縁ヘラ磨き、体部上半ナデ下半ヘラ削り後内外面黒色処理。

377
土師器

必

十

13.C

4.(
多量の

砂粒合
良好

黒色 2/3程残、体部半球状でしっかりした稜を有し口縁部直線的に

内傾、口縁ヨコナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

378
土師器

不

＋
　
駅

石
英
粒

罠

百

少
農角

黒褐

色

1/2程残、体部半球状で低くしっかりした稜を有し、回縁部は

直線的に内傾、口縁ヘラ磨き体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

379
土師器

婉

十
　
顔

少量の

少粒含
民菊

赤褐

色

1/4程欠きいびつな器形、体部半球状で口縁部直線的に外傾。

口縁ナデ体部上半ヘラナデヘラ磨き底面ヘラ削り後内外面赤彩。

計
　
・５２

須恵器

不

十
　
‐２
．
０

4.1 緻 窪 罠珂
灰褐

色

1/4程欠、底部平底で体部は直線的に外傾し日縁はやや外反ぎみ。

体部内外面ロクロ整形、下半回転ヘラ削り、底面回転ヘラ切り。

辟
　
・５５

須恵器

不
括 徴 窪 良掲

暗灰

褐色

1/2程欠、底部平底で中央肥厚、体部はやや内傾ぎみに外傾。体部内列

ロクロ整形下端回転ヘラ削り、底面回転ヘラ切り後静止ヘラ削り。

須恵器

不

fE 微 密 良角
灰裾

色

1/3程残、底部中央欠、体部は直線的に外傾。

体部内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り。

ＳＩ

　

‐５

土師器

郷

十
　
６
．
０

12.写
少量の

砂粒含
良婿

明黒

色

2/3程残、体部半球状で稜は低く弱い、日縁部は直線的に内傾。

口縁部ナデ体部ヘラ削り後外面のみ黒色処理。

384
土師器

郷

＋
　
・２
．
０

昆 石
石 英
雲 母

ミ婿
明黒

褐色

完形、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し

口縁部直線的に内傾。口縁ナデ体部外面ヘラ削り後内外面黒色処理℃

385
上師器

邪

十

7.0

少量の

砂粒含
良婿

黒色 完形、体部半球状で稜は上方に突出、日縁部直線的に内傾。

口縁部ヨヨナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

不

+

15.0

4.ユ
少量の

砂粒含
磁好

黒窪 完型、体部半球状で稜はしっかりしており口縁部はやや内傾ぎ

みに直立。口縁ナデ体部ヘラナデヘラ削り後内外面黒色処理

387
土師器

不

十

・０
．
０

4。 ( 4.〔

少量の

砂粒含
罠好

黒色 1/3程残、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く小さい、

口縁部直線的に内傾。日縁ナデ体部ヘラ削り後内外面黒色処理。

388
土師器

郵

十

22.0

4.(
少量の

砂粒合
農好

祷黒

色

1/3程残、体部半球状で稜は低く丸い、口縁部は直立。口縁部ナデ

体部上半ヘラナデ下端ヘラ削リヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

高不

十

21.0
緻 名 罠妬

色

赤権 1/2程残、不体部内傾ぎみに外傾、稜は低い。口縁部外傾、脚先端外開

き、邦ヘラナデヘラ磨き内面黒色処理、脚ヘラ削リヘラナデ外面赤彩。

土師器

壷

十
　
９
．
０

多量の

砂粒含
良妬

明無

褐色

1/2程残、底部平底で肥厚中央やや内傾、体部内傾ぎみに外傾

口縁部直立後小さく外傾。口縁ナデ体部上半ヘラ削り下半ヘラナデ。

土師器

甕

+

27.0

石
蒙
瓶

長
石
砂

曽遅

明茶

褐色

完形、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部大きく外傾。

日縁ナデ体部ヘラナデ下端ヘラ削り、外面と内面上半に煤付着

土師器

鉢

+

7.0

少量の

砂粒雀
罠猫

暗茶

褐色

1/4程欠、底面欠、体部内傾ぎみに外傾し、口縁部直線的に

外傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、体部中央に傷有り。

手捏

土器

+

7.0

多量の

砂粒台
農角

暗褐

色

完形、底面丸底、体部は内傾ぎみに直立、口縁部内傾。

口縁部と内面指ナデ体部外面ヘラナデ。

394
土師器

婉

＋
　
９
。
０

緻 笠 良痴
明茶

褐色

完形、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部小さく直立。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ内面のみ赤彩。

395
土師器

甑

+

11.0

石
蒙
伺

長
石
雲

息tH

暗褐

色

1/3程残、体部は内傾ぎみに外傾、日縁部はゆるやかに外傾。

国縁部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、孔はヘラ削り。

396
土師器

甕

カマ

ド内

石
蒙
拇

長
石
雲

良角
暗褐

色

1/3程残、体部下端以下欠、体部は内傾ぎみに外傾 し口縁部

内傾後外傾。口縁ヨコナデ体部上半ヘラ磨き下半ヘラナデ。
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第51表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (19)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎 土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 稜径 孔径

397
Ы
　
・５

土師器

邦
徴 密 農凋

黒色 完形、体部半球状で口縁部を直線的に内傾し稜を形成する。

日縁ヨヨナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理、底面中央肥厚。

398
土師器

邪

十

7.0

少量の

少粒合
農角

黒疸 1/4程欠、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口縁部やや湾

曲ぎみに直立。日縁ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邦

昭

‐２
．
Ｃ

母
石
粒

妻

罠

少
良死

黒色 1/3程残、体部内傾ぎみに外傾し肥厚、しっかりした稜を有し口縁部

は直線的に内傾e口縁ナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邦
末面 徴 密 良角

明黒

褐色

完形、体部内傾ぎみに外傾、稜はしっかりし、日縁部はやや湾曲し落

がら直立。口縁ナデ体部ヘラ削リベラ磨き後内外面黒色処理

401
土師器

不
禾面 徴 密 良婿

色

黒裡 完形、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部直線邸

に外傾。口縁ナデ体部ヘラ削リヘラ磨き後外面、体部内面黒色処理。

402
土師器

婉
末百

少量の

砂粒含
白何

色

赤裾 完形、底面平底、体部内傾ぎみに外傾し低い稜を有し、口縁

部外傾。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

婉
罪

多量の

砂粒含
良婿

色

暗複 1/2程残、底面平底、体部直線的に外傾、日縁部内傾後外傾し

稜を有す。孔はヘラ削り出し、口縁ナデ体部内外面ヘラナデ。

404
土師器

密
末正 15.C

多量の

砂粒含
尊選

暗茶

褐色

1/4程欠、底部を欠き体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は内傾後

口昏部外傾。日縁ナデ体部ヘラナデ、口縁部内外面煤付着。

405
土師器

甕
末面

母
石
英

雲

罠

百
婁痛

暗茶

褐色

完形、底部突出し体部内傾ぎみに外傾、日縁部外傾。口縁部

ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、体部外面と口唇部内面煤付着。

406
土師器

甑
禾面

多量の

砂粒合
盛婿

権暗

色

V4程欠、体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は直接的に外傾。

口縁ナデ、体部ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

407
上師器

甕
末面

昆 石
百 英
少 粒

盛好
携暗

色

1/4程欠、底部小さく突出、体部球形状で口縁部大きく外傾。

日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ、体部中半以上外面赤彩。

ＳＩ
．
　

・６０

土師器

甕
醐
締

少量の

砂粒含
良猫

権暗

色

1/3程欠、底部平底で体部は内傾ぎみに外傾、口縁部外傾。

口縁ヨヨナデ、体部ヘラ磨き、体部外面煤付着。

ＳＩ
．
　

‐６３

須恵器

不

+

14.0

櫃

騨
緻 塩 良好

祷赤

色

1/3程残、底部平底で体部は内傾ぎみに外傾。体部内外面ロクロ

整形下端手持ちヘラ肖1り 後内外面赤彩、底面静止ヘラ削り。

Ы
　
・６

須恵器

郷蓋

＋
　
２
．
０

緻 窪 罠妬
権灰

色

摘部欠、体部は内傾ぎみに外開き、口縁部直線的に外開。

体部内外面ロクロ整形、体部外面黒釉有。

須恵器

邦蓋

十

10,0

商径
級 窪 良妬

権灰

色

完形、上面水平で体部は直線的に外開、口縁部直立。

上面回転ヘラ削り、体部内外面ロクロ整形。

手捏

土器

岸 帝
多量の

砂粒含
良好

色

暗権 完形、半球状を呈する器形。日縁部に指頭圧痕有。

体部内外面指頭整形。

須恵器

高台邪

＋
　
３
．
０

4.〔 ］
６．５

緻 窪 良角
褐灰

色

不体部1/4欠 、杯底部平底で体部直線的に外傾、高台部は直線

的に外開き。不内外面ロクロ整形、底面回転ヘラ切リヘラナデ。

土師器

郷

十
　
２０
．
０

ね

！４
．
８

推 )

緻 窪 農角
明褐

色

底部平底化、体部内傾ぎみに外傾、体部ヘラナデヘラ磨き、底面

ヘラ削り、体部外面上半と内面赤彩、体部外面下半と底部内面煤付着。

須恵器

不

＋
　
３４
，
０

級 窪 R角

灰褐

色

1/4程残、底部平底で体部は直線的に外傾、体部内外面ロクロ

整形。下端手持ちヘラ削り、底面回転ヘラ切り後回転ヘラ削り。

416
須恵器

高台不
］
８．０

級 笹 良角
暗灰

褐色

邦体部上半欠、底部水平で体部は直線的に外傾、高台部は直

線的に外開き。体部ロクロ整形、底面回転ヘラ切り。

須恵器

盤

推 )

6.0

tO.5

la F
級 窪 良菊

明黒

褐色

不体部1/3程残、底部水平、体部直線的に大きく外傾、日縁直線的

に外傾、高台部直線的に外開。不内外ロクロ整形。

須恵器

不蓋

筒雀 石

豪

長

石
良菊

明灰

褐色

体部V2程残、上面水平、体部内傾ぎみに外開き。

上面回転ヘラ削り、体部内外面ロクロ整形、摘は低い
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配410～ 426は籾買場 SI-167よ りの出土遺物で、410・ 411は須恵器不蓋で床面上 2～ 10 cmよ り

出土し、412は床面出上の手捏土器である。413・ 4161ま須恵器高台付郷で、床面～床面上 3 cmよ り出

土している。414は土師器邦で床面上 20 cmよ り出上し、4151よ 須恵器邦で床面上 34 cmよ り出土して

いる。418～ 426は須恵器邦 。イ蓋、土師器郭 。甕の一括遺物である。須恵器郭蓋は、411と 同じ器

形となっている。須恵器盤は、体部から口縁部にかけて緩やかに立ち上がっている。須恵器不は、平

底で体部～口縁部にかけ外傾し、器厚と口縁部の状況に差異を有している。424は土師器邦で、低い

体部で底部静止糸切りである。奈良時代の遺物である。

No 427は 籾買場 SI-169よ り出上した土師器甕で、床面上 9 cmよ り出土している。平底で体部中

央に最大径を有し、日縁部を直立ぎみに外傾させている。古墳時代の遺物である。

L428～ 430は籾買場 SI-171よ りの出土遺物で、430が 一括遺物である以外床面と貯蔵穴より出

土している。428・ 4291ま土師器甕で、429は底部が小さく体部中央がやや突出ぎみで最大径に有する

体部である。430は土師器邦で、底部が丸底で稜を有するが肥厚に整形されており内外面黒色処理さ

れている。古墳時代の遺物である。

h431～ 434は籾買場 SI-173よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器邦、高郭、婉である。不は 2

タイプが出土しており、高邦は脚部を欠き邦口縁部内面下端に稜を有している。婉は丸底で、体部と

口縁部の境内面に稜を有している。古墳時代の遺物である。

血 435～ 4381ま 籾買場 SI-174よ りの一括遺物で、435。 437・ 438は須恵器不で436は土師器不で

ある。須恵器邦は、底部から口縁部にかけて薄くなっており、日縁部をやや外傾させている。土師器

邦は、底部内面中央が薄い器厚に整形されている。奈良時代の遺物である。

L439は籾買場 SI-178よ り出土した一括遺物の上師器甕で、体部下半以下を欠く1/3程度の

破片である。薄い器厚で、日縁部を外傾させている。

h440～ 453は籾買場 SI-179よ りの出土遺物で、床面上 4～ 36 cmよ り出土した土師器不・婉・

甕 。甑 。手担であるが、452・ 453は一括遺物である。不は底部が平底又は平底化しており、稜を有し

口縁部が直立又は内傾している。婉は半球状の器形で、日縁部を直立させている。手捏は底部を欠き、

日縁部を肥厚化させている。甕は底部は平底で体部が長胴化しており、日縁部を大きく外傾させてい

る。甑は体部上端に最大径を有し、日縁部を外傾させ先端にヘラ削り調整を施している。古墳時代の

遺物である。

h454は籾買場 SI-182よ りの出土遺物で、一括遺物の上師器甑である。体部上半以上を欠損し

ており、孔は垂直に切り出されている。古墳時代の遺物である。

h455～ 467は籾買場 SI-183よ りの出土遺物で、455。 460～ 462・ 466・ 467は床面上 2 cmよ り

出土した土師器婉・甕 ,甑であり、457・ 458は柱穴内より出土した土師器不である。456。 459・ 463

～465は、床面上 3～ 4 cmよ り出上した土師器不・婉・甕で本住居跡廃棄後まもなく流入した遺物で

ある。郷は丸底で稜を有し、日縁部は内傾又は外傾しているが457は平底である。婉は半球状の器形

で口縁部が直立しているが、463は底部中央が平底化している。甕は体部中央に最大径を有し、球形

状の体部であり、甑は体部上半が直立し回縁部が外傾している。古墳時代の遺物である。

L468は籾買場 SI-184よ り出土した土師器不で、底部が丸底で低い稜を有している。床面上 10

cmよ り出上した古墳時代の遺物である。

h469～ 478は籾買場 SI-190よ りの出土遺物で、469～ 471は床面より出土した土師器婉・邦で
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第52表 籾買場追跡住居跡内出土遺物一覧表 (20)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

舅

立

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 稜径 lL径

SI―

167

須恵器

郷蓋

1推 )

t4,7
微 密 R角

明灰

褐色

体部V3程残、体部は直線的に開き、日縁部を直線的に内傾

させる。摘はやや大きい、体部内外面ロクロ整形。

須恵器

邪

推 )

[4.5
微 窪 民凋

灰褐

色

体部V3程残、底部水平で体部は直線的に外傾、口縁部やや肥厚。

体部内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り

須恵器

邦
骸 窪 良掲

灰褐

色

1/2程残、底部水平で内面中央肥厚、体部直線的に外傾、日縁部

肥厚。体部ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ切り

422
須恵器

邦

一経
少量の

砂粒含

嵐宙
灰裡

色

1/2程残、底部水平で内面中央】巴厚、体部直線的に外傾する◇

体部内外ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り

須恵器

不

一擢
龍

‐３
．
Ｃ

1推 )

7.5

少量の

砂粒含
ミ痛

暗灰

褐色

1/3程残、底部肥厚で平底、体部～口縁部まで直線的に外傾、体部内外

ロクロ整形、口縁部内面回転ヘラ削り、体部下端ヘラ削り、底面静止ヘラ削り

上師器

不

一t「

少量の

砂粒含
盛嬉

捷明

色

体部V2程残、底部肥厚で平底、体部～口縁部まで直線的に外傾後、

日縁部摘出す。体部ロクロ整形後内外面赤彩、底面静止糸切り。

土師器

甕

一罪
推 石

英
粒

罠

百

少
盛猫

暗葬

褐色

1/3程残、体部下半欠、体部内傾ぎみに立ち上がり、口縁部は

水平に外傾後口唇部摘出し、口縁ナデ、体部ヘラナデヘラ磨き。

土師器

甕
一罪

多量の

砂粒含
良好

暗褐

色

1/3程残、体部下半欠、体部内傾ぎみに外傾、上半に最大径有。

口縁部直線的に外傾、内面に稜有、口縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き。

427
ＳＩ
．
　

・６９

土師器

甕

＋
　
９
．
０

石
　
粒

民
　
妙

罠角
暗褐

色

完形、底部平底、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に

外傾、日縁ナデ体部内外ヘラナデ後外面赤彩。

計
　
・７‐

上師器 石
英
母

民
百
妻

罠堀
暗褐

色

口縁部のみ残、体部内傾ぎみに外傾、口縁部大きく外傾。

口縁部内外ナデ、体部内外ヘラナデ。甕

土師器

甕

t膚

六広

少量C

砂粒冶
良凋

暗褐

色

1/3程欠、底部水平で体部内傾ぎみに外傾、中央に最大径有日縁部外

傾、口縁ナデ体部ヘラナデ後外面赤彩、体部外面中半以下に煤付着。

土師器
緻 窪 良菊

黒色 1/4程欠、体部半球状でしっかりした稜を有す、日縁部は直線的に

内傾、日縁ヘラ磨き体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面黒色処理。添

ＳＩ
．
　

・７３

土師器

不
擢 骸 密 良角

赤裾

色

1/5程欠、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、低い稜を有し

口縁部は直線的に外傾、口縁ヘラ磨き体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩。

上師器

邦
緻 密 良殉

黒籍

色

1/3程残、体部半球状で口縁部小さく直立、体部外面

ヘラナデヘラ磨き内面ヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

婉
一経 緻 密 良嬉

赤褐

色

1/3程残、体部半球状で内面に稜を有し、日縁部直線的に外傾、

日縁～底面まで外面ヘラ磨き、内面ヘラナデ後、内外面赤彩。

434
土師器

高不
一拝

少量の

砂粒含
盛好

褐赤

色

脚下半欠、郷体部半球状、口縁部直線的に外傾、脚部外開、

日縁部と体部内外ともヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

435
計
　
靱

須恵器

邪

網

」４
．
０

推 : 少量の

砂粒含
罠婚

明灰

褐色

1/3程残、底部水平で体部は直線的に外傾、日縁部やや肥厚、

体部内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り。

土師器

不
星

閥

田

推 | 少量の

砂粒合
良対

明褐

色

1/3程残、底部水平で体部は直線的に外傾 し、日縁部を肥厚イを

させる、内外面ヘラナデヘラ磨き。

437
須恵器

不
経 4.コ

桐

！４
。
．

推
級 密 罠死

明灰

褐色

1/3程残、底部水平で体部は直線的に外傾し、口縁にかけしだいに薄くな

る。体部内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ肖Iり 。

須恵器

不

推 )

4,0

推 :

緻 窪 罠角
明灰

褐色

1/3程残、底部水平で体部は直線的に外傾、口縁部を肥厚体部

内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り。

439

ＳＩ
．
　

・７８

土師器

甕

1推 )

骸 密 R痴

暗褐

色

1/3程残、薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に

外傾、口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ。

440
Ы
　
・７

土師器

不

十
　
９
．
０

少量の

少粒含
良宛

黒色 完形、底面平底で体部内傾ぎみに外傾し低い稜を有す。日縁部やや内

傾ぎみに直立。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ博Iり 後内外面黒色処理
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第53表 籾買場遺跡住居跡内出上遺物一覧表 (21)

勘
Ｎｏ

上
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (ctn)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

旧 芭 口径 嵐径 撼宿 孔径

Ы
　
・７

上師器

婉

＋
　
瓢

少量の

砂粒含
良殉

黒色 1/4程欠、体部半球状で口縁部小さく直立しやや月巴厚。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

442
土師器

婉

十

甑

慣

‐５
。
Ｃ

緻 密 良殉
黒糖

色

1/3程残、底面平底化し口縁～体部にかけ内傾ぎみに外傾。

口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邪

十
　
２５
。
Ｃ

石
英
母

長
石
雲

良夷
黒褐

色

完形、体部半球状で丸味を持つ稜を有し口縁部は直立する。

口縁部ナデ体部上半ヘラナデ下半ヘラ削り後内外面黒色処理。

444
土師器

婉

十

19.(
緻 窪 良妬

票淡

色

1/3程久、底面欠損し体部内傾ぎみに外傾。

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

445
土師器

婉

十

19.(

14.5 緻 名 良痛
黒明

色

1/4程欠、体部半球状で回縁部を直立させる。口縁部ヨコナ

デ体部上半ヘラナデ、下端ヘラ削り後内外面黒色処理。

446
土師器

邦

+

27.(

(推 ) 少量の

砂粒含
良猫

明黒

褐色

1/3程残、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し、

口縁部直立。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理

447
土師器

婉

＋
　
２０
．
ｔ

級 塩 盛短
黒色 1/4程欠、体部半球状で底面中央薄い器厚。口縁部ヨコナデ

体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

甕

十
　
２
．
０

粒
石
英

砂
長
石

農短
褐暗

色

1/4程欠、底部小さく体部は内傾ぎみに外傾し口縁部大きく外傾。

日縁部ナデ体部上半ヘラナデ下半ヘラ磨き、口唇部内外面赤彩

449
土師器

甕

＋
　
５
．
０

石
英
母

長
石
雲

良好
褐暗

色

1/4程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部大きく外傾。口縁ナ

デ体部ヘラ磨き、口唇部外面と内面赤彩、体部外面と口縁内面煤付着

土師器

甑

+

4.0

少量の

砂粒合
良角

褐暗

色

1/4程欠、体部直線的に外傾後内傾、口縁部外傾し肥厚、孔はヘ

ラ削り出し。口縁部ナデ体部ヘラ磨きヘラナデ、下端内外面赤化(

土師器

甕

十

7.0

少量の

砂粒含
民角

暗褐

色

1/2程残、体部下半欠、体部内傾ぎみに外傾、口縁部外傾。

口縁ナデ体部ヘラナデ、日唇部赤彩、体部内外面煤付着。

452
土師器

邪

推 )

2.9

推 : 推 )

散 密 罠死
黒色 1/3程残、底部平底で体部直線的に外傾し稜は低く口縁部直立

口縁部ナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

捏

器

手

上

1推 )

8.0

多量の

砂粒含
罠角

暗褐

色

1/3程残、底面丸底で体部は直線的に外傾し口縁部肥厚。

体部内外面指頭整形、底面ヘラ削り。

454 計
　
・８２

土師器

甑

多量の

砂粒含
R凋

暗褐

色

体部下端の破片、体部は内傾ぎみに外傾。

孔はヘラ削り出し、体部内外ヘラナデ、体部内傷有。

計
　
田

土師器

婉

＋
　
２
．
０

徴 密 良凋
黒色 完形、体部半球状で口縁部直立し低い稜を形成する。

日縁部ナデ、体部ヘラナで底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

456
土師器

郷

十
　
４
．
０

少量の

妙粒合
良宛

黒色 完形、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜はしっかりし口

縁部は直線的に内傾。日縁ナデ体部ヘラナデ後黒色処理。

土師器

郷

柱炉

内
徴 密 良嬉

色

赤裾 完形、底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口縁

部直線的に内傾、日縁部ナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩

458
土師器

jTh

エ
ガ柱

内
徴 密 章歯

色

明黒 完形、底部丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は肥厚で直立。

口縁部外面ヘラ磨き、体部ヘラナデ内面ヘラ磨き後内外面黒色処理

土師器

郷

＋
　
４
．
０

櫃

」３
．
ｔ

推 ) 妻 母
百 英
妙 粒

霊婿
明票

褐色

1/3程残、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は短く口縁剖

は直立。日縁部ナデ体部ヘラナデヘラ削り後内外面黒色処理

460
土師器

婉

＋
　
２
．
０

緻 塩 記痛
色

赤権 1/4程欠、半球状を呈する器形で口縁部は小さく直立。口縁剖

ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩、体部内外面煤付着。

土師器

婉

十

2.0

[4.(
少量の

砂粒合
盛好

淡簾

褐色

1/3程欠、体部半球状で口縁部やや肥厚で直立。

日縁部ヨコナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

462
土師器

婉

＋
　
２
．
０

級 名 農婚
簾明

色

1/4程欠、体部半球状を呈し回縁部を直線的に内傾させる。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。
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あり、472～ 478は カマド内より出土した土師器不・婉である。不は丸底で稜を有し口縁部は内傾し

ているが、476は底部中央が平底化している。婉は丸底で稜を突出させている469や、平底で最大径

を体部下半に有し口縁部を肥厚化させている471が あるが、量的に多いのは半球状の体部で口縁部を

直立させている婉である。古墳時代の遺物である。

配 479・ 4801ま籾買場 SI-191よ りの一括遺物で、479は須恵器不のV3程度の破片である。480は土

師器婉で底部を欠損しており、肥厚な器厚である。奈良 。平安時代の遺物である。

L481は籾買場 SI-192よ りの一括遺物で、体部上半以下を欠損しV5程度を遺存する土師器甕で

ある。肥厚な器厚で、日縁部は直線的に外傾 している。

尚 482は籾買場 SI-193よ りの出土遺物で、床面上 10 cmよ り出上した土師器婉で 1/3程度の破片

である。半球状の器形であるが、底面中央が平底化している。古墳時代の遺物である。

No 483。 484は籾買場 SI-194よ りの出土遺物で、483は床面上 12 cmよ り出上した土師器甕の底部

片であり、484は一括遺物の須恵器不である。甕は長胴化した器形で底部に木葉痕を有し、不は薄い

器厚に整形されている。

配485～ 490は籾買場 SI-195よ りの出土遺物で、485。 486は須恵器不で床面上10～ 19 cmよ り出

土し、487は カマド内出土の須恵器鉢である。488～ 490は一括遺物で、須恵器邦・盤である。不は

平底で体部が直線的に外傾しており、日縁部をやや外傾させている不や薄い器厚に整形している不が

ある。盤は体部が大きく外傾しており、高台部もやや長くなっている。甕は底部中央を欠損し、日縁

部先端をやや摘み出している。平安時代の遺物である。

L491～ 495は 籾買場 SI-197よ りの出土遺物で、491・ 492は床面より出土した土師器郭であり、

498～ 495は一括遺物の上師器不である。不は丸底で稜を有し内傾する口縁部の器形と、体部半球状

の器形が出土している。古墳時代の遺物である。

配 496・ 497は籾買場 SI-198の出土遺物で、床面上 2.5～ ■ cmよ り出土している土師器塊である。

496は丸底で稜を有し回縁部を外傾させているが、497は底部中央が平底し稜も低くなっている。古

墳時代の遺物である。

比 498・ 499は籾買場 SI-200よ りの一括遺物で、須恵器不である。498は底部内面中央が肥厚で

体部を内傾ぎみに外傾させているが、499は底部中央を薄い器厚とし体部をやや外湾ぎみに外傾させ

ている。平安時代の遺物である。

L500～ 505は籾買場 SI-204よ りの出土遺物で、500・ 501は床面上 2～ 3 cmよ り出上した土師

器婉。lThで あり、502は土師器郷でカマド内より出土している。503～ 505は、一括遺物の土師器不・

甕である。婉は半球状の器形で、日縁部を内傾させている。邦は丸底で稜を有し、日縁部を内傾させ

ている。504は大形の不で、内外面黒色処理されている。古墳時代の遺物である。

地506～ 508は籾買場 SI-207よ りの一括遺物で、506は須恵器高台付イ片で507は同質の不であ

り、508は土師器鉢である。506は高台部片で、高台は湾曲ぎみに外開きしている。不は体部上半を

欠損し、薄い器厚で底面中央を削り出しにより凹めている。鉢は体部上半以下を欠損し、日縁部先端

を水平に折り曲げている。平安時代の遺物である。

比509～ 511は籾買場 SI-209よ りの出土遺物で、5091よ 土師器婉で床面上 4 cmよ り出上しており、

510・ 511は一括遺物の土師器婉と手担土器である。509は底面中央が平底化しており、体部と直立さ

せ内外面は赤彩されている。5101よ丸底で低く弱い稜を有し、底面中央に平底化が見られる。51Hよ
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第54表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (22)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

出土 法 量 (crn)
胎土 とB9 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

位置 堀高 口径 嵐径 陵径 孔径

463 針
　
・８３

土師器

婉

十

4.0

少量の

砂粒含
罠好

褥黒

色

1/2程残、底面肥厚で平底化し体部は内傾ぎみに外傾、口縁部小さく

直立。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理

464
土師器

不

+

3.0

多量の

砂粒含
盛好

赤権

色

1/4程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、しっかりした稜を有し口縁

部は直線的に内傾。日縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面赤彩。

器土師

甕

+

3.0

母
石
粒

雲
長
砂

農妬
楯暗

色

1/4程欠、底部平底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部は大きく外傾

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、体部外面中央以下に煤付着。

466
土師器

甑

十

2.0

石
英
母

長
石
雲

良妬
明葬

褐色

1/4程欠、体部は内傾ぎみに外傾し口縁部は外傾している。日縁

部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、孔はヘラ削り、内面煤付着。

467
甕

土師 器 十
　
２
．
０

',t
多量の

砂粒含
良妬

赤褐

色

1/2程残、体部下半を欠き体部球形状で口縁部は外傾。口縁部

ナデ体部ヘラナデヘラ磨き、体部外面と口縁部内面煤付着。

計
　
‐８４

土師器

邦

＋
　
・０
．
モ

4.3 緻 雀 罠角
赤褐

色

1/4程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部は直線

的に外傾。日縁部ヘラ磨き体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩。

469
計
　
・９０

土師器

婉

蒔 而
石
英
粒

長
石
砂

慮滴
黒褐

色

完形でややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は小さく突

出、日縁部湾曲ぎみに内傾。日縁ナデ体部ヘラ削り内外面黒色処理

土師器

郷
緻 整 農角

黒色 完形、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾稜は低く口縁部

は直線的に内傾。日縁ナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

婉

岸 葡
少量C

砂粒冶
罠堀

暗褐

色

1/4程欠、底部肥厚で内傾し体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に

内傾しやや肥厚。口縁ナデ体部ヘラ磨きヘラナデ、内面黒色処理。

土師器

不

ガマ

ド沐

伺
石
瓶

雲
長
砂

良痴
黒色 1/4程欠、底面中央平底化で肥厚、体部内傾ぎみに外傾、稜は丸昧

を有し口縁部直線的に内傾。日縁ナデ体部ヘラナデ後黒色処理。

土師器

不

カマ

ド膵

少量C

妙粒台
良角

黒色 完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は上方に突出。

日縁部ナデ、体部内外面ヘラナデ後内外面黒色処理◇

474
土師器

婉

カマ

ドぬ

少量C

砂粒禽
良角

黒色 完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部やや肥厚。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

婉

カマ

ド膵
徴 宅 良角

黒色 完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後口縁部内傾ぎみに直立し

低い稜を有す。体部内外面ヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

郷

力煮

ド膵

少量の

砂粒含
良角

黒窪 完形、底面平底で体部内傾ぎみに外傾、稜は突出し口縁部直線的に

内傾。口縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理

477
土師器

婉

カマ

ド膵
駁 密 良菊

黒迄 完形、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、日縁部直立。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

婉

力々

ド防

少量の

砂粒含
良殉

黒色 1/3程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立。口縁

部ヨコナデ体部上半ヘラナデ下端ヘラ削り後内外面黒色処理

479 計
　
・９‐

須恵器

郷
一搾 ヽ

推
′

」３
．
‘

1推 )

7.0
緻 密 良娼

灰権

色

1/3程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

体部内外面ロクロ整形、内面ヘラ磨き、底面静止ヘラ削り。

土師器

婉

一IE
推 ) 龍

４
．
０

少量の

砂粒合
駐好

明茶

褐色

1/3程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立。

日縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り内面ナデ肥厚な器厚。

SI―

192

土師器

甕
一経

1推 )
母
石
粒

雲
長
砂

磁猫
褐暗

色

1/5程の破片、体部中半以下を欠き体部は直線的に外傾後口縁部を

直線的に大きく外傾させる。日縁ナデ体部ヘラナデ、体部内面煤付着

482 計
　
・９３

土師器

婉

十
　
‐０
．
く

t推 )

12,9

推
緻 塩 良妬

黒色 1/3程残、底面平底化で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的

に内傾。口縁～底面まで内外ヘラ磨き、外面黒色処理、内面赤彩。

計
　
靱

土師器

甕

＋
　
・２
．
ｔ

多量の

砂粒含
良娼

暗茶

褐色

体部上半を欠きいびつ、底面平底で木葉痕有、体部内傾ぎみ

に外傾。体部上半ヘラナデ下半ヘラ削り、底径7.5× 8.5cln。

484
須恵器

不
罪 級 窪 農妬

明灰

褐色

1/4程 欠、底部平底で中央やや肥厚、体部直線的に外傾。体部

内外面ロクロ整形下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り。
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第55表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (23)

遺 物
No

上
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

当

眩

法 量 (cm)
胎 土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 は径 稜径 孔径

ＳＩ
．
　

‐９５

須恵器

郷

十
　
団

4.1 級 寝 民痴
橙赤

褐色

完形、底部平底中央肥厚、体部～口縁部まで直線的に外傾。口縁体部ロクロ

整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ肖!り 、体部内外面橙色の赤彩。

須恵器

不

＋
　
・０
．
Ｃ

織 窪 罠菊
明灰

褐色

完形、底部平底一部内傾、体部内傾ぎみに外傾後口縁部やや外返

し。体部内外面ロクロ整形、下端回転ヘラ削り、底面回転ヘラ削り

須恵器

鉢

カマ

ド膝

1推 )

と7.C

(推 )

緻 笹 罠角
淡灰

褐色

1/3程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部大きく外傾後口

唇直立。口縁ナデ体部上半叩き下半ヘラ削り、底面静止ヘラ削り。

488
須恵器

不
緻 窪 R猫

灰褐

色

1/2程残、底部平底で体部やや内傾ぎみに外傾。体部内外面ロク

ロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面回転ヘラ切り後静止ヘラ削り

須恵器

添
緻 笹 農殉

灰褐

色

1/2程残、底部平底で薄い器厚、口縁～体部まで直線的に外傾e口縁～体部

までロクロ整形、体部下端手持ちヘラ削り、底面回転ヘラ削り後ヘラナデ。

須恵器

盤

ユ台径

lll r

緻 窪 良菊
灰褐

色

郷体部欠、高台部1/3残、底面中央】巴厚、高台部は直線的に

外開。底部・高台部ロクロ整形、邦底面回転ヘラ切り。

針
　
‐９７

土師器

邦

少量の

砂粒含
良死

赤褐

色

1/2程残、体部半球状で稜は上方に突出、日縁部は直線的に内傾。

口縁ナデ体部上半ヘラナデ下端ヘラ削り後外面赤彩、内面黒色処理

土師器

郭
末面

母
石
英

雲
罠
百

良掲
黒褐

色

1/2程残、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に内傾 L

稜を有す。日縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

493
土師器

不

握
少量の

砂粒含
良月

赤褐

色

1/3程残、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、日縁部小さく直立

し稜を有す。口縁部ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後外面赤彩。

494
土師器

郷
11.[

少量の

砂粒含
良角

黒褐

色

1/3程残、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜を有し口縁部は

直線的に内傾◇口縁ナデ体部ヘラナデ下半ヘラ肖Iり 後内外面黒色処理。

495
郷

土師器
徴 密 良殉

色

黒寵 1/3程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部は直線

的に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

針
　
・９８

土師器

婉

+

11.C

少量の

砂粒含
良凋

赤褐

色

1/2程残、底面丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し回縁部直線的に外

傾。口縁～体部上半ヘラナデヘラ磨き、下半ヘラ削り後内外面赤彩

土師器

婉

十
　
２
．
５

少量の

砂粒含
良菊

暗褐

色

1/3程残、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、日縁部は直立

後外傾。口縁部ヨヨナデ体部内外ヘラナデ下端ヘラ削り。

計
　
２００ 邦

須恵器
一揮

(推 |

14.(

緻 密 良殉
灰褐

色

体部V3程残、底部平底で中央肥厚、体部内傾ぎみに外傾、体部輸積

痕有◇体部内外面ロクロ整形、下端回転ヘラ削り、底面静止ヘラ削り。

499
須恵器

不

一罪 12.{ 徴 密 良売
権灰

色

2/3程残、底部平底で中央薄く体部やや湾曲しながら外傾する。体部内外面

ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面回転ヘラ切り後ヘラ削り。

500
Ｓ‐

　

２０

土師器

婉

十
　
２
．
０

母
石
粒

雲
長
砂

良婿
明茶

褐色

完形、半球状を呈する器形で、回縁部やや内傾ぎみに直立。

日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、底面ヘラ削り。

土師器

不

＋
　
３
．
０

緻 塩 良痛
暗茶

褐色

完形、体部半球状、しっかりした稜を有し口縁部はやや内傾

ぎみに直立。日縁部ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ。

502
土師器

邦

力々

ド房
L3.3

多量の

砂粒含
磁好

色

赤褐 1/4程残、底面欠、体部内傾ぎみに外傾、しうかりした稜で口縁

部は直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラ削リヘラナデ後外面赤彩。

土師器

不
一罪

少量の

砂粒含
盛燭

褐黒

色

2/3程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は突出、口縁部直線的に

内傾。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

郷

土師器
4E 緻 塩 農好

黒色 1/2程残、大形の郷、体部半球状で稜は低く口縁部直線的に

内傾。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

甕
一揮 13.2

母
石
英

雲
長
石

農婿

褐暗

色

1/2程残、底部平底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部肥厚で直線

的に小さく外傾。口縁部内外ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ。

506
餅
　
２０７

須恵器

高台不

ム
ロ

級 窪 自恒

明灰

褐色

高台付郷の高台部片、底部平底で高台部は直線的に外開き。

底面ロクロ整形、内面ヘラ磨き高台部ナデ、V3程の破片。
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第56表 期買場追跡住居跡内出上遺物一覧表 (24)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (crn)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

男高 口径 底径 陵径 孔径

507 計
　
２０７

須恵器

不

一羅 緻 塩 良猫
瘍

窪

明

褐

1/2程の破片で回縁部欠、薄い器厚、底部平底で体部内傾ぎ

みに外傾。体部内外面ロクロ整形、底面静止ヘラ削り。

土師器

鉢

一樫
母
石
英

雲
長
石

罠短
明葬

褐窪

1/2程の破片で体部上半以下欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部水平に外返し

た後直立。日縁ナデ体部外面叩き整形内面ナデ、日縁外面。内面黒色処理。

酢
　
２０９

土師器

婉

+

4.0

母
石
英

雲
長
石

罠好
赤褐

色

完形、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾後直立し口縁部

下端肥厚。口縁部ナデ体部ヘラ削り内面ナデ後内外面赤彩。

土師器

婉

多量の

砂粒合
罠角

赤褐

色

1/2程度の破片でややいびつ、体部半球状、口縁部直立後小さく

外傾し稜を有す。日縁ヨコナデ体部～底面ヘラ削り後内外赤彩。

手握

土器

多量の

砂粒含
農宛

暗褐

色

1/2程の破片、底部欠、体部内傾ぎみに外傾後口縁部は小さ

く内傾。口縁ヨコナデ体部ナデツケ、下端指頭整形。

Ｓ‐

　

２．

土師器

不

十

■0

少量C

砂粒倫
罠月

赤褐

色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し低い稜を有す、口縁部は直線的

に内傾し肥厚な器厚。口縁ナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩、ややいびつ

土師器

不

卒 稿
緻 窪 罠角

黒色 1/3程欠きいびつな器形、半球状の器形で回縁部を外傾ぎみに

直立させる。日縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理(

土師器

邦

＋
　
４
．
０

少量C

砂粒冶
良菊

淡黒

色

底部欠、体部内傾ぎみに外傾後口縁部を直線的に内傾させ稜を形

成す。口縁部ナデ体部内外ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理

土師器

婉

＋
　
６
．
０

少量C

少粒冶
良拓

赤褐

色

1/3程残、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾し口唇

部一部肖Iり 出す。体部内外面ヘラナデ後外面赤彩、ややいびつな器形。

土師器

甕

＋
　
２
．
０

妻 母
民 石
百 英

良角
淡暗

褐色

1/4程欠、底部平底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部「く」字状に外傾。頚部

以上ナデ体部上半ヘラナデ下半ヘラ磨き内面ナデ、体部外面下半煤付着。

517
土師器

添

i推 )

[3.0

帽

５
，
Ｃ

骸 密 良殉
淡黒

色

1/3程残、底面欠、体部内傾ぎみ外傾、稜は長く突出し口縁部は直

線的に内傾。口縁部ナデ体部ヘラ削り内面ナデ後内外面黒色処理。

土師器

郷
一経

1推 )

[4.0

桐

５
．
５

組

４
。
に

敏 密 良夷
暗茶

褐色

1/3程残、底面平底化し中央内傾、体部内傾ぎみに外傾後口縁部を小

さく内傾させ稜を形成。回縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、ややいびつ

上師器

邪
一罪

招

」３
．
く

緻 密 良婿
黒色 1/3程残、底面平底化、体部内傾ぎみに外傾後口縁部小さく

直立し肥厚。日縁部ナデ体部内外ヘラナデ後内外面黒色処理

須恵器

高台不
一IE

推 )1推
ム
ロ

徴 密 罠好
淡灰

褐色

1/3程残、底面平底、体部内傾ごみに外傾後口縁部直線的に外傾、

高台部湾出しながら外開き。邪内外ロクロ整形、底面回転ヘラ研り

Ы
　
２．

須恵器

高台不

＋
　
３
．
０

ム
ロ

緻 名 罠好
明灰

褐色

高台部のみの破片、郷底面平底で肥厚、高台部は薄い器厚で直線

的に外開し端部ヘラ削り。不底面回転ヘラ切り、高台ヘラナデ

522
Ы
　
２．

土師器

邦

+

14.(

少量の

砂粒含
良妬

黒明

色

完形、体部半球状、稜は低く口縁部は内傾するが中央に稜有

口縁部～体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

不

+

15。 (

少量の

砂粒合
罠角

黒色 1/4程欠、底部丸底、体部内傾ぎみに外傾後口縁部やや外傾させ稜イ

有す。口縁・体部ヘラナデヘラ磨き後外面黒色処理、内面赤彩。

524
土師器

不

キ

13.(
緻 密 罠角

淡赤

褐色

完形、体部半球状で低い稜を有し口縁部を直立させる。

口縁～体部ヘラナデヘラ磨き後外面と口縁部内面赤彩。

525
土師器

不

十
　
２
．
０

母
石
粒

雲

鵞

少
罠角

赤褐

色

完形、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、低い稜を有し口縁

部外傾。日縁部ヘラナデ体部ヘラ削り内面ヘラ磨き後内外面赤彩

526
土師器

邦

＋
　
・３
．
ｔ

4.( 傲 窪 民凋

赤褐

色

1/3程欠、体部半球状で稜を有し、口縁部は内傾後直線的に

外傾。口縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

527
土師器

不

十

13.C

母
石
芙

妻

昆

百
良角

黒褐

色

1/5程欠、底面中央平底化、体部内傾ぎみに大きく外傾後口縁部は直線的に

外傾し稜を有す。口縁ヘラ磨き体部ヘラ肖!り 内面ヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

邦

貯周

穴膵

少量の

妙粒含
良婿

黒迄 完形、体部半球状で低い稜を有し口縁部は直線的にやや外傾

口縁～底面まで内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理◇
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V2程度の破片で、底部を欠き口縁部を内傾 させている。古墳時代の遺物である。

地 512～ 520は籾買場 SI-210よ りの出土遺物で、512～ 5161ま床面～床面上 6 cmよ り出上 した土

師器不・婉・甕であり、517～ 519は一括遺物の土師器邦である。不は丸底で稜を有 し、日縁部を内

傾又は直立 させているが、518の底部は平底で 519は薄い器形である。婉は半球状を呈する器形で、

甕は長胴化 した器形である。520は 1/3程度の須恵器高台付不で、日縁部がやや肥厚化 しており高台

は外開きしている。古墳・奈良時代の遺物である。

血 521は籾買場 SI-213よ りの出土遺物で、床面上 3 cmよ り出上 した須恵器高台付 lThで ある。底

部は肥厚で、高台は薄い器厚に整形 されている。奈良・平安時代の遺物である。

比 522～ 534は 籾買場 SI-214よ りの出土遺物で、床面上 2～ 22 cm及び貯蔵穴とカマ ド内より出

土 した土師器lTh。 婉・甕・甑であり、522・ 524・ 525。 528～ 532は完形品である。郭は丸底で稜を有

し、日縁部は直立又は内傾 しており黒色処理や赤彩が施 されている。婉は丸底で稜を有 し、口縁部を

外傾 させており赤彩 されている。甕は平底で体部が球形状を呈 しており、甑は長胴化 した器形で孔を

ヘラ削 り出している。古墳時代の遺物である。

比 535～ 539は籾買場 SI-216よ りの出土遺物で、床面上 2 cmと カマ ド内より出土 した土師器婉 。

甕・甑である。婉は半球状を呈する器形であるが、535は 口径が小 さく器高が高いのに対 し537は低

い器高で広い口径となっており、黒色処理や赤彩が施 されている。538は小形の甕で、体部下端に最

大径を有 し口縁部を小 さく外傾 させているが、539は大型の甕で体部が球形状を呈 している。甑は長

胴化 した器形で、孔をヘラ削 り出している。古墳時代の遺物である。

L540は籾買場 SI-218よ りの出土遺物で、貯蔵穴より出土 した土師器邦で 1/2程の破片である。

半球状の器形で、日縁部を内傾 させており黒色処理が施 されている。古墳時代の遺物である。

L541～ 544は籾買場 SI-225よ りの出土遺物で、床面上 1～ 3 cm及びカマ ド内と壁溝内より出土

した土師器イ 。甕である。不は半球状の器形で口縁部を直立させているが、541は口縁部を外面より

鋭 く削 り出している。甕は543が 体部球形状で底部を小 さく整形 しているが、544は長胴化 した器形

である。本住居跡に結び付 く遺物で、古墳時代の遺物である。

比 545は籾買場 SI-227よ りの一括遺物で、完存率 1/5程度の須恵器邪である。低い器高に対 し

て、日径 と底径が大きい邪である。平安時代の遺物である。

L546～ 549は籾買場 SI-228よ りの出土遺物で、546は床面上 43 cmよ り出土 した土師器高台付

婉で、548。 549は カマ ド内より出上 した土師器不であるが、547は一括遺物の土師器不である。546

は高台を欠損 し、日縁部がやや肥厚化 している。不は丸底で稜を有 し内傾する日縁部の不と、半球状

の体部で直立する口縁部の邦がある。547は 548と 類似するlThで あるが、底部を平底に整形 している。

古墳時代の遺物である。

L550は籾買場 SI-229よ り出土 した一括遺物の須恵器邦蓋で、1/3程度の破片である。摘部を欠

損 しており、体部は直線的に外開きし口縁部の返 しは認められない。平安時代の遺物 と判断される。

L551～ 556は籾買場 SI-231よ りの出土遺物で、5511ま 床面上 7 cmよ り出上 した須恵器 lThで あり、

552・ 553・ 555は カマ ド内出土の土師器甕と須恵器不で、554は一括遺物の須恵器lThで ある。須恵器

不は、551が底部肥厚で 5541よ底部が薄い器厚 となっており、555は 内傾 ぎみの体部である。552は体

部下半を欠損 し、体部最大径を体部上端に有 し口唇部を小 さく摘み出している。553は小型の甕で、

底部に本葉痕を有 している。平安時代の遺物である。
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第57表 籾買場遺跡住居跡内出上遺物一覧表 (25)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

当土 法 量 (crn)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

眩置
現高 口径 蕉窪 稜径 孔径

529
Ы
　
２．

土師器

不

十
　
２２
．
ｔ

少量の

少粒含
良角

黒色 完形、体部半球状で口縁部は直線的に外傾する。口縁～底面内

外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理、ややいびつな器形

土師器

婉

十

18.(

14.C 徴 密 良婿
赤褐

色

完形でややいびつ、底面丸底で稜は下方に突出し口縁部は湾曲しなが

ら外傾する。日縁部ヘラ磨き、体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩

土師器

邪

十

19。 (

母
石
粒

雲
長
砂

艶嬉
淡黒

色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜を有し口縁部は直線的にやや

外傾。口縁ヘラ磨き、体部ヘラ削り内面ヘラ磨き後内外面黒色処理(

532
土師器

邪

力々

ド膵
緻 窪 罠好

赤権

色

完形、底部中央平底化で肥厚、体部内傾ぎみに外傾後口縁部は内傾霧

直立し稜を有す。体部内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理

533
土師器

甑

貯月

穴膵

母
石
油

雲
長
砂

良妬
暗稽

色

1/4程欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部はゆるやかに外傾。口縁部ヨコ

ナデ体部ヘラナデヘラ磨き、体部内面下半煤付着、孔はヘラ肖Iり 出し。

土BW器

甕

力ヽ

ド財

司
石
豪

雲
長
石

良対
暗褐

色

1/2程残、底部平底で突出し体部球形状を呈し口縁部は外傾。

日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、日縁部内面一部赤彩。

Ы
　
２‐

土師器

婉

＋
　
２
．
０

石
蒙
瓶

長
石
砂

罠角
淡赤

褐色

完形、底面丸底で体部～口縁部まで直線的に外傾。

体部内外面ヘラナデヘラ磨き、日唇部ヘラナデ後内外面赤彩

土師器

甑

＋
　
２
．
０

多量C

砂粒冶
R痴

暗褐

色

1/5程欠、体部内傾ぎみに外傾 し口縁部はゆるやかに外傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、孔は丸く削り出す。

537
土師器

婉

カマ

ド膵
4.〔 緻 省 良凋

淡黒

色

1/4程欠、体部半球状を呈し口縁部は小さく内傾。日縁部ヘラ削

リヘラナデ、体部上半ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

甕

力々

ド膵

lrミ ノ
石
英
粒

罠
百
砂

良角
色

黒褐 完形、底部平底でやや内傾、体部内傾ぎみに外傾し口縁部外傾。

日縁部ヨコナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ磨き内面下半煤付着。

土師器

甕

カマ

ド膵

母
石
英

雲
長
石

良死
暗裾

色

1/4程残、底部平底、体部球形状を呈し回縁部は湾曲しなが

ら外傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

540
Ы
　
２．

土師器

郷

貯月

穴膵
緻 密 良好

黒

色

淡

褐

1/2程残、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾後口縁部を小さく内傾

させる。日縁～底面まで外面ヘラ削り内面ヘラナデ後内外面黒色処理。

餅
　
２２５

土師器

邦

＋
　
３
．
０

4.[ 14.3 級 塩 罠婚
明黒

褐色

1/2程残、体部半球状を呈し口縁部は小さく直立し稜を有する

口縁部ナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

542
土師器

添

輩渾

為
緻 笙 礎角

黒色 1/4程欠、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部やや肥厚で直

立。口縁ナデ体部上半ヘラ削り下半～底面磨減、内外面黒色処理

土師器

甕

+

■0

ミ氏 |

石
蒙
瓶

長
石
砂

農妬
暗褐

色

1/3程欠、底部小さく突出し体部球形状で口縁部「く」字状に外傾。

口縁ヨコナデ体部ヘラナデヘラ磨き内面ナデ、体部外面煤付着

土師器

甕

力ヽ

ド″
19r 推 | 多量の

砂粒含
民対

暗褐

色

1/3程残、日縁部欠損、底部平底で体部内傾ぎみに外傾する。

体部内外面ヘラ.ナ デ。

545
SI―

227

須恵器

不

推 ) 推 )

微 宿 良堀
暗灰

褐色

1/5程の破片、底部水平でやや肥厚、体部直線的に外傾し口縁部やや肥

厚。体部内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ切り。

546
計
　
２２８

土師器

高台婉

十
　
４３
．
Ｃ

母
石
英

妻
民
百

良痛

済

也

明

褐

不1/4程残、底部平底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部肥厚で直線的に外傾。

体部ヘラナデヘラ磨き、下端ロクロ整形、底面回転ヘラ切り、内外面赤彩。

547
土師器

邪
罪 骸 密 記痛

黒塩 1/4程欠、薄い器厚で底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は低

く口縁部は直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

jTh

力煮

ド膵
4.8 緻 密 曳婿

黒権

色

1/2程残、底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜を有し口縁部

は直線的に内傾。日縁ナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

549
土師器

郷

力々

ド″
4。 ( 緻 絃 盛痛

明鐸

褐色

1/2程残、底部丸底、体部内傾ぎみに外傾後口縁部直立。

口縁部ナデ体部ヘラナデ、日縁部外面赤彩。

550 計
　
２２９

須恵器

イ蓋
一罪

推 )

緻 転 良妬
褥灰

色

1/3程の破片、上部を欠き体部はやや内傾ぎみに外開きして

いる。体部内外面ロクロ整形、内面に薄く緑釉を有する。
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第58表 籾買場遺跡住居跡内出上遺物一覧表 (26)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

当土 法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

眩置
現高 口径 稜径 子L径

551 計
　
２３‐

須恵器

不

十

7.0

少量の

少粒含
良凋

明灰

褐色

1/3程欠損、底部平底で端部丸味を有し肥厚、体部直線的に外傾、輪積

痕有。体部内外ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り

552
上師器

甕

力ヽ

ドプ

栂

ユ・
・
７

母
石
英

妻

罠

百
良角

明暗

褐色

1/3程残、体部下半欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部外傾後口唇部摘

み出す。口縁部ナデ体部上半ヘラナデ中半ヘラ磨き、口縁一部赤彩

553
土師器

甕

力ヽ

ドプ

妻 母
罠 石
百 英

良死
暗茶

褐色

1/4程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾 し口縁部外傾後直

立。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ下半ヘラ削り。

須恵器

郷

推 ;

父 r

的

８
．
０

徴 密 良角
灰褐

色

1/3程残、底部平底で中央やや肥厚、体部直線的に外傾し口縁部やや肥厚。

体部ロクロ整形。下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り、薄い器厚。

555
須恵器

邦

カマ

ド膝
4.(

少量の

少粒含
良妬

淡灰

褐色

1/2程残、底部平底で体部直線的に外傾し、日縁内面に稜を有す。

体部ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り後ヘラナデ

556
須恵器

郷

一モ
(推 附

８
．
２

骸 密 自滴
暗灰

褐色

1/3程残、底部平底で薄い器厚、体部直線的に外傾する。体部ロク

ロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面回転ヘラ切り後静止ヘリ削り

557
SI―

233

須恵器

邦
徴 密 主拍

明灰

褐色

1/2程残、底部平底で肥厚、体部直線的に外傾。体部内外面

ロクロ整形、下端回転ヘラ削リヘラナデ、底面回転ヘラ切り

SI―

234

須恵器

邦

―拝
(推 ;

14。こ

t推 )

8.8
徴 密 ミ滴

淡灰

褐色

1/3程残、底部平底で体部直線的に外傾し口縁部やや肥厚。

体部内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り。

559
Ы
　
２３

土師器

邦

＋
　
３
．
０

[5。 2
母
石
英

雲
昆
百

ミtl
明黒

褐色

1/4程欠、底部丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し口縁

部直線的に内傾。口縁ナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理 (

560
創
　
２３

須恵器

高不

一羅
(推 )

15.0

推

”

推 )

5。0
徴 密 ミ婿

暗灰

褐色

1/3程残、図上復元、邪底部平底、体部は直線的に大きく外傾、

日縁内面稜有、脚部外傾、端部を直線的に内傾。内外面ロクロ整形

計
　
２４２

須恵器

郷

一経
記

距

欄

４
．
８

少量の

砂粒含
ミ嬉

暗灰

褐色

1/3程残、底部平底で中央やや打EF3で体部直線的に外傾。体部

内外面ロクロ整形、下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り

562
計
　
２４３

上師器

不

+

7.0

少量の

砂粒含
章歯

赤裾

色

完形、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁

部直線的に内傾。口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面赤彩

563
土師器

婉

＋
　
３
．
０

少量の

砂粒含
良婿

黒色 完形、底部平底、体部内傾ぎみに外傾し回縁部は直線的に外傾、下

端内面に稜を有す。口縁部ナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理

56電
土師器

甕

柩

‐４
．
こ

母
石
英

妻
民
百

主婿
明茶

褐色

1/3程残、体部下半欠、体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は直線

的に外傾、下端内面に稜有。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ◇

土師器

甕

一羅
(推 :

19.【

多量の

砂粒合
主婿

賠

塩

明

褐

1/3程残、体都中央以下欠、体部直線的に外傾し口縁部「く」字状に

大きく外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ、体部外面と口縁部内面燥付着。

566
土師器

甕

一筆
招

‐５
，
こ

徴 密 主痛

済

超

明

褐

1/3程残、体部中央以下欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾後口唇

外返し、日縁下端内面稜有。口縁ナデ体部ヘラナデ、体部外面口縁内面赤彩。

567
計
　
翔

土師器

婉

柩

‐３
．
Ｃ

徴 密 ミ痛
黒連 1/4程残、底部欠、体部内傾ぎみに外傾、低い稜を有し口縁部は

直線的に外傾。体部内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

餅
　
２４７

土師器

婉

十

12.C

少量の

砂粒含
良婿

黒色 1/4程欠、底部丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾後口縁部直立で

やや肥厚。日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後体部外面黒色処理 I

569
土師器

婉

＋
　
３
．
０

緻 密 曳婿
淡済

褐色

完形、体部半球状で口縁部は直線的にやや外傾。

体部内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

邦

＋
　
甑

石
英
粒

長
石
砂

駐痛
赤権

色

1/4程欠、底部丸底でやや薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し稜は低

く口縁部小さく直立。口縁ナデ、体部内外面ヘラ磨き後内外面赤彩

土師器

甕

十
　
１
・
０

少量の

砂粒含
R剣

暗茶

褐色

完形、底部平底でやや内傾し肥厚、体部内傾ぎみに外傾後口縁

部緩やかに外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ、日縁部内外面赤彩

572
土師器

甕

＋
　
２
．
０

石
英
粒

民
百
砂

礎好
暗

色

祷 1/2程残、底部欠損、体部内傾ぎみに外傾し口縁部「く」字状で

緩やかに外傾。日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、回縁部内面赤彩。
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配 557は籾買場 SI-233よ り出土した須恵器邦で、一括遺物である。体部下端には、回転ヘラ削

りヘラナデが施され底面は回転ヘラ切りである。

尚558は籾買場 SI-234よ りの一括遺物で、須恵器不である。1/3程度の破片で、底面は静止ヘラ

削りである。平安時代の遺物である。

L559は籾買場 SI-236よ りの出土遺物で、床面上 3 cmよ り出土した土師器lThで ある。丸底で稜

を有し、日縁部は内傾 している。古墳時代の遺物である。

地560は籾買場 SI-237よ りの一括遺物で、接合資料の須恵器高郭である。1/3程度の破片で、脚

上端の一部を欠損している。平安時代の遺物である。

配 561は籾買場 SI-242よ りの一括遺物で、須恵器邦でV3程度の破片である。底径が小さいた

め、大きな口径となっている。平安時代の遺物である。

血562～ 566は籾買場 SI-243よ り出土した土師器イ。婉・甕で、562は床面上 7 cmよ りの不で563

は床面上 3 cmよ りの婉であり、564～ 566は 一括遺物の甕である。不は丸底で低い稜しやや内傾する

国縁部であり、婉は平底で体部上半に最大径を有し口縁部内面下端に稜を有している。甕は、3点 と

も破片である。古墳時代の遺物である。

配567は籾買場 SI-244よ りの一括遺物で、1/4程度を遺存する土師器婉である。体部上端内外面

に稜を有し、黒色処理が施されている。古墳時代の遺物である。

配 568～ 573は籾買場 SI-247よ りの出土遺物で、569・ 571～ 573は床面上 1～ 4 cmよ り出土し

た土師器婉・甕であり、568・ 570は床面上12～ 86 cmよ り出土した土師器婉。jThで ある。不は底部中

央が平底で低い稜を有し、内外面赤彩されている。婉は半球状の体部で、日縁部が直立ぎみで黒色処

理や赤彩が施されている。甕は体部が球形状を呈する甕と、体部下半に最大径を有する甕が出土して

いる。古墳時代の遺物である。

L574・ 575は籾買場 SI-248よ りの出土遺物で、床面上 3 cmよ り出土した土師器不である。邦は

丸底で低い稜を有し、日縁部を直立及び内傾させているが574の 日縁部は肥厚化しており、575の底

部外面には 3本の傷がある。古墳時代の遺物である。

L576～ 600は籾買場 SI-251よ りの出土遺物で、576・ 578・ 583・ 584は床面上 2～ 9 cmよ りの

土師器不であり、577は床面上22 cmよ りの須恵器イである。579～ 582・ 587の 5点は土師器婉で、589

～597は土師器甕であり598・ 599が土師器壷で600は土師器甑である。不は丸底で低い稜を有する器

形、大型で底面中央が小さい平底で稜を有する器形、半球状を呈する器形の不が出土しており赤彩や

黒色処理が施されている。須恵器邦は丸底で低い稜を有し、日縁部は直立し口縁部先端内面にはヘラ

削りされている。婉は底部が平底で、体部～口縁部まで内傾ぎみに外傾し内面に稜を有する579や 、

日縁部が直線的に外傾する581の器形と、丸底で体部と口縁部が581と 同様の器形とがあり、赤彩さ

れている。甕は平底で体部が球形状を呈する甕と、丸底で体部が球形状の甕が出上しており、前者は

大型で後者は小型が多い。壷は丸底で体部が球形状を呈し、日縁部を小さく外傾させ内面に稜を有し

ている。588は小型堪で、日縁部を欠損している。体部上半に孔を有し、赤彩されている。甑は底部

が平底化しており、底部中央に孔を有している。古墳時代の遺物である。

比601～ 607は 籾買場 SI-252よ りの出土遺物で、床面～床面上 5 cmよ りの上師器婉・不・甕であ

る。601・ 602・ 604・ 605は土師器婉で、603は土師器lThで あり606・ 607が土師器甕である。婉は丸

底で体部が外傾又は直立する器形と、605の ように底部が平底になっている婉もある。不は平底で、
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第59表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (27)

物

ｏ

遺
Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土
位置

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 陵径 孔径

573
SI―

247

土師器

甕

＋
　
４
．
０

多量の

砂粒含
良好

明茶

褐色

底部欠、体部は球形状を呈し、口縁部は「く」字状で緩やかに

外傾する。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、体部外面煤付着。

SI―

248

土師器

郷

＋
　
３
．
０

[2.8 緻 密 盛好
暗黒

褐色

2/3程残、底面丸底で肥厚、低く突出する稜を有し口縁部は直立。

口縁部ナデ、体部ヘラナデヘラ磨き後外面黒色処理、内面赤彩。

575
土師器

邪

＋
　
３
．
０

緻 名 罠好
淡赤

褐色

1/4程欠、ややいびつな器形、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、口

縁部直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩、底面傷

SI―

251

土師器

不

＋
　
５
．
０

少量の

砂粒含
駐好

明赤

褐色

1/4程欠、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く丸く口縁

部直線的に外傾。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

577
須恵器

邪

十
　
２２
．
ｔ

緻 名 良好
暗灰

褐色

完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は丸味を持ち突出、口縁部

やや外傾ぎみに直立。回縁～底面内外ロクロ整形、口唇先端ヘラナデ

土師器

郷

＋
　
２
．
０

網

２．
．
２

杷

５
．
０

1推 )

JO.5

少量の

砂粒合
良好

明黒

褐色

1/3程残、底部平底でやや内傾、体部内傾ぎみに外傾、稜は突出、

回縁部直線的に外傾。口縁部ナデ体部ヘラ磨き、体部内外黒色処理(

579
土師器

婉

十
　
８
．
０

少量の

砂粒合
罠好

褐赤

色

1/3程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾

し内面下端に稜有。口縁～底部までヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩

土師器

婉

十
　
２
．
‐

少量の

砂粒含
駐好

褐赤

色

1/2程欠、底部丸底で体部内傾ぎみに外傾し回縁部は小さく直

立。口縁部ヨコナデ体部内外面ヘラナデ後外面赤彩。

上師器

婉

十

17.(
繊 密 盛好

明茶

褐色

1/3程欠、底部中央平底で薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾後□縁部直線的に

外傾、内面に稜有。口縁ナデ体部ヘラナデ後口縁内面赤彩、底面木葉痕。

土師器

婉

十
　
・０
．
モ

緻 乞 良好
褐

色

赤 完形、体部半球状で内面に稜を有し口縁部は直線的に外傾し

肥厚な器厚。内外面ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

不

+

9.0

母
石
英

雲
長
石

良好
褐赤

色

1/2程残、体部半球状で回縁部を直立させ、ややいびつ。

口縁ヨコナデ体部上半ヘラ削り、下端ヘラナデ後内外面赤彩

584
土師器

郷

十
　
５
，
０

[2.5 緻 密 盛好
褐赤

色

1/4程欠、体部半球状で口縁部をやや内傾ぎみに直立させ稜

を有す。回縁部ナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

婉

＋
　
３
．
０

少量の

砂粒含
罠好

褐赤

色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾 し口縁部緩やかに

外傾。日縁～底面内外面ヘラ磨き後内外面赤彩。

586
土師器

婉

十

4,0
13.2 緻 名 罠好

褐赤

色

1/4程欠、体部半球状で内面に稜を有し回縁部は直立している。

口縁～底面まで内外面ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

婉

十
　
８
．
０

緻 名 良好
褐赤

色

完形、底面中央丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部やや外傾菖

みに直立し内面に低い稜有。口縁～底面まで内外ヘラ磨き後赤彩

588
土師器

亀

＋
　
５
．
０

級 塩 良好
褐赤

色

口縁部欠損、体部半球状で上半に孔を削り出す。口縁部は緩

やかに外傾。口縁～底面まで外面ヘラ磨き後赤彩。

土師器

甕

十
　
２
．
０

雲 母
長 石
石 英

磁好
褐暗

色

1/4程欠損、底部平底で小さく突出、体部内傾ぎみに外傾し口縁

部「く」字状に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ後口縁部内外赤彩。

土師器

甕

+

9,0

石
英
粒

長
石
砂

盛好
褐暗

色

完形、底部突出し平底、体部内傾ぎみに外傾し最大径を下半に有し

口縁部は外傾。口縁ナデ体部上半ヘラ削り下半ヘラナデ内面ヘラ削り(

土師器

甕

＋
　
５
．
０

石
英
粒

長
石
砂

罠好
暗茶

褐色

完形、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部は「く」字状

に外傾する。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、いびつな器形

土師器

甕

十
　
５
．
０

母
石
英

雲
長
石

良好
褐暗

色

1/3程欠、底部平底で中央を欠き体部内傾ぎみに外傾し中央

下半に最大径を有す。口縁部は「く」字状に外傾する。

593
土師器

甕

十
　
９
．
０

盟

２２
．
，

母
石
英

雲
長
石

良好
褐暗

色

体部下半欠。1/3程残、体部は球形状で中位に最大径を有し口縁部は

直立後外傾。口唇部ヘラ削り、回縁ナデ体部ヘラナデ外面煤付着。

594
土師器

甕

＋
　
４
．
０

石
英
粒

長
石
砂

良好
権暗

色

1/2程遺存、底部欠損、体部は球形状をなし口縁部は直立後外傾

する。日縁部ヨコナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ磨き。

-89-



第60表 籾買場追跡住居跡内出土遺物一覧表 (28)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

贈 適 口径 嵐径 竣雀 孔径

595
餅
　
馴

土師器

甕

十
　
４
．
５

多量の

砂粒含
良凋

明茶

褐色

1/3程 を欠き底部を欠く、体部は内傾ぎみに外傾し口縁部は直線的に

外傾する。口縁ナデ体部ヘラナデ、中半以下赤彩、外面煤付着。

土師器

甕

十
　
‐５
．
Ｃ

徴 密 良殉
明褐

色

完形、底部平底で体部は球形状をなし口縁部は緩やかに外傾。

日縁部ナデ体部上半ヘラナデ下半ヘラ磨き、外面に煤付着。

土師器

甕

十
　
６
．
０

15,4
少量の

砂粒含
良売

明茶

褐色

完形、底面～体部にかけ球形状を呈し回縁部は直線的に外傾。日縁

ヨコナデ、底部～体部ヘラナデ、日縁部外面と体部内面煤付着。

598
土師器

壷

＋
　
６
．
０

14.2
母
石
英

妻
罠
百

良天
暗茶

褐色

底部欠、1/2程の破片、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後先

端外傾。日縁ヨコナデ体部ヘラナデ、体部外面一部煤付着。

上師器

壷

十

4.0

多量の

砂粒含
良好

褐暗

色

1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的イ

外傾、内面下端に稜有。口縁部ナデ体部上半ヘラ削リヘラナデ

600
土師器

甑

＋
　
３
．
０

多量の

砂粒含
駐好

褐暗

色

1/4程欠損、体部下端は丸味を有し中半からは直線的に外傾、

日縁部直立ぎみ。口縁部ナデ体部ヘラナデ、孔は削り出し。

Ｓ‐
．
　

２５２

土師器

婉

+

■0

少量の

砂粒含
農妬

色

赤褐 底面欠、1/2程残、体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に外傾

し内面に低い稜有。口縁～体部内外面ヘラ磨き後内外面赤彩。

602
土師器

婉

+

1,0

12.6 級 笹 農嬉
色

赤褐 1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的

に外傾、内面肥厚。内外面ヘラナデ、内外面赤彩。

603
土師器

不

＋
　
５
，
０

桐

幽

少量の

砂粒含
良角

黒色 1/3程の破片、底面中央平底化で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口

縁部直立でやや肥厚。口縁～底面まで内外面ヘラ磨き後黒色処理

604
土師器

婉

十
　
５
．
０

緻 窪 民知
色

赤褐 完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部は直立し内面

より削り出す。口縁ナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

婉

＋
　
３
．
０

少量の

沙粒含
民痴

赤褐

色

1/4程残、底面丸味を持つ平底で薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後

小さく外反。体部ヘラナデヘラ磨き底面ヘラ削り後内外面赤彩、体部内面煤付着

606
土師器

甕

妻 母
罠 石
日 英

良凋
暗黒

褐色

完形、底部平底で内傾し体部球形で日縁部は「く」字状に外傾。

日縁ナデ内面赤彩、体部外面赤彩内面ナデ。

607
土師器

甕

十
　
５
，
０

17.〔

母
石
英

雲

罠

百
良菊

暗褐

色

1/4程欠、接合資料、底面肥厚でやや内傾し体部球形で口縁部は

「く」字状に外傾。日縁部ナデ体部ヘラ磨き内外面一部煤付着。

Ｓ‐

　

２５

手捏

土器
末面

多量の

砂粒含
良妬

明黒

色

完形、底面丸底で体部は直立し口縁部内傾する。

外面ヘラナデ、内面ヘラナデ底面ヘラ磨き。

上師器

甑

+

18.C

1推 :

)父 t

少量の

少粒含
良角

暗褐

色

1/3程残、底部久、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外

傾。日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

SI―

255

土師器

婉

＋
　
・０
。
Ｃ

緻 窪 主石
赤裾

色

完形、体部半球状で口縁部は小さく直立する。

日縁ヨヨナデ体部外面ヘラナデ内面ヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

婉

一星 徴 密 主婿
癬

色

1/2程残、体部半球状で日縁部は直線的に内傾し内面に稜を有すc

口縁ナデ内面ヘラ削り出し、体部ヘラナデ後内外面赤彩。

SI―

257

土師器

不

+

2.0

少量の

砂粒合
註月

黒権

色

完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部は直

立。日縁～底面内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

613
土師器

不

+

9,0
緻 宅 盛好

赤権

色

完形、いびつな器形、肥厚な器厚で底面丸底、体部内傾ぎみに外傾

稜は上方へ突出し口縁部直線的に内傾。口縁ナデ体部～底面ナデ後赤彩(

土師器

甕

十
　
５
，
０

母
石
英

雲
長
石

良好
赤

色

裾 1/4程欠、底部平底で体部球形、日縁部「く」字状に外傾。

口縁ナデ体部上半ヘラナデ中半以下ヘラ磨き後外面赤彩。

SI一

258

土師器

郎

＋
　
・０
．
モ

織 窪 罠妬
色

明無 1/4程欠、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は直線的に外傾。

口縁ヘラ磨き体部ヘラナデ底面ヘラ削り内面ヘラ磨き後内外面黒色処理。

上師器

邪

十

皿
級 窪 息tl

黒色 完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は丸く低い、口縁部直線的に

外傾し内面に稜有。口縁～底面まで内外面ヘラナデヘラ磨き後黒色処理(
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体部～口縁部にかけ外傾後直立している。甕は平底で体部が球形状を呈し、大形 。中形の甕が出土し

ている。古墳～奈良時代にかけての遺物である。

比 608。 609は籾買場 SI-253よ りの出土遺物で、608は床面出上の手捏土器で609は床面上 18 cm

よりの上師器甑である。608は半球状の器形で完形品であり、609は底部を欠損しているが器形から

甑と判断した。古墳時代の遺物である。

血 610。 611は 籾買場 SI-255よ りの出土遺物で、床面上 10 cmと 一括遺物の上師器婉である。床面

上 10 cmか らは610が出土している。 2点 とも半球状を呈する器形であり、日縁部が直立又は内傾し

ており赤彩が施されている。

血612～ 614は籾買場 SI-257よ りの出土遺物で、床面上 2～ 9 cmよ り出土した土師器不と甕であ

る。不は丸底であるが613の底部は平底化しており、稜は低く口縁部は直立及び内傾しており黒色処

理や赤彩が施されている。甕は平底で体部が球形状を呈している。古墳時代の遺物である。

地 615～ 624は籾買場 SI-258よ りの出土遺物で、床面上 5～ 10 cmよ りの土師器邦・壺・婉・甑

であり、床面上 10 cmよ りの出土が多い。不は丸底で稜を有し回縁部を外傾させている器形と、丸底

で弱い稜を有し口縁部を内傾させている器形がある。壺は平底で半球状の体部を呈し、日縁部内面下

端に稜を有しており、620はいびつな器形である。婉は丸底で器厚が厚く、低い稜を有しており赤彩

が施されている。甑は体部長胴化する器形で、体部下端から孔となっている甑と底面中央に孔を有す

る甑とが出土している。古墳時代の遺物である。

比625は籾買場 SI-260よ りの出土遺物で、土師器婉である。V4程を欠損しているが、丸底で稜

を有し口縁部を内傾させている。内外面黒色処理が施されており、古墳時代の遺物である。

L626は籾買場 SI-261よ りの一括遺物で、土師器婉である。底面中央が平底で、日縁部下端内

面に稜を有し口縁部を外傾させている。内外面黒色処理が施されており、古墳時代の遺物である。

配 627～ 635は籾買場 SI-262よ りの出土遺物で、柱穴内と床面上 1～ 30 cmよ りの土師器不 :手

狙・婉である。不は底部丸底と底部中央が平底化する不で、稜は低く口縁部が外傾している。婉は半

球状を呈する器形で、日縁部が直立している。手担土器は、完形品であるがいびつな器形である。

血 636・ 637は籾買場 SI-263よ りの出土遺物で、636は床面上 2 cmよ りの土師器壺で 637は一括

遺物の甑である。婉は丸底で体部半球状を呈し、口縁部を小さく直立させており赤彩されている。甑

はV3程度の破片である。古墳時代の遺物である。

L638。 639は籾買場 SI-266よ りの一括遺物で、土師器邦である。638は底部丸底であるが、639

は底部中央が平底化している。稜は638に低い稜が認められるが、639に は認められず内面に稜を有

している。 2点 とも内外面赤彩されている。

血640は籾買場 SI-267よ りの一括遺物で、土師器不である。底部を欠くV3程度の破片で、半球

状の器形で赤彩が施されている。古墳時代の遺物である。

比 641～ 643は籾買場 SI-268よ りの一括遺物で、土師器郷・婉である。邦は丸底で低い稜を有

し、日縁部を直立及び外傾させている。婉は底部が低く突出している。不は内外赤彩されているが、

婉は赤彩・黒色処理が施されていない。古墳時代の遺物である。

比 644～ 659は籾買場 SI-269よ りの出土遺物で、床面上 3～ 16 cmよ りの上師器邦・婉 。甕であ

る。654は土師器婉で、658・ 659は土師器甕であり他は土師器不である。邦は底部が丸底か底部中央

が平底化しており、しっかりした稜を有し口縁部を内傾させている。内外面に黒色処理が施されてい
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第61表 期買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (29)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 嵐径 稜径 孔径

SI―

258

土師器

邦

+

10。(

餞 密 良角
明黒

色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部は湾曲しながら外傾c

口縁外面ヘラ磨き体部～底面ヘラ削り内面ヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

添

十

10.C
徴 密 良角

明黒

褐色

完形、ややいびつな器形、底面丸底で稜は弱く口縁部は直線的に内傾し口唇

部内面より削り出す。口縁ナデ体部～底面ヘラ磨き後内外面黒色処理|

土師器

添

十

10,C
徴 密 良角

黒色 完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に内傾じ

稜は弱い。日縁部ナデ体部～底面ヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

笠

十
　
５
．
０

石
英
粒

昆

百

少
良凋

暗褐

色

底部いぴつ、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

口縁部～底部まで内外面ヘラナデ。

土師器

壷

十
　
‐０
。
こ

1

石
英
粒

罠

百

少
良売

明黒

褐色

1/4程欠、底部平底、体部球形状で口縁部は直線的に外傾。

日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ、底部ヘラ削り。

622
土師器

婉

十
　
８
．
０

12.1
母
石
英

妻

罠

百
良死

捷赤

色

1/2程残、底面肥厚で丸底、体部内傾ぎみに外傾 し口縁部内

傾後外傾。口縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

甑

＋
　
８
．
０

母
石
英

雲
罠
百

良笑
権暗

色

下部V2程の破片、底面は平底化し体部は内傾ぎみに外傾。

体部ヘラナデ底面ヘラ削り、孔はヘラ削り。

624
土師器

甑

＋
　
・０
．
Ｃ

多量の

砂粒合
良笑

暗権

色

1/3程欠、体部は内傾ぎみに外傾、口縁部湾曲ぎみに外傾し

口唇部肥厚。口縁ナデ体部ヘラナデ、孔はヘラ削り。

計
　
２６０

土師器

婉

＋
　
２
．
０

緻 窪 良妬
権黒

色

1/4程欠、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜はやや丸味を有し口

縁部直線的に内傾。口縁ナデ体部～底面ヘラ削り後内外面黒色処理

626

Ｓ‐
．
　

２６．

土師器

婉

網

回

推 : 少量の

砂粒合
盛好

明茶

褐色

1/3程残、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、日縁部内傾後直線的

に外傾内面に稜有。口縁～底面内外面ヘラ磨き後体部内面黒色処理。

627
SI―

262

上師器

不

＋
　
２
．
０

12.9
少量の

砂粒含
盛好

黒明

色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は緩やかに外傾。

口縁ナデ体部ヘラ磨き、体部内面赤彩、体部～底面外面黒色処理。

土師器

邪

+

■0

石
英
粒

長
石
砂

農堀
褐明

色

1/4程欠、体部半球状で低い稜を有し回縁部は直立後緩やかに外傾。

口縁部ナデ体部～底面ヘラナデ、口縁外面と口縁～底面内面赤彩

629
手捏

土器

十

4.0

1
多量の

砂粒含
農妬

褐暗

色

完形、いびつで底部平底化、体部直線的に外傾。

体部～底部外面及び内面指頭整形。

土師器

婉

十

4.0
6.(

少量の

砂粒含
自傾

褐暗

色

1/3程残、体部半球状で口縁部は直立後小さく外傾する。口縁内外

ナデ、体部～底面内面外ヘラナデ、日縁～底面内面と口縁外面赤彩(

土師器

坑

+

1.0
級 窪 罠嬉

明赤

褐色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的にやや内傾。口縁

～底面まで内外面ヘラナデヘラ磨き後赤彩、底面に「十」字の刻線有。

土師器

添

＋
　
３０
．
モ

母
石
粒

雲
長
砂

罠角
淡赤

褐色

完形、半球状を呈する器形で回線下端肥厚で内面に稜を有す

る。口縁ナデ、体部～底面ヘラナデ後口縁～底面まで赤彩。

土師器

郷

陛ダ

内

石
英
粒

長
石
砂

農妬
黒暗

色

完形、体部半球状で低い稜有し口縁部は直線的にやや外傾。

日縁～底面まで内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

不

＋
　
・８
．
モ

緻 寝 R角

淡赤

褐色

1/3程残、体部半球状で回縁部直線的に外傾 し口縁下端内面

に稜有。日縁ナデ体部～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

上師器

不

十
　
・８
．
モ

4.0
少量の

砂粒含
良好

淡黒

褐色

1/2程残、底面中央平底化、体部やや内傾ぎみに外傾し丸い稜有り、口縁部

は直線的に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理(

636

Ｓ‐
．
　

２６３

土師器

壷

十
　
２
．
０

石

英

長

石
良猫

明赤

褐色

1/2程残、球形状を呈する器形で口縁部直線的に外傾。日縁部ナ

デ体部ヘラナデヘラ磨き後外面と口縁～体部上半まで内外面赤彩

637
上師器

甑

多量の

砂粒含
良角

暗褐

色

1/3程残、底面肥厚で体部内傾ぎみに外傾、口縁部折返しで直線

的に外傾。日縁ナデ体部ヘラナデ、体部外面と内面下半煤付着。

638
Ｓ‐
．
　

２６６

土師器

不

欄

４
．
０

欄

Ｗ

少量の

砂粒含
良角

赤褐

色

1/3程残、底面中央突出、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部

やや外傾ぎみに直立。口縁ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。
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第62表 籾買場遺跡住居跡内出土遣物一覧表 (30)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土
置

出
位

法 量 (cm)
胎 土 套甫 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 ヨ径 底径 稜径 n密

針
　
邪

土師器

邦

一杞
推 )

5,0

少量の

砂粒含
良好

赤糖

色

1/3程残、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的

に外傾。口縁ナデ体部～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩

計
　
２６７

上師器

郭

一星
1推 )

[3.0

推 ;

3.C

級 窪 良好
暗所

褐色

1/3程残、底面欠、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部直線

的に内傾。口縁ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

酢
　
２６８

土師器

邪
一揮

多量の

砂粒合
罠好

房

窪

明

褐

2/3程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後外傾。

口縁ナデ体部ヘラ削りヘラナデ、底面ナデ後内外面赤彩。稜は低い

642
土師器

邪

一部
推 )

4.0

母
石
粒

雲
長
砂

良角
赤糖

色

1/3程残、底面中央欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾後

ゆるやかに外傾。口縁ナデ、体部～底面ヘラ削りヘラナデ後内外面赤彩c

土師器

婉

一揮
(推 )

14.2

盟

６
．
２

多量の

砂粒合
良短

暗糖

色

1/3程残、底面突出し丸底、体部内傾ぎみに外傾後直立し口縁部直立(

口縁ナデ、体部～底部ヘラナデ、口縁内面と体部外面下半煤付着。

644 餅
　
２６９

土師器

邪

十
　
９
，
０

2.4 級 窪 良舞
黒色 完形、体部半球状で稜は大きく突出し回縁部直線的に内傾。日縁部

ナデ、体部～底面ヘラナデ後内外面黒色処理、稜先端上方を向く。

645
土師器

不

+

7.0
緻 塩 良好

黒色 完形、体部半球状で稜は大きく突出し口縁部は直線的に外傾

口縁部ヨヨナデ体部内外ヘラナデ後内外面黒色処理。

646
土師器

邦

十
　
９
，
０

4.〔
少量の

砂粒合
良角

黒色 完形、底面丸底で中央肥厚、体部内傾ぎみに外傾、稜は短く突出し

口縁部直線的に内傾。口縁ナデ、体部～底面ヘラ肖!り 後内外面黒色処理(

647
土師器

邦

＋
　
９
．
０

4.〔
少量の

砂粒台
良好

明黒

色

完形、ややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し

口縁部直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラ肖よリヘラ磨き後内外面黒色処理(

土師器

郷

＋
　
８
．
０

習
石
豪

雲
長
石

盛角
明黒

色

完形、底面丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し稜肥厚で突出、口縁部直覇

的に内傾。口縁ナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ削り後内外面黒色処理。

649
土師器

不

＋
　
５
．
０

推 |
記

‐６
．
こ

緻 整 R妬

黒褐

色

1/3程残、体部半球状で底面肥厚、稜は低く突出し回縁部薄く

直線的に内傾。口縁部ナデ体部ヘラ肖Jリ ヘラナデ後内外面黒色処理。

650
土師器

不

十

13.C

多量C

砂粒台
良角

暗黒

褐色

2/3程残、床面中央剥離、体部内傾ぎみに外傾し稜は小さく突出、

口縁部直線的に内傾。口縁部ナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面黒色処理e

土師器

婉

十
　
・０
．
Ｃ

級 窪 罠凋
黒色 1/4程欠、半球状を呈す器形で口縁部小さく直立。

日縁部ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

不

十
　
・６
．
Ｃ

母
石
英

雲
長
石

良死
淡黒

褐色

完形、体部半球状で稜は大きく突出し口縁部直線的に内傾。

口縁部ナデ、体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

653
土師器

不

十
　
５
．
０

緻 笹 良珂

黒色 完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜は大きく突出、日縁部

直線的に内傾。日縁部ナデ体部内外面ヘラナデ後内外面黒色処理I

土師器

婉

十
　
・３
。
Ｃ

母
石
粒

雲
長
砂

罠凋
黒色 1/4程 欠、半球状を呈する器形で、口縁部は直線的に内傾する。

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

655
土師器

邦

＋
　
９
．
０

少量C

砂粒台
良菊

黒色 完形でややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は大きく突出、日

縁部直線的に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理

656
土師器

邦

十
　
９
。
０

緻 笹 罠菊
黒色 1/2程残、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は小さく突出、口縁部直線

的に内傾。口縁ナデ、体部上半ヘラナデ下半～底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

657
土師器

邦

＋
　
・０
。
Ｃ

緻 窪 良痴
黒色 1/4程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し回縁部直線

的に内傾。口縁部ナデ、体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

658
土師器

甕

十
　
３
．
０

13.2
日
石
蒙

雲
長
石

良角
暗褐

色

完形、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部緩やかに外傾

口縁部内外ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ。

土師器

甕

＋
　
３
．
０

少量C

砂粒全
良角

明褐

色

1/4程欠、底部突出し内傾、体部内傾ぎみに外傾し上半に最大径有、

口縁部緩やかに外傾。日縁部ナデ体部ヘラナデ、内外面煤付着。

土師器

甕

十

L0

掲
石
豪

雲
長
石

普遇
明茶

褐色

1/4程残、底部欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部緩やかに外傾。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ磨き後体部外面赤彩。
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る。婉は丸底で、日縁部を内傾させ内面に稜を有しているも甕は小型の甕であり、659は底面がやや

内傾 している。古墳時代の遺物である。

L660～ 668は籾買場 SI-269よ りの出土遺物で、カマ ド内と床面上 l cm及 び一括遺物の土師器

甕・甑である。甕は体部が長胴化した甕と小型の甕であり、甑は体部が長胴化した甑である。

配664は籾買場 SI-270よ りの一括遺物で、土師器鉢である。底部を欠く1/3程度の破片で、体部

外面に一部煤が付着している。古墳時代の遺物である。

比665は籾買場 SI-271よ りの一括遺物で、須恵器不である。1/3程度の破片で、体部を直線的に

外傾させている。奈良・平安時代の遺物である。

地666～ 668は 籾買場 SI-273よ りの出土遺物で、666が 床面上 8 cmよ り出土しているものの667

と668は一括遺物で、土師器婉・不である。婉は半球状の器形で赤彩されており、不は丸底で稜を有

し赤彩されている。古墳時代の遺物である。

地 669～ 679は籾買場 SI-274よ りの出土遺物で、貯蔵穴 。柱穴と床面上 1～ 17 cm及 び一括遺物

の上師器不・婉・高台付イ・壷・甕・須恵器高台付lThで ある。須恵器は672で、679は土師器高台不

である。婉は半球状の器形で、日縁部下端内面に稜を有する婉と無い婉があり、内外面赤彩されてい

る。不は丸底で低い稜を有し、日縁部が直立 。内傾・外傾 しており670と 676は赤彩されている。土

師器高台付不は、高台部を逆台形状に低く外開きさせているものと直線的に外開きさせている不が出

土しており、67Hよ内外面黒色処理が施されている。壺は丸底で、体部下半に最大径を有している。

甕は小型の甕で、底部平底で球形状の体部である。吉墳時代の遺物である。

比 680～ 690は籾買場 SI-275よ りの出土遺物で、床面上 1～ 13 cmよ りの土師器不・婉・甕・甑

である。不は丸底でしっかりした稜を有する邦 (680)と 、平底で弱い稜を有する不 (682)及び低い

器高で体部半球状の不 (681)が 出土しているものの、出土位置から681以外は本住居跡廃棄後の流

入と判断される。婉は半球状の器形を呈する婉 (683)が本住居跡に結び付き、687・ 689の 平底で体

部外傾又は直立する婉は本跡廃棄後の流入である。甕は684が床面上 7 cmよ り完形で出土したが、他

の 3点 はV4が体部下半以下を欠損とする破片で、685は底部が低く突出し体部球形状で口縁部を外

傾させている。甑は小型で、底部中央に孔を有している。平安時代の遺物と判断される。

比 691'692は籾買場 SI-276よ りの出土遺物で、床面上 12～ 14 cmよ りの上師器不と対である。

不は1/4程 を欠きいびつな器形で底面に数条の傷を有している。lttは 口縁部を欠き、赤彩が施されて

いる。古墳時代の遺物である。

配 693は籾買場 SI-277よ りの土師器婉で、床面上 3 cmよ り出土しいびつな器形であるが完形品

である。半球状の器形で、内外面赤彩されている。

比 6941よ籾買場 SI-278よ りの土師器不で、床面上 26 cmよ り出土している。底部を欠き、丸く突

出する稜を有している。古墳時代の遺物で、廃棄後の流入である。

比 695～ 6991ま 籾買場 SI-279よ りの出土遺物で、貯蔵穴と床面上 2 cmよ りの土師器婉と邦であ

る。婉は丸底で口縁部が内傾 しており、内外面赤彩されている。邦は底部が丸底又は平底で、低く突

出する稜を有し口縁部を外傾させている。697と 6981よ 、内外面に赤彩が施されている。古墳時代の

遺物で、本住居跡に結び付く遺物と判断される。

L700は籾買場 SI-281よ りの出土遺物で、柱穴内より出上した土師器婉で1/3程の破片である。

平底で器高が低く口径が大きい器形で、日縁部下端内面に稜を有し赤彩されている。古墳時代の遺物
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第63表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (31)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土
位置

法 量 (cln)
胎 土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 底径 陵径

SI―

269

土師器

甑

カマ

ド内

拇
石
豪

雲
長
石

良角
明褐

色

1/3程欠、体部内傾ぎみに外傾上半直立し口縁部直線的に外傾。

日縁部ナデ体部ヘラナデヘラ磨き、孔はヘラ削リヘラナデ。

662
土師器

甕

カマ

ド内

石
蒙
瓶

長
石
砂

良短
黒褐

色

口縁部のみ欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

日縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き、体部～底部赤彩、外面に煤付着

663
土師器

甕

一経
多量の

砂粒含
盛娼

権暗

色

1/2程欠、底部欠損、体部内傾ぎみに直立し口縁部小さく外傾。

口縁部内面ナデ後赤彩、口縁～体部下半までヘラナデヘラ磨き。

SI―

270

土師器

鉢

十

■0

1推 |

″A七

少量の

砂粒含
盛娼

暗茶

褐色

1/3程残、底部欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部緩やかに外傾

日縁ヨコナデ体部ヘラナデ、外面一部煤付着。

665
SI―

271

須恵器

郷

一推
“

」３
．
ｔ

)1推

徴 密 曳増
灰権

色

1/3程残、底部平底で中央肥厚、体部直線的に外傾◇体部内外面ロクロ整形

下端手持ちヘラ削り、底面回転ヘラ切り後静止ヘラ削リヘラナデ(

666
観
　
２７

土師器

婉

十
　
８
．
０

雲 母
長 石
石 央

良婿
淡方

褐色

1/5程欠、いびつ、休部半球状で底面中央やや肥厚、体部内傾ぎみに外傾

稜は弱く回縁部内傾後直立。日縁ナデ体部ヘラ磨き後内外面赤彩

土師器

邪

一経
少量の

砂粒含
莞痛

権赤

色

2/3程残りややいびつ、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾

稜は低く突出、口縁外傾。国縁ナデ体部上半ナデ下半底面ヘラ削り後内外面赤彩

土師器

不
一星

(推 欄

嗣

母
石
英

雲
長
石

ミ痛
赤権

色

口縁V5体部1/3程の破片、半球状の体部で稜は低く口縁部外湾。

口縁部ナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩、床面中央「×」印有

669
SI―

274

土師器

婉

庁蔵

太ム
緻 密 艶婿

明赤

褐色

1/5程欠、半球状の器形で口縁部直線的に内傾。口縁外面ナデ

内面ヘラ削りヘラナデで稜有、体部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩

土師器

邪

+

■0

母
石
英

雲
長
石

罠痛
淡済

褐色

1/4程欠損、底面丸底で中央肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部

小さく外傾。日縁部ナデ、体部～底面ヘラナデ後内外面赤彩十

土師器

高台邪

十

‐０
．
０

蔀台宿

7ユ
緻 窪 良娼

淡暗

褐色

1/2程残、郷平底、体部内傾ぎみに外傾し口縁外傾、高台低く外開き

不内外ロクロ整形底面回転ヘラ削り高台ヘラナデ、内外面黒色処理

672
須恵器

高台郭

LLノ ｀

有

ム
ロ

緻 窪 磁剣
明灰

褐色

一
　

４
．

Ｃ

1/bFI残、み十ほ、杯部巳BR円に/11嶼 し日豚/11唄 、島台部直ink円 に大きく外開I

体部内外面ロクロ整形底面回転ヘラ削り、高台ヘラナデ端ヘラ切り

土師器

邦

+

17.0

母
石
英

雲
長
石

盛月
暗茶

褐色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に内

傾し稜を有す◇口縁部ヨコナデ体部～底面内外面ヘラナデ。

674
土師器

婉

+

17.0
緻 密 駐月

明募

褐色

完形、半球状をなす器形で底面中央やや肥厚、口縁部やや直

立ぎみ。日縁ナデ体部～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

婉

＋

３
．
０

石
英
粒

長
石
砂

駐周
明芳

褐色

1/2程残、半球状の器形で回縁部は内湾している。

内外面ヘラナデ後赤彩、体部上半と口縁部内面に煤付着。

676
土師器

不

十

7.0
4.0

少量の

砂粒含
盛娼

淡所

褐窪

1/2程残、薄い器厚で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く丸い、日

縁部直立ぎみ。口縁部ヨコナ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

677
土師器

甕

＋
　
２
．
０

多量の

砂粒含
盛婿

権暗

色

1/5程欠、底面丸底、体部球形状で口縁部直線的に外傾。

日縁ナデ体部上半ヘラナデ下半～底面ヘラ磨き、外面煤付着

土師器

甕

+

■0
[4.[

目
石
蒙

雲
長
石

磁痛
淡暗

褐色

1/4程欠、底部平底で体部球形状、日縁部直線的に外傾。

口縁内外ヨヨナデ体部内外ヘラナデ、体部外面一部煤付着。

679
土師器

高台邪
一I「

招

‐４
．
Ｃ

推 |

緻 密 罠婿
携明

色

1/3程残、腐部平底で体部直線的に外傾 し口縁ややRF厚、高台

高く外開。体部ロクロ整形後内面ヘラ磨き、高台部ヘラナデ。

計
　
２７５

土師器

郵

+

10.0

母
石
英

雲
長
石

ミ婿
黒色 完形、ややいびつ、底面丸底で中央肥厚、体部内傾ぎみに外傾、稜は丸味

を有し突出、口縁直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理

681
土師器

不

十

■0
14.C

母
石
苅

雲
長
砂

整痛
黒色 1/3程残、薄い器厚、底面～回線部まで内傾ぎみに大きく外傾

口縁部小さく摘み出す。口縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理(

682
土師器

郷

十
　
５
．
０

石
英
粒

長
石
砂

主痛
黒色 完形、底面平底化し中央内傾、体部内傾ぎみに外傾し稜は低い、口縁剖

は直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理(
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第64表 籾買場遺跡住居跡内出上遺物一覧表 (32)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

見宿 回径 底径 陵雀 孔径

683
Ｓ‐
．
　

２７５

土師器

坑

＋
　
１
・
０

級 密 良え
淡芳

帽色

1/4程欠、半球状を呈する器形で日縁部は直線的に外傾。

内外面ヘラナデ後内外面赤彩、ややいびつな器形。

上師器

甕

＋
　
７
．
０

少量の

砂粒含
良婿

明茶

褐色

完形、底部突出し平底、体部球形状で回縁部「く」字状に外傾。口縁ナデ

体部ヘラナヂ転部ヘラ削り、口縁～体部下半と口縁内面煤付着、底面赤彩。

685
土師器

甕

＋
　
‐０
．
て

母
石
英

雲
長
石

罠好
明茶

褐色

1/4程欠、ややいびつ、底部突出し平底、体部内傾ぎみに外傾し下位に最大径有、

日縁部「く」字状に外傾。日縁ナデ体部ヘラナデ後外面赤彩、日縁部内面、底部煤付着

上師器

甕

+

12.(

拇
石
蒙

雲
長
石

罠好
褐暗

色

底部で1/2程残、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立後外傾細長

い器形。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、体部内面一部煤付着。

土師器

甕

+

10.(

少量の

砂粒含
罠好

暗茶

褐色

1/2程残、底部平底、体部内傾ぎみに外傾後上半で直立、最大径

上端に有、日縁部内傾後口唇部小きく外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ。

688
土師器

甕

＋
　
３
．
０

19.5
司
石
豪

雲
長
石

鬱遅
褐暗

色

体部下半以下欠、1/3程残体部内傾ぎみに外傾し口縁部は大きく外へ緩やかに湾曲。

口唇部ヘラ常Iり 口縁部ナデ、体部上半ヘラ削り中半ヘラナデ、口唇部内面赤彩

689
上師器

甕

＋
　
・３
．
く

日
石
瓶

雲
長
砂

罠知
褐色

茶明 1/2程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後小さく外傾

下端肥厚。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、体部内面下端煤付着。

690
土師器

甑

＋
　
８
．
０

[4.'

目

石
豪

雲
長

石
罠堀

明黒

褐色

1/4程欠、体部下半内傾ぎみに外傾し上半直線的に外傾、日縁部

小さく外傾。口縁～体部までヘラナデヘラ削り下半ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデe

SI―

276

土師器

jTh

＋
　
・４
。
ｔ

石
英
粒

昆
百
少

R宛
明茶

褐色

1/4程欠、ややいびつ、底面丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾後口縁部を

直線的に内傾、稜は弱い。回縁ナデ、体部ヘラナデ後内外面赤彩、底面に傷有

692
土師器

姑

十

12
駁 密 礎角

暗赤

褐色

口縁部を欠く、底部平底で体部は内傾ぎみに外傾する。

体部内外面ヘラナデ後赤彩◇

Ы
　
２７

土師器

婉

十

13.C

少量の

少粒含
R菊

赤褐

色

完形、ややいびつ、半球状を呈する器形。口縁内面よリヘラ

削りで稜有、日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

694
SI―

278

土師器

郷

十
　
瓶

母
石
英

雲
長
石

七
月

歯
Ｒ

淡黒

褐色

底面久、体部内傾ぎみに外傾し稜は突出、口縁部直線的に内

傾。日縁ナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

SI―

279

土師器

婉

肩

膵

貯

穴
徴 密 良死

明赤

褐色

1/3程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に

内傾。口縁～底面までヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩◇

696
土師器

婉

貯月

穴膵
徴 密 嵐占

暗済

褐疸

完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾 し口縁部直線的に内傾

口縁～底面まで内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

697
土師器

芥

貯月

穴膵

少量の

砂粒含
ミ婿

赤

窪

明

褐

完形、底面中央平底化で体部内傾ぎみに外傾、稜は丸く突出し口縁部舛

傾ぎみに直立。口縁ナデ体部底面ヘラナデヘラ磨き後外面黒色内面赤彩。

土師器

郷

十

2.0
12.5

少量の

砂粒含
ミ痛

暗赤

褐色

1/3程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く突出、

口縁部は直線的に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩

699
土師器

不

十

2.0

少量の

砂粒含
曳嬉

暗茶

褐色

1/4程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部湾曲しな

がら外傾。口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデヘラ磨き。

餅
　
２８‐

土師器

婉

グ柱

内
緻 塩 駐好

済

窪

明

褐

1/2程残、底面中央平底化で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し内面に稜有し

口縁部は直線的に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

針
　
２８３

土師器

邦

＋
　
２
．
０

少量の

砂粒合
農妬

明所

褐色

1/2程残、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は大きく突出、口縁部直

線的に内傾内面稜有。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面赤彩。

土師器

不

ガ柱

内

少量の

砂粒含
良嬉

赤糖

色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜低く突出、口縁部

直線的に内傾。口縁部ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

郷

拇
石
蒙

雲
長
石

良好
赤褐

色

1/4程残、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜は大きく突出、口縁部

直線的に内傾。口縁ナデ、体部底面ヘラ削りヘラナデ後外面赤彩。

704
土師器

不

十

7.0

拇

石

豪

雲
長
石

民角
黒色 完形、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は突出し口縁部

直線的に内傾。日縁ヨコナデ体部底面ヘラナデ後内外面黒色処理(
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である。

配701～ 710は籾買場 SI-283よ りの出土遺物で、床面・柱穴内・貯蔵穴内・カマ ド内と床面上 2

～ 3 cmよ りの土師器邦・甕・甑であるが、709は 台付斐である。不は丸底で低い稜やしっかりした稜

を有し、国縁部を内傾させており赤彩や黒色処理が施されている。甕は707が平底で体部球形状で薄

い器厚であり、709は器台部が低くやや外湾ぎみに外開きしている。訊は708が底部中央に孔を形成

するが、710は体部下端に孔を有している。古墳時代の遺物である。

L711～ 724は籾買場 SI-284よ りの出土遺物で、床面と床面上 1～ 8 cm及び一括遺物の土師器lTh

と甕であるが、721～ 724は一括遺物である。不は丸底で稜を有し口縁部が内傾又は直立している器

形と、丸底で低く弱い稜を有し直立する国縁部の器形及び半球状の器形を呈する不が出上しているが、

711と 720は底部中央が平底化している。甕は大型 。小型の甕で、体部が長胴化している甕である。

古墳時代の遺物である。

配 725は籾買場 SI-285よ りの出土遺物で、床面上 8 cmよ りの土師器不である。丸底で底部中央

が薄い器厚に整形され、稜を有し口縁部をやや内傾させており黒色処理が施されている。古墳時代の

遺物である。

配726～ 736は籾買場 SI-286よ りの出土遺物で、床面上 2～ 8 cmと 一括遺物の土師器イ・婉・甑

である。一括遺物は、736である。イは丸底で低い稜を有し、日縁部が内傾又は直立しており黒色処

理が施されている。婉は半球状を呈する器形で、赤彩が施されている。甑は直線的に外傾する器形で、

孔は丸く削り出されている。古墳時代の遺物である。

L737～ 747は籾買場 SI-287よ りの出土遺物で、床面上 7～ 25 cmと 一括遺物の土師器郷 。甕・

甑・高台付不で、746と 747が一括遺物である。不は丸底で稜を有し、日縁部を内傾又は直立させてお

り赤彩や黒色処理が施されている。また739は、半球状のいびつな器形で黒色処理が施されている。高

台付不は、底部回転ヘラ切りで高台部を低く外開きさせている。甑は 2点 とも類似する器形で甕は744

が底部中央を薄い器厚とし、体部は球形状を呈しているが747は長胴の甕である。古墳時代の遺物であ

る。

血748は籾買場 SI-290よ りの出土遺物で、カマ ド内よりの土師器高郭である。2/3程度の破片で

不部内面は赤彩され脚部内面は黒色処理されている。古墳時代の遺物である。

尚 7491よ籾買場 SI-291よ りの一括遺物で、1/2程度の土師器婉である。小型の婉で、底部を平底

に整形し内面に赤彩を施している。

血 750'751は籾買場 SI-292よ りの出土遺物で、床面上 3 cmよ りの上師器不と婉である。不は平

底で口縁部を直立させており赤彩されている。婉は底部を欠き半球状の器形で、赤彩されている。奈

良時代の遺物と判断される。

L752は籾買場 SI-293よ りの出土遺物で、床面上 2 cmよ りの上師器婉でV2程度の破片であり半

球状を呈する器形で、内外面赤彩されている。古損時代の遺物である。

L753～ 755は籾買場 SI-296よ りの出土遺物で、貯蔵穴内と床面上 2～ 8 cmよ りの土師器不と婉

である。不は丸底で弱い稜を有し、日縁部を内傾させ赤彩されている。婉は半球状の器形で、内外面

に赤彩が施されている。古墳時代の遺物である。

配 756～ 762は籾買場 SI-297よ りの出土遺物で、床面上 3～ 7 cm及び一括遺物の土師器不・婉

壺・甕であり、761は一括遺物である。邦はいびつな器形で、床面中央が平底化している。婉は半球
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第65表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (33)

勘
Ｎｏ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

虫

立

法 量 (crn)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 コ径 蕉纏 稜径 子し径

酢
　
２８３

土師器

郷

4,(
欄

２
．
０

推 )
母
石
粒

妻

罠

少
良凋

赤褐

色

1/3程残、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く突出、口縁部

直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後体部外面赤彩

706
土師器

不 六〆

少量の

少粒含
罠死

黒色 完形、体部半球状で稜は上方へ突出し口縁直線的に内傾で肥厚

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

707
土師器

甕

十
　
３
．
０

母
石
英

妻

昆

Ｅ
良角

明黒

褐色

完形、いびつ、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部「く」

字状に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ下端ヘラ削り後内外面赤彩

上師器

甑

力ヽ

ド〆

多量の

砂粒合
良角

暗褐

色

1/3程欠、体部下端内傾ぎみ、中半直線的に外傾し口縁部直線的に外傾(

口縁ヨコナデ体部ヘラナデ、孔はヘラ肖!り 、内外面一部煤付着。

土師器

台付甕

力☆

ド膵

少量の

砂粒含
良凋

暗裾

色

完形、底部肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部小さく外傾、高台大きく

外開き。口縁ヨヨナデ体・高台部ヘラナデ、体部外面と口縁内面煤付着

土師器

甑

カマ

ド内

1推 : ■

８
，
９

多量の

砂粒含
艶婿

明票

褐色

1/3程残、体部下半内傾ぎみに外傾し上半直立、回縁部ほぼ

水平に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ

計
　
２８４

土師器

邪

十

１
・
０

母
石
粒

妻
最
少

記痛
黒色 完形、体部半球状で稜は低く突出し口縁部は直線的に内傾。

口縁ヨコナデ体部ヘラ削りヘラナデ後内外面黒色処理。ややいびつ

712
土師器

邦

＋
　
５
．
０

少量の

砂粒合
磁痛

明黒

色

1/5程欠、体部半球状で稜は低く突出し口縁部直線的に内傾。日続

ヨコナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。底面やや肥厚

713
土師器

不

＋

３
．
５

組

”

推 | 推 )

15.1

少量の

砂粒合
R好

黒色 1/3程残、底面中央平底化で体部内傾ぎみに外傾し稜は細く突出、日縁部

直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。薄い器厚

土師器

不

■ 語 4.[
少量の

砂粒含
良婿

明奔

褐色

1/3程欠、底面丸底、体部直線的に外傾し稜は低く突出、口縁部直線的に内傾I

口縁部ヨコナデ体部～底面ヘラ削りヘラナデ、ややいびつな器形。

土師器

不

+

■0

推 :

刀 r

紛

関

多量の

砂粒含
良短

赤裾

色

1/3程残、体部半球状で稜は低く突出し口縁部は肥厚で直線

的に内傾。口縁部ヨヨナデ体部ヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

邪

＋
　
３
．
０

4.〔 14.E

母
英
粒

雲
石
砂

罠角

奔

色

暗

褐

1/2程残、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は小さく突出、口縁部内傾。

口縁部ヨコナデ体部上半ヘラナデ下半～底面ヘラ削り。薄い器厚。

土師器

郷

＋
　
８
．
０

桐

！３
．
５

(推 )

14.3
緻 窪 巨tl

黒色 1/3程残、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く丸味を有す。

口縁部内傾ぎみに直立。口縁部ナデ体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

郷

＋
　
２
．
０

4。 ( 緻 窪 農死
明茶

褐色

完形、底面丸底でやや薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し稜はしっかり突出、

日縁部直線的に内傾。日縁部ナデ、体～底面ヘラナデヘラ磨きく

土師器

郷

十

６
．
０

級 寝 民堀
明褐

色

完形、体部半球状、日縁部は直線的に内傾するが稜は見られ

ない。日縁部ヨコナデ体部ヘラナデヘラ磨き。

土師器

邦

＋
　
５
．
０

拇
石
妄

雲
長
石

良殉
暗赤

褐色

1/3程欠、ややいびつ、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部小さく

直立。口縁ヨヨナデ体～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

不
4.〔

招

ｔ４
．
Ｃ

慣

５
．
０

寵

‐５
．
，

母
石
英

妻

罠

百
良死

明黒

褐色

1/3程残、底面中央平底化で体部内傾ぎみに外傾し稜はしっかり突出

口縁部直線的に内傾e口縁ナデ体～臓面ヘラ削り後黒色処理、体部中央に布日痕有

土師器

郷

的
‐５．０

多量の

砂粒含
良角

黒色 1/3程残、底面中央平底化、床面～口縁部まで内傾ぎみに外傾。口縁ヨコ

ナデ、体部～底面ヘラ肖Iリ ヘラナデ後黒色処理、底面中央に布目痕有。

土師器

甕

十
　
４
．
０

母
石
粒

妻

罠

少
良角

暗茶

褐色

1/2程残、底部平底で小さく突出、体部内傾ぎみに外傾、日縁部

緩やかに外傾。日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、底面ヘラ削り。

土師器

甕

柱炉

内
l

推 | 妻 母
罠 石
少 粒

良角
明縄

色

1/3程残、底部欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部湾曲しながら外傾、

口唇部下端に稜有。口縁部ナデ体部上半ヘラナデ中～下半ヘラ磨き。

Ｓ‐
．
　

２８５

土師器

邦

十
　
８
．
０

緻 密 良夷
黒色 完形、体部半球状で稜はしっかり突出、日縁部は直線的に内傾。

日縁ヘラ磨き、体～底面ヘラナデヘラ磨き後黒色処理、端整な整形

計
　
２８６

土師器

不

＋
　
８
．
０

々 И
級 名 良え

黒色 完形、体部半球状で稜は低く突出し口縁部は直線的に内傾。

日縁部ヨコナデ、体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理体部輪積痕有
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第66表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (34)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出
位

法 量 (cm)
胎土

「とBl 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴
口径 嵐径 孔径

727
Ｓ‐
．
　

２８６

土師器

不

十
　
５
．
０

徴 窪 良売
黒色 完形、ややいびつ、底面丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し稜は丸く低く

突出、日縁部直線的に内傾。口～体下半までヘラ磨き、底面ヘラ削り後内外黒色処理十

土師器

不

十

7.0

少量の

砂粒含

黒色 1/3程欠、肥厚な器厚、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は弱く丸い̀

口縁部は直線的に内傾。口縁～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理(

土師器

邦

＋
　
８
．
０

少量の

砂粒含
良周

褐黒

色

V4程欠、体部半球状で稜は小さく突出し口縁部は直線的に内傾

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邪

十

６
．
０

4.[
母
石
英

雲
長
石

良好
黒暗

色

1/4程欠、体部半球状で稜は低く突出、口縁部直線的に内傾し薄い

器厚。口縁部ナデ、体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理、輪積痕有

土師器

JTh

＋
　
８
．
０

級 雀 罠角
黒色 1/4程欠、体部半球状で下半薄い器厚、稜は丸味を有し突出モ

ロ縁部直立で内面に稜有。日縁部ナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

上師器

邪

＋
　
８
．
０

多量の

砂粒合
農角

黒色 1/4程欠、体部半球状で稜は小さく突出、日縁部は直線的に内傾し

内面に稜を有◇口縁ヨコナデ、体～底面ヘラナデヘラ磨き後黒色処理(

733
土師器

郷

＋
　
８
．
０

4.:

母
石
英

雲
長
石

R角
黒色 1/4程欠、薄い器厚でいびつ、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾

稜は小さく突出。口縁部直立、口縁部ナデ体～底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

土師器

甑

十

６
．
０

多量の

砂粒合
R角

暗褐

色

1/3程欠、底部～口縁部まで内傾ぎみに外傾、日縁部小さく外傾

口縁ナデ体部ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

735
土師器

婉
駁 密 良角

赤褐

色

1/2程残、半球状を呈しヘラナデヘラ磨と後内外面赤彩されて

いる。端整な整形で小型の婉である。

736
土師器

婉

十
　
２
．
０

少量の

少粒含

七
月

由
Ｒ

暗赤

褐包

1/4程欠、半球状を呈する体部で、日縁部は小さく内傾。

口縁部ナデ後内面赤彩、体～底面ヘラナデ後外面赤彩。

737
餅
　
２８７

土師器

郷

＋
　
２５
。
Ｃ

14.3
少量の

砂粒含
良掲

黒色 完形、肥厚な器厚、体部半球状で稜は低く突出、日縁部直線的に

内傾。口縁部ナデ体～底面ヘラ削りヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邦

＋
　
皿

母
石
英

妻
罠
百

急痴
黒疸 1/4程欠、薄い器厚、体部半球状で稜はしっかり突出、口縁部直線的に内傾(

口縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理、ややいびつな器形。

739
土師器

郷

＋
　
９
．
０

石
英
粒

民
百
砂

記痛
黒色 1/4程欠、底面中央平底化で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部小さく直立(

口縁部ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ、黒色処理、底面中央内面線刻有

740
土師器

邪

十
　
９
．
０

4.5
多量の

砂粒含
記婿

黒色 1/4程欠、体部半球状で稜は大きく突出、肥厚。口縁部やや内傾ぎみに直立(

口縁ナデ、体部上半ヘラナデ下半底面ヘラ肖!リ ヘラナデ後内外面黒色処理

土師器

邦

＋
　
・０
．
Ｃ

母
石
粒

雲
長
砂

駐期
黒窪 完形、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は下方を向き弱い。国縁

部は内傾後直立。口縁ナデ、体～底面ヘラ削リヘラ磨と後内外面黒色処理

742
土師器

甕

+

7.0

■メ 母
石
英

雲
長
石

盛好
簾暗

色

1/4程欠、いびつな器形、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部

大きく外傾。日～底部まで内外面ヘラナデ体部上半内面燥付着。

土師器

甑

十
　
８
．
０

力氏 F
多量の

砂粒含
罠婿

暗無

色

1/4程欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾。口縁部

ナデロ唇ヘラナデ、体部ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

744
土師器

甕

＋
　
‐０
。
く

石
英
粒

長
石
砂

良角
暗黒

色

1/3程欠、底面平底でやや突出、体部内傾ぎみに外傾、口縁部「く」

字状に外傾内面に稜有。口縁～体部下半ヘラナデ、下半ヘラ磨き。

土師器

甑

+

7.0

母
石
英

雲
長
石

礎角
暗黒

色

完形、体部下半内傾ぎみ上半直立ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。

口縁～体部下端までヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

746
土師器

高台不 7.1
緻 窪 民角

暗黒

色

郷体部上半欠、底面平底で中央薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾、高台直線的に

外開き。邪ロクロ整形、底面回転ヘラ切リヘラナデ、内面黒色。高台ヘラナデ。

土師器

甕

(推 |

皇てたて

多量C

砂粒令
農角

黒褐

色

1/3程の破片で、底部平底、体部内傾ぎみに外傾、日縁部大

きく外傾、縦長の甕。口縁ヨコナデ体部ヘラナデ。

計
　
２９０

土師器

高不

力☆

ド体
[4.7

富台密

11.(

緻 窪 良菊
明茶

褐色

2/3程残、底部内傾ぎみに外傾、日縁部直立後外傾、脚部直線的

に外開き。不ヘラナデ脚ヘラ削り、邦内面赤彩、脚内面黒色処理|
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第67表 籾買場遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (35)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

舅

眩

法 量 (cln)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 諄怒 稜径 子し径

SI―

291

土師器

十 1111111111111111

骸 密 罠凋
暗茶

褐色

1/2程残、小型の功、底面平底で体部は内傾ぎみに外傾、

体部内外ヘラナデ、底面ヘラ削リヘラナデ、内面赤彩。

750
SI―

292

土師器

雰

十
　
３
．
０

徴 密 罠対
赤褐

色

完形、底部平底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部やや内傾ぎみに直立、口縁

～底部までヘラナデ後内外面赤彩、端整な整形、底面にヘラによる線刻有。

土師器

婉

十

3.0
骸 窪 良凋

暗赤

褐色

底部を欠くが体部完形、半球状を呈する器形、口縁部は内傾

体部内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

752
計
　
２９３

土師器

婉

十
　
２
．
０

徴 密 良痴
暗赤

褐色

1/2程残、半球状を呈する器形、口縁部は小さく内傾、日縁ヨ

ヨコナデ、体～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。端整な整形。

753
計
　
２９６

土師器

婉

十
　
２
．
０

(推 |

14。 (

少量の

少粒含
良殉

赤褐

色

1/3程残、半球状を呈する器形で、口縁部やや内傾ぎみに直

立、日縁部ナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

754
土師器

郷

＋
　
８
．
０

少量の

砂粒合
良角

赤褐

色

1/4程 欠、肥厚な器厚、体部半球状で稜を有し、回縁部は内湾

ぎみに直立、日縁部ナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

755
土師器

婉

貯凋

穴膵

母
石
英

雲
罠
百

良角
赤褐

色

1/2程残、底面丸底、休部内傾ぎみに外傾。日縁部内傾、口縁ヨヨナデ

内面ヘラ削り体部～底面ヘラナデ、口縁～底面の外面赤彩後煤付着。

756
針
　
２９７

土師器

邦

＋
　
５
．
０

徴 密 白ね
赤褐

色

1/2程残、半球状を呈す体部で、日縁部は内傾後直立させ、内面に稜を有す

底面中央やや平底化、口縁ナデ体～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

757
土師器

婉

十
　
４
．
０

少量の

砂粒含
ミ歯

赤裾

色

底部欠損、体部内傾ぎみに外傾、口縁部小さく直線的に外傾

内面に稜有、口縁～体部下半ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩

758
土師器

壷

十

4.0

母
石
英

妻
民
百

ミ婿
暗赤

褐色

底部欠、体部やや内傾ぎみに外傾し中央突出、日縁部直線的に外傾。

口～体部下半までヘラナデヘラ磨き、口縁内面ヘラナデ後内外面ヘラ磨き(

759
土師器

甕

十

7.0

“

‐６
．
モ

母
石
粒

妻
長
砂

ミ痛
暗灰

褐色

体部下半欠、体部半球状を呈し、日縁部は直線的に外傾、口

縁ナデ下端指頭整形、体部内外面ヘラナデ。

760
土師器

甕

十

7.0

盟

限

多量の

砂粒含
二脚

明黒

褐色

体部中半以下欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部は直線的に外傾

口縁ナデ下端指頭整形内面煤付着、体部内外面ヘラナデ。

土師器

婉
一星

推 | 1推 |

9,7
徴 窪 良婿

明赤

褐色

1/3程残、いびつ、底面平底、口縁～底部まで内傾ぎみに外傾、

日縁部ナデ、体部ヘラナデヘラ磨き、底部ヘラナデ後内外面赤彩。

762
土師器

婉

＋
　
３
．
０

繊 窪 ミ痛
赤裾

色

1/4程欠、底面中央小さく平底化、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く弱い口縁部直

線的に内傾、口縁ナデ体～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩、体部外面煤付着

763
計
　
２９９

土師器

不

＋
　
・５
。
ｔ

緻 窪 1痛

携赤

色

1/2程残、底面丸底で中央肥厚、体部内傾ぎみに外傾、稜は弱

く口縁部直立、口縁ナデ体部内外面赤彩、ややいびつな器形。

764
土師器

郷

+

7.0

母
英
粒

雲
石
砂

磁剣
権赤

色

完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く丸い、口縁部

外傾ぎみに直立、口縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩(

765
土師器

邦

＋
　
３０
．
‐

徴 密 駐好
権赤

色

完形、底面丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾、日縁部やや肥厚て

直線的に内傾、口縁～底面までヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

甕

＋
　
３
．
０

推| 母
石
粒

妻
長
砂

盛好
暗夜

色

1/3程残、体部下端より以下欠、体部半球状で口縁部「く」字状I

大きく外傾後口唇部水平、口縁部ナデ後内外面赤彩、体部ヘラナデ

土師器

婉

離

限
緻 窪 良妬

暗所

褐色

1/3程残、底面丸底で中央小さく平底化、体部内傾ぎみに外傾、口縁部小さく

直立、口縁～体部下半ヘラナデヘラ磨き下端と底面ヘラ削り後内外面赤彩。

土師器

婉

十

二〇
緻 宅 農好

色

赤権 完形、ミニチュア土器、底面丸底、体部直線的に外傾、体部

ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩、体部整形は端整。

土師器

甕
一揮

(推 )

17.こ

母
石
英

雲
長
石

罠好
暗奔

褐色

1/3程残、体部下半欠、体部内傾ぎみに外傾、口縁部「く」字状に外傾

口縁部ヨヨナデ体部外面刷毛目内面ナデ、口～体外面と口縁内面煤付着

-100-



状の器形で、口縁部が内傾又は外傾しており赤彩が施されている。壷は底部を欠き、体部中央が突出

する器形をなしている。甕は体部下半以下を欠損しており、体部が球形状を呈している。古墳時代の

遺物である。

比763～ 769は籾買場 SI-299よ りの出土遺物で、床面上 1～ 30 cm及び一括遺物の土師器不・甕

であり、767と 769が 一括遺物である。不は丸底で低い稜を有し、日縁部が直立しており赤彩が施さ

れている。婉は丸底で半球状を呈する器形であり、赤彩が施されている。甕は体部下半及び底部を欠

いており、体部が球形状や長胴化している。奈良時代の遺物と判断される。

L770は御異SI-Oolよ りの出土遺物で、床面上 8 cmよ りの土師器婉である。丸底で、体部上端

が肥厚な器厚となっている。古墳時代の遺物である。

血 77Hよ御異SI-Oo2よ りの上師器器台で、底面よりの出土遺物である。不部はやや内傾ぎみに

外傾し、脚は直線的に外開きし4ヶ 所に孔を有している。古墳時代の遺物である。

血 772は御異SI-Oo3よ りの上師器婉で、床面上 7 cmよ り出土している。底部中央が小さく平底

に整形され、日縁部下端内面に低い稜を有している。古墳時代の遺物である。

血773は御臭SI-Oo6よ りの土師器婉で、一括遺物である。1/3程度の破片で、半球状を呈する器

形で赤彩が施されている。古墳時代の遺物である。

比 774～ 777は御臭 SI-008よ りの土師器甕と婉で、一括遺物である。婉は大きく外傾する体部

で、日縁部下端内面に稜を有している。甕は体部中央に最大径を有し、日縁部を小さく外傾させてい

るが、776は小型の甕で体部が長胴化している。古墳時代の遺物で、本住居跡廃棄後の流入である。

血 778は御臭SI-013よ りの上師器甕で、一括遺物である。平底で、体部下半に最大径を有し口

縁部を外傾させている。古墳時代の遺物である。

比 779は御異 SI-014よ りの土師器対で、床面上 7 cmよ り出土している。底部丸底で、体部が楕

円形状を呈している。古墳時代の遺物である。

尚780～ 7821ま御臭SI-015よ りの土師器甕と器台で、一括遺物である。780は体部下端を欠き最

大径を体部上半に有し、口縁部はS字状口縁である。781は 台付甕であり、器台は1/3程の破片で脚

に孔を有している。古墳時代の遺物である。

比783は御異SI-016よ りの上師器婉で、一括遺物である。丸底で低く弱い稜を有している1/3程

度の破片である。古墳時代の遺物である。

配784～ 7861ま御異SI-018よ りの土師器甕で、床面からの出土と一括遺物である。784は底部を

欠損しており、785と 786は平底で中央が内傾し口縁部を外傾させている。古墳時代の遺物である。

配 787。 788は御臭SI-019よ りの土師器甕・器台で、一括遺物である。787は 1/2程の破片で、ミニ

チュア土器である。788は脚部先端を欠き、イ底部中央と脚に孔を有している。古墳時代の遺物である。

配789は御異SI-020よ りの手捏土器で、一括遺物である。1/2程度の破片で、内外面に指頭圧痕

を残している。古墳時代の遺物である。

配 790は御臭SI-021よ りの土師器奏で、床面より出土している。日径に対し底径が小さく、長

胴化している甕である。奈良・平安時代の遺物と判断される。

配 79日よ御異SI-022よ りの土師器甕で、床面より出土している。底部がやや突出し、体部上半

に最大径を有している。古墳時代の遺物である。

L792～ 7941よ御異SI-035よ りの土師器婉と甑 。甕で、床面上 4 cmと 壁溝内より出土している。
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第68表 御異余遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (1)

勘
Ｎｏ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出
位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 踏 孔径

針
　
００．

土師器

婉

十

８
．
０

母
石
英

雲
長
石

罠婚
明茶

褐色

体部半球状で底面中央肥厚、口縁部内傾後口唇部小さく直立

口縁部内外ヘラナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ。

771
Ｓ‐

　

００

土師器

器台

卒 帝
開径

緻 転 良好
明茶

褐色

郷底面平底、体部直線的に外傾、脚直線的に外開後先端大き

く外開、内外面刷毛目整形後ヘラナデ、孔は 4孔。

772 酢
　
００３

上師器

婉

+

7.0

[4.0

粒
石
英

砂
長
百

良痛
暗権

色

底部平底で内傾、体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に小さ

く外傾、日縁ナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ。

773 計
　
００６

土師器

婉

一樫
紹

阿

少量の

砂粒含
駐痛

暗雰

褐色

1/3程残、底面丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的

に外傾、日縁ヨコナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後外面赤彩。

774 餅
　
００８

器土師

甕

一羅
母
石
英

雲
長
石

磁好
暗茶

褐色

体部下半欠、体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に外傾、ロ

縁部ヨヨナデ体部中半刷毛目整形下半刷毛目後ヘラナデ。

775
土師器

甕
罪

制

限

母
石
英

雲
長
石

良婚
色

暗褐 体部下半欠V3程残、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に

内傾口縁ヨヨナデ体部刷毛目整形内面ヘラナデ。

土師器

甕
罪

(推 )
石
英
粒

長
石
砂

農好
明茶

褐色

体部下半欠、V3程欠、内部内傾ぎみに外傾上半に最大径有、回縁部直

線的に外径、口縁～体部外面刷毛目整形、内面体部上面刷毛目他ナデ。

777
土師器

婉
星

(推 )

15.C
級 整 良妬

褐暗

色

1/4程残、体部～口縁内傾ぎみに外傾、日縁ヨコナデ体部へ二

削リヘラナデ、口縁内面に傷有。

SI―

013

土師器

甕

母
石
英

雲
長
石

R角
明黒

褐色

体部1/3程欠、底部平底で笑出、体部内傾ぎみに外傾し下半に最大径有

口縁部直線的に外傾、日縁～底部まで刷毛目整形、内面ナデ、ヘラナデ

SI―

014

土師器

増

十

7.0

石
英
粒

長
石
砂

良角
茶明

褐色

口縁部欠、底面丸底、体部楕円形状で頚部は直線的に外傾頚

部縦位ヘラナデ、体部横位ヘラナデ。

SI―

015

土師器

甕

褐

５
．
Ｅ

多量の

砂粒合
良角

暗茶

褐色

底部欠でV3程の破片、体部内傾ぎみに外傾し上半に最大径有、口縁

部はS字口縁で内外面に稜有、日縁ヨヨナデ体部刷毛目整形ヘラナデ。

土師器

甕

石
母
粒

長
雲
砂

農死
暗褐

色

体部下半以下の破片、底部は3.Ocmほ ど突出し体部は内傾ぎ

に外傾体部・底部は内外面ともヘラ削り。

782
土師器

器台
微 密 農角

明茶

褐色

V3程残、いびつ、台部は内傾ぎみに外傾 し口縁部やや肥厚、

脚は直線的に外開きで孔有、台部ヨコナデ脚部ヘラナデ。

783
Ы
　
０１

土師器

婉

母
石
英

妻

罵

百
良堀

黒褐

色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は弱い、日縁部は

直線的に外傾、口縁部ヨコナデ体～底面ヘラ削リヘラ磨き。

784
Ы
　
０１

土師器

鉢
本 田 4.8

少量の

少粒含
R凋

明黒

褐色

底面中央部欠、底部平底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に

やや外傾、口縁部刷毛目後ナデ体部ヘラ肖!り ヘラナデ、ミニチュア土器(

785
上師器

鉢

少量の

少粒合
罠菊

暗黒

褐色

1/2程残、底面平底で中央小さく内傾、体部内傾ぎみに直立、日縁部直線的

に外傾し内面に稜有、口縁部刷毛日整形、体部ヘラナデ、ミニチュア土器。

土師器

甕

少量の

少粒含
罠角

暗茶

褐色

1/2程度残、底部平底で中央小さく内傾、体部内傾ぎみに外傾

口縁部直線的に外傾、口縁ナデ体部上半指頭整形下半ヘラナデ

SI―

019

土師器

甕

少量の

少粒含
良痴

明黒

褐色

1/2程残、底部平底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾、日縁部緩やかに

外傾、口縁部ヨコナデ体部ヘラ削リヘラナデ、ミニチュア土器。

土師器

器台
一擢 徴 窪 良掲

明茶

褐色

脚下半欠、V3程残、台体部内傾ぎみに外傾、底部中央に径1.Ocln

程の孔有、脚外傾、台部ヘラナデ脚ヘラ削り、孔は3孔。

789
SI―

020

手捏

土器

劣量の

少粒含
良殉

色

暗裡 1/2程残でいびつ、底部平底で体部から口縁部にかけ直線的

に外傾、内外面指頭整形。

計
　
０２‐

土師器

甕
末百

少量の

少粒含
良堀

色

暗裡 底部を欠くが、縦長の甕である。体部内傾ぎみに外傾し、口縁部は「く」

字状に外傾している。口縁部ヨヨナデで、体部は内外面ヘラナデである。

SI―

022

土師器

甕
末正 [4。こ

母
石
粒

妻

罠

少

白何

明鐸

褐也

体部一部欠、底部小さく突出、体部内傾ぎみに内傾、口縁部

直線的に外傾後口唇外反、口縁部ヨコナデ体部内外面ヘラナデ。
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甑はいびつな器形で、体部下端から底面中央にかけて孔を穿ている。792は大型の婉で、底面中央が

平底化している。794は平底で、体部上端に最大径を有している。奈良時代の遺物である。

L795～ 7981ま御異SI-036よ りの土師器婉と郭で、床面と床面上 3～ 5 cmよ り出土している。婉

は半球状の器形で、797以外は黒色処理が施されており煤が付着している。邦は平底で、低い稜を有

し黒色処理が施されている。古墳～奈良時代の遺物と判断される。

h799～ 803は御異SI-037よ りの土師器邦。婉で、床面と貯蔵穴内及び床面上 l cmよ り出上して

いる。不は丸底で稜は低く、日縁部は直立又は外傾しており赤彩が施されている邪が多い。婉は丸底

で口縁部を外傾させ内面に稜を有する799と 、平底状で体部を外傾させている婉がある。799は赤彩

されているが、802は赤彩されておらずいびつな器形である。古墳時代の遺物である。

血 804・ 805は御異SI-039よ りの上師器婉・甑で、床面と床面上 5 cmよ りの出上である。婉は半

球状の器形で口縁下端に低い稜を有し、赤彩が施されている。甑は器厚の薄い器厚で、外傾する体部

と口縁部である。古墳時代の遺物である。

比806～ 809は御異 SI-043よ りの上師器郭・甕・婉で、床面・柱穴内・床面上 1～ 2 cmよ りの出

土である。邦は底部丸底で、低く丸味を有する稜を有し日縁部は内傾又は直立しており、黒色処理が

施されている。婉は平底で、体部が横位にやや突出しており、日縁部はやや外傾 し内面に稜を有して

赤彩されている。甕は小型の甕で、体部上半以下を欠損している。古墳時代の遺物である。

h810～ 812は御臭SI-044よ りの上師器器台 。高邦・甕で、床面上 6～ 8 cmよ りと一括出上の遺

物である。器台は脚先端を欠損しており、孔を3ヶ 所に穿っている。高郷は脚部を欠損しており、甕

は小型で体部下半に最大径を有している。古墳時代の遺物である。

L813～ 8301ま 御異SI-045よ りの土師器不・婉・甕・甑などで、床面と床面上 2～ 14 clll及 びカ

マ ド内よりの出土であるが、813と 830は床面上 1l cm以上からの出土であり、825～ 8281よ カマ ド内

よりの出土である。この 6点以外は、床面上 6 cm以 下の出上である。不は丸底で稜を有し口縁部が内

傾・直立・外傾する不と、丸底で半球状の器形を呈する不が出上している。婉は丸底で半球状の器形

で内面に稜を有する婉と、低く丸い稜を有する婉があり赤彩又は黒色処理が施されている。甕は平底

で体部下半に最大径を有する甕と、体部が球形状を呈する甕が出上している。甑は、日径に対し底径

が非常に小さい甑である。古墳時代の遺物である。

L831～ 836は御異SI-058よ りの土師器高台付皿・婉・壷・手捏土器・甕で、床面上 1～ 2

cmと 一括出土の遺物である。高台付皿はV3～ 1/4程度の破片で、皿体部は直線的に大きく外傾 し、

高台部は長く外開きしている。婉は底部を欠き、体部は半球状を呈し口縁部下端内面に稜を有してお

り赤彩が施されている。壷は平底で、体部が球形状を呈しており赤彩されている。手狙土器はいびつな

器形で、体部に指頭圧痕を残している。甕は平底で、体部が球形状を呈している。古墳時代の遺物である。

L837は御異 SI-063よ りの土師器不で、床面上 2 cmよ りの出土である。半球状の器形で、赤彩

が施されている。

h838～ 842は御異 SI-064よ りの上師器不・婉・甕 。甑で、床面上 2～ 3 cmよ りと一括出上の遺

物である。郭は丸底で稜を有し、日縁部が直立し内面に黒色処理を施している不と、半球状の器形で

内面に黒色処理を施している郷とが出土している。婉は半球状の器形で、内面に黒色処理を施してい

る。甑は体部下半以下を欠損しているが、体部を直線的に外傾させている。甕は底部を欠いているが、

長胴化した甕である。古墳時代の遺物である。
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第69表 御異遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (2)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (crn)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

旧 芭 口径 嵐径
"纏

孔径

792
針
　
０３５

土師器

婉

＋
　
４
．
０

骸 密 良角
明赤

褐色

完形、いびつ、床面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、口縁部は

直線的に内傾。日縁部ヨコナデ体～底面内外面ヘラナデ。

793
土師器

甑

曇津

勺

微 細

砂粒含
良殉

淡橙

褐色

いびつで下半に孔有、体部から口縁にかけ内傾ぎみに外傾し口縁部直立。口縁

ヨヨナデ、体部下半までヘラナデヘラ削り下端内外ヘラ削り、孔はヘラ削り。

土師器

甕 為

母
石
粒

雲
長
砂

良殉
暗褐

色

底部やや突出し平底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立後直線的に外

傾。口縁部ヨヨナデ体部ヘラ削リヘラナデ。体部・口縁部の一部欠。

ＳＩ
．
　

０３６

土師器

婉

＋
　
３
，
０

徴 密 良殉
暗茶

褐色

半球状を呈する器形で、口縁部は肥厚で内外に稜を有する。

口縁内外ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、口縁部内外面煤付着。

796
土師器

婉

＋
　
５
．
０

徴 名 良売
明茶

褐色

半球状をなす器形でいびつ。日縁部ヘラ削りヘラナデ、体部ヘラ

削リヘラナデ、口縁部外面煤付着、内面黒色処理。

797
土師器

婉

十
　
５
，
０

少量の

砂粒含
良笑

権暗

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、口唇部やや外反。日縁部ナデ

で内外煤付着、体～底面ヘラ削リヘラナデ、ややいびつ。

土師器

郷
禾面

少量の

砂粒含
良据

黒褐

色

底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部直立。

口縁部ナデ体～底面ヘラ削りヘラ磨き後内外面黒色処理。

799
舒
　
０３７

土師器

婉

十

1.0
14.8 緻 篭 良痛

褐赤

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾し内面下

端に稜有。日縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

郷
卒 言

つ

台

微

粒
良好

褐赤

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く弱い。日縁部直立ぎ

みに外傾。口縁ナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

郷
4.コ 級 密 良妬

暗赤

褐色

底面丸底で体部は内傾ぎみに外傾、稜は低く鋭い。日縁部外反。

日縁ナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

婉

石
豪
瓶

長
石
砂

罠嬉
褐色

黒明 いびつな器形、底面中央やや突出、体部内傾ぎみに外傾し口縁

部小さく直線的に外傾。口～底部までヘラ削リヘラナデ。

土師器

lTh

目
不
豪

雲
長
石

盛角
明茶

褐色

体部下半～底面を欠、体部肥厚で直線的に外傾し口縁部直立。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラbllリ ヘラナデ。

SI―

039

土師器

婉

十
　
５
．
０

級 窪 農知
赤褐

色

半球状を呈する器形で、低く弱い稜を有し口縁部は直線的に外

傾。日縁ナデ、体～底面ヘラ削リヘラ磨き後外面赤彩。

土師器

甑
=話 4.7 緻 窪 罠角

暗褐

色

体～底部まで内傾ぎみに外傾、口縁部やや肥厚で外反。

日縁ヨヨナデ、体～底部内外ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

ＳＩ
．
　

０４３

土師器

郷

＋
　
１
・
０

少量¢

砂粒台
罠妬

淡黒

色

いびつな器形で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し口縁部は直線

的に内傾。口縁部ヨコナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後黒色処理(

土師器

不

十
　
２
．
０

跛量の

砂粒含
良角 黒色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し口縁部直立。

口縁部ナデ、体
=底

面ヘラ削りヘラナデ後内外面黒色処理。

808
上師器

甕

母
石
英

雲
晨
百

良角 黒色
体部上半以下欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後直線的に

外傾。口縁ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ。

土師器

婉

l■ノ＼

勺
級 密 罠角

赤褐

色

いびつ、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾し内面

に稜有。口縁ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ後体部上半と口縁内面赤彩(

Ы
　
∝

土師器

器台

＋
　
８
．
０

駁 密 良角
明褐

色

脚先端欠、器台やや内傾ぎみに外傾し口縁部やや肥厚、底部中央に孔准

脚直線的に外開き上部に孔有。口縁ナデ体部と脚ヘラナデ、孔は3孔。

土師器

高不

＋
　
６
．
０

の
　
含

三塁

粒

跛

砂
良猫

暗褐

色

脚欠損、体部やや内傾ぎみに外傾後低い稜を形成し口縁部は外

傾。日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ下端ヘラ削り。

土師器

甕
一fE [4。 (

母
石
其

雲
長
石

良角
明茶

褐色

体部下半以下欠、体部内傾ぎみに外傾、口縁部内面に稜を有し直線的に外傾。口唇

ヘラ削リヘラナデロ縁部ヘラナデ後刷毛目整形、体部上半ヘラナデ、体部刷毛目整形。

Ｓ‐．　
明

土師器

邦

+

14,0

母
石
芙

雲
長
石

良角
暗裾

色

体部半球状で稜は大きく突出し肥厚、日縁部外湾ぎみに内傾。

口縁部ヨコナデ体部ヘラ削リヘラナデ。
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第70表 御異遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (3)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出
位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 嵐径 陵径 子し4塁

Ｓ‐．　
略

上師器

不

＋
　
５
．
０

母
石
英

雲
長
石

罠好
祷赤

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後口縁部を直立させる。

口縁部ヨコナデ体～底面ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩。

815
土師器

不

十
　
５
，
０

石
蒙
瓶

長
石
砂

罠好
明祭

褐色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出口縁部直線的に直立

口縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

不

+

1.0
4.【 緻 密 良好

明所

褐色

底面丸底で薄く体部内傾ぎみに外傾、稜は低く丸い、日縁部外湾。口縁

ヘラ磨きヘラナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩、ややいびつ。

土師器

郷

十

5.0

少量の

砂粒台
良妬

淡赤

褐色

底面丸底体部内傾ぎみに外傾稜は低い、口縁やや外傾ぎみに直立

口縁部ナデ体～底面ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩、ややいびつ。

上師器

郷

十
　
５
．
０

少量C

砂粒冶
良妬

茶暗

褐色

いびつな器形で底面中央平底化し体一口縁部内傾ぎみに外傾。

日縁部ヨヨナデ、体部～底部ヘラ削リヘラ磨き。

土師器

芥
眸 帝 級 整 罠角 黒色

底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は丸く低い、口縁部外傾。

日縁部ヘラ磨きヘラナデ体～底面ヘラ削りヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

不

＋
　
６
．
０

級 療 良好 黒色
底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は小さく突出、日縁直線的に内

傾。口縁内外ヘラ磨き体～底面ヘラ削りヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

不

十
　
２
．
０

司

不

租

雲
長
砂

良死 黒色
底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し上部肥厚、稜は上方に突出、日縁

部直線的に内傾。口縁ナデ体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

郷

＋
　
５
．
０

長 不
石 蒙
砂 瓶

罠堀 黒色
いびつで半球状を呈する器形で日縁部は小さく直立ぎみ。口縁部

ヘラ削リヘラナデ、体～底面ヘラ削リヘラ磨き後内外面黒色処理。

823
土師基

邪

十

二〇
繊 窪 良菊

明黒

褐色

底面丸底で薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し稜は大きく突出、口

縁部直立。日縁部ナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ、内面煤付着(

824
土師器

婉

十

2.0
7.7

周

不

蒙

雲
長
石

農菊 黒色
体部半球状で稜は大きく突出し口縁部は直線的に外傾。日縁部内

外ヘラナデヘラ磨き、体～底面ヘラ削りヘラ磨き後外面黒色処理。

825
土師器

邦

カマ

ド内

少量C

砂粒伯
良殉

淡赤

褐色

半球状の器形で上半は肥厚、稜は低く突出し口縁部直立する(

口縁部内外ナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

826
土師器

郷

カマ

ド内
14。4 骸 密 良角

明茶

褐色

底面中央小さく平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は丸く突出、日縁部

直線的に外傾。日縁部ナデ後ヘラ磨き、体～底面ヘラ削リヘラ磨き。

827
土師器

甕

カマ

ド内

母
石
英

妻
長
百

良拓
淡暗

褐色

いびつな器形、底部平底で低く突出、体部内傾ぎみに外傾し口縁部

直立後小さく外傾。日縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ削りヘラナデ。

828
土師器

甑

カマ

ド内

母
石
粒

雲
長
砂

良角
明黒

褐色

底部～体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。口縁部ヨコ

ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。V2程残〔

土師器

婉

+

2.0
徴 密 良角

明赤

褐色

肥厚、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に小さく外傾。

口縁部～体部下半ヘラナデ下半～底面ヘラ首!り ヘラナデ後内外赤彩。

830
土師器

甕

+

11.0

母
石
英

雲
長
石

良角
暗褐

色

底部欠、球形状を呈する体部で口縁部は緩やかに外傾する。

日縁部内外ヨコナデ、体部内外ヘラナデ。

ＳＩ
．
　

０５８

上師器

高台皿
一揮

(推 |

[2.〔

岬
　
６
．

骸 密 良殉
淡明

褐色

1/3～ 1/4程の破片、杯体部は直線的に外傾し高台は直線的に外開き

杯内外ロクロ整形、底面ヘラ切りヘラナデ、高台部ヘラナデ。

土師器

婉
一星

(推 ) 母
石
英

雲
長
石

良売
明芳

褐色

1/3程残、底面中央欠、体部内傾ぎみに外傾し下半やや肥厚で口縁部直線監

に外傾し内面に稜有。口～底面まで内外ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

壷

十

■0

母
石
英

雲
長
石

良据
明赤

褐色

口縁部欠、底部平底で内傾しやや肥厚、体部内傾ぎみに外傾口縁部直

線的に外傾。体部ヘラナデ、底部ヘラ削り後外面と口縁内面赤彩。

834
土師器

甕

＋
　
２
．
０

雲 母
長 石
石 英

廣痛
淡赤

褐色

口縁部を欠く、底部平底でやや内傾、体部内傾ぎみに外傾。

体部ヘラナデ、底部ヘラ削り後外面赤彩。

捏

器

手

上

十

２
．
０

多量の

砂粒含
駐好

明黒

褐色

いびつな器形、底部平底で体部は内傾ぎみに外傾。

体部内外面指頭整形◇
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h843・ 844は御臭SI-066よ りの土師器甕と手捏で、カマド内よりと一括出土の遺物である。甕

は平底で木葉痕を有し、体部上半に最大径を有している。手担はいびつな器形で郭形を呈しており、

1/8程度の破片である。奈良時代の遺物である。

配 845・ 846は御異SI-067よ りの土師器不で、床面上 4 cmよ りと一括出上の遺物である。不は底

部が丸底であるが846は平底に近い器形で、体部は845が半球状であるのに対し、846は稜を有し口

縁部が直立する器形となっている。奈良時代の遺物である。

地847～ 849は御臭 SI-072よ りの上師器不と甕で、床面上 5～ 7 cmよ りとカマド内より出上して

いる。不は丸底で低い稜を有し、日縁部は直立又は外傾 しており黒色処理や赤彩が施されている。甕

は長胴化している甕で、底部を欠損している。奈良時代の遺物である。

配 850は御臭SI-073よ りの上師器甕で、床面上 22 cmよ り出土している。日縁部を欠き、低く突

出する底部で球形状の体部を有している。本住居跡廃棄後の流入で、古墳時代の遺物である。

地 851は御異 sI― o74よ りの土師器婉で、床面上 20 cmよ りの出土である。1/4程度を欠損してい

るが、底部中央が平底化し低い稜を有しており黒色処理が施されている。古墳時代の遺物である。

L852～ 857は御異SI-075よ りの土師器婉・甕・甑で、床面上 16～ 29 cmよ りの出土であること

から本住居跡廃棄後の流入である。婉は平底で低く弱い稜を有し、日縁部が直立しており1/4程度を

欠いている。甕は底部を欠き、球形状の体部で1/3程の破片である。甑は口縁部の器形に差異を有す

るが、体部の器形は類似する器形である。古墳時代の遺物である。

血858～ 860は御異 SI-077よ りの土師器邦・奏で、床面とカマ ド内及び一括出土である。不は底

部丸底で低い稜を有し、口縁部が直立や外傾 しており赤彩が施されている。8591よ 完形であるが、858

と860は 1/2～ 1/3程の破片である。古墳時代の遺物である。

L861～ 879は御異SI-079よ りの上師器郷 。甕・婉で、床面と貯蔵欠及び床面上 2～ 40 cmよ り

の出土遺物であるが、床面上 10 cm以上からの出土は874～ 876の 3点のみである。郭は丸底で稜を有

し口縁部が直立 。外傾・内傾する器形と、丸底で体部が半球状の器形を呈し口縁部が直立及び外傾す

る器形の邦が出土しているが、874は後者の器形で底部が平底化している。婉は丸底で体部半球状を

呈し、日縁部を小さく外傾させて赤彩を施す婉と、底部平底で体部下端に最大径を有し口縁部を外傾

させ赤彩を施す婉が出土している。甕は平底で長胴化している甕、やや突出する底部で最大径を体部

中央に有しやや突出する体部の甕、突出する底部で木葉痕を有し最大径を体部中央に有する甕、小型

で口唇部先端を摘み出している甕等が出土している。甑は完形で、底部中央に孔を有し口縁部を小さ

く外傾させている。古墳時代の遺物である。

比880～ 8831ま御異SI-086よ りの土師器邦と婉で、床面・貯蔵穴内・柱穴内よりの出土遺物であ

る。不は丸底で低く弱い稜を有し、日縁部を外傾させ赤彩や黒色処理を施しているが、8821ま底部中

央が平底化している。婉は丸底で、口縁部を小さく直立させ赤彩されている。古墳～奈良時代にかけ

ての遺物と判断される。

L884は御臭 SI-087よ りの土師器JThで、一括出土の遺物である。V2程度の破片であるが半球状

の器形で黒色処理が施されている。奈良時代の遺物と推定される。

地 885は御異SI-088よ りの土師器高不で、床面よりの出土遺物である。1/2程度の破片であり、

不部と高台部との境に段を有しており赤彩されている。古墳時代の遺物である。

L886は御臭 SI-090よ りの土師器不で、床面よりの出土で完形品である。丸底でしっかりした
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第71表 御異遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (4)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

上
置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 ヨ径 底径 稜径 孔径

836
SI―

058

土師器

甕

十
　
２
．
０

目

石

豪

雲
長
石

良角
暗褐

色

底部を欠、体部内傾ぎみに外傾し最大径を中央下半に有す、日縁

部内面に稜を有し緩やかに外傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

SI―

063

土師器

イ

十
　
２
．
０

少量C

砂粒禽
農妬

赤

色

暗

褐

半球状を呈する器形である。

口縁部はヨヨナデ、体部ヘラナデヘラ磨き後外面赤彩。

SI―

064

土師器

郷

＋
　
３
．
０

4.3 緻 窪 民角
茶

色

明

褐

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は大きく突出し口縁部直立。

日縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り、内面黒色処理。

839
土師器

郷

＋
　
３
．
０

石

蒙

租

長
石
砂

良角 黒色
底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し、日縁部小さく直立。

口縁部ヨコナデ体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

甑

＋
　
２
．
０

多量¢

砂粒禽
良角

暗褐

色

体部下半以下欠、体部直線的に外傾し口縁部緩やかに外傾後直

立ぎみに外傾。口縁ヨコナデ、体部上半ヘラナデ中半ヘラ磨き。

土師器

甕
一樫

推

“

多量C

砂粒台
良角

暗褐

色

底部を欠きV3程の破片、体部内傾ぎみに外傾し上半に最大径を有し

口縁部緩やかに外傾。日縁部ナデ体部ヘラナデ、体部外面下半煤付着。

842
土師器

婉
一星

推

は
緻 名 罠妬

暗褐

色

1/3程残、半球状を呈する器形で口縁部直立。日縁外面黒色処理

口縁部ヨコナデ、体～底面までヘラ削りヘラ磨き後内面黒色処理(

843
SI―

066

土師器

甕

カマ

ド内

月
石
蒙

雲
長
石

罠妬
病

色

暗

褐

小形で完形、いびつ、底部平底で木棄痕有し体部内傾ぎみに外傾

口縁部直線的に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデヘラ削り後外面赤彩

捏

器

手

上
一搾 緻密 良短

唯

窪

淡

褐

ややいびつでV3程残、底部平底で体部は直線的にやや外傾。

内外面指頭整形。

845
SI―

067

土師器

不

十

4.0

少量C

砂粒冶
良妬

所

色

淡

褐

完形でややいびつ、半球状を呈する器形で口縁部直立。口縁部ナデ

体～底面ヘラ削りヘラナデ、体部内面黒色処理、体部外面赤彩。

土師器

不
一経 緻 密 良好 黒琶

1/2程残、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立。

日縁部ヨコナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

SI―

072

土師器

郷

＋
　
５
．
０

緻密 罠好 黒色
1″程残、半球状を呈する器形で稜は低く丸い、日縁部薄い器厚で

直立。日縁部ナデ体～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

848
土師器

邪

＋
　
７
．
０

日
石
茨

雲
長
石

礎好
赤糖

色

1/4程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後口縁部外傾。日縁部ヨ

コナデ体～底面ヘラナデ後口縁～底面まで外面赤彩、底面刻線有。

土師器

甕

カマ

ド内

Ｃ
　
　
る
画

三塁

粒

多

砂
盛好

暗権

色

1/3程の破片で体部下半以下欠損、体部内傾ぎみに外傾、口縁部

緩やかに外傾、口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ、体部外面煤付着。

850
SI―

073

土師器

甕

+

22.0

母
石
英

雲
長
石

盛好
祷暗

色

口縁部欠損、底部平底で笑出、体部内傾ぎみに外傾し中位に最大径

有。体部ヘラナデ下半ヘラ磨き、体部上半～下端まで外面煤付着。

SI―

074

土師器

婉

+

22.0
緻密 良角 黒窪

1/4程欠、底部中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く突出、口縁

部直線的に内傾。口縁ナデ、体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

852
SI―

075

土師器

婉

十

27.0

母
石
英

雲
長
石

農好

葬

色

明

褐

1/4程欠底部平底でやや肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線

的にやや内傾。口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラナデ。

853
土師器

甕

＋
　
‐６
．
０

母
石
粒

雲
長
砂

盛好

鐸

色

淡

褐

1/3程の破片で底部欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後緩

やかに外傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、口縁部外面赤彩。

土師器

甑

+

19.0

多量の

砂粒含
罠好

舞

色

明

褐

1/3程の破片で底部を欠損、体部直線的に外傾し口縁部小さく沐

平に外傾ど口縁ナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ削り。

855
土師器

甑

十

29.0

母
石
英

雲
長
石

盛好
暗糖

色

1/2程残、底部～口縁部にかけ内傾ぎみに外傾、日縁部小さく直

線的に外傾。口縁ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、孔はヘラ削り。

856
上師器

甑

十

19.0

雲 日
長 石
石 蒙

盛増

暗糖

色

底部を欠損する。体部は内傾ぎみに外傾し口縁部は小さく直線

的に外傾。日縁部内外ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ磨き。

857
土師器

甑

+

22.0
13.こ

雲 母
長 石
石 英

盛好

慕

色

明

褐

1/2程残、底部より口縁部下端まで内傾ぎみに外傾し口縁部直立後直線的に

外傾。口縁ナデ(体部上～中半までヘラナデ、下半ヘラ削り、孔はヘラ削り(
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第72表 御異追跡住居跡内出土遺物一覧表 (5)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 藪径 稜径 孔径

858
SI―

077

土師器

郷
末面 徴 密 ミ婿

赤権

色

1/3程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は丸く突出、口縁部内傾後外

傾。口縁ナデ、体部上半ヘラナデ下半・底面ヘラ削りヘラナデ後内外面赤彩

859
土師器

杯

カマ

ド内
微 密 真婿

赤権

色

完形、底面平底で体部内傾ぎみに外傾後口縁部は直線的に外傾。

口縁～体部上半ナデ体部～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

860
土師器

邦
一拝

母
石
英

雲
長
石

主増
権赤

色

1/2程残、ややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は丸く口

縁部は緩やかに外傾。口～底面までヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

計
　
０７９

土師器

甕

＋
　
２
．
０

目
石
蒙

雲
長
石

良婿
権暗

色

1/4程欠損、底部突出し平底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部は緩やか

に外傾。口縁部ナデ体部ヘラナデ、口縁～底部までと口縁内面煤付着。

土師器

婉

十

5,0
微 密 駐婿

祷暗

色

1/2程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後直立し口縁部直線的

に外傾◇口縁内外ナデ、体～底面ヘラナデ、口縁部内外面赤彩。

863
土師器

邦

十
　
２
．
０

4。こ 徴 塩 罠好
赤夜

色

1/2程欠、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は鋭く突出、日縁

部内傾ぎみに直立。日縁部ナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

864
土師器

甕

甘肩

六沐

拇
石
妄

雲
長
石

農妬
糖暗

色

完形、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部外湾ぎみに外傾。日唇ナ

デロ縁～体部中半ヘラナデ、中半以下ヘラ磨と、口縁赤彩、外面煤付着。

土師器

甑 六膝
4.0

多量C

砂粒冶
良好

明舞

褐窪

完形、底部直線的に外傾後体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ、底部ヘラ削り、孔はヘラ削リヘラナデ。

土師器

鉢 穴ぬ

目
蒙
瓶

雲
石
砂

良妬
色

赤褐 完形でいびつ、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し下半に最大径

を有す。日縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後外面赤彩、底部木葉痕で

867
土師奉

不

寺蔵
繊 窪 良角

赤褐

色

完形でややいびつ、底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、丸く低い稜口縁部直

線的に外傾。口縁ナデ体～底面ヘラ肖よリヘラ磨き後外面と口縁内面赤彩e

土師器

邦

庁蔵

太六
緻 窪 良角

暗茶

褐色

1/2程残、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し稜は大きく突出、日縁部直線的に内

傾先端直立。口縁ヘラ磨き、体～底面ヘラナデ、口縁外面赤彩、内外面燥付着e

869
土師器

甕

貯蔵

ミ八

雲 月
長 不
石 豪

R妬
赤褐

色

完形、底部突出し平底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部緩やかに外湾。口縁

ナデ体部ヘラナデ後外面と口縁内面赤彩、体部外面中半以下と内面煤付着

土師器

邦

庁蔵

え映
緻 窪 罠凋

赤褐

色

1/4程欠きややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、駿は低く突出し

口縁部直線的に外傾。口縁ナデ、体～底面ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩

土師器

甕
緻 窪 良痴

赤褐

色

体部中央を一部欠、底部平底、体部内傾ぎみに外傾し中央やや上半に最大

径有し口縁部直線的に外傾。口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面赤彩。

872
土師器

邦

＋
　
２
．
０

4.イ 緻 窪 良角 黒色
1/5程欠損、半球状を呈する器形で口縁部直立しやや肥厚。

口縁部ヨヨナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

873
上師器

邪
末面

少量の

砂粒含
良死 黒色

1/3程欠、底面丸腐で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し、稜は低く突出し口

縁部直線的にやや内傾。日縁部ナデ体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理(

土師器

不

+

15.0
5. 13.2

母
石
英

雲
長
石

良角 黒疸
1/4程欠、底面丸底で肥厚で体部内傾ぎみに外傾、稜は丸く突出し

口縁部直線的に内傾。日縁ナデ、体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理

875
上師器

郷

十

38.0

母
石
粒

雲
長
砂

普憾 黒迄
1/2程欠きいびつ、半球状の器形で回縁部は小さく内傾。口縁部ヨコナ

デ、体部上半ヘラナデ下半～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

876
土師器

邦

+

40.0

少量の

砂粒含
普憾 黒色

1/4程欠きややいびつ、底面丸底でやや肥厚、体部内傾ぎみに外傾し

口縁部直立。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

877
土師器

不

十

2.0

少量の

砂粒含
良殉

色

明黒 1/5程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は突出し口縁は肥厚で

直立。口縁部ヨコナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邦

十
　
５
．
０

多量の

砂粒含
良売

暗鐸

褐色

1/2程欠損、底面丸底で体部～口縁にかけ内傾ぎみに外傾。口縁部ヨ

コナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理、やや粗い整形

879
土師器

不

十
　
５
，
０

母
石
英

雲
長
石

良婿 黒色
1/4程欠、底面中央小さく平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は丸く突出し

口縁部直立し薄い器厚。口縁ナデ、ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。
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第73表 御異遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (6)

物

ｏ

遺

Ｎ
土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 ‡L9 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 嵐径 稜径 孔径

ＳＩ
．
　

０８６

土師器

邦
禾面

母
石
粒

雲
長
砂

良痛
済

色

淡

褐

1/5程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部内傾後直線的

に外傾し内面に稜有。日～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

婉

寺蔵

太広

母
石
英

雲
長
石

良婿
褐色

淡赤 完形、底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部小さく直立し下

端やや肥厚。日縁部ナデ、体～底面までヘラナデ後赤彩。

882
土師器

郭

貯蔵

太仄
14.(

少量の

砂粒含
良好

暗赤

褐色

1/3程欠損、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。口縁ナデ、

体部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩、外面と口縁部内面煤付着。

土師器

郷

l■ノふ

勺

(推 :

14.(

少量の

砂粒合
良角 黒 色

底部中央欠きV3程の破片、底部平底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し

口縁部直線的に外傾。口縁ナデ体部～底部ヘラナデ後内外面黒色処理(

884
SI―

087

土師器

邦
樫 徴 密 良角

裾暗

色

1/2程の破片、半球状を呈する器形で口縁部は直立。口縁部内外ヨコ

ナデ、体部～底面ヘラ削りヘラ磨き、口縁外面と体部内面黒色処理。

885
S―I

088

土師器

高邪
禾面 微 密 良角

赤

色

明

褐

1/2程度の破片、不底部平底で体部内傾ぎみに外傾し脚は外開き後先端

部水平。不体部ヘラ磨き底部ヘラ削り脚ヘラ削り後外面と杯内面赤彩で

886

ＳＩ
．
　

０９０

土師器

郷
禾面

母
石
英

雲
長
石

良菊 黒 色
完形、底面丸底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾、稜は水平に突出し口縁謝

直線的にやや内傾。口縁ヨヨナデ、体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理

887

ＳＩ
．
　

０９‐

土師器

邪

+

■0

微量の

砂粒合
良角 黒色

1/2程の破片、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部直立。

日縁部ヨコナデ体～底面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師器

邦
禾面

石
英
粒

長
石
砂

良角 黒疸
完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は丸味を有し突出、日縁

部直立。口縁ナデ、体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

不

土師蕃 ＋
　
２
．
０

少量の

砂粒含
良角 黒色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く突出、日縁部は直

線的にやや内傾。口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理

土師器

邦

十

５
．
０

骸 密 良角 黒迄
1/4程欠、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く突出、口縁

部直線的に内傾◇口縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後外面黒色処理。

土師器

堺
末面

少量の

砂粒合
良月

捷暗

色

1/2程残、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜はしっかり突

出し口縁部直立も口縁部内外面ヨコナデ、体～底面内外面ヘラナディ

土師器

郷
末面 戯 密 良殉 黒塩

完形、体部半球状で口縁部は直線的に小さく内傾し稜を有す。

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

郭

＋
　
３
．
０

15.[ 徴 密 良角 黒但
完形、体部半球状で薄い器厚、口縁部直線的に小さく内傾し稜

有、口縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

894
土師器

郷
末面

微量の

砂粒含
良角 黒疸

完形でややいびつ、半球状をなす器形で日縁部は直線的に小

さく内傾。日～底面までヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邪

十
　
‐０
．
０

母
石
英

雲
長
石

良角
色

暗鵜 1/2程残、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は大きく突

出し口縁部直立。口縁部ヨコナデ、体～底面ヘラナデ。

896
土師器

甕
禾面

母
石
英

妻
長
石

良角
明黒

褐色

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部「く」字状に外傾。

口縁部ナデ、体部ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

甕

＋
　
２
．
０

母
石
英

雲
長
石

良角
色

明裾 1/3程の破片、体部内傾ぎみに外傾し回縁部「く」字状で外傾。

口縁ヘラナデ後赤彩、体部上半ヘラ削り、下半ヘラ磨き。

土師器

甕

カマ

ド内

拇
石
英

雲
長
石

良角
色

暗裾 1/4程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ磨き、体部外面煤付着。

899
SI―

093

土師器

邦

+

24.0
4.〔

母
石
芙

雲
長
石

良殉
暗茶

褐色

1/4程欠、底面平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し

口縁部は直線的に内傾。口縁部ヨコナデ、体部ヘラ磨き。

Ｓ‐．　
Ｗ

土師器

郷

＋
　
馴

4。 (

多量の

砂粒含
良角

赤裡

色

1/4程欠、底面丸底で体部は内傾ぎみに外傾し口縁部やや肥厚。

日縁部ナデ、体～底面ヘラ削りヘラナデ後内外面赤彩。ややいびつ。

SI―

096

土師器

邪

十

12,C

(推 )

15.0

推)

5.0

少量の

砂粒台
罠角 黒疸

1/3程残、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾後口縁部小さく

直立。口縁ナデ体～底面ヘラナデ、外面黒色処理、底面外面に傷有。
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稜を有し、黒色処理が施されている。遺構はごく一部のみの調査であるが、古墳時代に位置する遺物

である。

L887～ 898は御異SI-091よ りの土銅器不と甕で、895が床面上 10 cmよ りの出上である以外は

床面とカマド内及び床面上 1～ 5 cmよ りの出土である。邦は丸底で稜を有しており、日縁部が直立又

は内傾する不と、半球状の器形で弱い稜を有し口縁部を直立や小さく内傾させている郷がある。また

891と 895以外の不は、黒色処理が施されている。甕は平底で、体部上半に最大径を有し口縁部を外

傾させているが、897は底部を欠き長胴化した甕である。古墳時代の遺物である。

血 899は御柔SI-093よ りの上師器郭で、床面上 24 cmよ り出土している。1/4程度を欠損してお

り、底部中央が平底化している。遺構は一部を調査したのみであるが、古墳時代の遺物と判断される。

血 900は御異SI-094よ りの土師器不で、床面上 23 cmよ り出土している。1/4程度を欠きややい

びつで半球状を呈する器形であり、赤彩が施されている。

血 901～ 9051ま 御臭 SI-096よ りの上師器邦と甕で、貯蔵穴内と床面上 12 cmよ り出土している。

邦は半球状の器形で日縁部を小さく直立させ黒色処理を施している郭と、丸底で稜を有し口縁部を内

傾させている不が出土している。甕は口縁部を小さく直立させている甕と、底部を欠くが底径が小さ

く体部上半に最大径を有する甕や、体部が球形状を呈する甕が出土している。古墳時代の遺物である。

血 906～ 9121よ御異 SI-099よ りの土師器郷・婉・甕で、床面上13～ 26 cmよ りの出上である。不

は丸底で低い稜を有し、日縁部を内傾させ赤彩が施されておりなかには910の ようには大型の不も出

土している。婉は底部が突出し球形状の体部で黒色処理が施されている婉と、平底で体部が肥厚な器

厚となり上半に稜を有し、赤彩が施されている婉が出土している。甕は 906。 911が小型の甕である

が、912は大型の甕であり、912以外は破片である。古墳時代の遺物である。

L913～ 921は御異 SI-100よ りの土師器邦で、床面上 3～ 18 cmよ りの出土である。不は丸底で

稜を有し口縁部を直立又はやや内傾させている不と、器高が低く大きい口径で底部中央が平底化がし

ている郷や、半球状の器形を呈する邦であり、内外面黒色処理が施されている。古墳時代の遺物であ

り本住居跡廃棄後の流入である。

L922～ 930は御異 SI… 106よ りの土師器器台・鉢・鮒・手担土器・甕・須恵器鉢で、柱穴内と床

面上 3～ 10 cm及 び一括出土の遺物である。922・ 923は柱穴内と床面上 3 cmよ りの出土であるが、他

は床面上 8 cmと 一括遺物である。器台は脚部の器形に相異を有し、9221よ器台中央部に孔を有してい

ないものの923は 孔を有している。他の遺物は、本住居跡廃棄後の流入である。古墳時代とこれ以降

の遺物である。

血931と 9321ま御異 SI-107よ りの上師器高台付婉と須恵器邦で、床面上 5 cmよ りと一括出土の遺

物である。台付婉は低く直線的に外開きする高台を有しており、不は低い稜を有し口縁部が直立し先

端は内面よリヘラ削り整形されている。奈良 。平安時代の遺物である。

L933は御異SI-108よ り上師器ltFで 、床面上 7 cmよ り出上しておりV4程を欠損している。底部

平底で体部は球形状を呈し口縁部を外傾させており、外面に赤彩が施されている。古墳時代の遺物で

ある。

配 934～ 943は御異SI-110よ りの上師器不 。婉・甕・甑で、床面とカマ ド内及び床面上 4～ 13

cmよ りの出土遺物である。不は丸底で稜を有さず外傾する日縁部の邦と、丸底で稜を有し内傾又は外

傾する日縁部の邦が出土している。婉は丸底で体部が半球状の婉と、平底で稜を有し口縁部が内傾す
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第74表 御異遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (7)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 ヨ径 底径 陵径 酎容

902
計
　
０９６

土師器

不

十

12.0
徴 窪 農妬

孫

窪

明

褐

1/4程欠、底面丸底でやや肥厚、体部内傾ぎみに外傾、稜は突出し

口縁部直線的に内傾。口縁ヘラ磨き、体～底面ヘラナデヘラ磨き。

土師器

甕

貯蔵

穴広

)氏
=

石
英
粒

長
石
砂

良好
淡舞

褐窪

底部を欠き2/3程残、体部内傾ぎみに外傾、口縁部湾曲しながら

外傾し先端】BF5。 日縁ナデ体部ヘラナデ後外面と口縁内面赤彩。

904
土師器

甕

寺蔵

太広

少量の

砂粒冶
罠妬

祷暗

色

1/4程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部肥厚で直立。

日縁部ヨコナデ、体部～底部までヘラナデ。

土師器

甕

寺膚

六広

拇
石
蒙

雲
長
石

盛好
褥明

色

1/4程欠損、体部内傾ぎみに外傾し上半に最大径を有す口縁

部は直立後直線的に外傾。日縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ。

906

ＳＩ
．
　

０９９

土師器

甕

＋
　
・８
．
０

少量の

砂粒台
罠痛

権暗

色

完形、底部平底で突出し体部内傾ぎみに外傾、日縁部湾曲しなが

ら外傾。日縁ナデ体部ヘラナデ底部ヘラ削り、日縁部内外面赤彩。

907
土師器

婉

十

18.0

石
蒙
瓶

長
石
砂

良好
明茶

褐窪

完形、底部突出し平底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に

内傾。口～体部ヘラナデ底部ヘラ首1り 、体部内面黒色処理、体部傷有。

908
土師器

婉

+

21.0

司

石
妄

雲
長
石

良好
色

赤権 底部中央を欠、底部平底、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁

部は直立。口縁部ナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

909
土師器

邪

+

20.0
徴 名 農好

色

赤糖 1/3程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は直

線的に内傾。日縁部ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面赤彩。

土師器

郷

十

17.0
徴 窪 農好

色

赤稚 1/2程欠損、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口

縁部は直線的に内傾。口縁ナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

土 師 器

甕

+

26.0

母
石
英

雲
長
石

罠好
明舞

褐色

底部を欠き2/3程残、体部内傾ぎみに外傾し口縁部緩やかに外傾

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ。

土師器

甕

十

13.0
1

伺
石
蒙

雲
長
石

良好
権暗

色

1/2程欠損、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し体部最大径を上半

に有す。口縁部「く」字状に外傾、日縁ナデ体部ヘラナデ。

913
針
　
１００

土師器

不

＋
　
３
．
０

4.乏

日
石
蒙

雲
長
石

罠妬 黒色
1/2程欠きややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は突出、日縁

部は直立しやや肥厚。口縁ナデ、体部ヘラ肖Iり ヘラナデ後内外面黒色処理

土師器

郷

十

15.0

推 | (推 )

[4.5

日
石
蒙

雲
長
石

農好 黒色
底面中央部を欠き1/3程残、体部内傾ぎみに外傾し稜は丸く突出

口縁部直立。口縁部ナデ、体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

915
土師器

邦

＋
　
６
．
０

日
石
蒙

雲
長
石

農好 黒色
1/2程残でややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は突出、口縁

部直立し肥厚。日縁部ナデ、体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理

916
土師器

不

十

12.0
徴 名 罠好 黒迄

完形でややいびつ、底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直

線的に内傾。口縁ナデ、体～底面ヘラ削りヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

不

+

10.0
徴 名 良好 黒窪

完形、底面丸底で中央打BFe、 体部内傾ぎみに外傾し稜は低く突出、口

縁部直立で薄い器厚。口縁ナデ、体～底面ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邪

+

10,0

少量の

砂粒全
良妬 黒色

完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾じ稜は大きく突出、口縁部

やや外傾。日縁ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

郷

+

18.0

推 ; (推 ) (推 )

[4.7

緻 宅 良好 黒窪
1/3程残、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し回

縁部直立。口縁部ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理(

920
土師器

邦

＋
　
５
．
０

繊 窪 罠好 黒窪
完形、半球状の器形で底面中央と口縁部がやや肥厚。

口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

邦

＋
　
３
．
０

緻 密 盛好 黒色
1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し口縁部内

傾ぎみに直立。回縁ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ削り後内外面黒色処理。

922

Ｓ‐
一

　

・０６

土師器

器台

＋
　
３
．
０

即径
徴 密 盛好

色

赤稚 1/5T■欠、不体部直線的に外傾、口縁部薄い器厚で直立後外傾、脚は直線的に

外開き。不ヘラナデ、脚ヘラ削り、刷毛目後ヘラ磨きナデ後内外面赤彩。

923
土師器

器台

陛赤

為

抑径
緻 密 良痛

祷赤

色

1/2程残、添底部月BF7で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立脚は外開き。口縁

ヨヨナデ、体部刷毛目後ヘラチデ、脚刷毛目後ヘラ磨き後赤彩、孔は整形後
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第75表 御異遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (3)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

Ｌ

眩

法 量 (cln)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 稜径 Fし径

Ы
　
０９

土師器

鉢

不

蒙

粗

長
石
砂

民獨
明茶

褐色

1/2程の破片で底部を欠、体部下半内傾ぎみに外傾上半直立、日

縁部直線的に外傾。口縁～体部上半刷毛日整形、下半ヘラナデ。

925
土師器

靖

十
　
８
．
０

拇

狂

家

雲
長
石

農角
淡赤

褐色

1/5程欠、底部小さく平底で内傾、体部球形状で口縁部直線的に外

傾。口縁～体部下端および口縁内面刷毛目整形後ヘラ磨き後赤彩。

握

器

手

上

十

10.0

多量C

砂粒倫
良凋

暗赤

褐色

1/5程欠、いびつな器形、底部平底で体部内傾ぎみに直立し口縁部直線的に

外傾。口～体部下端外面刷毛目後ヘラナデ、口縁内面刷毛目、内外面赤彩。

927
上師器

甕

十

9.0

″氏 r 〕2.1

掲

茫

雰

雲
長
石

良角
明黒

褐色

1/4程欠、底部を欠き体部は内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾◇口

～体部外面と口縁部内面刷毛目整形、体部上端と口縁部外面内面赤彩。

上師器

甕

十
　
８
．
０

獨

κ

家

雲
長
石

良殉
暗茶

褐色

1/4程欠、底部を欠き体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾。外

面刷毛目整形で口～体部上半赤彩、口縁内面刷毛目体部ナデ後赤彩。

捏

器

手

上

＋
　
８
．
０

獨

不

家

雲
長
石

良死
暗褐

色

いびつな器形で1/5程欠損、底部平底で体部直立ぎみで口縁部は

外傾している。内外面指頭整形。

須恵器

鉢

(推 )

徴 密 良殉
灰褐

色

底部を欠き1/3程の破片、体部下半内傾ぎみに外傾し上半直線的に外傾、口

縁部小さく内傾。外面ヨヨナデヘラナデ叩き整形、内面ヨヨナデ叩き整形。

酢
　
・０７

須恵器

台付婉

＋
　
５
．
０ 7.2

骸 密 良角
淡褐

色

1/2程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、日唇部小さく外傾し

高台は低く外開き。日～底部内外面ヘラ磨き。

932
須恵器

邪
一握

(推 )

14,0

(推

_4.1

徴 密 良凋
灰褐

色

底部を欠き1/3程の破片、体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し

口縁部直立。内外面ロクロ整形。

933

Ｓ‐
一

　

・０８

器土師

靖

十

7.0

少量の

砂粒合
良角

暗赤

褐色

1/4程 を欠、底部小さく平底、体部球形状で日縁部緩やかに外傾

内外面ヘラナデヘラ磨き、外面赤彩、体部内面煤付着。

創
　
１１

土師器

郷

十

7.0
14.(

少量の

砂粒含
良菊 黒色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、回縁部直立でやや

外傾口～体部内外ヘラ磨き底面外面ヘラ削り、内外面黒色処理。

土師器

芥

十
　
５
，
０

少量の

砂粒含
良殉

明赤

褐色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。

日縁ナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

936
土師器

邦

＋
　
・０
．
０

微 密 良売
色

赤裾 1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ごみに外傾し口縁部直線的に外

傾。日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面赤彩。

不

土師器 +

13.0

母
石
英

雲
長
石

良爽
赤褐

色

完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は突出し口縁部直線的に外

傾。口縁部ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後外面赤彩内面黒色処理。

938
土師器

郷

+

7.0
緻 密 良妬 黒色

完形、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

口～底面内外面ヘラナデヘラ磨き後黒色処理。

939
土師器

郷

卒 語 緻 密 盛好 黒色
底部を欠き1/2程の破片、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に

外傾。日～体部内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面黒色処理。

940
土師器

婉

十
　
４
．
０

拇
石
豪

雲
長
石

罠好
赤褐

色

1/4程欠損、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し口縁部内

傾後直立、肥厚な器厚。口縁ナデ体部上半ヘラ削り下半ヘラナデ後内外赤彩。

941
土師器

甕

十
　
・３
．
０

欄

・
・
４

目
石
タ

雲
長
石

良妬
褐暗

色

1/3程の破片で体部下半以下を欠く、体部内傾ぎみに外傾し日縁部は

「く」字状に外傾。口縁ナデ、体部上半ヘラナデ、体部下半ヘラ磨き。

942
土師器

甕

カマ

ド内

母
石
英

雲
長
石

農痛
赤褐

色

1/4程欠、底部平底で体部球形状を呈し、口縁部「く」字状に外傾。

日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ後外面と口縁内面赤彩、底部外面煤付着。

943
土師器

甑

カマ

ド内

多量の

砂粒含
罠婚

淡黒

褐色

1/3程欠、底部から口縁部にかけ内傾ぎみに外傾、日縁部直

線的に外傾。日縁ナデ体～底部ヘラナデヘラ磨き。

944
SE―

111

土師器

高台婉
緻 名 罠角

淡赤

褐色

不体部上半以上を欠きV2程の破片、底部平底で体部内傾ぎみに外傾高台部は

低く直線的に外開。不外面ロクロ整形内面ヘラ磨き底部回転糸切り内外赤彩。

945
土師器

高台婉

(推 )

刀 n

(推)

緻 塩 罠角
赤褐

色

1/3程の破片、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部やや肥厚。

体部外面ロクロ整形内面ヘラ磨き底面ヘラ切り後内外面赤彩。
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る婉があり、黒色処理又は赤彩が施されている。甕は大形で体部が球形状を呈しており、甑は底部～

口縁にかけ内傾ぎみに外傾する器形である。古墳～奈良時代にかけての遺物である。

地944～ 946は御臭SI-111よ りの土師器高台付婉と甕で、一括出土の遺物である。高台付婉は全

て破片で、高台部が低く外開きしており赤彩が施されている。甕は体部下半以下を欠損しており、長

胴化している甕である。奈良時代の遺物である。

L947～ 958は 御臭 SI― ■3よ りの土師器邦・壺 。高不 。甕・甑であり、床面・カマ ド内・床面上

2～ 13 cmと 一括出上の遺物である。950。 955・ 956の 3点は、床面とカマ ド内及び床面上 2 cmよ り出

土しているものの、他の遺物は床面上 7～ 13 cmと 一括遺物である。不は半球状の器形で、日縁部が

内傾している不と、平底で回転糸切り底の不が出土している。壺は丸底で体部上半に最大径を有し、

黒色処理されている。高イは脚先端を欠損しており、甕は平底で長胴化する甕と底径が小さく内傾ぎ

みに立ち上がる甕が出土している。甑は長胴化した甑で、日縁部の外傾状況に相異が見られる。廃棄

後の流入遺物が多いものの、古墳～奈良時代にかけての遺物が多い。

蠅959～ 96Hよ御異sI-115よ りの土師器婉・甕で、床面と一括出上の遺物である。婉は一括遺物

で、平底で口縁部下端内面に稜を有している。菱は床面出土で、体部上半と底部中央を欠損している。

古墳時代の遺物である。

L962～ 964は御異 SI―■8よ りの土師器lThと 甕で、一括出土の遺物である。不は丸底で、口縁部

下端内面に稜を有し赤彩されているlThと 、半球状の器形で黒色処理されている不がある。甕は体部上

半以下を欠損し、長胴化した甕である。本住居跡廃棄後の流入で、古墳時代の遺物と判断される。

配965～ 968は御臭SI-122よ りの土師器不・婉・甑で、床面 。柱穴内・床面上 3 cmよ りの出土遺

物である。不は丸底で低い稜を有し口縁部が直立する郭と、半球状の器形で口縁部下端が肥厚で内面

に稜を有する不とがあり、赤彩が施されている。婉は半球状の体部で、日縁部を直立させ赤彩が施さ

れている。甑は底部がやや肥厚で、中央部には孔がヘラ削りにより穿たれている。古墳時代の遺物で

ある。

L969は御臭 SI-125よ りの土師器甕で、床面より出土している。体部中央以下を欠損しており、

長胴化した甕と推定され古墳時代の遺物である。

L970～ 975は御異SI-126よ りの土師器イ 。高不・婉 。甑で、床面と床面上 7 cm及 び一括出土の

遺物である。不は丸底で口縁部下端内面に稜を有する不と、底部が平底又は平底化しており、低い稜

を有し直立又は外傾する日縁部の不とがある。高邦は口縁部が直立しており、脚内面に段を有し赤彩

されている。婉は体部半球状で内面に稜を有し、赤彩されている。甑は最大径を体部上端に有し、平

底の底部を形成してから中央に外側から孔を穿っている。古墳時代の遺物である。

L976は御臭SI-128よ りの土師器rtFで、一括出土の遺物である。丸底で底部中央部がやや内傾

しており、日縁部下端内面には稜を有し赤彩されている。古墳時代の遺物である。

比977は御臭SI-129よ りの上師器壷で、床面より出土している。1/3程度を欠損しており、平底

で体部上半に最大径を有している。

L978・ 979は御臭 SI-130よ りの土師器不と甕で、床面上10～ 16 cmよ りの出土遺物である。邦

は丸底で低い稜を有しており、口縁部は直立し黒色処理が施されている。甕は体部上半以下を欠き、

薄い器厚で口唇部は摘み出されている。奈良時代の遺物である。

配980～ 983は東台SI-005よ りの土師器郭・婉・甕で、一括出土の遺物である。邦は半球状の器

-113-



第76表 御異遺跡住居跡内出上遺物一覧表 (9)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

Ｌ

眩

法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 稜径 孔径

Ы
　
ｌｌ

土師器

甕

母
石
芙

雲
長
石

良角
明黒

色

1/2程の破片で体部下半以下欠損、体部内傾ぎみに外傾し口縁部

直線的に外傾。日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、粗い整形。

947
SI―

113

土師器

不

十

1■0
緻 密 良角

赤褐

色

完形でいびつ、底部平底で中央内傾、体～口縁部まで直線的に外

傾。体～口縁まで内外面ロクロ整形で赤彩、底部回転糸切り。

948
土師器

郷

+

11.0

母
石
英

雲
長
石

良角
赤褐

色

完形でややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に内傾。

口縁ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、底面ヘラ削り後外面赤彩内面黒色。

949
土師器

添

十
　
‐０
．
０

14.(
少量の

砂粒含
良角 黒窪

1/2程残、半球状を呈する器形で底面中央薄い器厚で回縁部小さ

く直立。口縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

壷

十

2.0

少量の

砂粒含
良菊 黒色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部「く」字状に外傾。口

縁ナデ体部上半ヘラナデ中半～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

高不

十

13.0

微量の

砂粒含
良殉 黒色

脚先端を欠き2/3PI残、郷体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に外傾、脚

直線的に外開き。不ナデヘラナデ後内外黒色処理、脚ヘラ削りヘラナデ。

952
土師器

甕

+

7.0

推)

4.5

( 母
石
英

雲
長
石

良売
明票

褐色

底部中央を欠き1/4程欠損、底部平底状で体部は内傾ぎみに外傾し口縁部

「く」字状に外傾。口縁ヨコナデで内外赤彩、体～底部ヘラナデ、粗い整形。

土師器

甕

＋
　
９
．
０

1

目
石
蒙

雲
長
石

良好
褐暗

色

1/4程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し回縁部「く」字状に外傾。口

縁ヨコナデで内面赤彩体部ヘラナデヘラ磨きで上半～下端外面煤付着。

土師器

甕

+

7.0

母
石
英

雲
長
石

盛好
明茶

褐色

1/4程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部「く」字状に外傾

し口唇部肥厚。口縁部ヨコナデで口唇内外赤彩、体部ヘラナデ。

955
土師器

甑
卒 帝

拇
瓶
豪

雲
砂
石

農婿
赤褐

色

完形、底部～口縁下端まで内傾ぎみに外傾、口縁部湾曲しながら

外傾。口縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ孔はヘラ削リヘラナデ。

956
土師器

不

カマ

ド膵

伺
石
蒙

雲
長
石

農妬
褐赤

色

1/2程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は直

線的に内傾。口縁ヨコナデ体～底面ヘラ削りヘラナデ後内外面赤彩(

土師器

甑

躙

洵

(推 |

0.0

月
石
豪

雲
長
石

良猫
褐明

色

1/3程の破片、体部下半内傾ぎみに外傾し上半直線的にやや外傾、日縁部直

線的に外傾。口縁部ヨコナデ体部ヘラナデヘラ磨き、孔はヘラ削リヘラナデ(

958
土師器

甑
招

i推 )

!7.0

推 )( 少量の

砂粒含
罠角

淡黒

褐色

1/3程の破片、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。口縁

部ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

SI―

115

土師器

甕
べ 田

推)(
月

石

豪

雲
長
石

R宛

暗茶

褐色

体部下半以下の破片、底面中央を欠き薄い器厚で体部は直線

的に外傾。体部外面ヘラナデ下端と体部内面刷毛目整形。

960
土師器

婉
4.2

母
石
英

雲
罠
百

罠妬
明黒

褐色

1/2程の破片、底部平底で体部は内傾ぎみに外傾、口縁部は直線的に

外傾し内面下端に稜有。口縁部ナデ体部刷毛目整形底部ヘラナデ。

土師器

婉
括

働

Ｈ

(推|

4.℃

母
石
英

雲
長
百

罠痴
納

色

1/3程の破片、底部平底で体部は内傾ぎみに外傾、口縁部直線的

に外傾。日縁部ナデで一部刷毛目体部刷毛日・ナデ整形。

962
SI―

118

土師器

邦
一経 4.1

働

４
．
０

母
石
粒

妻
民
砂

罠角
赤褐

色

1/3程の破片で底部中央を欠損、体部は内傾ぎみに外傾し口縁部

直立後緩やかに外傾。口縁ナデ体部ヘラ磨き後内外面赤彩。

963
土師器

郷
一罪

推)

3.9

少量の

砂粒台
良角 黒色

1/3程の破片で半球状を呈する器形であり、日縁部先端はヘラ削

り出し。口縁ナデ体部～底面ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

甕

(推 ) 母
石
英

雲
長
石

良角
暗褐

色

1/3程の破片、体部はやや内傾ぎみに直立し口縁部は湾出しなが

ら水平に外傾。口縁部内外ナデ体部内外面ヘラナデ。

965
計
　
・２２

土師器

婉

＋
　
３
．
０

微 密 良痛
色

赤裾 1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部内傾後直立(

口縁部ヨコナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

966
土師器

不

＋
　
３
，
０

微 密 ミ婿
捷赤

色

完形、底面丸底で中央肥厚、体部内傾ぎみに外傾後低い稜有口

縁部直立。口縁部ナデ体部ヘラナデ底面ヘラ肖1り 後内外面赤彩。

967
土師器

邦
末面 微 密 婁痛

権赤

色

1/3程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾じ口縁部は直線的に

外傾。日縁～底面にかけ内外面ヘラナデヘラ磨き後赤彩。
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第77表 御異追跡住居跡内出土遺物一覧表 (10)

遺 物
No

土
精

出
遺

類
称

種
名

出土
位置

法 量 (cm)
胎 土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 ヨ径 底径 稜径 子し雀

Ы
　
・２

土師器

甑

柱舛

内

多量¢

砂粒禽
農角

暗褐

色

1/3程を欠きややいびつな器形、底部平底で中央に孔を有し、体部内傾

ぎみに外傾し口縁部は直線的に外傾。口縁ナデ体部ヘラナデヘラ磨き。

969

ＳＩ
．
　

・２５

土師器

甕
,1.8

月

を

瑛

雲
長
石

良凋
暗褐

色

体部中半以下欠損、体部内傾ぎみに外傾、口縁部「く」字状に

外傾。口縁ナデ、体部ヘラ削リヘラナデ。回唇部内外面赤彩。

甑
　
・２

土師器

邪

十

7.0
級 窪 良菊

淡赤

褐色

1/4程欠損、体部半球状で上端内面に稜を有し口縁部は直線的に外傾。口

縁部ヘラナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩、底部中央に「メ」状の傷有。

土師器

高邦

十

7.0
徴 密 良角

明赤

褐色

1/2程残、不体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立、脚部直線的に外開。

郭～脚外面ヘラナデ、脚内面ヘラ削リヘラナデ、外面と杯内面赤彩。

972
土師器

邦

+

7.0
5. 13.E

少量の

砂粒合
良角

赤褐

色

1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後内傾、日縁部

直線的に外傾。口縁ナデ、体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

婉

十

7.0

少量の

砂粒含
良売

赤褐

色

1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、上端内面に稜を有し

口縁部直線的に外傾。口縁ナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

郷

+

7.0
[3.5 4.9

湖
石
蒙

雲
長
石

良好
色

赤掲 1/4程欠、底面中央平底化してやや内傾、体部内傾ぎみに外傾後直立

口縁部小さく外傾。口縁部ヨコナデ体～底面ヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

甑

目
石
蒙

雲
長
石

良妬
褐暗

色

1/3程欠損、底部平底で中央内傾し孔を有し、体部内傾ぎみに外傾し上端に

最大径有。口縁部直立、回縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ

976
SI―

128

土師器

靖
級 窪 農角

色

赤褐 1/2程欠損、底部小さく平底化し中央内傾、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直

線的に外傾。口縁刷毛目後ヘラ磨き体～底部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

977
SI―

129

土師奉

壷

伺

不

蒙

雲
長
石

R妬

暗褐

色

1/3程欠損、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に

外傾し下端内面に稜を有す。日縁～底部まで内外面ヘラナデ

計
　
・３０

土師器

邦

十
　
‐６
．
０

微 密 罠角 黒色
1/4程欠損、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く丸い、日縁部

内傾ぎみに直立。口縁ナデ、体部～底面ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

甕

十

10.0
11.5

(推 :

)五
=

母
石
豪

雲
長
石

良角
暗褐

色

1/3程の破片で薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部「く」字状に外

傾後先端突出。国縁部ナデ、体部ヘラナデ、口縁～体部外面煤付着。

第78表 東台遺跡住居跡内出上遺物一覧表 (1)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cln)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 口径 底径 陵径 孔径

980

ＳＩ
一

　

〇５

器土師

郷

一星

月
石
蒙

雲
長
石

盛好 黒色
1/3程欠損、半球状を呈する体部で回縁部は直線的に外傾。

日縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

婉
一tE

微細な

砂粒合
農妬

権暗

色

底面丸底で体部直線的に外傾し口唇部やや外傾。

口縁部ヨヨナデ、体部～底面ヘラ削リヘラナデ、手担土器。

土師器

甕
一括

周

石

蒙

雲
長
石

良好
暗褐

色

底部平底で体部内傾ぎみに外傾し回縁直線的に外傾。

口縁ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、口縁一体部V3程久損。

土師器

婉
4.7 級 窪 R死

明黒

褐色

底部平底で木葉痕を有し、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立。

口縁ヨコナデ体部ヘラナデ、下端ヘラ削り、V2程遺存。

984

ＳＩ
．
　

６８

土師器

鉢

凋

不

要

雲
長
石

罠痴
暗茶

褐色

1/3程欠、底部平底で突出し体部～口縁部までやや内傾ぎみに外

傾口縁ヨヨナデ、体部用J毛ロヘラナデ、底面ヘラ削リヘラナデ。

土師器

甕

少量の

砂粒含
良死

暗茶

褐色

1/3程欠、底部平底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部「く」字状に外

傾。口縁刷毛日、体部外面刷毛目内面ヘラナデ、底部刷毛目整形。

土師器

壷

母
石
英

雲
長
石

良凋
暗褐

色

底部平底でやや突出、体部内傾ぎみに外傾し下半に最大径有し口縁

部直線的に外傾。口縁部ナデ体部刷毛目整形後ヘラナデ、1/3程欠。

土師器

甕

多量の

砂粒含
良菊

権暗

色

体部下半以下欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。日

縁ナデ、頚部刷毛日、体部上端波状文有、体部用J毛目後ヘラナデ。
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形で、日縁部を小さく直立させ黒色処理が施されている。婉は半球形を呈する婉と、平底で肥厚な器

厚の婉が出上しているが、981は手握土器である。甕は底径の小さい平底で、体部下半に最大径を有

している。古墳時代の遺物である。

配984～ 987は 東台SI-008よ りの土師器鉢と甕・壷で、一括出土の遺物である。鉢は1/3程度を

欠損しており、底部が突出し体部を外傾させている。甕は底部がやや突出しており、体部中央に最大

径を有し口縁部を外傾させているが、986は体部中央を横位方向に突出させている。987は体部上端

に刷毛目整形痕を有している。古墳時代の遺物である。

h988～ 9951ま東台 SI-010よ りの土師器甕・対・器台・婉・鉢・イで、床面と一括出土の遺物で

ある。床面出土は988・ 989の 2点のみで、他は一括出土遺物である。甕は 988・ 989。 994の 3点が

あり、988は平底で底部中央部が内傾 し口縁部が外傾している。989は薄い器厚で、日縁部を外傾さ

せている。対はV3程度の破片であり、底部は平底で体部下半に最大径を有しておりヘラ磨きが施さ

れている。器台は不部が直線的に外傾し、不底部中央と脚部に孔を有している。婉は1/3程の破片で、

体部は半球状を呈し口縁部下端内面に稜を有している。鉢は1/3程度の破片で、底部は平底で内傾 し

ている。不は1/3程度を欠損し、平底で日縁部下端内面に稜を有しているが若しく磨滅している。994

はV3程度の破片で、日縁部がS字状口縁部となっている。古墳時代の遺物である。

配 996・ 9971よ東台SI-023よ りの土師器不・婉で、一括出上の遺物である。不は半球状の器形で

外面に赤彩が施されており婉は平底で、日縁部外面にヘラ削りヘラナデが施されている。遺物として

は、古墳時代の遺物である。

L998～ 1001は東台 SI-025よ りの土師器壷・甕・婉で、床面上 21 cmよ りと一括出土の遺物であ

る。壷は体部下半を欠損しており、体部が球形状を呈している。婉は1/2程度の破片で、日縁部下端

内面に稜を有している。甕は999が体部上半以下を欠損しており、体部が長胴化している。10001ま突

出する底部で、体部下半に最大径を有し口径の小さい甕である。古墳時代の遺物である。

L1002～ 1004は東台 SI-026よ りの土師器甕・壺・婉で、床面上 6～ 9 cmよ りの出土遺物で本住

居跡廃棄後まもなくしての流入である。甕は底部が小さく突出し、体部上半に最大径を有している。

壷は丸底で、体部中央が横位に突出する器形である。婉は底部を内傾させており、回縁部を小さく直

立させ内面に稜を有しており、赤彩と黒色処理が施されている。古墳時代の遺物である。

L1005は 東台SI-027よ りの上師器邦で、床面上 8 cmよ り出土している。半球状の器形で、日縁

部をやや直立させている。古墳時代の遺物である。

L1006～ 1008は束台SI-029よ りの土師器甕・壺で、床面及び貯蔵穴内よりの出土遺物である。

1006は床面よりの出土で、他 2点が貯蔵穴内よりの出上である。重は1006の ように口縁部下端に段

を有する壺、器台部を欠損している甕 (1008)が 出土している。1006は 、本田余台遺跡群では唯一

の出土例である。壺は口縁部と底部を欠損しており、体部最大径を下半に有している。古墳時代の遺

物である。

配 1009。 1010は東台SI-031よ りの土師器対 。高邦であり、貯蔵穴より出土している。対は丸底

で、体部最大径を下半に有している。高不は小型で、不体部が直線的に外傾している。古墳時代の遺

物である。

L1011。 1012は東台SI-033よ りの土師器壷・高不で、貯蔵穴内と一括出土の遺物である。壷は

平底で、体部が球形状を呈しており貯蔵穴内よりの出土である。高イは大型で郭部が大きく外傾して
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第79表 東台追跡住居跡内出土遺物一覧表 (2)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土
置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

兄高 口径 嵐径 孔径

988
SI―

010

土師器

甕
未面

母
石
英

雲
長
石

良売
明茶

褐色

1/3程欠きいびつ、底部平底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し上端内面に稜有し

口縁部直線的に外傾。口縁ナデ刷毛目整形、休部刷毛ロヘラナデ、底部ヘラ削り。

989
土師器

甕
末置

(推 )

15,3

少量の

砂粒含
良殉

明黒

褐色

体部下半以下欠、v3程残、薄い器厚で体部内傾ぎみに外傾し上端に稜

有口縁直線的に外傾。口縁内外刷毛日、体部刷毛目整形、ヘラナデ。

990
土師器

鮒
一星

(推 )

12.7
徴 密 良菊

明茶

褐色

底部平底で、体部は球形状を呈し口縁部は直線的に外傾。口縁ヘラナ

デヘラ磨き、体部刷毛目後ヘラ磨きヘラナデ、回～体部V3程欠損。

土師器

器台

(推 )

8.5
徴 密 良角

淡茶

褐色

体部直線的に外傾し口縁部小さく直立、脚は緩やかに外開き。体部ヨコ

ナデヘラ磨き、脚ヘラナデヘラ磨き刷毛目整形、孔は37しでV3程残。

土師器

婉
一擢

紛

８
．
０

母
石
英

雲
長
石

良堀
明黒

褐色

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、回縁部直線的に低く外傾。口縁部

ナデ刷毛目整形、体部刷毛目整形後ヘラナデ、回縁～体部1/3程残。

土師器

鉢
一括

(推 )

12.5

眈

３
．
８

多量の
良角

淡黒

褐色

1/3程残、底部平底でやや内傾し体～口縁部にかけ内傾ぎみに外

傾。日縁部ナデ、体部刷毛目整形内面ヘラ磨き、下端ヘラナデ。

994
土師器

甕

紛

８
．
４

多量¢

砂粒倫
良角

明褐

色

体部上半以下欠、薄い器厚で体部直線的に外傾し回縁部S字状◇

口縁ヨコナデ、体部外面刷毛目整形内面ヘラナデ、V3程残。

995
土師器

邪
4.〔 級 窪 罠角

赤褐

色

1/3程欠、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部は直

線的に外傾。日縁ナデ体～底部ヘラ削リヘラナデ、著しく磨滅。

996
SI―

023

土師器

不

穆

冶

微

粒
民対

赤褐

色

1/2程の破片、半球状を呈する器形。

内外面ヘラナデヘラミガキ後に外面赤彩されている。

土師群

婉

(推 )

と4.3

(推 )

6.7

凋

石

瑛

雲
長
石

R殉
暗褐

色

1/3程の破片、底部平底でやや丸昧を有し体部内傾ぎみに外

傾し口縁部直立。日縁～体部中半ヘラナデ下端ヘラ削り。

998

ＳＩ
．
　

０２５

土師器

壷

十

21.0

石

豪

粗

長
石
砂

罠角
暗茶

褐色

体部下半以下を欠損、体部球形状を呈し口縁部は直線的に外

傾◇口縁部刷毛目後ヨヨナデ、体部刷毛目後ヘラナデ。

999
土師器

甕

紛

９
．
０

雲 目
長 石
石 豪

農角
明茶

褐色

1/3程の破片、体部上半以下を欠き、体部内傾ぎみに外傾し上端内

面に稜有。日縁部直線的に外傾、口縁～体部刷毛目整形後ヘラナデ。

土師器

甕
一揮 )n「

目

石

豪

雲
長
石

良好
暗褐

色

接合資料、口縁1/2、 体部1/3、 底部V2程残、体部最大径を下半

に有す。日縁刷毛目整形、体部刷毛目整形後ヘラ削リヘラナデ。

土師器

婉
一拒 緻 縮 良短

明茶

褐色

1/2程残、底部小さく平底で中央内傾し体部内傾ぎみに外傾

口縁直立。日縁部ヨコナデ体部～底部ヘラ削り◇

1002
併
　
０２６

上師器

甕

十
　
９
．
０

周
石
豪

雲
長
石

良短
携暗

色

底部平底で中央薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し回縁部直線

的に外傾。日縁部内外面ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ。

土師器

壷

十

7.0

石
蒙
瓶

長
石
砂

良痛
権暗

色

底部丸底で体部内傾ぎみに外傾し横位方向に広がり、口縁部

直線的に外傾。口縁ナデ体部上半下半ヘラナデ中半ヘラ削り。

1004
土師器

婉

十
　
６
．
０

緻 窪 農妬
赤裾

色

底部平底で内傾、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立する。口

縁ナデ、体～底部ヘラ削リヘラナデ後外面赤彩内面黒色処理

1005

ＳＩ

　

０２

土師器

郷

十
　
８
，
０

4.C 徴 毯 罠好

葬

色

明

褐

半球状を呈する器形、日縁部は直線的に外傾。日縁部ヨコ

ナデ、体部～底面までヘラ削リヘラナデ、ややいびつ。
ＳＩ
．
　

０２９

上師器

壷
末面

少量の

砂粒含
盛好

権明

色

頚部以上の破片、頚部直線的に外傾後折り返し口縁部は直線的

に大きく外傾し先端直立。外面刷毛目整形後ヘラナデ。

1007
上師器

壷

V腸

六広
徴 密 磁好

祷暗

色

口縁部と底面中央を欠、体部内傾ぎみに外傾し横位方向に広がり、

頚部直線的に外傾。頚部刷毛目後ヘラナデ、体～底面ヘラ削り。

土師器

台付甕 末広

母
石
英

雲
長
石

良好
明茶

褐窪

器台部欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾◇口縁ヨコ

ナデ、刷毛日、体部上半刷毛目下半ヘラナデ、体部内面ヘラナデ。
ＳＩ
．
　

０３‐

土師器

射

寺蔵

束広
徴 窪 盛痛

暗

色

権 底面丸底で体部横位方向に広がり内傾、日縁部直線的に外傾後上半で直

立ぎみ。口唇部ヨヨナデ、日縁～体部中半ヘラナデ下半～底面ヘラ削り(
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おり、脚部は孔を有し直線的に外開きしている。古墳時代の遺物である。

No 1013は 宝積 SI-003よ りの土師器台付甕で、一括出土の遺物である。接合資料で、1/3程度の

破片である。古墳時代の遺物である。

配 1014・ 1015は宝積 SI-004よ りの土師器不・手捏土器で、一括出土の遺物である。不は丸底で

低い稜を有し、赤彩が施されている。手捏土器はいびつな器形でV2程度遺存しており、指頭圧痕が

見られる。古墳時代の遺物である。

比 1016～ 1020は宝積 SI-005よ りの土師器不・壷・手捏土器・甕で、床面上■～ 12 cmと 一括出

土の遺物である。不は丸底で低い稜を有し、赤彩が施されている。壷は口縁部先端を欠き、平底で体

部が球形状を呈している。手担土器はV2程度の破片で、指頭圧痕が見られる。甕は体部上半以下を

欠損しており、日縁部下端に稜を有している。古墳時代の遺物である。

L1021。 1022は宝積 SI-007よ りの上師器甕で、床面上 7～ 8 cmよ りの出土遺物であるが、1021

は台付甕である。台付甕はV2程度遺存しており、小型の甕でややいびつな器形である。日縁部は、

複合口縁である。1022は 体部以下を欠損し、日縁部が直線的に外傾している。古墳時代の遺物である。

L1023・ 10241ま 宝積 SI-009よ りの上師器不・甕で、一括出上の遺物である。不は丸底で低く弱

い稜を有しており、日縁部を外傾させている。甕は球形状の体部で、日縁部を直立ぎみに外傾させて

いる。古墳時代の遺物である。

血1025～ 1029は宝積 SI-011よ りの上師器不・婉で、貯蔵穴内と床面からの出土であるが、床面

からは1029の みである。不は丸底で、外傾又は直立ぎみの日縁部で赤彩されている不と、半球状の

器形で外面赤彩されている不とが出土している。婉は丸底で、体部下端に最大径を有しており赤彩さ

れている。古墳時代の遺物である。

地1030～ 1032は宝積 SI-014よ りの土師器壷・婉 。手捏土器で、一括出上の遺物である。甕は体

部中半以下を欠損しており、やや薄い器厚である。婉は平底で、体部を直立させてから口縁部を外傾

させており、日縁部下端内面に稜を有している。手捏土器はややいびつな器形で、V3程度の破片で

ある。古墳時代の遺物である。

L1033～ 1035は宝積 SI-015よ りの土師器不・婉・甕で、床面より出上している。不は丸底で低

い稜を有しており、接合資料である。婉は平底で球形状の体部を呈しており、体部上端内面に稜を有

している。甕は平底で、体部中央に最大径を有し球形状を呈している。古墳時代の遺物である。

L1036は宝積 SI-018よ りの土師器甕で、床面上 40 cmよ りの出土遺物である。体部下半以下を欠

き薄い器厚で、体部は球形状で回縁部下端内面に稜を有している。

NQ 1031～ 1041は 宝積 SI-023よ りの上師器邦 。婉・高不・甕 。甑で、床面上 6～ 13 cmよ りの出

土遺物である。邦は丸底で、日縁部下端内面に低い稜を有し黒色処理が施されている。婉は底部を欠

き体部上端に最大径を有しており、赤彩が施されている。高不は脚部を欠損しており、邦部に稜を有

し口縁部を直立させ黒色処理を施している。甕は体部下半以下を欠いており、最大径を体部上半に有

している。甑はV3程の破片で、底部の孔径に対し口縁部径が大きい器形で外面が磨滅している。古

墳時代の遺物である。

L1042～ 1047は宝積 SI-024よ りの土師器邪・婉・甕・甑で、床面と床面上 1～ 8 cm及び一括出

上の遺物である。邦は丸底で稜を有しておらず、日縁部を直立又は外傾させているが、1042は口縁部

下端にヘラ削りを施している。婉は体部下半以下を欠き、球形状の体部で黒色処理が施されている。
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第30表 東台追跡住居跡内出土遺物一覧表 (3)

遺 物
No

出土
遺橋

類
称

種
名

土
置

出

位

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 ]径 底径 稜径 子L径

ＳＩ
．
　

０３．

土師器

高郷 六沐

即径
緻 窪 農角

明茶

褐色

郷体部は直線的に外傾、脚部は直線的に外開き後先端は大きく開

く。杯ヘラナデ、刷毛日、ヘラ削り、脚はヘラ削り後用J毛 目整形。
ＳＩ
．
　

０３３

土師器

壺

翻

群

月

石

豪

雲
長
石

罠角
暗褐

色

底部平底で体部球形状を呈し口縁部は直線的に外傾。日縁～底

部まで外面と口縁部内刷毛目後ヘラ磨き、体部内面ヘラナデ。

1012
土師器

高邪
一れ

(推 )

と2.6

雁

３
．
３

少量C

砂粒台
良好

明茶

褐色

郷1/3、 脚V2程残で接合資料、不底部水平で体部内傾ぎみに外

傾脚直線的に外開。孔3有、内外面刷毛目整形後ヘラナデ。

第81表 宝積追跡住居跡内出土遺物一覧表 (1)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土

位置

法 量 (cln)
胎 土 と酬 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 コ径 底径 稜径 子L径

ＳＩ
一

　

〇３

土師器

台付甕
一揮

一局
＾

コ 含径 周
石
瑛

雲
長
石

罠角
暗茶

褐色

口縁1/2、 体部1/3での接合資料、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線

的に外傾器台は直線的に外開。口縁ナデ体部～器台まで刷毛目整形

Ｓ‐．　

∝

土師器

不
一IE

微量C

砂粒倫
罠妬

赤褐

色

1/2程残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口縁部は直

線的に外傾。日縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

握

器

手

上
一IE

少量C

秒粒台
罠短

暗褐

色

1/2程残、いびつな器形、底部平底で体部直線的に外傾。

口～底部まで指頭整形、体部内面ナデ。

1016

ＳＩ
一

　

〇５

上師器

不

十

12.0

拇

瓶

雲

砂
農角

淡赤

褐色

1/3程欠、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後直立し口縁部直線的

に外傾。日縁部ヨヨナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩c

1017
土師器

重
一IE

月

石

豪

雲
長
石

良好
暗褐

色

口縁欠き体部V3残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し頚部

直線的に外傾。頚部～底面まで内外面ヘラナデ。

捏

器

手

上

十

11.0

拇

石

豪

雲
長
石

良好
暗褐

色

1/2程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に外傾

口縁部ヨコナデ、体部～底部指頭整形。

1019
土師器

壷
一括

少量C

砂粒雀
良好

明茶

褐色

1/2程残、体部内傾ぎみに外傾、日縁直線的に外傾し複合口縁。

口縁刷毛目後 3本 1単位の沈線を引く、頸～体部刷毛目整形。

捏

器

手

上
4.〔

少量C

砂粒台
農妬

暗褐

色

1/2程残、底部小さく平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的

に外傾。口縁ナデ、体～底部指頭整形内面ナデ。

餅
　
０７

土師器

台付甕

十

7.0

Bl径 少量C

砂粒台
良角

明茶

褐色

1/2程残、体部内傾ごみに外傾、日縁部複合口縁で直線的に外傾

器台直線的に外開きでいびつ。刷毛目整形後ヘラナデ。

1022
甕

土師器 ＋
　
８
．
０

伺

石

豪

雲
長
石

農猫
明黒

褐色

体部中半以下欠、体部内傾ぎみに外傾し薄い器厚、口縁直線的に

外傾。口～体部外面と口縁内面刷毛目整形、体部内面ヘラナデ。

1023
餅
　
０９

土師器

不
括 級 窪 良好

明茶

褐色

1/2程残、底面丸底でやや肥厚、体部内傾ぎみに外傾後直立し口縁

部直線的に小さく外傾。口縁～底面まで内外面ヘラナデヘラ磨き。

土師器

甕
一IE

日

石

豪

雲
長
石

農角
明黒

褐色

1/2程の破片、体部内傾ぎみに外傾し口縁直立ぎみに外傾。日唇部外

面積位ヘラ削り、日縁縦位ヘラ削り刷毛目体部刷毛ロヘラナデ整形。

1025
Ы
　
０１

土師器

イ

肩

沐

寺

六

微量C

砂粒台
農角

淡赤

褐色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾後直立し口縁部直線的に外傾。

口縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ、内面一部煤付着、赤彩。

土師器

邦

肩

膵

寺

六

月
石
瓶

雲
長
砂

罠角
赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立ぎみにやや外傾。

口縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

1027
土師器

婉

寺肩

六広
級 整 民角

暗褐

色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部緩やかに外傾。口縁部外面ヨヨナ

デ後ヘラ磨き内面ナデ、体～底面ヘラ削り後ヘラナデヘラ磨き内面赤彩。

1028
土師器

不

TTりHl

六膝
緻 窪 良好

赤褐

色

肥厚な器厚、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は

直線的に外傾。口縁ヨコナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後赤彩。

1029
土師器

邦
雫 帝 緻 密 農角

赤褐

色

底面丸底で体～口縁にかけ直立。

日縁部ヨコナデ、体部～底面ヘラ削リヘラナデ後外面赤彩。
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第32表 宝積遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (2)

物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎上 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 稜径 孔径

Ы
　
０１

土師器

壺

(推 )

L2.6

凋

不

租

雲
長
砂

罠痴
明茶

褐色

体部中半以下欠、1/3程残、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線

的に外傾し複合口縁。口縁ナデ頚部ヘラナデ、体部ヘラナデ。

1031
土師器

婉

(推 )

11.1

推)(

緻 密 良妬
淡茶

褐色

1/3程残、底部平底で体部内傾ぎみに外傾後直立、口縁部直線的

に外傾。日縁～体部下半ヘラナデ、下半～底面ヘラ削リヘラナデで

捏

器

手

上

(推 )

6.5

(推 )

3.5

少量の

砂粒含
良角

暗褐

色

1/3程残、ややいびつ、底部平底で一部突出し体部直線的に外傾

内外面指頭整形、ヘラナデ。

SI―

015

土師器

甕
禾面

母
石
粒

雲
長
砂

良角
暗褐

色

底部平底で小さく突出、体部球形状を呈し口縁部「く」字状に

外傾。日縁部ヨコナデ体部ヘラ削リヘラナデ。

上師器

不
禾面

石
豪
粒

長
石
砂

良売
茶権

色

接合資料、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部

は緩やかに外傾。国縁ヨコナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ。

土師器

婉
卒 帝

母
英
粒

雲
石
砂

良痛
権暗

色

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に内傾後小さく

外傾。日縁部ヨコナデ体部ヘラナデ。

1036

Ｓ‐

　

０．

土師器

甕

十
　
蠅

L6.5
少量の

砂粒含
良好

褐暗

色

薄い器厚、体部下半以下欠損、体部内傾ぎみに外傾し上端内面

に稜有、口縁部直線的に外傾。日縁部ヨヨナデ体部ヘラナデ。

1037

ＳＩ
．
　

０２３

土師器

邪

十
　
‐３
，
Ｃ

緻 名 農妬 黒色
底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し上端内面に稜有、回縁部直線

的に外傾。日縁ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後外面黒色処理。

土師器

甑

十

11.C

刃
不
要

雲
長
石

農角
明

色

褐 体部内傾ぎみに外傾後直線的に内傾、口縁部直線的に外傾し孔はヘラ

肖1り 出し。口縁ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、外面磨滅、1/3程欠

土師拳

婉

＋
　
‐０
．
Ｃ

周
不
蒙

雲
長
石

農死
暗褐

色

底部欠損、体部内傾ぎみに外傾後直線的に外傾し口縁部直立。

日縁ナデ、体部ヘラナデ後回縁一体部外面と口縁部内面赤彩。

上師器

高不

+

12.C
戯 密 良凋 黒色

脚部欠、邦体部直線的に外傾し稜は大きく突出、口縁部内傾後直立。

日縁ヨコナデ体部ヘラ削りヘラ磨き脚ヘラ肖Jり 後内外面黒色処理。

1041
土師器

甕

＋
　
６
．
０

)民

`

母
石
豪

雲
長
石

民堀
淡暗

褐色

体部下半以下を欠く、体部内傾ぎみに外傾し口縁部「く」字

状に外傾する。口縁部ヨヨナデ体部内外面ヘラナデ。

1042
酢
　
０２４

土師器

邪
禾面

微量の

砂粒含
良掲

赤褐

色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾し輪積

痕有。日縁部ナデ体～底面ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩。

1043
土師器

邪

+

■0
14.乏

多量の

砂粒含
其痛

赤裾

色

底部欠、体部内傾ぎみに外傾後直線的に外傾し口縁部小さく外傾。

日縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ、内外面著しく剥離。

1044
土師器

婉

+

4.0
徴 密 ミ痛 黒色

体部下半以下と体部V3程欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部低く

内傾後直立ぎみ。日縁ヨコナデ体部ヘラナデ後内外面黒色処理。

土師器

不

十
　
８
，
０

少量の

砂粒含
盛痛

茶

色

権 ややいびつで肥厚な器厚、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し稜は低く口

縁部やや外傾ぎみに直立。日縁部ナデ体部ヘラ削リヘラナデヘラ磨き。

土師器

甑

+

4.0
4.〔 4.6

少量の

砂粒台
良妬

葬

色

暗

褐

体部内傾ぎみに外傾後口縁部直立、日唇部ヘラ削り出し、孔は

ヘラ削り。口縁部内外面ヨコナデ体部著しく剥離内外面煤付着。

土師器

甕
一揮

櫃
　
”

伺
瓶
蒙

雲
砂
石

良痛
暗

色

権 底部を欠きV3程の破片、体部下半内傾ぎみに外傾、上半やや内傾ぎ

みに直立口縁部外傾。口縁部内外ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ。

1048
計
　
０２６

土師器

器台

十
　
２
．
０

微量C

砂粒冶
息綱

淡

褐色

茶 体部肥厚で直線的に外傾、底部中央は薄く脚は直線的に外開きし孔

は整形後ヘラ削り出し。外面刷毛目整形、内面ヘラナデ刷毛目整形。

土師器

坑

十
　
２
．
０

少量C

砂粒台
農死

淡黒

褐色

体部下半以下欠、薄い器厚で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的

に外傾。口縁内外ヨコナデロ唇部ヘラ削り体部ヘラ削リヘラナデて

1050
土師器

邦

十

10.0

日

不

要

雲
長
石

罠妬

明茶

褐色

底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は低く丸い、日縁部

直立後先端外傾。日縁内外ナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ。

土師器

壷

十

17.0

多量の

砂粒台
良角

暗褐

色

底面丸底で体部は内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。

日縁部内外面ヨコナデ、体～底部内外面ヘラナデ。
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甕は底部を欠き1/3程 の破片で、長胴化した甕である。甑は小型で、日径に対して孔径の小さい甑で

ある。古墳時代の遺物である。

地 1048～ 1052は 宝積 SI-026よ りの土師器器台・婉・不・壷 。甕で、床面上 2～ 17 cmよ りの出

土遺物であり、1048と 1049は床面上 2 cmよ りの出土である。器台は邦部と脚部が直線的に外傾する

器形で、脚上端に大きい孔を穿っている。婉は体部下半以下を欠損しており、不は丸底で低い稜を有

している。壷は丸底で、体部最大径を体部上半に有している。奏は平底で、器高が低いため口径が大

きく内面に赤彩が施されている。古墳時代の遺物である。

L1053と 1054は宝積 SI-032よ りの土師器鉢と甕で、一括出土の遺物である。鉢は体部下半以下

を欠損しており、赤彩が施されている。甕は体部上半以下を欠損している。古墳時代の遺物である。

L1055～ 1062は宝積 SI-033よ りの土師器高邦・手捏土器 。婉・器台であり、床面 。柱穴 。床面

上 6～ 7 cmと 一括出土の遺物である。高郷は不部と脚部の破片で、床面上 6。 7 cmよ り出土であるが、

同一個体の可能性を有している。手担土器はいびつな器形で、内外面に赤彩が施されている。婉は

1059が 1/3程の破片で、底部中央が薄い器厚で口縁部下端内面に稜を有しており、外面には赤彩が施

されている。1060は 1/2程度の破片で、半球状を呈する器形である。器台は一括遺物で、1061は 脚

部に孔を有さず 1062は脚部にも孔を有している。古墳時代の遺物である。

L1063～ 1067は宝積 SI-043よ りの土師器対・壷 。ミニチュア・婉・甕で、床面よりの出土遺物

である。lttは 国縁部を欠いており、底部は平底で体部が球形状を呈している。壷は広口で、底部平底

で内傾しており黒色処理が施されている。ミニチュアは底部を欠損しており、婉は半球状の体部で底

部が平底であり、日縁部下端内面に稜を有し黒色処理と赤彩が施されている。甕は底部を欠き、体部

中央に最大径を有している。古墳時代の遺物である。

L1068。 1069は宝積 SI-046よ りの土師器甑と甕で、柱穴内よりの出土遺物である。甑は底部中

央に孔を有しており、体部上半以上を直立させている。甕は底部を欠き、最大径を体部中央に有して

いる。古墳時代の遺物である。

配 1070～ 1073は 宝積 SI-048よ りの土師器婉 。壷 。対・甕で、貯蔵穴内と床面上 7～ 14 cmよ り

の出土遺物である。婉は丸底で、日縁部を長く外傾させている。壷は丸底で口縁部を欠損しており、

口縁部内面下端に稜を有している。対は小型丸底対で、日縁部を欠損している。甕は薄い器厚で、体

部上半以下を欠損している。古墳時代の遺物である。

地 1074は宝積 SI-051よ りの土師器甕で、床面よりの出土遺物である。体部下半以下を欠損して

おり、薄い器厚である。

配 1075は宝積 SI-053よ りの土師器壷で、床面上 3 cmよ りの出土である。平底で、体部中央に最

大径を有し口縁部下端に稜を有している。古墳時代の遺物である。

L1076～ 1078は宝積 SI-056よ りの土師器婉・甕で、柱京内と床面よりの出土である。婉は体部

下半以下を欠損しており、赤彩が施されている。甕は底部が低く突出しており、球形状の体部である

がやや長胴化している。古墳時代の遺物である。

配 1079は宝積 SI-057よ りの一括遺物で、土師器甕の口縁部片である。輪積痕を明瞭に残してお

り、古墳時代の遺物である。

L1080・ 1081は宝積 SI-058よ りの上師器壷で、一括出土の遺物である。2点 とも体部以下を欠

損しており、日縁部下端に段を有している。古墳時代の遺物である。
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第33表 宝積追跡住居跡内出上遺物一覧表 (3)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土

位置

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 ヨ径 底径 稜径 FL径

1052
Ы
　
０２

土師器

甕

十

６
．
０

司

石

豪

雲
長
石

農痴
淡黒

褐色

底部平底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾、回縁部緩やかに外傾し薄

い器厚。口縁内外ヨコナデ、体部内外ヘラナデ、日縁部内面赤彩。

計
　
０３２

上師器

鉢
一括

微量C

砂粒台
罠痴

淡茶

褐色

体部上半のみ残、体部と口縁部直線的に外傾し口縁部複合口縁。

日縁部内外ヨコナデ、体部刷毛ロヘラナデ後内外面赤彩。

土師器

甕
i4.5

周

石

豪

雲
長
石

農死
淡明

褐色

体部上半以上の破片、体部内傾ぎみに外傾、日縁部外傾し口縁

部に沈線有。口～体部刷毛目後ナデ、内面刷毛ロヘラナデ。

ＳＩ
．
　

０３３

土師器

高不

十
　
６
．
０

緻 窪 良対
明赤

褐色

14N部 片、体部やや内傾ぎみに外傾し稜はやや下方へ突出、日縁部直線的に

外傾。口縁部内外面ヨヨナデ、体部内外面ヘラナデ、No.1056と 同一か。

土師器

高邦

十

7.0
繊 窪 農痴

赤褐

色

邦部欠損、上半は内傾ぎみに外開、下半直線的に大きく外開き。

内外面ヘラナデ後外面赤彩、No.1055と 同一個体か。

握

器

手

上

多量C

砂粒信
罠菊

赤褐

色

いびつな器形、底部平底で体部直立し口縁部先端やや外傾。日縁

部ヨコナデ、体部内外面指頭整形、回縁～体中半まで内外面赤彩。

1058
土師器

甕

陛赤

勺

雲 伺
長 不
石 環

良角
暗茶

褐色

接合資料で底部欠損、体部内傾ぎみに外傾し最大径中半に有、口

縁部直線的に外傾。外面刷毛目後ヘラナデ内面刷毛日,ヘラナデ。

土師器

婉

(推 )

10.0

推) 少量の

砂粒含
良角

明茶

褐色

1/3程残、底部平底で中央薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的

に外傾。口縁内外刷毛目体部ヘラナデヘラ削り刷毛目整形後外面赤彩。

1060
土師器

婉
骸 密 良角

赤褐

色

1/2程残、底部平底で内傾し体部内傾ぎみに外傾。口～底部外面

刷毛目整形後赤彩、日縁内面刷毛目整形で赤彩、体部ナデ。

土師幕

器台
経

母
石
英

雲
長
石

良殉
暗茶

褐色

1/2程残、不底部肥厚で中央に孔有、体部内傾ぎみに外傾し脚

内傾ぎみに外開き、外面刷毛目整形、内面刷毛目後ヘラナデ。

土師器

器台
一経 徴 密 良殉

明茶

褐色

1/2程残、妬底部肥厚で中央子し有、体部内傾ぎみに外傾し口縁部削り出し、脚直線

的に外開き。口縁ヘラ削リヘラナデ体部～脚ヘラナデ、口縁内面脚下端内外赤彩e

計
　
０４３

上師器

鮒
禾面 12.3

石
英
粒

長
百
砂

良殉
権暗

色

底部平底でやや内傾、体部球形状を呈し上端内面に稜有、口縁部は直線的

に外傾し先端欠。口縁ナデ体～底部ヘラナデ、内外面煤付着、V3程欠損e

土師器

壷
未面

微量の

砂粒含
良婿 黒色

底部平底で内傾、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。

日縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ後外面黒色処理。

1065
土師器

ミニチュア
末面

少量の

砂粒含
良婿

茶

色

褐 体部下半以下を欠、体部内傾ぎみに外傾で内面上端に稜有、日

縁部直線的に外傾。口縁～体部上半ナデ体部中半刷毛目整形。

1066
土師器

婉
末面 緻 密 良好 黒色

底部平底でやや内傾、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾

口縁刷毛ロナデ、体～底部ヘラナデ後外面黒色処理内面赤彩。

1067
土師器

甕
禾面

目
石
妄

雲
長
石

駐好
明黒

褐色

底部欠損、体部内傾ぎみに外傾、日縁部は直線的に外傾。口縁～体

部上半刷毛日、口縁内面刷毛日、体部中半以下刷毛目整形ヘラナデ。

ＳＩ
．
　

０４６

土師器

甑

陛方

角

石
蒙
瓶

長
石
砂

礎好
褐赤

色

底部平底で中央に孔有、体部下半肉傾ぎみに外傾、上半直立する。口縁～

底部刷毛目整形内面刷毛目ヘラナデ、底部ヘラ削り後刷毛日、孔ヘラ削り。

1069
土師器

甕

l■舛

内

拇
石
豪

雲
長
石

磁摘

暗茶

褐色

底部欠損、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

口縁部外面ナデ内面刷毛日、体部外面刷毛国内面ヘラナデ。

Ｓ‐．　
蝦

土師器

婉
LO.3 緻 名 良妬

明茶

褐色

底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部は直線的に外傾。薄い器

厚。口縁部内外面ヨコナデ、体～底部外面著しく剥離内面ナデ。

土師器

婉

十
　
‐０
．
Ｃ

少量の

砂粒含
良妬

色

暗褐 口縁部欠損、底部丸底、体部球形状で口縁部外傾。

口縁ナデ、体部上半刷毛目整形中半～底面ヘラ削リヘラナデ。

土師器

lII

+

14。C

少量の

砂粒含
良好

暗褐

色

口縁部上端を欠、底部丸底で体部は球形をなし口縁部は直線的

に外傾。日縁部ナデ、体部外面刷毛目整形内面ヘラナデ。

土師器

甕

+

7.0
22.g

幻
石
豪

雲
長
石

農角
明黒

褐色

体部上半の破片、薄い器厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部やや外湾

ぎみに外傾。口縁上端ナデ下半～体部刷毛目整形内面ナデヘラナデ。
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第84表 宝積遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (4)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cm)
胎土 降 甫 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

口径 嵐径 孔径

1074

ＳＩ

　

０５

土師器

甕
末面

少量の

砂粒含
良売

褐暗

色

体部上半以下を欠、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾。

口縁部内外面ヨコナデ体部内外面ヘラナデ。

ＳＩ
．
　

０５３

土師器

壷

十
　
３
．
０

母
石
英

雲
長
石

良死
捷明

色

底部平底でやや突出し肥厚、体部内傾ぎみに外傾し中位最大径有、口縁部

大きく外湾し複合口縁。口縁～底部刷毛目整形ヘラナデ、内面刷毛目整形(

ＳＩ
．
　

０５６

土師器

婉

腟赤

為
徴 密 良痛

携赤

色

体部下半以欠損、体部内傾ぎみに外傾後稜を有し、口縁部内傾ぎみに

外傾。日縁ナデ体部上半刷毛目下半ヘラ削り内面ヘラナデ後内外面赤彩。

1077
上師器

甕
末面

母
石
英

雲
長
石

良痛
淡茶

褐色

複合資料、底部平底で小さく突出、体部内傾ぎみに外傾し回縁部直

線的に外傾。口縁部内外刷毛目整形、体～底部刷毛目後ヘラナデ。

上師器

甕
禾面

母
石
英

雲
長
石

良好
淡黒

褐色

体部中半以下欠損、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

口唇部ヘラ削リヘラナデ、口縁部ナデ、体部刷毛目整形内面ナデ。

ＳＩ
．
　

０５７

土師器

甕
一れ

少量の

砂粒含
良好

明茶

褐色

口縁部片、体部直線的に外傾、口縁やや外湾ぎみに外傾、口縁部3段の

輪積痕有。内面刷毛目整形、体部外面帰J毛 目整形内面ナデ後外面赤彩。

1080

ＳＸ

　

０５

上師器

壷
一経

少量の

砂粒合
良好

褐暗

色

口縁部のみの破片、頚部直線的に外傾後稜を有し、口縁部外傾。

口縁部内外面ヘラナデ、頚部ヘラナデ、内面煤付着。

器土師

壷
一経 L8.5

微量の

砂粒合
良好

暗褐

色

頚部以下欠損、頚部直線的に外傾後に横位に突出し口縁部外傾。

口縁～頚部まで内外面ヨコナデ後刷毛目整形。

1082

ＳＩ
．
　

０６２

土師器

壷 六広
徴 宅 罠好

淡暗

褐色

体部上端以上の破片、体部直線的に外傾、頚部直線的に外傾、口縁部緩

やかに外傾下端に段有。口縁ナデ、頚部～体部上端刷毛目整形ヘラナデ。

土師器

甕

寺肩

★ 汰

少量の

砂粒含
良好

色

赤褐 体部上半以下欠損、体部やや外湾ぎみに外傾、日縁部内傾ぎみに外

傾し複合口縁。日縁内外ヨコナデ体部刷毛ロヘラナデ後外面赤彩。

1084
土師器

甕

侶
顔

伺
石
豪

雲
長
石

良好
淡黒

褐色

体部下半以下欠、1/3程残。体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。口唇部

ヘラ削リヘラナデ、口縁部ナ剣刷毛目整形、体部ヘラナデ、ややいびつな器形。

1085

ＳＩ
．
　

０６３

土師器

靖
緻 密 良妬

明茶

褐色

1/2程残、体部上端以上欠、底部小さく平底で内傾、体部内傾ぎみに外傾。

体～底部ヘラナデ後一部刷毛目、内面上半ナデ下半～底面刷毛目整形。

土師器

対
星

少量の

砂粒含
農妬

褐明

色

口縁部1/2程の破片で回縁部は直線的に外傾。口唇部ヘラ削り

ヘラナデ、日縁部外面刷毛目後ヘラナデ、内面刷毛目整形。

ＳＩ
．
　

０６４

土師器

甕
tE

拇
石
蒙

雲
長
石

良妬
明黒

褐色

体部上半1/2程の破片、体部～口縁部まで直線的に外傾、口縁部外面下端

区画の沈線有。日縁部ヘラ削リヘラナデ、体部縦位と横位の刷毛目整形◇

1088
土師器

婉

少量の

砂粒含
良好

色

暗褐 底部を欠き1/2WIの破片、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的外傾。口縁部内外ヨ

ヨナデ体部上半ヘラナデ中半ヘラ削り下半ナデ内面刷毛目後ヘラナデ、内面煤付着

1089
SI―

066

土師器

不

十
　
９
．
０

4.4 緻 名 良短
色

赤褐 底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、低い稜を有し口縁部は直線的に外傾口縁

ナデ体～底面までヘラ削り後外面赤彩、内面ヘラナデー部煤付着、完形。

1090
上師器

lTh

十
　
２０
，
Ｃ

3.4 緻 窪 罠婦
赤褐

色

底面中央平底化、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直立し内面ヘラ削り出

し口縁部内外ナデ体～底面までヘラ削リヘラナデ、外面赤彩、完形。

土師器

甑

＋
　
５
．
０

周
瓶
豪

雲
砂
石

良角
暗褐

色

体部下半～底部内傾ぎみに外傾、上半～口縁部直線的に外傾中半に貼

付突起有。口縁～底部まで内外面ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ。

1092
土師器

甕

力☆

ド膝

伺
不
豪

雲
長
石

礎角
暗褐

色

底部平底でやや突出ぎみ、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立後

直線的に外傾。口縁部内外ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ。

1093
土師器

坑

微量C

砂粒全
良好

淡明

褐色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾。

口縁内外面ヨコナデ体部ヘラ削リヘラナデ、底面一部ヘラ削り。

1094
SI―

068

土師器

不

十

18,C
!4.9

少量C

砂粒雀
農角

赤褐一

部暗褐

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。口縁内外面ヨ

コナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後外面赤彩、体部外面一部煤付着

1095
土師器

郷

少量の

砂粒合
R角

明褐

色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾やや肥

厚口縁～底面まで内外面ヘラナデヘラ磨き。
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配 1082～ 1084は 宝積 SI-062よ りの土師器甕と壷で、貯蔵穴内と一括出土の遺物である。1082

は体部上半以下を欠き、日縁部下端に稜を有している。1083は体部・底部を欠き、日縁部が肥厚化し

ており1084は 、体部下半以下を欠いている。古墳時代の遺物である。

配 1085。 1086は宝積 SI-063よ りの土師器対で、一括出上の遺物である。1085は体部上端以上を

欠き1/2程の破片で、底部は平底で小さく体部は球形状を呈している。1086は、日縁部の1/2程度の

破片である。古墳時代の遺物である。

地 1087・ 1088は宝積 SI-064よ りの土師器甕・婉で、一括出土の遺物である。甕は口縁部のみの

破片で、婉は底部を欠き1/2程の破片である。古墳時代の遺物である。

L1089～ 1093は宝積 SI-066よ りの上師器jTh。 婉 。甕 。甑で、カマ ド内と床面上 5～ 9 cm及び一

括出土遺物である。不は丸底で低い稜を有し、赤彩されている。婉は半球状を呈する器形で、一括出

土である。甑は長胴化しており、体部中央に 2個の貼付突起を有している。甕は平底で、体部中央に

最大径を有している。奈良時代の遺物である。

L1094～ 1106は宝積 SI-068よ りの上師器郭・高不・婉 。壷・甕・甑で、床面・貯蔵穴・床面上

2～ 20 cm及び一括出上の遺物である。婉は丸底で、日縁部下端内面に低い稜を有している。壷は平

底で内傾し薄い器厚で、体部上端に最大径を有している。甕はやや突出する底部で、体部は球形状を

呈し口縁部下端内面に稜を有している。甑は1104が孔径が小さく、体部上端に稜を有しており肥厚

な器厚であるが、1106は広い孔径で薄い器厚である。古墳時代の遺物と判断される。

m1107～ 1110は宝積 SI-071よ りの土師器邦・甕で、貯蔵穴内と床面上 10～ 15 cmよ りの出土で

ある。邦は丸底で、日縁部が外傾しており黒色処理と赤彩が施されている。甕は体部下半以下を欠い

ており、体部が球形状を呈している。古墳時代の遺物である。

地 ■■ ～■15は宝積 SI-077よ りの土師器邪 。婉で、床面上 4～ 14 cmよ りの出土遺物である。

不は丸底で低い稜を有するが、1113は 半球状の器形で口縁部下端に低い稜を有している。婉は平底で

底部中央が少々内傾しており、口縁部下端内面に稜を有し赤彩されている。古墳時代の遺物である。

配1116～ ■18は宝積 SI-082よ りの土師器lThで、貯蔵穴内と床面上 7～ 8 cmよ りの出土遺物であ

る。■16は半球状の器形で、1117は丸底で低い稜を有している。■18は底部を欠損しており、口縁

部を直立させている。 3点の邦には赤彩が施されており、古墳時代の遺物である。

L■ 19・ 1120は 宝積 SI-084よ りの土師器邦で、カマ ド内と床面上 2 cmよ りの出土遺物である。

丸底で低い稜を有し、内外面赤彩されている。古墳時代の遺物である。

配 ■21・ 1122は宝積 SI-085よ りの土師器不 。婉で、一括出土の遺物である。婉は1/2程度の破

片で、底面中央が平底化しており内外赤彩されている。不は1/2程の破片で、丸底で低い稜を有し外

面は赤彩されている。古墳時代の遺物である。

L l123は宝積 SI-092の床面上 2 cmよ りの土師器台付甕で、器台部を欠損し体部中央に最大径を

有している。古墳時代の遺物である。

L■ 24は宝積 SI-093の床面上 13 cmよ りの土師器婉で、底部が平底でやや内傾しており、体部下

端に最大径を有し、日縁部内面下端には稜を有する古墳時代の遺物である。

地1125～ 1130は宝積 SI-098よ りの土師器不・高台付皿・甕・須恵器イで、カマド内と床面上 2

cm及 び一括出土の遺物である。1126と ■27は 、一括遺物である。土師器邦は丸底で稜を有さない郭

と、平底で体部が直線的に外傾する不が出土している。高台付皿はV2程度の破片で、高台部が低い
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第85表 宝積遺跡住居跡内出土遺物一覧表 (5)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土
置

比ヽ
正
立

法 量 (cm)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 陵径 孔径

辟
　
０６８

土師器

邦 ′ヽr

多量¢

砂粒舎
良角

赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部直線的に外傾。

口縁ナデ、体部ヘラ削りヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

土師器

不
年 帝

周
石
瓶

雲
長
砂

罠角
赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後直立、日縁部小さく外傾。日縁部ヨ

コナデ体～底面ヘラ肖Iリ ヘラ磨き後内外面赤彩、口縁下端に沈線有。

土師器

郷

十 微量C

砂粒台
良角

赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾、回縁部

外面ナデ内面ヘラ磨き体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

1099
土師器

高不

少量¢

砂粒冶
良角

淡茶

褐色

体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾、脚は水平に外開き。

郭内外面ヘラナデヘラ磨き後内面黒色処理、脚ヘラ削リヘラナデ̀

1100
土BV器

婉

十
　
団

少量C

砂粒冶
良好

明褐

色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立。

日縁部内外面ヨコナデ、体～底面内外面ヘラナデヘラ磨き。

土師器

壷

＋
　
‐２
．
Ｃ

凋
石
項

雲
長
石

良角
明黒

色

底部平底でやや内傾、体部内傾ぎみに外傾で上半に最大径を有し口

縁部緩やかに外傾。口縁部内外ナデ、体部ヘラナデ、底部ヘラ磨き。

土師器

甕

+ 少量の

砂粒含
良期

淡黒

褐色

体部下半以下欠、体部内傾ぎみに外傾し上端に最大径有、日縁

部外湾ぎみに直立。口縁部内外ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ。

1103
土師器

甕

+

7.0

月
石
茨

雲
長
石

罠角
暗褐

色

底部平底で小さく突出、体部内傾ぎみに外傾し横位に突出、口縁部「く」

字状に外傾口縁上端と内面ナデ、下端～体部下半ヘラナデ、底部ヘラ磨き

1104
土師器

甑

+

7.0
17.5

月
不
瑛

雲
長
石

農妬
淡黒

色

底部～体部上端まで内傾ぎみに外傾で稜を有し口縁部直立。口縁部内外

ヨコナデ、体部中半までヘラ削り下半ヘラナデ、孔はヘラ削リヘラナデ

1105
器土師

婉

十
　
２
．
０

緻 名 罠角
黒明

色

底部欠損、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立。

口縁～体部下半外面ヘラナデヘラ磨き、内面ヨコナデヘラ磨き

1106
土師器

甑
罪

(推 ) 推)( 掲
不
豪

雲
長
石

良角
褐暗

色

1/3程残、底部～体部内傾ぎみに外傾し上半に最大径有口縁部外権

口縁部内外ヨコナデ、体部内外ヘラナデ、孔ヘラ削りヘラナデ。

計
　
０７．

土師器

邦

十
　
団

微量の

砂粒合
良角

赤褐

色

いびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

日縁部内外ヨヨナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

1108
土師器

邦

鰯

駆

微量の

砂粒含
罠角

赤褐

色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し上端内面に稜有、回縁部直線的に

外傾。口縁ナデヘラ磨き休部～底面ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩

1109
土師器

甕

＋
　
団

幻
不
豪

雲
長
石

罠妬
暗褐

色

体部下半欠損、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直立後外傾する。

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ。

1110
土師器

不

げ,助

代膝

微量の

砂粒含
農娼 黒色

1/2程の破片、底面丸底で体部～口縁部にかけて直線的に外傾。体部上半ヨコナ

デ後ヘラ磨き下半～底面ヘラ削リヘラ磨き後外面黒色内面赤彩、内面一部煤付着

計
　
０７７

土師器

不

＋
　
５
，
０

凋

瓶

雲

砂
良妬

赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は緩やかに外傾

口縁内外ナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ後内外赤彩、刃物傷有く

土師器

郷

＋
　
狐

掲

瓶

藍
奮

砂
良月

赤褐

色

ややいびつ、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部外傾で内

面肥厚。口縁内外ナデ、体部ヘラ削リヘラ磨き後内外面赤彩。

1113
土師器

邦

+

11.C
L6.3

凋

瓶

雲

砂
罠角

赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は直線的に外傾口縁剖

内外ヨコナデ体～底部ヘラ削リヘラ磨き後赤彩、口縁と底面一部煤付着

土師器

邦

十
　
Щ

伺

瓶

雲

砂
農妬

赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は丸く突出し口縁部直線的に外傾E

縁部内外ヨヨナデ体～底面ヘラ削リヘラナデ後赤彩、口縁と内面燥付着

土師器

婉

+

4.0
4.0

少量の

砂粒含
罠角

褐明

色

底部平底でやや内傾、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾口

縁内外ヨコナデ体部ヘラナデ底部ヘラ削り、体部内面下半まで赤彩。

1116

ＳＩ
．
　

０８２

土師器

不

十

８
，
０

微量の

砂粒合
良好

暗茶

褐色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾。

口縁部内外ヨコナデ、体～底面内外面ヘラ削り後内外面赤彩

土師器

邦 アヽr

微量の

砂粒含
良角

暗褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜を有し口縁部直線的に外傾。口縁ナデ後縦位

ヘラ磨き、体上半ナデ後ヘラ磨き、下半～底面ヘラ削リヘラナデ、上半と内面赤彩e
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第86表 宝積追跡住居跡内出土遺物一覧表 (6)

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土

置

出

位

法 量 (cln)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児積 口径 嵐径 預客 孔径

SI―

082

上師器

邪

+

7.0

微量の

砂粒含
良殉

赤褐

色

底面を欠き1/2程の破片、体部内傾ぎみに外傾後直立し口縁部や

や外傾。口縁内外ヨコナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

計
　
陸

土師器

不

+

2.0

母
石
英

雲
長
石

良死
赤褐

色

底部丸底でやや肥厚、体部内傾ぎみに外傾後口縁部緩やかに外程

口縁内外ヨコナデ体～底面ヘラ削り、ヘラナデ後内外面赤彩。

1120
土師器

邪

カマ

ド内

母
石
英

雲
長
石

良矢
赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は丸味を有し突出、口縁部直線

的に外傾。口縁内外ナデ、体～底面ヘラ削りヘラナデ後内外面赤彩。

計
　
０８５

土師器

婉
一経

粒

母

砂

雲
良好

褐赤

色

1/2程の残、底面中央平底化し体部内傾ぎみに外傾、回縁部やや内傾ぎ

みに直立。口縁部内外ヨコナデ、体部ヘラ肖1リ ヘラナデ後内外面赤彩。

1122
土師器

邦
一罪

少量の

砂粒合
R好

明茶

褐色

1/2程の残、底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出、口縁部直線的

に外傾。日縁部内外ヨヨナデ、体～底面ヘラ削リヘラナデ外面に刃物痕有。

1123

ＳＩ
．
　

０９２

土師器

台付甕

十

4.0

母
石
英

雲
長
石

罠好
黒明

色

器台欠、体部内傾ぎみに外傾、上端に稜を有し口縁部直線的に外傾

口唇部指頭圧痕有。口縁部内外刷毛日、体部刷毛ロヘラナデ。

ＳＩ
．
　

０９３

土師器

婉

+

13.5
4.0

少量の

砂粒合
農短

淡黒

褐色

底部平底で中央内傾、体部内傾ぎみに外傾し上端に稜を有す、口縁部直線

的に外傾。口唇部ヘラ削り、口縁ヨヨナデ刷毛目、体部内外刷毛目整形。

1125
SI―

098

土師器

郷

十
　
２
．
０

緻 塩 良好
淡暗

褐色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。口縁～体部下

半までヨコナデ、下半～底面までヘラ削り、内面ヘラ磨き後黒色処理。

須恵器

不
4。 ( 繊 名 良知

淡灰

褐色

1/2程の破片、底面平底で体～口縁直線的に外傾、口縁薄い器厚

口縁～底部まで内外面ロクロ整形、底面磨滅し整形不明。

土師器

高台皿
14.1 級 窪 罠角

明褐

色

1/2程の残、底部平底、体部直線的に大きく外傾、口縁部水平、高台低

く直線的に外開。体部内外面ロクロ整形後内面黒色処理、底面磨減。

1128
土師器

不

カマ

ド膵

微量の

砂粒含
罠死

淡明

褐色

底部平底で内面中央肥厚、体部直線的に外傾。体部上半と内面

ロクロ整形、下半手持ちヘラ削り、底面諦止ヘラ削り。

1129
土師器

甕

力帝

ド磨

母
石
英

妻
長
百

良菊
淡黒

褐色

底部平底で体部内傾ぎにみ外傾、口縁部直線的に外傾後口唇部直立◇口縁

ナデ、体部中半までヘラナデ下半ヘラ削り内面ヘラナデ、底面木葉痕有。

土師器

甕

力々

ド膵

少量の

砂粒含
民痴

暗褐

色

底部平底で体部は直線的に外傾するが口縁部を欠損している。

体外面は二次加熱で著しく剥離、内面ヘラナデ、底面木棄痕有。

SI―

099

須恵器

鉢

(推 ) (推
散 密 罠凋

淡明

褐色

底部平底でやや肥厚、体部内傾ぎみに外傾、日縁部直線的に外傾し先

端肥厚。体部上半叩きじめ整形下半ヘラ削り内面ヘラナデ、V3程残。

須恵器

邦
括 微 密 良堀

灰褐

色

底部平底で内傾、体部～口縁部まで直線的に外傾。口縁～体部下

端まで内外面ロクロ整形下端手持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り十

Ｓ‐
一

　

・０３

土師器

堺
一tI

微量の

砂粒含
良痴

赤褐

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部は直線的に外傾。

口縁内外ナデ体～底面までヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩、V2程残。

1134
土師器

邪
一羅

多量の

砂粒合
良痛

赤裾

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は突出し口縁部直線的に外傾。

口縁部内外面ナデ体部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩、V2程残。

土師器

邪
罪

多量の

砂粒含
ミ婿

暗裾

色

底面丸底で体部内傾ぎみに外傾後上半直立、上端内面に稜を有し

口縁部直線的に外傾。口縁ヨコナデ体～底部ヘラ肖よリヘラナデ。

計
　
・０６

土師器

甕

十
　
５
，
０

14.C 徴 密 ミ痛
暗茶

褐色

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部緩やかに外傾。口縁部内外

ナデ、体部ヘラナデ底部ヘラ削り、口縁～体部上半まで外面煤付着。
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貼付高台となっている。甕は平底で、日唇部を垂直に摘み出している密と長胴化した甕が出土してい

る。須恵器不は1/2程度の破片で、底部は平底で体部が直線的に外傾している。奈良・平安時代の遺

物である。

L l131・ 1132は宝積 SI-099よ りの須恵器不と須恵器鉢で、一括出土の遺物である。郷は平底の

やや内傾する底部で、体部を外傾させている。鉢は肥厚な底部で、口縁部を外傾させ肥厚な口縁に整

形しており、体部下半まで叩締め整形を施している。奈良・平安時代の遺物である。

L■ 33～ ■35は宝積 SI-103よ りの土師器不で、一括出上の遺物である。丸底で1134は稜を有

するが、■38と ■35には稜を有していない。1133と 1134は 、赤彩が施されている。古墳時代の遺

物である。

h l136は 宝積 SI-106よ りの土師器甕で、床面上 5 cmよ りの出上である。底部がやや突出する平

底で、体部は球形状を呈し上端に稜を有している。奈良・平安時代の遺物である。

比 ■37～ 1161は 、墨書土器・異形器台・埴輪・堪等である。1137～ 1154は墨書土器で、多種類

の墨書が出土している。1145と 1146は、邦の体部に横位で「長」が墨書され、1138は底部外面に「玉」

が墨書されている。1142に は、底部外面に「申」が朱書きされており、1149に は「宮五」が墨書さ

れている。また■52の底部には「什」が墨書されており、1153は「天」が底部に墨書されている。

■55は、体部に逆縦位で「男」と推定される墨書である。これ以外の墨書は文字の一部や何かの印と

判断される。

L l157は 試し焼きであり、1158は籾買場 SI-157と 169よ りの接合資料で、須恵器婉口縁部片で

ある。1159は須恵器甕口縁部片で、御異SI-068よ りの一括遺物である。口唇部下に、突帯と櫛引

による波状文が施されている。1160は土師器不で御異SI-125よ りの一括遺物である。■56は籾買

場 SI-157よ りの一括遺物で、円筒埴輪片である。1161は御異SI-129よ りの一括遺物で、異形器

台片である。

L l162～ 1188は 、土坑内よりの出土遺物である。■62は籾買場 SK-22よ りの土師器郷で、器厚

の薄い器形で黒色処理が施されている。1163は籾買場 SK-36に よりの上師器婉で、半球状の体部で

低い稜を有している。1164は籾買場 SK-83よ りの須恵器不で、底部中央を欠き1/2程度の破片であ

る。1165は籾買場 SK― ■0よ り上師器婉で、底部中央が平底化している。1166は籾買場 SK―■6よ

りの土師器郭で、底部中央を欠き口縁部下端内面に稜を有し赤彩されている。1167は 籾買場 SK-133

よりの土師器邪で、丸底で内外面赤彩されている。1168籾買場 SK-135よ りの須恵器邦蓋で、日縁

部先端の返しはきわめて小さい返しである。■69は籾買場 SK-155よ りの土師器邦で、底部平底で

口縁部を外傾させており黒色処理が施されている。1170。 1171は 籾買場 SK-163よ りの上師器郷・

対であり、郷は丸底で稜を有し口縁部が直立している。対は、小型丸底対で赤彩が施されている。■72

は籾買場 SK-178よ りの土師器郷で、丸底で口縁部下端内面に稜を有し赤彩されている。■73は籾

買場 SK-184よ りの土師器郭で、底部を欠き稜を有し外面に黒色処理が施されている。■74は籾買

場 SK-187よ りの上師器婉で、底部を欠き体部上半に最大径を有し赤彩されている。1175は籾買場

SK-210よ りの上師器高台付婉で、高台部は低く長方形状に外開きしている。1176は籾買場 SK―

221よ りの土師器郷で、底部中央を欠き半球状の器形で赤彩されている。1177は籾買場 SK-228よ

りの土師器婉であり、底部は丸底で日縁部が直立しており赤彩されている。■78は籾買場 SK-230

よりの土師器郷で、底部中央が肥厚な丸底で口縁部が直立している。11791ま籾買場 SK-245よ りの
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第87表 本田余台遺跡群住居跡内出土遺物一覧表 (1).墨書土器 。他1

遺 物
No

土
構

出
遺

類
称

種
名

土
置

出

位

法 量 (cln)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

児高 口径 底径 陵径 孔径

1137

Ｓ‐

　

０．

土師器

邦

十
　
狐

徴 篭 磁油
淡暗

褐色

(籾買場)底部平底、体部内傾ぎみに外傾し回縁部小さく外反、体部ロ

クロ整形下端回転ヘラ削り。内面黒色処理、底面に「×」印の墨書有

1138
土師器

高台不
緻 塩 良妬

色

暗褐 (籾買場)底部の破片、底部平底で外面回転ヘラ削り内面ヘラ磨き後黒色処理、

底面回転ヘラ切リヘラナデ、高台部直線的に外開き、底面に「玉」字の墨書有。

1139
SI―

075

上師器

不
罪 緻 塩 罠婚

淡明

褐色

(籾買場)底部欠、体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。口縁部内

外ロクロ整形、体部ヘラ削リヘラナデ、回縁部外面に墨書銘有字体不明。

計
　
・３４

貢釉陶番

婉
揮

(推 )

緻 窪 農短
褐灰

色

(籾買場)V8程の破片、内外面ロクロ整形、内外面に灰軸

を残す。

1141
SI

167

須恵器

邪蓋

十

頸
級 窪 良好

暗灰

褐色

(籾買場)上面水平で回転ヘラ切リヘラナデ、体部外傾で内

外面ロクロ整形、上面に墨書銘有。

1142
須恵器

高台郷
!4.ク 敵 窪 良好

灰褐

色

r、mttIElヽ 直 に゙立 直 ム 終 蚊 苦 鎖 的 ,一 瓜 脂   萱 A瓜 trt山

外ロクロ整形、高台ヘラナデ、底部外面に「申」字を朱書き。

須恵器

郷

(推 )

14.2

(推 )

駁 密 罠角
灰褐

色

(籾買場)1/4程の破片、底部平底で体部直線的に外傾。体部ロクロ靭

下端子持ちヘラ削り、底面静止ヘラ削り、体部と底部に墨書の線引有。

計
　
・６９

土師器

皿

(推 )

14.2
駿 密 罠堀

明茶

褐色

(籾買場)口縁部の小破片、内面黒色処理、外面ロクロ整形、

日縁部外面に横位で「門」又は「内」と推定される墨書銘有。

1145
計
　
・８３

土師器

邦

+

34.0
4.: 敵 密 農痴

明褐

色

(籾買場)いびつ、底部平底で体部外傾。体部内外面ロクロ整形下端回転ヘ

ラ削り内面黒色処理、底面静止ヘラ首1り 、口縁外面に「長」字の墨書銘有。

1146
土師基

邪
徴 窪 良妬

暗

色

淡

褐

(籾買場)底部平底で体部直線的に外傾。体部ロクロ整形下端ヘラ削り内面ヘラ

磨き後黒色処理、底面回転糸切リヘラナデ、体部外面中央に横位で「長」字有(

1147
計
　
μ

須恵器

不蓋
星 駁 密 良角

色

灰複 (籾買場)体部内傾ぎみに外開き口縁部直線的に小さく折返す。

体部外面に線状の墨書を有する◇印と推定。

Ｓ‐
．
　

２７．

土師器

高台婉
一経

(推 :

徴 密
橙裾

色

(籾買場)底部小破片、底部平底で体部内傾ぎみに外傾、高台欠損ヘラ

ナデヘラミガキ、体部外面に横位で□図の墨書銘有、内面黒色処理。

1149
須恵器

不
一罪

(推 |

5。(

徴 密 主痛
灰

色

権 (籾買場)底部V5程の破片、底部平底で体部内傾ぎみに外傾。

底面に「宮五」の墨書銘有。

1150
土師器

jTh
一lE

推:

民 丁

徴 密 盛婿
橙

色

積 (籾買場)口縁部の小破片で内外面ヘラナデが施される、外面中

位に横位で回木が墨書、「木」はこれで1字か。

ＳＩ
．
　

０９８

土師器

皿
一樫

少量の

砂粒含
罠猫

暗権

色

(宝積)不底部片、平底で体部直線的に外傾。内面黒色処理

底面に墨書銘有、「井」字の略字か。

1152

Ｓ‐
一

　

・０９

土師器

不
一杞

少量の

砂粒冶
農妬

色

暗糖 (宝積)平底でやや内傾、体部直線的に外傾。ロクロ整形下

端ヘラ削り、内面黒色処理、底面に「什」の墨書銘有。

表採
土師器

高台邪
表粉

推)( 少量C

砂粒台
自bl

橙

色

祷 籾買場表採高台付邪片、

底面に「天」の墨書銘有。

土師器

不
表裸

少量¢

砂粒冶
罠角

暗橙

褐色

籾買場表採不片。

1～ 2字の墨書銘有するが字体不明。

1155
Ｓ‐．　
唖

土師器

不

微細砂

粒含
礎角

暗橙

褐色

(御異)不小破片で内黒、体部下半に墨書銘有、内面黒色処理、

墨書は逆位の縦位で「男」の略字と判読される。

計
　
・５７

円筒

埴輪
砂 粗 罠角

暗橙

褐色

(籾買場)円筒堆輪片で、帯の部分の破片、帯は貼付けでヘ

ラナデ、帯の上下はナデ、内面ヘラナデ。

1157

SI―

291

試し焼

(上製品)

砂 瓶 赤黒
土器の試し焼き用に使用したもの上下部分を欠損している、

両面に圧痕有。

・５
須恵器

堪

(推 )

12.2

微砂瓶

を含
罠菊

灰褐

色

醒の回縁部小破片で、籾買場SI■57と SI■ 69よ り出上した接合資料

である。口縁部に波状沈線、6本 1単位の櫛引による波状文2段有。
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物

ｏ

遺

Ｎ

土
構

出
遺

類
称

種
名

出土 法 量 (cm)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

位置 現高 口径 稜径 子し径

1159
酢
　
０６８

須恵器

甕
14.コ

微砂地

を含む
良妬

灰褐

色

(御臭)口唇部外面と体部内面に自然釉を有す、体部外面に2本

1単位の隆帯と隆帯間に櫛状工具による波状沈線が引かれている。

計
　
・２５

土師器

邦
一括

(推 )

14.0

)(推

砂 池 良死
暗橙

褐色

(御異)口縁～体部下半までの小破片で低く丸い稜を有する。

外面にヘラ状工具による山形文が線引きされている。

ＳＩ
．
　

・２９

土師器

器台
一

II

(推 :

5,E

(推 )

4,0
砂 粒 良角

赤

色

明

褐

(御封 1/8程の小破片、上部山形で体部は直線的に外開き、上部ヘラ削り

ヘラナデ、体部外面刷毛目後ナデ、内面刷毛日、孔はヘラ削リヘラナデ。

第38表 本田余台遺跡群住居跡内出上遺物一覧表 (2)J塁書上器・他2

第89表 本田余台遺跡群上坑内出土遺物一覧表 (1).籾買場遺跡

物

ｏ

遺

Ｎ

土

跡

出

遺
土
構

出
遺

類
称

種
名

法 量 (crn)
胎土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 嵐径 稜径 孔径

1162
閣 只

易

ＳＫ
．
　

２２

上師器

不

微量の

砂粒含
婁痛 黒迄

底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は鋭く突出、口縁部直線的にやや内

傾。□縁部内外ヨコナデ、体～底部ヘラ削リヘラ磨き後内外面黒色処理

ＳＫ．
　

３６

土師器

婉
!3.4

多量の

砂粒含
ユ館

色

黒権 底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部直線的に内傾。口縁ナデ、

体～底部ヘラ削リヘラナデ、回～体部上半外面・口～底内面赤形、内面煤付着。

1164 離
　
８３

須恵器

邦

微量の

砂粒含
盛嬉

暗茶

褐色

1/2程の破片、底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁直線的に

外傾。日～体部内外ロクロ整形、底部外面ヘラ削り後ヘラナデ

ＳＫ．　
ｍ

土師器

婉

少量の

砂粒含
良痛

明秦

褐色

底部中央平底化、体部内傾ぎみに外傾後内傾し口縁部緩やかに外傾。

口縁内外ヨコナデ、体部上半ヘラナデ、下半～底部ヘラ削リヘラナデ。

1166

ＳＫ一
　

・・６

土師器

郷

月
石
妄

雲
長
石

罠妬
赤携

色

底部丸底で中央欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部緩やかに外傾。

日縁内外ナデ、体～底部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

胎
　
・３３

土師器

不
級 名 磁好

赤雅

色

底面丸底、体部内傾ぎみに外傾し口縁下端内面に稜有、口縁外

傾。口縁内外ナデ、体～底部内外ヘラナデ、口～底部内外面赤彩。

降
　
出

須恵器

不蓋

径

　

・
７

摘

２

商高 瓶
石
豪

砂
長
石

罠角
権灰

色

摘宝珠形、上部水平で体部直線的に外開、日縁水平ぎみに外

開で先端返しは小さい。内外面ロクロ整形。

1169 離
　
・５５

土師器

邦
緻 篭 農婚 黒窪

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、口縁部直線的に外傾。口～体部下半ロク

ロ整形下端ヘラ削り、底面静止ヘラ肖!り 、内面ヘラ磨き後内外黒色処理。

ＳＫ．
　

・６３

土師器

郷

微量の

砂粒雀
良短 黒色

底部中央平底化、体部内傾ぎみに外傾し稜は丸味有、口縁内傾後

やや外傾。口縁ナデ外面赤彩、体～底部ヘラ磨き後内外面黒色処理。

土師春

靖

石
豪
瓶

長
石
砂

良好
明権

色

体部球形状を呈し口縁部は直線的に外傾。日縁ヘラ磨きヨコナ

デ、体部ヘラ磨きナデ後外面と口縁部内面赤彩。

1172 階
　
・７８

土師器

郷

少量C

砂粒冶
罠角

赤褐

色

底部丸底、体部内傾ぎみに外傾後内傾、口縁外湾ぎみに外傾。

口縁～底部まで内外面ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。

1173
距
　
硼

土師器

郷

月
を
豪

雲
長
石

良好 黒色
底部欠、体部内傾ぎみに外傾し稜は鋭く突出、日縁直線的に内

傾。日縁内外ヨコナデ、体部ヘラナデヘラ磨き後外面黒色処理。

1174
ＳＫ．　
Ｗ

土師器

婉

周

石

豪

雲
長
石

農妬
赤褐

色

底部欠、体部内傾ぎみに外傾後内傾、日縁直線的に内傾。

口縁部内外ヨコナデ、体部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

距
　
２．０

土師器

高台婉

i台径 台高訂

緻 窪 農妬 黒色
底部平底で体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に小さく外傾、高台部直

線的に外開き。体部ヘラ磨き下端と高台回転ヘラ削り、内外面黒色処理(

ＳＫ
．
　

２２．

土師器

邦

伺

石

豪

雲
長
石

R猫

赤褐

色

底部中央欠、体部内傾ぎみに外傾後口縁部小さく直立し薄い器

厚。口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヘラナデ後内外面赤彩。

1177 監
　
２２８

土師器

婉

伺

不

項

雲
長
石

良角
赤褐

色

底部丸底で体部内傾ぎみに外傾後直立、口縁部小さく外傾。日

縁ナデ体部内外ヘラナデ底部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

ＳＫ
．
　

２３０

土師器

不

微量C

砂粒追
良菊

暗茶

褐色

底部中央平底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直立。

口縁部内外ナデ、体～底部ヘラナデヘラ磨き後内外面赤彩。
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土師器甕で、体部上半以下を欠損している。1180は籾買場 SK-316よ りの土師器雰で、半球状の器

形で稜を有し黒色処理を施している。1181は籾買場 SK-326よ りの土師器郭であり、底部は丸底で

稜を有し黒色処理が施されている。1182～ 1185は 、御臭 SK-242よ りの出土遺物である。1182は

土師器の高台付婉で、高台部が低い三角形状で外開きしており、日縁部を小さく外傾させて黒色処理

が施されている。■83は土師器邦で、底部平底で底部外縁部を内傾させており、黒色処理が施されて

いる。1184は須恵器高台付婉で、高台部は長く外開きしており内面に赤彩されている。■85は土師

器不で、半球状の器形で口縁部が内傾 している。■86は御異 SK-292よ りの土師器不で、底部は丸

底で日縁部を外傾させ内面に稜を有している。1187は宝積 SK-321こ よりの土師器甕で、体部中央部

を欠損しており図上復元した甕である。■88は東台SK-123よ りの須恵器邦で、底部より体部が器

厚の厚い器形となっている。

以上が土坑内出土遺物で、古墳時代から平安時代までの遺物である。特に御異SK-242よ り出土

した1184は 、高台部が比較的高く平安時代の 10世紀代に位置する婉と推定される。

h l189～ 1214は 、御臭・宝積遺跡の火葬墓と地下式坑よりの出土遺物である。■89は宝積 1号墓

よりの須恵器高台付不で、高台部が小さく逆台形状に貼付けられており、底面には「上下」の墨書が

ある。1190と ■91は、宝積 2号墓の土師器甕である。■90は底部片で、1191は体部上端を欠損して

おり、日唇部を直立させている。■92は宝積 3号墓よりの須恵器鉢で、体部上半以下を欠損してい

る。日唇部を、ヘラ削りにより丸く調整している。1193～ 11971よ 、御異SX-3(地下式坑)よ りの

出土遺物である。1193は四足盤で、体部上半以上を欠損している。脚は貼付で、ロクロ整形後に施釉

している。■94は高台付鉢で、日縁部と体部下端の一部を欠損している。高台部は、ヘラ削り出しに

よる高台で上部に段を有している。■95は茶碗で、日縁部を欠損している。体部はヘラ削りで、高台

部をヘラ削り出している。■97は、須恵部甕体部片である。

比1214～ 1218は、籾買場と御異遺跡の上坑と表採遺物である。遺物図版作成後に発見されたため、

順序が異なった。1214は御異 SK-166よ りの古銭で、永楽銭である。1215は籾買場遺跡表採の須恵

器邪蓋で、日縁部の一部を欠損している。1216も 籾買場表採の須恵器不蓋で、1/2程度の破片である。

1217と 1218は御臭表採で、土師器高台付婉である。1217は 、外開きする高台部で回縁部を小さく外

返している。1218は体部上半を欠損しており、高台部は三角形状に外開きしている。1219御 異SK
-181よ り伏さした鈴で、下半 1/2程度を欠損している。

以上が当遺跡群の住居跡・土坑よりの出土遺物で、古墳時代から中世までの土師器不 。甕 。婉等と

須恵器不・不蓋・甕等である。個々の遺構と遺物の時代関係は、時間的な制限から充分検討すること

は出来なかったため、古墳時代・奈良時代・平安時代の時代表記とした。住居跡の規模や遺構の状況

と、出土遺物とが一致するかどうか検討を要する遺構・遺物も見られ、今後充分検討する必要がある

ことを痛感している。しかし、この事は今後の課題としたい。

なお住居跡 。土坑から出上した鉄製品 。石製品・土製品・古銭等は以下に記する。
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第90表 木田余台遺跡群上坑内出土遺物一覧表(2).籾買場・御異 。東台・宝積遺跡

遺 物
No

出土 土
構

出
遺

類
称

種
名

法 量 (cln)
胎 土 よEF

色調 器 形 と 整 形 の 特 徴
現高 口径 底径 稜径 孔径

閣雰

易

胎
　
朋

土師器

甕

少量の

砂粒含
盛婿

色

暗権 体部中半以下欠、体部内傾ぎみに外傾、頚部直線的に内傾後口縁部直線

的に外傾。口～頚部ナデ、体部ヘラナデヘラ磨き、口～体部外面煤付着

ＳＫ
．
　

３． ６

土師器

邪
徴 密 主痛 黒色

底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く口縁部直立。口唇部内面ヘラ肖Iり

回縁ヘラ磨き、稜ナデ、体～底部ヘラナデヘラ削りヘラ磨き後内外黒色処理(

胎
　
３２６

土師器

必

雲 母
長 石
石 英

臭痛 黒色
底部丸底で体部内傾ぎみに外傾、稜は低く突出し日縁部直線的に内傾。

口縁内外ヘラ磨き、体部内面ヘラ磨き外面磨減、日～底部内外黒色処理

1182 路
　
麗

土師器

高台婉
14.乏 徴 密 Fl脚

赤権

色 外開き。内外面ロクロ整形、口縁黒色体部外赤彩内面黒色処理、底部回転ヘラ切り。

土師器

不
徴 密 主歯

権赤

色

底部平底で端部内傾、体部内傾ぎみに外傾し口縁部直線的に外傾。

内外ロクロ整形、口縁外面・内面黒色処理、底面回転ヘラ切り。

土師器

台付婉 ■2
徴 密 ユ歯

権明

色

底部平底で中央肥厚、体部やや内傾ぎみに外傾し口縁部肥厚で高台

部外傾。体部内外ロクロ整形後内面赤彩、底部外面回転ヘラ切り。

土師器

不

微量の

砂粒含
嵐歯

捷赤

色

半球状の器形で体部上端に弱い稜を有し、口縁部は直線的に内傾。

日縁ヨコナデ、体部上半ヘラナデ下半ヘラ削りヘラナデ後外面赤彩

路
　
２９２

土師器

不
傲 密 良好

捷赤

色

底部中央平底化、体部内傾ぎみに外傾後口縁部直線的に外傾。口縁

内外ナデ体部ヘラナデ下端と底部ヘラ削リヘラナデ後内外面赤彩。

主審 離
　
３２

土師器

甕

(推 ) 母
石
英

雲
長
石

良好
色

暗夜 体部中央欠、推定復元、底部平底で体部は内傾ぎみに外傾し

口縁部緩やかに外傾。日縁煤付着、体部著しく磨滅。

煮亡

ＳＫ．
　

・２３

土師器

邦
徴 密 良角

色

灰裡 底部平底で体～口縁部直線的に外傾。体部内外面ロクロ整形

下端回転ヘラ削り、底部外面回転ヘラ切り後ヘラナデ。

第91表 本田余台遺跡群出土遺物一覧表(1).御異・宝積遺跡

物

ｏ

遺

Ｎ

土

助

Ｌ

置

土
構

出
遺

種類
名称

法 量 (cln)
胎土 色 調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 嵐径 稜径 孔径

ぞ程
火葬墓

1

須恵器

高台盤

砂粒 を

含
農妬

灰褐

色

底部平底で】巴厚、体～口縁部まで直線的に外傾、高台欠損。

体部内外ロクロ整形、底部回転ヘラ切りで「上下」の墨書有。

1190
火葬墓

2

器土師

甕

砂粒 を

含
良痴

茶褐

色

底部平底で内傾し体部は内傾ぎみに外傾する。

体部ヘラ削リヘラナデ、底部に木葉痕有。

土師器

甕

(推 |

〕2.7
砂粒を

多く含
R角

暗褐

色

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、日縁部外湾後先端部直立

体部一部欠損。口縁ヨヨナデ体部ヘラナデ、底部木葉痕有。

1192
火葬墓

3

須恵器

鉢
戯 密 良菊

灰褐

色

体部上半以下を欠、体部内傾ぎみに外傾し口縁部外傾後

先端直立。口縁ナデ下端ヘラ削り、体部叩き締め整形。

地下

式坑

四足

盤

脚高

■5
戯 密 R妬

底部平底で体部内傾ぎみ外傾、内面上端に稜有、口縁欠脚は

貼付で4足。内外ロクロ整形後施紬、瀬戸・美濃。

1194 鉢
託台密

,5,7

ム
ロ

灰白色 農死
底部内傾で体部内傾ぎみに外傾し上端内面に稜有、日縁欠

高台は削り出しで有段、高台下端露胎、瀬戸・美濃。

碗

径

一　

８

給

４

藻

色

灰

白
罠妬

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、高台は削り出し、ロクロ

整形体部外面上半以下露胎、内面施紬、瀬戸・美濃系。

1196 碗
i台径

R角
底部平底で肥厚、体部内傾ぎみに外傾、高台は低く突出、体部回転

ヘラ削り、高台回転ヘラ削り出し、体部外面下半露胎、内面施紬。

須恵器

甕
灰褐色 農角 灰色

小破片で叩き締め方法を明瞭に有している。

ＳＫ．
　

・６６
古銭

躍

２
．
‥

有径 子し外 内
中
　

・
６

孔

０

重

３
．
５

課

焦

水ヽ

通

銅銭

完形、保存状況良好。
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第92表 本田余台遺跡群出上遺物一覧表 (2).籾 買場・御異遺跡

物

ｏ

遺

Ｎ

土
跡

出
遺

土
構

出
遺

類
称

種
名

法 量 (cm)
胎 土 色調 器 形 と 整 形 の 特 徴

現高 口径 底径 陵径 孔径

岡員

場
表採

須恵邪

蓋

摘高

■2

摘径

2.7

石

英

長

石
良短

灰褐

色

口縁部の一部を久くがほぼ完形、胎上に0.2～ 0.3cm程 の長石・

石英を含む、体部は回転ヘラナデ整形◇

表採
須恵邪

蓋

一島

　

・
８

摘
一　
〇

闊径 不

蒙

長

石
良角

灰褐

色

1/2程度遺存し、口縁部内面に浅い溝を有する。体部は弱い

回転ヘラナデ整形。

1217 表採
土師器

高台婉

尋台扁
徴 窪 良好

明褐

色

底部平底で体部内傾ぎみに外傾、高台は直線的に外開き。

体部ロクロ整形、内面ヘラ磨き、体部・底部外面磨減。

表採
土師器

高台婉

三台径

6.8
戯 密 良好

明褐

色

体部中半以上欠損、底部平底で中央肥厚、体部内傾ぎみに外

傾、高台直線的に外関、ロクロ整形、内面ヘラ磨き後赤彩。

第93表 木田余台遺跡群出土鉄製品・石製品・土製品一覧表(1)   蝉位:伽 ,g)

No 遺跡名 出土遺構 種類名称 釜長 幅 享さ 重量 子し径 上径 下径 材  質 特   徴

1 籾買場 SI-123 有孔円板 滑石 円形状、V2程欠損

2 SI-126 有孔円板 1.95 滑石 長方形、上下両面に研磨痕有、側面一部剥離

SI-126 有孔円板 3.25 3.15 滑石 円形、側面一部剥離、孔は上下両方より

SI-161 有孔円板 滑 石 円形状、一部欠損、孔は小さい

5 SI-251 有孔円板 滑石 円形状、側面一部剥離

6 SI-181 剣形品 滑石 側面一部剥離、各面に研磨痕、孔は小さい

7 SI-133 剣形品 滑石 先端部欠損、上面に研磨痕有

御  異 SI-107 勾玉 0.25 不明 カマド内出上、一部剥離

籾買場 SI-133 勾玉 滑石 上端と下端一部剥離、上下両面に研磨痕有、孔は小さい

SI-263 勾玉 0.25 滑石 大形の勾玉、上下両面と側面に研磨痕有、孔は両面より

SI-167 管玉 0.25 滑石 完形でややいびつな円形を呈す

SI-167 管玉 滑石 完形、隅丸方形状の円形

SI-167 管玉 0。25 滑石 完形、玉と孔とも楕円形状を呈している

14 SI-287 管玉 滑石 完形、楕円形状で孔は上面より穿れる

SI-287 管玉 0.45 滑石 完形、孔は楕円形で斜めに穿れている

SI-234 管玉 滑石 完形、上面を整形している。孔は両面より穿たれる

御  異 SI-115 管玉 滑石 未完成品で孔は穿たれていない

SI-116 管玉 滑石 完形品、孔は両面より穿たれる

籾買場 SI-159 小玉 滑石 上面を丸く整形、孔は下面が広い、円形

SI-267 小玉 滑石 側面一部欠損、円形

SI-197 臼玉 Э.25 滑石 完形、円形

SI-267 臼玉 0.65 滑石 完形、円形

SI-267 臼玉 滑石 完形、円形

SI-267 臼玉 0。55 0.25 滑石 完形、円形

SI-267 臼玉 0.25 滑石 完形、円形、孔は楕円形状

籾買場 SI-145 紡錘車 滑石 1/2程欠損、不整円形状

SI-167 紡錘車 45.9 0.65 4.3 粘板岩 完形、円形、孔は中心より外側に穿たれる

SI-167 紡錘車 不明 完形、円形、孔は上面より穿たれ、上面端は丸味を持つ

SI-209 紡錘車 47.5 滑石 完形、円形、片側が薄く、側面に縦位の整形痕有

SI-210 紡錘車 27.8 滑石 いびつな円形、孔は斜めに穿たれ、上面と側面に整形痕有

SI-243 紡錘車 緑泥片岩 円形状で2/3程欠損、上面に研磨痕有
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2.出土遺物 2(鉄・石・土製品)(第 224～ 236図コ図版 62～ 64)

Ll～ 5は、籾買場遺跡から出土した石製模造製品の有孔円板である。 1は SI-123か らの出土

で、円形状を呈しV2程欠損する。 2・ 3は SI-126よ り出土し、 2は長方形で上下両面に研磨痕

を有しており小型である。3は円形状で一部剥離し、孔は上下両面より穿たれている。4は SI-161

より出土し、円形状で一部欠損しており研磨痕を残している。 5は SI-251よ り出土し円形状を呈

しており、一部剥離 。欠損し研磨痕を有している。いずれも滑石製である。

比 6・ 7は籾買場遺跡から出土した剣形の石製模造品である。6は SI-181よ り出土しており、ほ

ぼ完形品で各面とも良く研磨されている。7は SI-133か らの出土で先端部を欠損しており、6と

比して粗い整形である。どちらも滑石製である。

L8は御異遺跡のSI-107か ら出土した勾玉で、一部欠損しており滑石製である。

配 9。 10は籾買場遺跡から出土した勾玉である。9は SI-133か らの出土で、円板の一部を加工

した後研磨し勾玉としている。10は長さ5。4 cmを 測る大型でSI-263よ りの出土で上下両面に研磨

痕を有している。どちらも滑石製である。

L■ ～16は籾買場遺跡から出土した管玉で、すべて滑石製である。11～ 13は SI-167か ら出土

しており、11は長さ2.7 cmを 計測し完形であるがややいびつである。12は長さ2.7 cmを 計測し、完形

であるがややいびつな円形である。13は長さ2.4 cmを 計測し完形品であるが、玉・孔ともに楕円形で

ある。14・ 15は SI-287か らの出土であり、14は長さ2.7 cmを 計測し完形品で、孔は玉の中心部か

らずれておリー方向からの穿孔である。15は長さ1.6 cmを 計測し、孔は楕円形で斜めに穿たれている。

16は SI-234よ り出土しており、長さ1,7 cmを 測る。形状は算盤玉に近く孔は斜めに穿たれている。

尚 17。 18は御臭遺跡出土の管玉で滑石製である。17は SI― ■5よ りの出土で、長さ1.6 cmを 計測

し孔は穿たれておらず未製品である。18は SI― ■6か らの出土で、長さ1.9 cmを 測り径の小さい孔

が穿たれている。

L19・ 20は籾買場遺跡より出土の滑石製小玉である。19は SI-159か らの出土で、中心よりややず

れて小径の孔が穿たれている。20は SI-267か らの出土で、玉の中心に大きめの孔が穿たれている。

L21～ 25は籾買場遺跡出土の臼玉で、いずれも幅 0.55～ 0.7 cm、 厚さ0,25～ 0.4 cmを 測り完形品

で円形である。23・ 25は楕円状の孔が穿たれている。すべて滑石製である。

血 26～ 31は籾買場遺跡より出土の石製紡錘車である。26は SI-145よ りの出上で、約 1/2程を

欠損している。27・ 28は SI-167よ りの出土で、27は中心よりずれて穿孔しており、一部剥離が認

められるがほぼ完形である。石質は粘板岩製である。28は丸味を帯びた形状を呈し、径 1.O cmの 孔を

穿ってある。滑石製である。29は SI-209よ り出上しており、完形品で側面に整形痕を残している。

30は SI-210よ り出土しており、上面に使用痕を残し側面は内彎し整形痕を残している。31は SI
-243よ りの出土で、上面部のみの破片である。上面部に使用痕、側面には整形痕が認められる。緑

泥片岩製である。27・ 28'31以 外は滑石製である。

配 32・ 33は御異遺跡より出土の紡錘車で、32は SI-65か らの出土で完形品である。厚さは2.2 cm

を計測しやや腰高である。33は SI-75か ら出土した完形品で、上下面に使用痕を有し側面はやや内

彎し整形痕を有している。どちらも滑石製である。

地 34は籾買場遺跡表採の滑石製紡錘車である。上下面に使用痕を残し、側面は内彎気味に整形し

縦位の整形痕を有している。また、側面に線刻が有る。
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配35～ 39は籾買場遺跡より出土の鉄製品で、いずれもSI-66か ら出土している。35は全長 10,8

cm、 幅 1.4 cm、 厚さ0。4 cmを 計測し反りを持つ刀子である。36は全長■,3 cm、 幅 0,9 cm、 厚さ0,4 cmを

計測する刀子である。37は鉄鏃で全長 17.l cm、 最大幅 3,9 cmを 計測し、左右に大きくしっかりとした

逆刺を持つ。38は鉄鏃で全長 12,4 cm、 最大幅 1.3 cmを 計測し、左右に 2本の弱い逆刺を持つ。39も

鉄鏃で全長 10.8 cm、 最大幅 1,9 cmを 計測し、左右に 2本の弱い逆刺を持つ。

No 40は 御臭遺跡のSI-14か ら出土した鉄斧である。両端を欠損しており、全長 7.O cm、 幅 6.6 cm、

幅 2.O cmを 測る。

L41は籾買場遺跡のSI-141よ りの出上で、青鋼製の丸軸である。長さ2.8 cm、 幅 1.8 cm、 厚さ0。7

cmを計測する。材質の厚さは約 0.l cmでほぼ均―であり、1.7× 0.35 cmの孔と3点の錠を有している。

h42は籾買場遺跡のSI-122よ り出上の土製勾玉である。上端部を欠損しているが整形・焼成と

も良好である。

地 43～ 45は御異遺跡から出土した土製の勾玉である。43は SI-101よ りの出土で、未完成品で

あるが竹管工具による押圧痕を4条持つ。子持勾玉の模造品であろうか。整形はナデ整形で焼成は普

通である。44は SI-105よ りの出土で、整形は普通で焼成は良好であるが、孔は貫通しておらず未

完成品である。451ま SI-97か らの出土で、下端部を一部欠損しており、整形ナデが施され焼成は良

好である。

h46～ 51は籾買場遺跡から出土の土製紡錘車である。46は SI-8よ り出上し、一部剥離してい

る。上面に刺突紋が放射状に 5条施されている。47は SI-37か らの出土で、側面は内彎し一部にへ

ラナデ痕が残る完形品である。48は SI-167か らの出上で、上面が丸みを帯びるように整形されて

いる。下部径 6.3 cmを 測り大型である。491よ SI-191よ り出土しており、下部を欠損する。孔は上

部が広くなっており径 6,O cmを 計測する大型の紡鐘車である。50は SI-207よ りの出土で、側面を

一部欠損しているものの整形痕をが認められ、孔は上部が広くなっている。51は SI-275か らの出

土で、側面の一部を欠損しており、上面は楕円形を呈している。

L52・ 53は御臭遺跡より出土の上製紡錘車である。52は SI-1よ り出土している。円筒形に近く

側面の一部に整形痕を有している。孔は中心部よりややずれて穿ってあり、下部径は 6.O calを測る。

地54～ 60は宝積遺跡より出上の上製紡錘車である。54・ 55は SI-19よ り出土し、54は 円形で孔

は斜めに穿たれてあり、側面に幅 0.5 cm程の清を有している。55は円形で上面を一部欠損し、中央部

がやや厚くなる形状を呈している。56は SI-28よ りの出上で、側面を一部欠損しており、上面には

放射状に 5条の刺突紋を有している。57は SI-44よ り出上した完形品である。円形で径 5.5 cmを 計

測し円筒形状を呈している。58は SI-67よ りの出上の完形品であり、上・下・側面にそれぞれ 3単

位の櫛引による文様を有している。59は SI-74よ りの出上で側面を一部欠損し、孔は楕円形を呈し

ている。60は SI-96か ら出土しており、ほぼ完形品である。

比61～ 75は土製の支脚である。61～ 64は籾買場遺跡からの出土で、61は SI― ■8よ り出土してお

り長さ18.6 cmを 計測し円筒状を呈している。62は SI-167よ り出土しており、長さ20.O cmで断面形は

楕円形を呈している。63は SI-204よ りの出土で、長 10,7 cmを 測る。円筒状で中央部分より下部を欠

損している。64は SI-268よ りの出土で、長さ19.5 cmを 計測し断面形は楕円形を呈している。65～ 74

は御異遺跡よりの出土で、65は SI-68か ら出土し長 10.4 cmを 計測し円筒形であるが、中央部分より

下部を欠損している。66は SI-79よ りの出上で長 17.2 cm、 断面形は楕円形を呈しており中央部より
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上部を欠いている。67は SI-91か ら出上しており、長 13.8 cmを 計測し断面は不整方形状で中央部以

下を欠いている。68は SI-37よ り出土しており、長 9.6 cmを計測し円筒形を呈し中央部以下を欠損し

ている。69は SI-47よ り出土しており、長 17.9 cmで 断面形は楕円を呈し下部を欠損している。70は

SI-67か らの出上で、長さ21.3 cmを 計浪Iし完形品で断面は不整円形状である。71は SI-70か らの出

上で、長 13,7 cmを 計測し台形状の器形を呈しており、断面は楕円形で中央部分以下を欠いている。72

はSI-73よ り出土しており、長さ22.2 cmを 計測し完形品で断面は円形を呈している。73は SI-79よ

り出土しており、長 7.5 calを 計測し断面は不整円形状を呈し中央部分以下を欠損している。74は SI―

82か らの出土で、長さ20.5 cmを 計測し断面は不整円形状を呈し頂部は丸みを帯びている。

L75は宝積遺跡のSI-43よ り出土した土製支脚で、長さ13.3 cmを計測する。台形状の器形を呈

しており、断面形は隅丸方形状である。

No 76は宝積遺跡のSI-30よ り出土の上鈴である。高さ3.4 cmを計測し、鈴部は 2.7× 2.5 cmの楕

円形を呈しており、摘部は半円状で完形品であり鈴部は中空になっていない。

血 77～ 921ま土製の管玉で、77～ 87は籾買場遺跡の出上である。77・ 78は SI-94か らの出上で

77は長さ6.3 cmを 計測し下端の一部を欠損しており、断面は楕円形を呈している。78は長さ6.5 cmを

計測し、上下両端の一部を欠損しており、断面は楕円形を呈している。79は SI-135よ りの出上で、

長さ4.8 cmを計測し、断面は円形を呈しており側面に整形痕を残している。80は SI-142よ りの出

上で、長さ5,6 cmを 計測し、断面は楕円形を呈している。81は SI-154よ り出土しており、長さ4.7

cmを計測しいびつな器形で断面形は不整円形状である。82は SI-199よ り出土しており、長さ6.3 cm

を計測し下端と側面の一部を欠損しており、断面形は楕円形を呈している。83は SI-221か らの出

土で、長さ3.9 cmを 計測し径は0.9× 1.O cmと 細身であり、断面は楕円形である。84は SI-231か ら

の出土で、長さ6,7 cmで完形で断面は楕円形である。85は SI-237よ りの出土で、長さ5.5 cmを 計測

し上下両端部を欠損き孔は楕円形に穿たれている。86は SI-284か らの出上で、長さ5.8 cmを 計測

し下端部を欠いており断面は円形で大型である。87は SI-289よ り出土しており、長さ6.9 cmを 計

測し下部を欠損しており断面は円形で大型である。88は御異遺跡のSI-4か らの出土で、長さ3.lcm

を計測しいびつな器形で一部を欠いており、断面形は円形を呈している。89～ 92は宝積遺跡よりの

出土で、89は SI-14か らの出上である。長さ4,O omを 計測し円筒形状の器形を呈している。90は S

I-33か らの出土で、長さ3.9 cmを 計測し器形は円筒形を呈しており、孔は斜めに穿たれている。91

はSI-39よ り出土しており、長さ4.l cmを 計測し器形は円筒形を呈している。921ま SI-95よ りの

出土で、長さ4.2 cmを計測し一部欠損しており、断面形は隅丸方形状を呈している。

L98～ 536は土玉である。器形は円形状を呈するものが中心であり、楕円形、算盤玉状、扁平な

ものもある。大きさは玉径 2.O cm以下で重量 5gの小型のものから、玉径 4,O cm以上で重量も40g以

上の大型まであるが、玉径 3,O cm前後で重量20～ 30gの ものが中心で多くが完形品で焼成は良好で

ある。93～ 392(SI出土)、 511～ 514(SK出土)、 519～ 531(SD出土)は籾買場遺跡よりの出

土である。出土数としては、1遺構から1～ 4点の出土がほとんどであるが、SI-30か ら21点 、S

I-130か ら27点 (最大数)、 SI-145か ら14点 、SI-257か ら■点と多数出土する遺構もある。

重量では151の 4.9gが最軽量で、171の 50.8gが最も重い土玉である。また整形では、186。 189・

192・ 196。 199。 228・ 234・ 256・ 263-267・ 269。 273・ 278-281・ 299-301・ 307・ 320。 334・ 336・

338。 341・ 363・ 375。 379。 380・ 383'388は良好な整形である。15Hよ方形状の器形を呈しており、
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孔径の小さい孔が穿たれている。3661よ 円筒形状を呈しており、上下面にヘラナデによる整形痕が見

られる。172・ 178・ 182・ 226・ 259。 260。 264・ 281・ 329な どは、玉径に対し厚みが小さく扁平な器

形となている。籾買場遺跡の土玉出土数は、全体の約 7割 を占めている。

398～ 439(SI出 土)、 515～ 518(SK出土)、 532～ 536(SX出土)は、御臭遺跡より出土で

ある。重量で見ると403が最も軽く4.9gで、458は 48,7gを測り最も重い土玉である。出土数が多

かったのはSI-100の 6個である。400・ 404・ 415'416・ 425・ 437な どは、扁平な土玉であり、404・

518・ 533・ 534は整形が粗いが焼成は普通である。また405。 408・ 422・ 425。 439・ 535・ 5361ま 、良

好な整形である。440～ 506は宝積遺跡からの出上で、481の 9,3gが最軽量で458の 48.7gが最も重

い土玉である。出土数ではSI-23か らの12点 、SI-103か らの 7点が比較的多く出土している。

446・ 448・ 464・ 465'472・ 478。 480。 489の整形は良好で、逆に455。 458・ 460。 468。 469。 474・

475・ 482～ 485。 496・ 504の整形は粗い。442・ 449～ 455。 486・ 490。 494・ 504は、扁平な土玉であ

る。507～ 510は東台遺跡からの出土で、SI-20か ら1点 とSI-22か ら3点の合計 4点の出土で

ある。507は楕円形で円板状を呈する完形品で、整形は粗いが焼成は普通である。508・ 509は各々円

形状・楕円形状を呈し、整形 。焼成ともに良好である。510は楕円形状で、粗い整形であるが焼成は

良好である。全体的に見るならば、ヘラナデによる整形痕や指頭圧痕を残すものが多く見られる。

L■ 98～ 1201は石製の紡錘車である。1198は籾買場遺跡 SI-18か らの出土で、ほぼ完形品で側

面は外彎気味に整形している。上面に使用痕を有し、側面と下面は良好な整形で細かい研磨痕を有し

ている。孔はほぼ円形で、材質は滑石である。1199は御臭遺跡 SI-41よ りの出土で、上面を欠損し

ており側面は内彎している。孔は楕円形を呈しており、材質は滑石である。1200。 1201は束台遺跡 S

I-27よ りの出土で、1200は完形品で上下両面に研磨痕を有し側面にも整形痕が残り全体的に丁寧な

整形である。1201も 完形品であり上下両面に使用痕が認められ側面は内彎しており光沢がある。また

一部整形痕が残っており、材質は滑石製である。

配 1202～ 1204は石製模造品の有孔円板である。1202は御臭遺跡 SI-50か らの出土で、上下両面

と側面に研磨痕を有しており、孔は両面からの穿孔である。1203は東台遺跡 SI-27よ りの出土で、

上下両面と側面に研磨痕を有しており、側面の一部を欠損している。1204は宝積遺跡 SI-66か らの

出上で一部を欠損している。上下両面および側面に研磨による整形痕を残しており、孔は片方向から

穿ってある。いずれも滑石製である。

L1205は滑石製の勾玉で宝積遺跡 SI-66よ り出土しており、側面の一部を欠いている。上下両

面と側面には研磨による整形痕を有しているが、一部を欠損しており、孔は一方向より穿っている。

L1206～ 1209は宝積遺跡 SI-81よ り出土の滑石製臼玉である。1206は上面を一部欠失しており、

側面には研磨痕を残している。1207は上面と一部欠損しており、側面には研磨による整形痕を残し、

いびつな形状である。1208は完形品で、側面に研磨痕を有しておりいびつな形状を呈している。1209

は完形品で側面に研磨による整形痕が残っている。

比 1210は宝積遺跡 SI-79よ り出土の土製紡錘車である。完形品で長石・石英、金雲母を含み焼

成は良好である。孔はほぼ円形を呈している。

地 12■ は宝積遺跡 SI-4か ら出土の土製勾玉で完成品である。胎土は級密で焼成は良好であり、

ナデによる整形で色調は明黒色を呈している。

配 1212■ 2131よ宝積遺跡より出土の土製小玉である。1212は SI-81よ り出土の完形品であり、胎
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土は繊密で焼成は良好である。ナデによる整形で算盤玉状を呈している。1213は SI-103よ りの出

土で完形品である。焼成は良好でナデによる整形であり、器形は不整円形を呈している。

L1214は御異遺跡のSK-166よ り出土の古銭である。銅銭の永楽通宝であり、銭径 2.5 cm、 孔径

0.6 cmを 計測する完形品で保存状態は良好である。

L1219は御異遺跡のSK-181よ り出上の鉄製鈴である。径は4.2 cmを 計測し、1.7× 0。8 cmの突起

が付いており下端部を欠いている。

L1220。 1221は 籾買場遺跡出上の鉄斧であり、1220は SI-220よ り出土しており全長 7.8 cm、 最

大幅 3.8 cm、 厚さ2.O cmを計測する。1221は表採であるが鉄斧の出土数が少ないため図示した。全長

6.4 cm、 最大幅 3.9 cm、 厚さは2,O cmを計測する。

No 1222・ 1223は 籾買場遺跡より出土した鉄鏃である。1222は SK-161か らの出上で全長 3.3 cm、

最大幅 2.9 cmを 計測する、厚さは0.2 cm、 茎部幅は0.6 cmを 各々計測し、鏃身の先端部分と茎部の下端

部を欠損しており、角度の弱い逆刺を左右に一対持っている。1223は SI-159か らの出土で全長 7.1

cm、 最大幅 3.2 cm、 厚さは0,7 cmを 計測し鏃身の先端部を欠損している。茎部の断面は長方形状で径

は 0。5× 0.7 cmを 計測し、逆刺の無いタイプである。

L1224・ 1225は鉄製の刀子であり、1224は籾買場遺跡 SI-179よ りの出土で完形品である。全長

18.5 cm、 最大幅 1.6 cm、 厚さ0.4 cmを 計測する。身部長 11.8 cm、 茎長 6,7 cm、 茎部径は0.3× 0。9 cmで 、

身部は 0。4 cmの 反りを有している。1225は御臭遺跡 SK-297よ りの出土で、先端部と身部の中間部

を欠損している。現長は 18.l cm、 幅 1,9 cm、 厚さ0.3 cmを 計測し、身部は■.3 cm以 上と推定される。

茎部長さ6.8 cm、 径 0.3× 0.6 cmを 計測する。

配 1226～ 1229は鉄製の鎌である。1226は籾買場遺跡 SI-227か らの出土で、両端部を欠損してい

る。全長 10,l cm、 幅 3.2 cm、 厚さ0。2 cmを 計測する。1227は御異遺跡 SI-124か らの出上で、一端を欠

損している。全長は 11.5 cm、 幅 2.4 cm、 厚さ0.2 cmを計測する。1228は籾買場遺跡 SI-179よ りの出土

で、先端部を欠損している。全長 154.4 cm、 幅 3.3 cm、 厚さは0。2 cmを 計測する。1229は籾買場遺跡SI
-167か らの出土で、両端を欠損している。全長は6.6 cm、 幅 4.2 cm、 厚さは0.3を計測する。

血 1230は御異遺跡 SK-181か ら出上の鉄釘である。完形品で長さ14。 l cm、 径 1.4 cmを 計測し断面

形は正方形を呈している。

地 1231は 籾買場遺跡 SI-207か ら出土の鉄製の盤である。長さ■.l cm、 断面形は 0。4× 0,9 cmを

計測し長方形を呈している。

h1232は籾買場遺跡 SI-167か ら出土した鉄製品である。縦 5,6 cm、 横 5。 7 cm、 径は0.4× 0.5 cm

を計測する帯金具と推定される。

NQ 1233は籾買場遺跡 SI-271よ りの出上の鋼製品である。二等辺三角形の板状のものを折りたた

んでおり、縦 2,7 cm、 横 2.5 cmを 計測する。厚さは約 0,3 cmで あり、用途は不明である。

地1234は籾買場遺跡 SI-64よ り出上の滑石製紡錘車である。上面の一部を剥離欠損しており、上

下両面と側面を研磨により整形している。上面には使用痕を有し、側面には線刻が一周している。

地1235～ 1245は古銭でいずれも銅銭である。1235は籾買場遺跡 SD-11よ りの出土で景徳元賓で

ある。銭径は2,l cm、 孔径 0.6 cmを 計測する削銭である。1236～ 1238は御臭遺跡 SX-2か らの出土

である。1236は 五鉄銭で銭径 2.5 cm、 孔径 1.O cmを 計測する。この五鎌銭は過去に土浦市での出土例

はなく、今回が初めての出土である。1237は嘉祐元賓で削銭である。銭径は2.3 cm、 孔径 0。6× 0.7 cm
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を計測する。1238は元祐通賓で削銭である。銭径は 2.4 cm、 孔径 0,7 cmを計測する。1239～ 1245は

御臭遺跡 SK-322よ り出土の六道銭であり、SK-322は土渡墓である。1239は開元通賓で、銭径は

2.3 cm、 孔径 0.6× 0。7 cmで ある。1240は 開元通賓で、銭径は2.5 cm、 孔径 0.8 cmを計測し、裏面に星

を有している。1241は皇宋通費で、銭径 2.5 cm、 孔径 0。7 cmを 計測する。1242は嘉祐元賓で削銭であ

る。銭径は2.5 cm、 孔径 0。 8 cmを 計測する。1243はサ熙寧元賓で銭径は2.5 cm、 孔径は0,7 cmを 計測する。

1244は熙寧元賓で、銭径は2.4 cm、 孔径 0.7 cmを 計測し、縁の一部を欠損している。1245はサ熙寧元賓

で銭径は 2。 4 cm、 孔径 0,7 cmを 計測し、縁を加工している削銭である。

第94表 木田余台遺跡群出上鉄製品・石製品 。上製品一覧表 (2) (単位 i cm,g)

No 遺跡名 出上遺構 種類名称 全長 幅 厚 さ 重量 孔径 上径 下径 材  質 特 徴

御 異 SI-65 紡錘車 滑石 円形で片側がやや薄い、上面一部剥離

SI-75 紡錘車 滑石 円形、側面に整形痕有

34 籾買場 表採 紡錘車 滑石 円形、上面に整形痕有、側面に線刻有

SI-66 刀子 0.4 33.2 平造り 刀部長9,0・ 茎部長1.8cnで、両先端を欠損、一括

刀子 平造り 刀部長6.7・ 墓部長4.5cmで 、茎部先端を欠損、一括

鉄鏃 17.1 鉄 刀部長9,0・ 茎部長8.lcmで 、茎部先端を欠損、一括

鉄鏃 25.2 鉄 刀部長7.4・ 茎部長5,Ocmで 、刀部先端を欠損、一括

鉄鏃 鉄 刀部長7.8・ 茎部長3.Ocmで 、刀部先端を欠損、一括

御 異 SI-14 鉄斧 ? 鉄 両端を欠き、上部に錠を有す

籾買場 SI-141 丸鞘 青銅 孔(1,7XO.35cm)は長方形で、錠は3ヶ 所

SI-122 勾玉 土製 上端を欠損しているが、比較的整形は良好

御 異 SI-101 勾玉 土製 未完製品、竹管による押F■4条有する

44 SI-105 勾玉 土製 孔は楕円形で貫通していない。未完成品

SI-97 勾玉 土製 下方の先端を欠く

籾買場 SI-3 紡錘車 土製 下面がやや小さい、上面一部剥離、上面に放斜状に束!突有

SI-37 紡錘車 0.75 土製 完形、側面にヘラナデ痕有

SI-167 紡錘車 土製 完形、中央より上面端部が薄くなっている

SI-191 紡錘草 土製 下部1/3程欠損、孔上端が2.Ocmと 広くなっている

SI-207 紡錘車 土製 円形で側面一部欠損、先面に整形痕有

SI-275 紡錘草 土製 円形であるが上面はやや楕円形を呈し、側面一部欠損

御 異 SI-1 紡錘車 34.2 土製 円形、完形、側面に一部整形痕有

SI-130 紡錘車 土製 円形、下面と側面一部欠損、孔は両面より穿つ

宝 積 SI-19 紡錘車 4.9 70.0 土製 円形、孔は斜、側面にO.5× 0。4cmの溝を有す

SI-19 紡錘車 43.5 土製 円形、一部欠損し中央が厚くなっている

SI-28 紡錘車 土製 円形で側面一部欠損、上面に放斜状に刺突文有

SI-44 紡錘草 土製 円形、完形

SI-67 紡錘車 4.8 4.8 44.2 土製 円形、完形、上下両面と側面に三本の純引による文様有

SI-74 紡錘車 土製 円形、孔は楕円形、側面一部欠損

SI-96 紡錘車 4.3 0.85 22.7 土製 円形、完形、一部欠損

籾買場 SI-118 支脚 土製 カマド内出土、完形、円筒状を呈している

SI-167 支脚 20.0 土製 完形、覆土内出土

SI-204 支脚 土製 円筒状の支脚で中央部以下を久損、覆土内出土

64 SI-268 支脚 11.2 土製 カマド内土出、完形、楕円形状を呈す

御 異 SI-68 支脚 土 製 覆土内出上、円筒状で中央部以下を欠損する
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第95表 本田余台遺跡群出土鉄製品・石製品 。土製品一覧表(3)   鮮位i cm,g)

No 還跡名 出土遺構 腫類名称 全長 幅 厚 さ 重量 子と径 上径 下径 材  質 特   徴

御  臭 SI-79 支脚 土製 カマド内出上、楕円形状、中央部以上を欠損

SI-91 支脚 土製 覆土内出上、不整方形状、中央部以下を久損

SI-37 支脚 上製 円筒状、中央部以下欠損、覆土内出土

SI-47 支脚 土製 台形状で楕円形、下部欠損、カマド内出土

SI-67 支脚 土製 台形状で楕円形の完形品、カマ ド内出土

SI-70 支脚 土製 台形状で中央部以下欠損、カマド内出土

SI-73 支脚 22.2 土製 台形状で楕円形の完形、疫土内出土

SI-79 支脚 土製 円筒状で中央部以下欠損、覆土内出土

74 SI-82 支脚 土製 円筒状で完形、頂部丸くなっている、カマド内出J

宝 積 SI-43 支脚 土製 台形状で完形、覆土内出土

SI-30 土鈴 土製 完形、鈴部楕円形、摘部は半円状

籾買場 SI-94 管玉 土製 履土内一括、下端部一部欠損、楕円形

SI-94 管玉 土製 楕円形を呈する、上下両端一部欠損

SI-135 管玉 4.8 上製 覆土内一括、断面円形状、側面に整形痕有

SI-142 管玉 22.6 土製 凝土内一括、断面楕円形

SI-154 管玉 4.7 土製 覆土内一括、断面円形状

SI-199 管玉 土製 覆土内一括、下端と側面一部欠損、断面楕円形状

SI-221 管玉 土製 覆土内一括、完形、小形の管玉、断面楕円形状

SI-231 管玉 土製 覆土内一括、完形で断面楕円形状

SI-237 管玉 土製 疫土内一括、孔は楕円形状で上下両端を欠損

SI-284 管玉 土製 覆土内一括、下半欠損、断面円形

SI-289 管玉 4.6 土製 疫土内一括、下半欠損、断面円形

御 臭 SI-4 管玉 土製 撹乱部よりの出土、一部欠損、断面円形

宝 積 SI-14 管玉 38.9 上製 完形、円筒状、覆土内一括

SI-33 管玉 土製 完形、円筒状で孔は斜め

SI-39 管玉 35.8 土製 完形、円筒状で孔は籍め

SI-95 管玉 土製 一部欠損、断面隅丸方形

籾買場 SI-4 上玉 29.2 砂粒、良 完形、楕円形状

94 土玉 26.8 砂粒、良 完形、円形状

SI-5 土玉 砂粒、良 完形、側面に整形痕有、算磐玉状

SI-13 土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

SI-16 土玉 17.4 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔は斜め

SI-21 土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 ■4 砂粒、良 完形、算磐玉状、覆土内一括

SI-24 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面中央一部剥離、覆土内一括

土 玉 17.3 砂粒、良 完形、楕円形状、穫土内一括

土玉 2.4 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔は斜め、疲土内一括 ヽ

SI-26 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔は斜め、カマド内出土

104 土 玉 19。6 砂粒、良 完形、円形状、側面に指頭圧痕有、カマド内出土

SI-28 土玉 26.0 砂粒、良 完形、円形状、覆上内一括

SI-29 土玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括、側面に指頭圧痕有

土玉 21.0 砂粒、良 完形、算磐玉状、覆土内一括、上面のみヘラナデ

土玉 35.6 砂粒、普 完形、覆土内一括
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第96表 本田余台遺跡群出土鉄製品 。石製品 。土製品一覧表(4)   鮮位:伽 ,g)

No 遺跡名 出上遺構 種類名称 全長 幅 厚 さ 重量 子し径 上径 下径 材  質 特   徴

籾買場 SI-30 土玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円形状、上下両面に整形痕有、覆土内出土

土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

土 玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

114 土玉 12.9 砂粒、良 完形、円形状、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形、覆土内一括

土玉 15.6 砂粒、良 完形、円形、覆土内一括

土玉 2.4 13.2 砂粒、良 完形、円形、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、履土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 42.6 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上面に整形痕有、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、側面に整形痕有、履土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

土 玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

SI-31 土 玉 砂粒、良 完形、円形、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下ヘラナデ側面指頭圧痕有、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、脩円形状、側面に整形痕有、覆土内一括

SI-32 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラ削り、覆上内一括

134 土玉 33.4 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆上内一括

上 玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、普 側面一部欠損、上面方形状に整形、覆土内一括

SI-33 上玉 22.9 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 20.3 砂粒、長 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、孔はやや斜め、覆土内一経

141 SI-38 上玉 20.0 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円形状、上下両面と側面に整形痕有、一括

143 土玉 27.9 砂粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

144 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

SI-40 土玉 23.2 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両面ヘラナデ、側面に指頭圧痕有、一TE

土玉 37.2 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両面と側面に整形痕有、一括

148 土玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

149 土玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

SI-42 土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔は斜め、覆土内一括

土玉 4.7 砂粒、良 完形、方形状、孔は小さい、疫土内一括
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No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全長 幅 厚 さ 重量 孔径 上径 下径 材  質 特   徴

籾買場 SI-46 土玉 22.4 砂粒、良 完形、円形、下面と側面ヘラナデ、覆土内一括

153 SI-49 土 玉 砂粒、良 完形、円形、上下両面と側面ヘラナデ、覆土内一括

土 玉 ll.7 0.6 砂粒、普 完形、円形、上下両面と側面指頭整形、一括

SI-54 土 玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両面ヘラナデ、側面指頭圧痕有、一括

SI-63 土 玉 23.6 砂粒、良 完形、楕円形状、上下両面ヘラナデ、側面指頭圧痕有、一括

157 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は上面が広い、上下両面ヘラナデ、一括

土 玉 14.4 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、側面に指頭圧痕有、一括

SI-64 土玉 3.4 砂粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、疫土内一括

SI-70 土 玉 25,7 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土 玉 20.3 0.8 砂粒、良 完形、円形状、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

SI-72 土玉 22.3 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラナデ、覆土内一括

SI-73 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

164 土玉 22.6 砂粒、良 完形、円形状、側面一部欠、ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

S圧 -74 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、疫土内一括

167 SI-78 土玉 3.4 29.5 砂粒、良 完形、楕円形状、指頭圧痕有、覆土内一括

土 玉 ■4 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

SI-86 土 玉 27.3 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

SI-103 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、側面ヘラナデ、覆土内一括

SI-116 土玉 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、孔は小さい、床面出土

土 玉 砂粒、普 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、床面出土

SI-117 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、床面出土

土 玉 27.7 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、床面出土

土玉 25.5 砂粒、普 完形、楕円形状、ヘラナデ、床面出土

土 玉 25.6 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、床面出土

SI-118 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、床面出土

土玉 20,9 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、疫土内一括

179 土玉 17.6 砂粒、良 完形、楕円形状、側面一部欠、覆土内一括

SI-119 土玉 25.3 砂粒、良 一部欠損、椿円形状、側面に傷有、覆土内一括

上玉 14.7 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

SI-120 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形、ヘラナデ、履土内一括

184 SI-121 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

SI-122 土玉 32.2 砂粒、良 完形、円形状、孔はやや斜、覆土内一括

土玉 25.6 砂粒、良 完形、円形、孔はやや斜、良好な整形、覆土内一括

SI-123 土玉 砂粒、良 完形、円形、上下両面と側面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 20.8 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、覆土内一揺

SI-124 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、顔土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円形状、側面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 22.2 砂粒、良 一部欠損、円形状、覆土内一括

192 SI-126 土玉 31.9 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、床面出土

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上面。側面ヘラナデ、床面上12cm

SI-127 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状で一部欠損、床面出土

第97表 本田余台遺跡群出土鉄製品・石製品・土製品一覧表(5)   蝉位:皿 ,宮 )
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No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全長 幅 厚 さ 重量 Fし径 上径 下径 材  質 特 徴

195 籾買場 SI-127 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両面と側面ヘラナデ、覆土内一括

SI-128 土玉 28.7 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-130 土玉 14.7 砂粒、良 完形、円形状、上下両面側面ヘラナデ、床面上15.5clll

土玉 8.66 砂粒、良 完形、楕円形状、上面孔付近一部欠損、床面上15,5cm

199 土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、床面上14.6cm

土玉 砂粒、良 円形状、上面孔付近一部欠損、床面上17.Ocm

土玉 11.8 砂粒、良 側面一部欠、楕円形状、床面上17.Ocm

202 土玉 砂粒、良 完形、円形状で孔は楕円形、指頭圧痕有、床面上21.5cm

土玉 2.4 砂粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、床面上15.Ocm

204 土玉 砂粒、良 完形、円形状、床面上17.5cm

土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔は楕円形、床面上18.Ocm

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、下面が広い、床面上19.Ocm

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、下面が広い、床面上18.Ocm

208 土 玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔部上下突出、覆土内一括

土 玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上面と側面ヘラナデ、覆土内一括

上 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、床面上17.5cm、 孔部やや突出

土玉 砂粒、普 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、床面上22.Ocn

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上面と側面ヘラナデ、床面上14.Ocm

土玉 砂粒、良 完形、円形状、側面に指頭圧痕を有する

土玉 砂粒、良 側面一部欠、円形状、覆土内一括

土 玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 13.2 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

218 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、玉は斜め、ヘラナデ、覆土内一括

220 土玉 砂粒、普 上面一部欠損、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、上面一部欠損、玉は斜め、覆土内一括

222 土玉 11.4 砂粒、良 完形、円形、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形、覆土内一括

SI-133 土玉 砂粒、良 側面一部欠損、円形、上下両面と側面ヘラナデ、一括

SI-135 土玉 砂粒、普 側面一部欠損、円形状、覆土内一括

226 土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、上下両面側面に整形痕有、一括

227 SI-137 土玉 砂粒、良 側面一部欠損、円形状、指頭圧痕有、柱穴内出土

228 SI-138 土玉 砂粒、良 完形、円形、良好な整形、覆土内一括

229 土玉 22.9 砂粒、良 完形、円形状、上下と側面ナデ、覆土内一括

230 土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔は楕円形、カマド内出土

SI-141 土玉 砂粒、良 側面一部欠損、楕円形状、孔は方形状、覆土内一括

232 土玉 12.2 砂粒、普 側面一部欠損、算磐玉状、孔は楕円形、整形痕有、一括

233 土 玉 12.5 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

SI-145 上玉 29.6 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、床面出土

235 土 玉 2.4 砂粒、良 完形、円形状、上下両面側面ヘラナデ、床面出土

236 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、上下ヘラナデ側面指頭圧痕、床面■4cm

237 土玉 23.2 砂粒、普 完形、楕円形状、床面上2,Ocm

第98表 木田余台遺跡群出土鉄製品 。石製品 。上製品一覧表(6)   鮮位:皿 ,富 )
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No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全長 幅 厚 さ 重量 孔径 上径 下径 材  質 特   徴

238 籾買場 SI-145 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、疫土内一括

239 土玉 砂粒、良 完形、円形状、下面ヘラナデ、孔は小さく楕円形、一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上下面ヘラナデ、孔は楕円形、一括

土玉 23.2 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

土玉 22.8 砂粒、良 完形、楕円形状、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

243 土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

244 土玉 23.7 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

245 土玉 砂粒、良 完形、円形状、指頭圧痕有、疫土内一括

246 土玉 29,5 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、ヘラナデ、覆土内一括

SI-155 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、ヘラナデ、覆土内一括

SI-157 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

250 SI-159 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、ヘラナデ、覆土内一括

土玉 15,7 秒粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、指頭圧痕有、覆土内一括

SI-157 土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔部上下突出、覆土内一括

254 土玉 15.2 砂粒、普 完形、円形状、孔部上下突出、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラナデ、覆土内一括

SI-160 土玉 29.3 砂粒、良 完形、算磐玉状、良好な整形、床面出土

257 SI-167 土玉 砂粒、良 一部欠、楕円形状、良好な整形、床面出土

258 土玉 14.5 砂粒、普 完形、円形状、孔上部突出、覆土内一括

土 玉 砂粒、普 完形、楕円形状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

260 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラナデ、覆土内一括

SI-169 土玉 27.7 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

SI-171 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、上下面ヘラナデ、柱穴内出土

263 土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-172 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、良好な整形、覆土内一括

SI-177 土玉 25.6 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

266 SI-179 土玉 14.0 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、柱穴内出土

267 土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

268 SI-184 土玉 25.4 砂粒、普 完形、楕円形状、孔上部突出、覆土内一括

269 SI-190 土玉 33.2 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、床面出土

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、側面に傷有、覆土内一括

土 玉 砂粒、良 完形、円形状、孔部ヘラナデ、覆土内一括

272 土 玉 2.4 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデー部欠、覆土内一括

273 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

274 SI-193 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

275 SI-194 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

276 SI-195 土 玉 砂粒、普 完形、円形状、ヘラナデ、覆上内一括

277 SI-196 土 玉 16.2 砂粒、良 完形、楕円形状、上下両ヘラナデ、覆土内一括

SI-197 土 玉 24.6 砂粒、良 完形、算磐玉状、良好な整形、覆土内一括

279 土 玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、良好な整形、覆土内一括

SI-204 土 玉 砂粒、長 完形、円形状、良好な整形、床面出土

第99表 木田余台遺跡群出上鉄製品・石製品 。上製品一覧表(7)   (単位:cm,富 )
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No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全長 幅 厚 さ 重量 孔径 上径 下径 材  質 特 徴

籾買場 SI-204 土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、良好な整形、床面出土

土玉 砂粒、良 完形、円形状で孔は楕円形、貯蔵穴内出土

283 土玉 13.8 砂粒、良 完形、円形状、柱穴内出土

284 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両ヘラナデ、柱穴内出土

285 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両ヘラナデ、柱穴内出土

上 玉 砂粒、普 完形、円形状、ヘラナデ、柱穴内出土

土玉 0。6 砂粒、普 完形、円形状、孔は小さい、覆土内一括

SI-207 土玉 砂粒、良 完形、円形状、小型の上玉、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は楕円形、覆土内一括

290 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆上内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状で縦長、覆土内一括

SI-209 土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔は小さい、一括

SI-213 土玉 27ユ 0.6 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は小さい、覆土内一括

SI-215 土玉 41.4 砂粒、良 完形、円形状、孔は楕円形、覆上内一括

29℃ SI-216 土玉 砂粒、普 完形、円形状、柱穴内出土

土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

298 SI-219 上玉 砂粒、普 完形、楕円形状、側面指頭圧痕有、一括

土玉 15.7 砂粒、良 完形、算磐玉状、良好な整形、覆土内一括

SI-221 土玉 34.4 砂粒、良 完形、算磐玉状、良好な整形、貯蔵穴内出土

土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、良好な整形、覆土内一括

SI-225 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、上下面ヘラナデ、側面一部欠、一括

土 玉 22.3 砂粒、普 完形、円形状、孔は楕円形、疫土内一括

305 SI-230 土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

306 SI-235 土玉 秒粒、良 完形、算磐玉状、孔部上下突出、ヘラナデ、貯蔵穴内

307 SI-236 土玉 37.0 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-237 土玉 16.5 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

SI-243 土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔は楕円形、炉跡上面出土

土玉 26.5 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

土 玉 31,9 砂粒、良 完形、円形状、玉は斜めで良好な整形、一括

312 上 玉 31.8 砂粒、普 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-244 土玉 25.3 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-245 土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆上内一括

土玉 42.8 砂粒、普 完形、円形状、孔は端部、覆土内一括

SI-247 上玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両ヘラナデ、覆土内一括

SI-248 土玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

SI-250 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

320 SI-251 土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔付近上下ヘラナデ、覆土内一括

SI-252 土玉 33.5 砂粒、良 完形、円形状、孔付近ヘラナデ、覆土内一括

SI-257 土玉 23.3 砂粒、良 完形、円形状、側面一部欠、覆土内一括

第100表 本田余台遺跡群出土鉄製品 。石製品 。上製品一覧表(8)  鮮位:m,g)
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第101表 木田余台遺跡群出土鉄製品・石製品 。土製品一覧表(9)  蝉位:伽 ,g)

No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全長 幅 享さ 筆量 子し径 上径 下径 材  質 特 徴

籾買場 SI-257 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状で孔上部突出しヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、玉は斜め、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

327 土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状で側面一部欠、ヘラナデ、覆上内一括

土玉 18.7 砂粒、普 完形、算磐玉状で上下面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状で上下両ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土 玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両面一部ヘラナデ、覆土内一括

土 玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、子し下部突出、一括

SI-262 土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、一部欠、一括

335 SI-263 土玉 砂粒、良 完形、円形状、孔は端部に有、疲土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

337 SI-267 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 22.9 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-267 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

340 土玉 22.2 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

SI-269 土玉 23.2 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

342 土 玉 砂粒、普 完形、椿円形状、下面ヘラ削リヘラナデ、カマド内出土

343 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔付近ヘラナデ、カマド内出土

SI-270 土玉 3.4 21.6 砂粒、良 完形、楕円形状、上下両ヘラナデ、覆土内一括

345 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

SI-273 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、側面に傷有、覆土内一括

347 SI-274 土玉 3.4 砂粒、普 完形、楕円形状、孔付近上下ヘラナデ、覆土内一括

348 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、小型、覆土内一括

349 SI-275 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、小型、孔は楕円形、覆土内一括

SI-278 土玉 砂粒、良 完形、円形状、玉は斜め、上下両ヘラナデ、覆土内一括

351 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は楕円形、覆土内一括

352 SI-279 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は端部、柱穴内出土

土玉 11.5 砂粒、良 完形、円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 19ユ 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

355 土玉 砂粒、普 完形、円形状、上下面ヘラナデ、側面傷有、覆土内一括

356 SI-280 土玉 30,7 砂粒、良 完形、円形状、孔は端部、覆土内一括

SI-281 土玉 23.2 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、玉はやや斜め、覆土内一括

359 SI-282 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔は楕円形状、覆土内一括

SI-283 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔付近ヘラナデ、覆土内一括

361 SI-284 土玉 22.3 砂粒、普 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデで斜め、覆土内一括

土玉 0。9 砂粒、良 完形、算磐玉状、玉は斜め、履土内一括

SI-285 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、疫土内一括

364 SI-286 土玉 18.4 砂粒、良 完形、楕円形状、孔付近ヘラナデ、覆土内一括

365 土玉 30.5 砂粒、良 完形、円形状、孔は楕円形、覆土内一括

366 SI-287 土玉 20.4 砂粒、良 完形、円筒状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

-145-



No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全長 幅 厚 さ 重量 孔径 上径 下径 材  質 特 徴

367 籾買場 SI-287 土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

368 土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

369 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

370 SI-288 土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

SI-289 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔付近ヘラナデ、覆土内一括

土 玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

373 SI-290 土玉 3.4 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

374 土玉 12.2 0.6 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

375 土玉 32.4 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

376 SI-292 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

377 上玉 25,1 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

378 SI-293 土玉 29.3 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

379 SI-296 土玉 3.4 27.5 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、貯蔵穴内出土

土 玉 22.2 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

上 玉 砂粒、普 完形、楕円形状、上面一部と下面ヘラナデ、覆土内一括

382 土玉 27.4 砂粒、良 完形、楕円形、上面ヘラ削リヘラナデ、側面指頭圧痕、一括

SI-297 土 玉 4.2 4.0 砂粒、良 完形、円板状、孔は小さい、良好な整形、床面上10,Ocn

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔上面楕円形、床面上3.0働

385 土玉 23.8 砂粒、良 完形、楕円形状、上面斜めにヘラ削り、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

387 土玉 19.5 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

SI-298 土玉 27.1 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

土玉 22.8 砂粒、良 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円形状、小型、孔上面ヘラ削リヘラナデ、一括

SI-299 土玉 2.4 砂粒、良 完形、円形状、孔上面ヘラ削リヘラナデ、一括

392 SI-300 土玉 22.6 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下両面ヘラナデ、覆土内一括

御 異 SI-63 上玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

394 SI-66 土玉 36.2 砂粒、普 完形、楕円形状、カマド内出土

SI-68 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、玉径より孔径大、覆土内一括

SI-72 上玉 24.5 砂粒、良 完形、楕円形状、側面ヘラナデ、貯蔵穴内出土

397 SI-73 土玉 砂粒、良 完形、円形状、側面ヘラナデ、覆土内一括

398 SI-75 土玉 砂粒、良 完形、円形状、疫土内一括

399 上玉 砂粒、良 完形、楕円形状、側面ヘラナデ、覆土内一括

SI-77 土玉 砂粒、良 完形、円板状、覆土内一括、下面ヘラナデ

SI-86 上玉 28.8 砂粒、良 完形、円形状、上下面と側面ヘラナデ、柱穴内出土

402 土玉 35。4 砂粒、良 完形、楕円形状、側面ヘラナデ、覆土内一括

SI-87 土玉 砂粒、普 完形、楕円形、覆土内一括

404 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

SI-88 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、履土内一括

SI-91 土玉 25.6 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

S圧-92 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

SI-96 上玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

土玉 24.0 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔は楕円形、覆土内一括
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No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全 長 幅 享さ 重量 孔径 上径 下径 材  質 特   徴

御  異 SI-96 土玉 砂粒、良 完形、円形状、上下面斜め、カマド内出土

土玉 砂粒、良 完形、円筒状、上下面側面ヘラナデ、覆土内一括

SI-97 土玉 20.3 砂粒、良 完形、円形状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

SI-100 土玉 22.8 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラ削りヘラナデ、覆土内一括

土玉 23.3 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラナデ、孔は端部、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、ヘラナデ、覆土内一括

土玉 2.4 22.8 砂粒、普 完形、算磐玉状、ヘラ削リヘラナデ、覆土内一括

417 土玉 25.6 砂粒、良 完形、椿円形状、上下面斜め、ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状で玉はやや斜、覆土内一括

SI-1 土玉 30.4 砂粒、普 完形、円形状、孔上面ヘラナデ、覆土内一括

420 SI-23 土 玉 砂粒、普 完形、円形状、上下面ヘラナデ、孔は楕円形、カマド内出土

土 玉 砂粒、普 完形、円形状、孔は楕円形、ヘラナデ、指頭圧痕、一括

422 土玉 砂粒、良 完形、円形状、玉はやや斜、良好な整形、一括

SI-43 土玉 17.5 砂粒、普 完形、円形状、孔は楕円形、履土内一括

424 SI-52 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラナデ、覆土内一括

S圧-53 土 玉 10.5 砂粒、良 完形、円形状、上面は斜め、良好な整形、覆土内一括

426 SI-73 土玉 ■4 砂粒、良 完形、楕円形状、上下側面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 32.9 砂粒、良 完形、楕円形状、側面ナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラナデ、覆土内一括

429 土玉 20.9 砂粒、普 完形、円形状、側面ナデ、覆土内一括

430 SE-74 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、側面ナデ、覆土内一括

SI-76 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、側面ナデ、覆土内一括

土玉 27.0 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、側面ナデ、覆土内一括

433 SI-78 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、ナデ、覆土内一括

434 土玉 ■4 砂粒、良 完形、楕円形状、上下ヘラナデ、側面ナデ、覆上内一括

SI-83 土玉 4.0 48.3 砂粒、良 完形、楕円形状、側面ナデ、貯蔵穴内出土

SI-86 土玉 3.6 43.4 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は小さい、ナデ、覆土内一括

SI-89 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下ヘラナデ、側面指頭圧痕、一括

土玉 46.0 砂粒、良 完形、楕円形状、ナデ、覆土内一括

SI-126 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、貯蔵穴出土

宝 積 SI-4 土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、上下面斜め整形、覆土内一括

441 SI-7 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、玉は斜め、疫土内一括

SI-21 土 玉 25.2 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下ヘラナデ側面指頭圧痕、一括

SI-22 上 玉 33.2 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

444 土玉 28.2 砂粒、良 側面一部剥離、楕円形状、孔は楕円形、一括

SI-23 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下ヘラナデ、カマド内出土

446 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

447 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、覆土内一括

448 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、上下ヘラナデ側面指頭圧痕、一括

土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、下面斜めに整形、覆土内一括

土玉 18.2 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ側面指頭圧痕、一括

452 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆上内一括
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No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全 長 幅 享さ 董量 孔径 上径 下径 材  質 特   徴

宝 積 SI-23 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

455 土 玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、粗い整形、覆土内一括

456 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

SI-26 土 玉 25,8 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

458 SI-31 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、孔は楕円形、疲土内一括

460 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

SI-33 土玉 29.5 砂粒、良 完形、円形状、側面一部剥離、覆土内一括

462 土玉 砂粒、良 完形、円形状、玉はやや斜め、覆土内一括

463 SI-34 上玉 砂粒、良 側面一部欠、楕円形状、覆土内一括

464 SI-39 土玉 27.5 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

466 SI-40 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、側面一部欠損、覆土内一括

SI-43 土玉 42.3 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、疫土内一括

468 SI-43 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、粗い整形、覆土内一括

469 SI-45 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、粗い整形、覆土内一括

土 玉 40.4 砂粒、良 側面一部欠、楕円形状、覆土内一括

SI-48 土玉 16.6 砂粒、良 完形、楕円形状、玉は斜め、覆土内一括

472 SI-50 土玉 24.8 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

473 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上下面斜めに整形、覆土内一括

土玉 23.2 砂粒、普 完形、円形状、粗い整形、覆土内一括

475 SI-51 土玉 22,7 砂粒、普 完形、算磐玉状、粗い整形、覆土内一括

SI-53 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、側面一部欠、覆土内一括

SI-56 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は楕円形、覆土内一括

478 土玉 37.2 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、履土内一括

SI-58 土玉 9。4 砂粒、普 完形、楕円形状、覆土内一括

SI-62 土玉 45。9 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-64 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、貯蔵穴内出土

土玉 27.6 砂粒、良 完形、楕円形状、粗い整形、貯蔵穴内出土

SI-66 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

485 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、円筒状、上下面ヘラナデ、疲土内一括

SI-68 上玉 砂粒、普 完形、円形状、孔は小さい、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形、上下面ヘラナデ斜め、覆土内一括

SI-75 土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

SI-77 土玉 23.2 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下斜めにヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円筒状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円形状、孔は楕円形状で玉は斜、一括

SI-81 土玉 38.6 砂粒、良 完形、円形状、側面一部剥離、覆土内一括

SI-82 土 玉 砂粒、普 完形、円筒状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

SI-94 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、ヘラナデ、覆土内一括
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No 遺跡名 出土遺構 種類名称 全長 幅 享さ 重量 71そ呂 上径 下径 材  質 特 徴

宝 積 SI-98 土 玉 砂粒、普 完形、糖円形状、粗い整形、覆土内一括

SI-99 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は楕円形、覆土内一括

SI-103 土玉 砂粒、普 完形、円形状、側面に指頭圧痕有、覆土内一括

499 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

500 上玉 砂粒、普 完形、楕円形状、上下面ナデ、疫土内一括

土玉 13.2 砂粒、良 完形、円形状、下面ヘラナデ、覆土内一括

502 土玉 砂粒、普 完形、算磐玉状、孔は楕円形、凝土内一括

土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、粗い整形、覆土内一括

505 SI-106 土玉 砂粒、良 完形、算磐玉状、孔は楕円形、粗い整形、一括

SI-108 土玉 32.9 砂粒、良 完形、円板状、上下面ヘラナデ、覆上内一括

東 台 SI-20 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状で円板状、粗い整形、一括

508 SI-22 土玉 23.6 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

土玉 27.5 砂粒、良 完形、楕円形状、良好な整形、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

籾買場 SK-2 土玉 砂粒、良 完形、円筒状、上下側面ヘラナデ、覆上内一括

512 SK-48 土玉 砂粒、良 完形、円筒状、上下面斜めに整形、覆土内一括

SK-65 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

SK-178 土玉 秒粒、良 完形、円形状、良好な整形で赤彩、覆土内一括

御 異 SK-22 土玉 砂粒、普 完形、円形状、孔は楕円形状、覆土内一括

SK-25 上玉 18.9 砂粒、良 完形、楕円形状、孔は楕円形状、覆土内一括

SK-87 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、孔は楕円形状、覆土内一括

SK-139 土玉 砂粒、普 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

籾買場 SD-6 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、下面ヘラナデ、側面ナデ、覆土内一括

土玉 29.2 砂粒、普 完形、円形状、上下ヘラナデ、側面指頭圧痕、一括

521 土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、玉は斜、側面ナデ、覆土内一括

522 土玉 28.2 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

523 土玉 25。 2 砂粒、良 完形、楕円形状、上下ヘラナデ側面ナデ、覆土内一括

524 SD-7 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、側面ナデ、覆土内一括

525 SD-11 土玉 0.9 砂粒、良 完形、円形状、側面ナデ、覆土内一括

526 土 玉 砂粒、良 完形、円形状、側面ナデ、覆土内一括

上玉 砂粒、良 完形、円形状、側面ナデ、覆土内一括

528 土 玉 砂粒、良 完形、楕円形状、覆土内一括

529 SD-16 土玉 21.6 砂粒、良 完形、円形状、上下面ヘラナデ、覆土内一括

土玉 砂粒、普 完形、円形状、覆土内一括

土玉 砂粒、良 完形、楕円形状、上面ヘラナデ、側面ナデ、一括

532 御 異 SX-02 土玉 22.1 砂粒、良 完形、楕円形状、側面ナデ、覆土内一括

土玉 25.1 砂粒、普 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

土玉 12.3 砂粒、普 完形、楕円形状、粗い整形、覆土内一括

535 土玉 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

536 SX-03 土玉 36.5 砂粒、良 完形、円形状、良好な整形、覆土内一括

1198 籾買場 SI-18 紡錘草 2.65 滑石 ほぼ完形、上面に切り込痕有、側面・下面良好な整形

御 異 SI-41 紡錘車 17.4 1,75 滑石 上面欠損、側面に刻線有、孔は上面より穿つ
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第106表 木田余台遺跡群出土鉄製品・石製品・土製品一覧表(14)  蝉位:伽 ,g)

No 遺跡名 出土遺構 種類名称 釜長 幅 厚さ 重量 孔径 上径 下径 材  質 特 徴

東  台 SI-27 紡錘車 滑石 完形、上面に研磨痕・側面に整形痕有、孔は上面より

SI-27 紡錘車 4.7 50。 5 滑石 完形、黒色で光沢有、上面に放射状の線刻有

御 異 SI-50 有孔円板 23.5 滑石 完形、上下面・側面に研磨痕有、孔は両面より

1203 東 台 SI-27 有孔円板 滑石 側面一部欠損、上下面に整形痕有、孔は上面より

1204 宝 積 SI-66 有孔円板 滑石 一部欠損、上下面・側面に整形痕有、孔は上面より

SI-66 勾玉 0.4 滑石 側面一部欠損、上下面 。側面に整形痕有

1206 SI-81 臼玉 0.4 滑石 上面一部欠損、側面に研磨痕有

臼玉 滑石 上面一部欠損、側面に研磨痕有

1208 臼玉 滑石 完形、側面に研磨痕有

1209 臼玉 滑石 完形、側面に研磨痕有

SI-79 紡錘車 4.5 4.6 土製 完形、胎土に長石'石英合、上面淡色で他は明茶褐色、ナデ

SI-4 勾玉 8.4 土製 完形、長石 ,石英合、焼成長好、明黒色、ナデ整形

1212 SI-81 小玉 土製 完形、繊密、焼成良好、明黒色、ナデ整形

SI-103 小 玉 上製 完形、長石・石英含、焼成良好、明黒色、ナデ整形

御 異 SK-181 鈴 鉄 下半欠損、中空、頂部に有孔のつまみあり、植物質の繊維状のもの付着

籾買場 SI-220 斧 鉄 袋状斧

1221 9地区表採 斧 鉄 袋状斧

1222 SK-161 鏃 13.31 鉄 先端部、茎部欠損

SI-159 鏃 17.1) 13.21 28.5 鉄 先端部欠損

1224 SI-179 刀子 18.5 鉄 刃部反り有、刀渡11,8、 茎6,7cln

1225 御 異 SK 297 刀子 鉄 先端部、中間部欠損

122C 籾買場 SI-227 鎌
ヽ
リ 鉄 両端欠損

御  異 S圧-124 鎌 l11.51 鉄 一端欠損

1228 籾買場 SI-179 鎌 (15,41 鉄 先端部欠損

1229 SI-167 鎌 16.61 鉄 両端欠損

御 異 SK 181 釘 25.5 鉄 径1.4

籾買場 SI-207 撃 鉄 径0.3× 0,7

1232 SI-167 帯金具 鉄 径0.5× 0.4

1233 SI-271 帯状金具 飼 三角形状の銅板を折りたたんでいる

SI-64 紡錘車 4.1 50,8 滑石 滑石製紡錘車、上部一部欠

1235 SD-11 古銭 飼 景徳元賓、削銭

1236 御 異 SX 2 古銭 銅 二鎌銭

1237 SX-2 古銭 銅 嘉祐元賓、削銭

1238 SX-2 古銭 銅 元祐通賓、削銭

1239 SK 322 古銭 銅 開元通費

SK 322 古銭 銅 開元通賓、裏面星有

SK 322 古銭 銅 皇宋通費

1242 SK-322 古銭 銅 嘉祐元賓、削銭

SK-322 古銭 鋼 熙寧元賓

1244 SK-322 古銭 銅 熙寧元賓

SK-322 古銭 銅 熙寧元費、削銭
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3.出土遺物 3(縄文土器・ 土製品)(第 237～ 245図 )

縄文時代の遺物は、当遺跡群の第 2次調査で調査された土坑よりの遺物が中心で、一部住居跡内よ

り出土した遺物も含まれている。時期的には、縄文中・後期に位置している。紙数に制限があるため、

概略的な記述とする。

L1246～ 1303は 、籾買場 SK-43～ 56ま での上坑よりの出土遺物であり、加曽利 EⅣ式期と称名

寺式期の遺物が多い。1250は波状口縁で、日縁下端に低い隆帯を有しているが縄文の施文は見られな

い。1261は 口唇部に刺突を有し、縦位沈線区画と区画内に縄文が施文されている。1278は 口縁部縁

で、円形刺突と縄文が施文されている。1294は薄い器厚で、口縁部が無文帯で下端に横位沈線で上下

を区画し、体部にかけて縄文を施文している。

比 1304～ 1313は、籾買場 SI-92～ 111及び SK-46。 47・ 67よ り出上した土器片錘である。体

部片を使用し、円形 。楕円形・方形状に加工して土錘として使用している。糸掛けは、 1条である。

特に1305と 1306は土器片の外周を円形・楕円形に削り使用している。

NQ 1314～ 1319・ 1326・ 1328は 、御異SI-103と SK-330。 341。 369よ り上製品である。1314は

土偶の足片であり、1315。 1316は土製円板で孔を有している。1326は 、御異SI-lolよ りの蓋状土

製品で、日縁部を一部欠損している。1328は御臭SI-131よ りの出土で、2個の突手を有し完形品

である。

h1320～ 1485ま では、御臭遺跡の上坑内より出土した遺物である。1320は体部片で、沈線よる横

位と縦位区画及び区画内に縄文が施文されており、1329と 1330は 同一型式の深鉢片である。1386と

1337は 、突手を有し口縁部と体部に縄文が施文されている。1335は 、大形の深鉢片で 4条 1単位の

横位で上下を区画し、区画内に沈線に縦位区画・円弧文や縄文を施文している。1453は肥厚な口縁部

に波状洗線を縄文を施文し、体部中央の横位 2条の沈線で上下区画と縄文を施文している。1454は突

帯を有する日縁部で、体部には縄文を施文している。1457は 体部に波状沈線を縦位方向に施文してお

り、1462は無文の鉢である。1463・ 14641よ 、隆帯と半載竹管による刺突が施文された深鉢形土器で、

1465は 口縁部に楕円形状の隆帯と半載竹管による刺突を施文し、体部を無文帯にしている浅鉢形土器

である。1467は 、日縁部が無文帯で体部に竹管による刀形状の文様が施されており、1468～ 1470は

隆帯と沈線及び半載竹管による刺突が施文されている。1475は口縁部が肥厚で、体部にS字状の突帯

と横位・縦位の沈線を施文している。1476・ 1480は底部が網代底であり1479は木葉痕が見られる。

1487は 波状口縁の浅鉢形土器で、体部は無文帯となっている。1494は 体部下半以下の破片で、縦位

の隆帯と半載竹管による横位・縦位・V字状の刺突が施されている。1490は体部上端の横位隆帯と縦

位 S字状隆帯による上下左右区画と、区画内に横位の竹管による刺突が施文されており、1493は 横位

刺突に変わり横位沈線と縦位沈線とが区画内に施文されている。 2点 とも日縁部を欠損している。

1485は波状口縁の浅鉢形土器片で、口縁部外面に隆帯を有しているが体部は無文帯でヘラナデが施さ

れている。

以上が縄文時代の上器・土製品であるが、細部での配置は紙数の関係から出来なかったが、御異S

I-106及びSI-131よ りの1326と 1328は 、注目される遺物である。
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び結V

木田余台遺跡群の調査は、1987年より2回に分けて調査が行なわれたが、既存宅地等から開発区域

の全域を調査することは出来ず、調査区を設定しての調査であった。したがって部分的な調査となっ

たが、住居跡 589軒・上坑 855基・古墳 13基 と多数の Pit状遺構と溝を調査することが出来た。

589軒の住居跡は、縄文時代から奈良・平安時代までの住居跡で、籾買場遺跡と御臭遺跡では複雑

に重複している調査区があり、本来は同一遺跡であったことと判断される。宝積・東台遺跡では、籾

買場・御異遺跡のような著しい重複関係は見られないが、同時期の住居跡が所在することから、当遺

跡群は、古墳時代から奈良・平安時代にかけての同一遺跡といえよう。部分的な調査であるため、遺

跡群全体から見た集落の変遷過程を知ることは困難である。

住居跡を時期別に見ると、縄文時代の集落は籾買場・御異。東台遺跡で少数発見されたのみで、中

心は土坑群である。弥生時代では、宝積 。東台遺跡で発見されているが、籾買場 。御異遺跡では発見

されなかった。古填時代以降では、遺跡群全域に集落が営なまれているが、籾買場・御異遺跡では著

しい重複状況を示しているのに対し、東台・宝積。一丁田台東遺跡では著しい重複状況は見られない。

このことから、籾買場・御臭遺跡が中心の可能性を有するといえよう。また遺構と遺物の関係から見

るならば、検討を要する住居跡も存在している。今後の課題といえよう。

土坑群は、籾買場・御臭遺跡に多数の土坑が所在しており、時期的にも縄文時代中・後期の土坑が

中心で、奈良・平安時代の上坑は全体から見ると少数といえよう。また旧石器時代では、宝積遺跡で

1ユニットが発見され、東台・御癸遺跡から遺物が発見されていることから、3ユニット有ったこと

と推察される。

出土遺物では、旧石器から中・近世の陶磁器まで多量の遺物が出土している。縄文時代では、中・

後期の遺物に好資料があり1326と 1328は注目されよう。古墳時代以降では、1219の鈴・1220。 1221

の鉄斧・帯金具 (鉄製品41)や、831(高台付不)。 947(不 )。 1184(高台付婉)は注目されよう。底

部糸切りは、947の 1点のみで他の土師器。須恵器はヘラ切り又はヘラ削りが主流を占めている。1184

の高台は、足高状で 9～ 10世紀代に位置する婉である。また御異SX‐ 2か ら出土した五鎌銭は、土

浦市での初見となる古銭である。

調査終了後整理作業を開始し、今日まで約 10年の長期間となってしまった。この間一時中断する

事も有ったが、継続的に整理を進めてきたものの当時の担当者が平成■年に整理中途で退職した後、

平成 12年 8月 より再度開始した。前任者の時点で、 トレス等終了したものはそのまま使用したが検

討を要するトレス・未記入の図等々あり、報告書作成 。編集作業に多くの時間を取られ充分検討する

ことは出来なかった。特に遺構と遺物に関しては、その相関関係に重点を置きながら検討すべき遺跡

群であるが、この作業が出来ず概略的な報告となってしまった事は、残念でならない。

各時期を通じて、今後充分検討されることを希望すると同時に、今日まで遅れたにもかかわらず何

かと御協力いただいた土浦市教育委員会に対し、深く感謝する次第である。
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第 6図 籾買場追跡遺構配置図 2(S=1:500)

-154-



-216

SK-218

SI…289

SI-290

SK-219
臓
　
ＳＤ・５

籾買場第4区

籾買場第13区

第 7図 籾買場遺跡遺構配置図 3(S=1:500)

-155-



9計;

直茎卜I聾

O
SK-199

①
sttOs898

O
SI-252  SK-197

ぎ93o

|。 O
S卜13/

籾買場第8区

第 8図 籾買場遺跡遺構配置図 4(S=1:500)

SK… 185
|

SK-1 課 1司Ы

籾買場第7区

-156-



第 9図 籾買場遺跡遺構配置図 5(S=1:500)
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第 18図 東台遺跡遺構配置図 1(S=1:500)
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第 21図 東台遺跡遺構配置図4(S=1:500)
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-172-



◇
Ｓ‐・９９′

Ω

第 25図 宝積遺跡遺構配置図3(S=1:500)
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第 26図 宝積遺跡遺構配置図4(S=1:500)
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5)明掲色土 (ロ ーム粒子含む)

6)黒掲色土 (ロ ーム粒子含む)

7)褐 色 土 (自 然堆積層)

K)撹  乱

第2号住。3号住・4号住・5号住・6号住・7号住・

8号住居跡 (SI-2・ 3・牛5・ 6・ 7・ 3)実測図

第14号住居跡 (S114)実 測図 第12号住居跡 (S卜12)実測図

第 28図 籾買場遺跡住居跡実測図 1

(S I-1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 。 7 ・ 8 ・10・ 12・ 14, S〓=1 :100)

第10号住居跡 (S卜10)実測図
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⑥◎    〇

⑫  O
SI-11

⑥       ◎

5 9′燭≫・
イ

堰
週
脚

一 D'

c2680m   _

― SK-6

C'  D堅速迎m   ___D'

SK-7

第5号・6号・7号土境 (SK-5。 6。 7)実測図

A2690m                           ―一―小'

―
u 

「

√

B聖⊆型Йn                      ___B'

A帝
V  υ

「
第16号住居跡 (SI-16)実測図

第 29図 籾買場遺跡住居跡・ 土坑実測図 2

(SI-9・ 11・ 13・ 16, SK-5・ 6・ 7, S=1:100)

第9号住居跡 (SI-9)
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ψ― 半 ____一

「B2700m 一― B'

¬_「 _υ 黎
オ

第 30図 籾買場遺跡住居跡実測図 3(SI-15。 27・ 28。 29・ 32,S=1:100)
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第32号住居跡 (SI-32)実測図

◎ ⑫ ◎○
◎  ノ//＼    Si-32 第28号。29号住居跡 (SI-28・ 29)実測図

螂
納υ　　０

第15号住居跡 (SI-15)実測図
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S119土層凡例

1)耕 作 土

2)暗褐色土 (ロ ーム粒子、日―ムプロック含む)

3)黒褐色土 (ロ ーム粒子含む)

4)褐 色 土 (ロ ーム粒子、ロームブロック含む)

5)明褐色土 (ロ ーム粒子、ロームブロック含む)

6)責褐色土 (ロ ーム粒子含 む)  A2700m
7)暗褐色土 (ロ ーム粒子合 む)

第19号・20号住居跡 (S119・ 20)第8号・9号土坑 (SK-8。 9)実測図

S卜 20土層凡例

1)耕 作 土

2)黒褐色土 (ロ ーム粒子含む)

3)暗桐色土 (ロ ーム粒子合む)

4)黄掲色土 (ロ ーム粒子、ロームブロック含 む)

5)明褐色土 (ロ ーム糧子、ロームブロック含 む)

6)褐 色 土 (ロ ーム粒子、炭化物合む)

第17号住居跡 (SI-17)実測図

C
I

〇

SI-21

⑥  ◎

|

C'

=ざA―
B一穐

旧
冒

／

―
―
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＞
】
Ｃ

6

―
B'

c2680m             ___c,
ム

＼
―

_一
～

/

第21号住居跡 (SI-21)実測図

土層凡例

1)明掲色土 (ロ ーム粒子、日―ムブロック含む)

2)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

3)掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

4)褐 色 土 (炭化物、焼土合む)

5)明褐色土 (ロ ーム粒子、含む)

6)黄褐色土 (ロ ームブロック含む)

c2680m      ___c,

―第18号住居跡 (S118)第 10号土坑 (SK-10)実測図

第 31図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 4

(SI-17・ 18・ 19。 20・ 21, SK-8。 9・ 10, S=1:100)
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○

④
SI-22

◎
O

四
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広
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B2680m

―A'

一 C'

A2680m 一― ド

c2Q⊇
pm

c2乙⊇pm 3

にと戸戸「
(ロ ーム粒子合 む)

(ロ ーム粒子含む)

(ロ ームブロック合む)

(ロ ームブロック、日―ム粒子含 む)

SD 2土 層凡例

1)黄掲色土 (ロ ームブロック、ローム粒子含む)

2)黒 色 土 (ロ ーム粒子合 む)

3)黄褐色土 (ロ ームブロック含む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

K)撹  乱

第24号 。25号住居跡 (SI翌 4・ 25)実測図

―――B'

A2700m

3

5

SI-24土 層凡例

1)黒 色 土

2)明費掲色土

3)明 掲 色 土

4)黄 褐 色 土

5)暗 掲 色 土

K)悔  乱

―十~C'

土層凡例

1)黒 色 土 (炭化物、ローム粒子含む)

2)皓褐色土 (ロ ーム粒子含む)

3)黒掲色土 (炭化物、ローム粒子含む)

第26号住居跡 (SI-26)実測図

第 32図 籾買場遺跡住居跡実測図 5(SI… 22・ 23・ 24・ 25・ 26,S=1:100)

O⑦ 創
亨
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第30号・31号住居跡

(Si 30。 31)実測図

―
C'

第34号・35号住居跡 (SI-34・ 35)実測図

第 33図 籾買場遺跡住居跡実測図 6(SI-30・ 31・ 33・ 34・ 35,S=1:100)
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G

③   SI-37  ◎
第36号。37号住居跡 (SI-36・ 37)

第231号土坑 (SK-231)実測図

~~~B' E型 Om    _E'

第39号住居跡 (SI-39)実測図

鶏

肇

ｋ
ｌ
ｌ
　
　
Ｅ
Ｓ
劇
則＜

第40号 。41号住居跡 (SI-40'41)実測図

第 34図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 7
(S I-36・ 37・ 39。 40・ 41, SK-231, S=〓 1 :100)

⑦
。∩〕
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第38号住居跡 (S卜38)実測図

第 35図

第46号住居跡 (SI-46)実測図



◎
創」4 

◎

B2720m

|

だ

第44号・45号住居跡 (Si-44・ 45)第 16号土坑 (SK-16)実測図

c27.20m

A型 Om

第47号住居跡 (SI-47)実測図

土層凡例

1)耕 作 土

2)暗掲色土 (ロ ーム粒含む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

5)黒掲色土 (ロ ーム粒含む)

6)黒褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

7)黄褐色土 (ロ ーム粒)

8)黄掲色土 (ロ ームブロック)

K)撹  乱

第48号住居跡 (SI-48)実測図

第49号・51号住居跡 (S149・ 51)実測図

第 36図 籾買場遺跡住居跡・ 土坑実測図 9
(S I-44・ 45・ 47・ 48・ 49・ 51, SK-16, S==1 :100)
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c型 Om
D2640m  ___D'

ー

第52号・53号・54号・55号住居跡 (S152・ 53・5455)第 17号土坑 (SK-17)実測図

③

⑭
SI-58

S=1判 00)



A

傷宙66翡 ヨボ(SI-66)う 営32f}・ 33;}。 232f〕ニヒ士元

(SK-32・ 33。 232)実測図

A2730m

第70号。108号住居跡 (SI-70・ 108)実測図
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膊
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A型
Om

第60号・67号住居跡 (S160'67)実 測図

A27.50m

第68号住居跡 (SI-68),第 20号土坑 (SK-20)実測図

ｒ

ｌ

執

口感

軍
　

くｒ

曳

田
岐
隠
塔
ヨ
　
　

‐
‐
，
∞
】

＞
陣
ド
ト
ｏ
ヨ

第28。 29・ 36・ 37・ 40号土坑 (SKセ 8・ 29・ 36。 37・40)実測図

第82号住土層凡例

1)耕 作 土

2)茶褐色土 (ロ ーム粒含む)

3)暗褐色土 (ロ ーム粒含む)

4)黄褐色土 (貼床部分)

5)褐 色 土 (ロ ーム粒含む)

第72号住居跡 (SI-72),第 23・ 24号土坑 (SK-23・ 24)実測図
第32号住居跡 (SI-82)実測図

第 39図 籾買場遺跡住居跡・ 土坑実測図 12(SI-60。 67・ 68・ 69・ 72・ 75。 82・
301, SK-19。 20・ 28・ 29・ 37。 40・ 41, S==1 :100)
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第76号・77号住居TII (SI-76・ 77)i

第41・ 234・ 235号土坑 (SK-41・ 234・ 235)実測図

第 40図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 13
26・ 27・ 30・ 31 ・ 34・ 234・ 235,

―
E'  D型 °m

第74号・79号住居跡 ,第 25。 26。 27・ 30・ 31号土坑

(SI-74・ 79,SK-25。 26・ 27・ 30。 31・ 34)実測図

B皇窒型肺 ―――B'

c螢
90m_c,

嘲
第80号住居跡 (SI-80)Ph38実 測図

躍猛聰
・≦鳥lttЬ子

9・ 80,SK… 25。
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¢
③

第81号住居跡 (SI-81)実測図

B皇ヱユOm                  ___B,

第33号住居跡,第233号土坑(SI-831SK 233)実 測図

昂
引
Ｈ

一 A  A空 10叱―A'

S84郊∞
Ｎ
騨
卜
ｏ
ヨ

＞
い
ド
性
軍
５

|

四

第35号・86号住居跡 (SI-85・ 86)

実測図

第84号住居跡 (SI-84)実測図

第87号・88号住居跡 (SI-87・ 88)実測図

籾買場遺跡住居跡・ 上坑実測図 14
・ 83・ 84・ 85・ 86・ 87・ 88, SK-233, S〓〓1 :100)

図

・８翔
い

⑤ ⑪
SI-87

c型 Om
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涸

B2720m
___B, c2720m

誦 靱Ⅷ ‖ ~
第92号・93号住居跡 l第50'51・ 52・ 53・ 54・ 55・ 56・ 57・ 58号土坑

(SI-92・ 93,SK-50・ 51・ 52。 S3・ 54・ 55・ 56・ 57・ 58)実測図

A―

第94号住居跡,第 84号土坑 (S卜94,SK-84)実 測図
第91号住居跡 (SI-91)実測図

第 42図 籾買場遺跡住居跡 。土坑実測図 15(SI―
拳 1鶏:9き 」 子:早:あ

94,
SK-43・ 50・ 51 ・52・ 53・ 54・ 55・ 56・

∞
膊
ｐ
Ｎ
９
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
十
１
∞
】

ぎ
篭

翻

靱

第90号住居跡 (Si 90)実測図

⑦ ◎
SI-91
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②

ｓ‐．

第95号。96号・111号。113号住居跡 (S卜95。 96。 111・ 113)実測図

第97号。112号住居跡

(SI-97・ 112)実測図

第102号住居跡 (SI-lo2)実測図

第 43図 籾買場遺跡住居跡・ 土坑実測図 16
(S I-95・ 96・ 97・ 98・ 99・ 100・ 101 ・ 102・ 111 ・ 113, SK-82, S==1 :100)
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螂第103号1104号1110号住居跡,

第79号土坑 (SI-103'104・ 110,SK-79)実 測図

A型 Om        __A' B26.80m

ン
|

一― B' A型 Om

第65号,107号,115号住居跡

(S卜 65,107,1司 5)実測図

第105号住居跡,第 31号土坑 (S卜105,SK-31)実 測図

|

>

B2740m
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輌一
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ド
い
０
ヨ

０６
（［円）

④

ｓ‐・‐
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⑩
E

昌|

<

第106号住居跡 (SI-106)

実測図

―――C'

/

彗
―

∞
膊
ド
に
０
３

こ個|
>

A空坐°m __A' A―

‰ l:||:|:|:i:|::il
第120号住居跡 (S1120)

実測図

機

第114号住居跡 (SI-114)

第69号土坑(SK-69)実測図

1)黒褐色土 (ロ ーム粒、日=ム ブロック含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

3)黒褐色上 (ロ ーム粒、炭化粒合む)

4)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土救含む)

Ｉ
Ｉ
Ｉ

口
】

SI-115

―

＞
】

SK 69土 層凡例

1)暗掲色土 (ロ ーム粒合む)

2)黒掲色土 (ロ ームrt合 む)

第116号住居跡 (S卜116)実測図

3)黄掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

4)明掲色土 (ロ ーム粒含む)

第 44図 籾買場遺跡住居跡・ 上坑実測図 17(SI-65。 103・ 104・ 105・ 106・ 107・

110・ 114・ 115・ 116・ 120, SK-69。 79・ 81, S==1 :100)
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爬ゞ

A2850m

占    士
―一―A' 第85号土坑(SK-3S)上層凡例

―一―C'

第117号住居跡,第35号土坑 (S卜 117,SK-35)実 測図

>

1)暗褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

2)黒褐色土 (H―ム粒、ロームブロック含む)

_c, ■層凡例

c皇乙⊇Om
― C'

土層凡例

1)暗掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック、焼土粒、炭化粒含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック、焼土粒、炭化粒含む)

3)暗掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック、焼土粒、炭化粒含む)

4)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒、炭化粒合む)

5)黒褐色土 (ロ ーム粒、粘土粒、焼土粒、炭化粒含む)

6)黒褐色土 (焼上粒、絡土粒、ローム粒含む)

調査区外

ゆ
　
　
卜
　
　
Φ

-89

SI-121
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/

/

/

‐

い
‐
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c三二坐Om A空生型Om

第122号。302号住居跡,第 88号土坑

(S1122・ 302,SK-88)実 測図

1)暗黄掲色上 (ロ ーム粒合む)

2)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

3)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

4)黒 色 上 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

5)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

6)黒 褐 色 土 (粘土粒、日―ム粒含む)

7)皓灰掲色土 (粘土粒、日―ム粒合む)

SK-89土層凡例

1)黒色土 (ロ ーム粒含 む)

2)黒色土 (ロ ーム粒含 む)

第121号住居跡,第 89号土坑

(S卜 121,SK-89)実 測図

第 45図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 18
(S I-117, 118, 119, 121, 122, 302, SK-85・ 88・ 89, S〓=1 :100)
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第125号・129号住居跡 (SI-125。 129)実測図

第123号。124号住居跡 (SI-1231124)実 測図

O

―――B'

…… マヽ ー′………              第126号・127号。128号・131号住居跡 (SI-126。 127・ 128・ 131)実測図

第 46図 期買場遺跡住居跡実測図 19
(S I-123・ 124・ 125。 126・ 127・ 123・ 129。 130・ 131, S==1 :100)
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SI-140

A墜 Om

c空堕Om

B2二重Om

第133号。140号住居跡,第 94号・95号。96号・97号土坑

(SI-133・ 1401SK-94・ 95'96。 97)実測図

◎
/ト

SI-132

◎

＼ SI-133

理が

＞
膊
旧
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A27.40m

B聖 肺

c型
Om
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C'  D空聖」肺  

―
D'

B2740m ▼

―
〔|::i:::|:|::::i:.I

第138号・141号住居跡,第 95号。102号。106号。108号土坑

(SI-138。 141,SK-95。 102・ 106。 107・ 108)実測図

浮聖Om  _F'

G2ヱ20m   ___G' H:Zユ Om   ___H,

第132号・134号。135号。136号・137号。139号住居跡,第 90号・91号。92号・

99号土坑 (S卜 132・ 134。 135・ 136。 137'1391SK-90。 91・ 92・ 99)実測図

第 47図 籾買場遺跡住居跡 。上坑実測図 20
(S I-132・ 133・ 134・ 135。 136・ 137・ 138・ 139。 140・ 141, SK-90・ 91 ・92・
94・ 95。 96・ 97・ 99・ 102・ 106。 107, S=1 :100)
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第149号。153号・154号・158号住居跡

(SI-149。 153。 154・ 153)実測図

|

四

第142号・143号・144号住居跡

(SI-142・ 143・ 144)実測図

145号・146号・147号・148号住居跡,第 21号・105号土坑

,I-145。 146。 147・ 148,SK 2Ⅲ 105)実測図

転な瑞9報尾脚
°
き麗臀ると,(忌≧ギ:4志1,3J44J45J46呵

47・

(SI-145。 146。 147・ 148,SK 2Ⅲ 105)実測図
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A聖 Om

第151号。152号住居跡

(S卜151・ 152)実測図

郵
Ｄ

Ｉ

ユば
SI-161

第150号。161号。163号・164号住居跡,第 22号。111号土坑

(SI-150。 161・ 163・ 164,SK-22・ 111)実測図

第155号・156号・16S号住居跡,第 110号土坑

(SI-155'156・ 1651 SK-110)実 測図

第 49図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 22
161 ・ 163・ 164・ 165, SK-22・ 110・ 111

A27.30m

第157号住居跡 (SI-157)実測図

(S I-150・ 151・ 152・ 155・ 156・ 157・
・ 112,S=1判 00)

き'＼こ./

B聖 Om _B,
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第159号住居跡 (SI-159)実測図

第 50図 期買場遺跡住居跡実測図 23
(S I-159・ 160・ 162・ 166・ 167・ 168・ 170, S=l 1100)

第160号・166号・170号住居跡 (SI司 60。 166・ 170)実測図

⑦ 引J67

υ ◎ ‰
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⑥
°

SI-176

第169号・171号。172号住居跡 (S卜169・ 171・ 172)実測図

A2740m            _

第177号住居跡 (SI-177)実測図

第 51図 籾買場追跡住居跡実測図 24
(S I-169。 171 ・ 172・ 173。 174・ 176・ 177, S=〓 1 :100)
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SE75 ①
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Ｏ
ｑ
劇
朝

∞

第178号住居跡1第 122号土坑 (S1178,SK-122)実 測図

玉

|

/
(

,

第179号住居跡1第 124号土坑 (S卜179,SK-124)実 測図

H8砕
・9 ― A

SI-183

⑫ l   
＼ヽ

c空里 Om

第180号。182号住居跡 (SI-180・ 182)実測図 ｀｀

0
/

第181号 ,184号住居跡,第 126号土坑 (S1181・ 134,SK-126)実 測図

第 52図 籾買場遺跡住居跡・ 土坑実測図 25
(S I-175。 178・ 179。 180・ 181 ・ 182・ 184, SK-122・ 124・ 126, S〓=1 :100)

０

円

／

／

ヽ
、
く

第175号住居跡 (SI-175)実測図

⑤
SI-178

③

◎  ①

評 卸   
一

B'
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|

⑨SI-183

ё 6

第183号住居跡,第 123号土坑 (S卜183,SK 123)実 測図

A27.20m

第185号住居跡,第 128号土坑

(SI-185,SK-128)実 測図

田
雨悔ば
に０
ど

A2730m A型 Om

第189号住居跡 (SI-189)実測図
第190号・191号住居跡,第 131号土坑 (SI-190。 191,SK-131)実 測図

第 53図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 26

ζ兒〓I下 :i3j,35・
186・ 187・ 188・ 189。 190・ 1釧 ,SK-123・ 128。 129・ 130・ 1割 ,

′上

④

＼
森ヽ

一

　

　

　

ヽ
Ｓ‐

第187号。188号住居跡,第 130号土坑

(S1187・ 188.SK-130)実 測図

４

■

⑥
⑤

‐ｓ‐・‐８９

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ジ

イ
Ｓ‐・‐９‐
ひ

-201-



―
蕉¬

C   ③

土層凡例
1)褐 色 土 (耕作土)    6)黒 褐色土 (ロ ーム粒、日―ムブロック含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒含む) 7)黒 掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含 む)

3)黒掲色土 (ロ ーム粒含 む) 3)黒 色 土 (ロ ーム粒、日―ムブロック合む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒含 む) K)範   乱
5)暗掲色土 (ロ ーム粒含む)

第193号住居跡,第 133号・134号土坑 (S卜193,SK-133・ 134)実測図

第195号住居跡,第 135号土坑 (SI-195,SK-135)実 測図

>

1選

g
∞

|

第194号住居跡,第 137号土坑 (SI-194,SK-137)実 測図

第200号・201号 。203号住居跡,第 139号土坑 (SI-200。 201・ 203,SK-139)実 測図

第 54図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 27

健
I下

!早3j,94・
195・ 196。 197・ 200・ 2Ы・203,SK-133・ 134。 135。 137・ 139,
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SI-195

/

B2720m
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/オ ＼
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―一―B'

第198号・202号住居跡 (SI-198。 202)実測図

第199号住居跡,第 138号土坑 (SI-199,SK-138)実 測図

第206号住居跡 (SI-206)実測図

<

土層凡例

1)暗 褐 0■ (ロ ーム粒含む)

2)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、炭化粒、ロームブロック含む)

3)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック、炭化粒含む)

4)暗黄褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

5)暗 掲 色 土 (ロ ーム救合む)

K)捜   乱

Ｆ
６
刊
劇
朝
ぃ

Ξ
周
週
劇
く

A皇二坐Om

第205号住居跡 (SI翌05)実測図

第204号住居跡 (SI-204)実測図

暫習9潔南瑚妊税i紺謎 でK-13乳 S=1判 00

＼
sl R98

□
〇

①
SI-204

SI-206

②

①
Ｉ

Ｂ

<|
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SI-207
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A2740m

1

c2ヱ⊇Om

第211号・212号・213号住居跡,第 152号。153号。175号土坑

(SI-211・ 212・ 213,SK-152。 153・ 175)実測図

C~

第 56図 籾買場遺跡住居跡 。土坑実測図 29

望 f争♀Iぁ
208。 209・ 餌 0。 川 1・ 餌 2・ 劉 3・ 294・ 29島

bSK逃

-204-
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○  割―劉4

士     占
第214号・215号住居跡,第 160号土坑

SIセ 14土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム散、ロームブロック含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック、粘土粒含む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック、粘土粒、焼土粒含む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

5)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

6)暗掲色土 (ロ ームブロック含む)

S,215土 層凡例

1)黒 色 土 (ロ ーム粒合む)

2)暗褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含 む)

(S卜214・ 215,SK-160)実 測図

A2720m

B2710m

ヽ
咤

第219号 。229号住居跡,第 157号。165号土坑

(SIゼ 19。 229,SK-157・ 165)実測図

SK-154・ 156・ 157・ 160・ 165,
第 57図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 30

望 溜 縞
別 5・ 餌 6。 別 7・ 劉 8・ 餌 9。 22島

4:撃:す
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' SI-232 古A2Z生10m

第227号・237号住居跡 (SI-227・ 237)実測図

ガ

|

∞

Å2750m

(SI-220・ 221,SK-155。 176)実測図
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第228号住居跡,第 159号土坑

(SI-228,SK-159)実 測図

|

>

―― B'

土層凡例

1)暗褐色土 (ロ ーム粒含む)

2)暗掲色土 (ロ ーム粒含む)

K)撹  乱

第234号住居跡 (SI-234)実測図

第238号・239号住居跡 (SI-238・ 239)実測図

>

第240号 。241号住居跡,第 169号土坑

(S1240。 241l SK-169)実 測図

＞
に
出
馬
〇
ヨ

B聖⊆登Om

第235号・236号住居跡 (SI-235・ 236)実測図

A2730吐 A'

喝√
第233号住居跡 (SI-233)実測図

菅混2潔蕗瑠筋路l紺騨 跳9.240・ 2■ ,SK-159J6島
S=1判 00)

卜4,
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Om

第245号 。253号住居跡 (SI-245。 253)実測図

第246号住居跡,第 179号・180号土坑 (SI-246iSK 179・ 180)実測図

第 60図 籾買場追跡住居跡 。上坑実測図 33
(S I-242・ 243・ 244。 245。 246。 253, SK-178・ 179。 180, S=1 :100)
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()      ③

ミ①  Ы-247

。 C〆   ~~

。
⑩ ё
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時
ｐ
随
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土層凡例

1)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

3)黒褐色土 (ロ ーム粒、日―ムブロック含む)

4)黒掲色土 (ロ ーム粒含む)

K)撹  乱

― B'

B2670m

第248号住居跡 (SI-248)実測図

c2690m

第247号住居跡,第 189号土坑 (SI-247,SK-189)実 測図

の               0

〆
　
　
　
　
　
　
　
げ

c型 Om

第250号住居跡 (SIゼ 50)実測図

第251号住居跡 (SIセ 51)実測図

第 61図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 34
(S I-247・ 248・ 250・ 251, SK-189, S==1 :100)
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B2700m

|

>

_B, c型 Om  ___c,

第252号住居跡i第 187号。188号土坑 (SIゼ 521 SK-187・ 188)実測図

A2690m

B269肺

A2720m

土層凡例
1)黒灰掲色土 (耕作土 )

2)黒 色 土 (ロ ームブロック合 む)

3)黒 色 土 (ロ ームブロック含む)

4)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒含 む)

5)黒 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック合 む)

6)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒、日―ムブロック含 む)

7)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック、炭化粒、焼土粒含む)

8)暗 掲 色 土 (ロ ーム枚、ロームブロック、炭化粒、焼土粒含む)

9)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含 む)

10)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含 む)

11)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒合 む)

第254号住居跡 (SI-254)実測図

A'
/

A2700m

第260号住居跡 (S1260)実測図

＼＼B'

A27.00m B2700m

第255号住居跡 (SI-255)実測図
第258号・259号住居跡 (SI-258・ 259)実測図

第 62図 籾買場追跡住居跡・土坑実測図 35
(S I-252・ 254・ 255・ 258・ 259・ 260, SK-187・ 188, S==1 :100)
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=ご   SI-252 
°

⑥
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SI-258
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第 63図 籾買場遺跡住居跡・ 土坑実測図 36
(S I-256・ 257・ 261 ・262・ 263・ 264・ 265・ 266,

第262号・263号住居跡 (S卜262・ 263)実測図

約
Om

―
A'

第261号住居跡 (SI-261)実測図

第264号・265号住居跡 (SI-264・ 265)実測図

第266号住居跡 (SIゼ 66)実測図

Q
SI-265

①

６４
　
　
⑭

ｓ◎
＼
＼

軍慾
嘘

⑨
SI-266

＼
B'

醐

一 C' D26 3Clm
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A2≧10m

SIセ 69土層凡例

1)耕 作 土

2)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

3)暗褐色土 (ロ ーム粒含む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒合 む)

第269号住居跡 (SI-269)実測図

第270号・271号住居跡 (SI-270・ 271)実測図

第 64図 籾買場追跡住居跡実測図37(SI-267。 268・ 269・ 270・ 271,S=1:100)

④ ⑧
SI-268

第268号住居跡 (SI-268)実測図

◎   ~ヤ ◎ O④

SI-270

⑨
◎

④
SI-271
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第272号・273号 。275号住居跡 (SIゼ 72・ 273。 275)実測図

B空里 Om

A型 Om

D2ヱ⊇Om

第 274号住 居 跡 (SI-274)実測 図

SIセ 76土層凡例

1)黒 色 土 (ロ ーム粒含 む)

2)黒 色 土 (ロ ーム粒含 む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含 む)

4)黒褐色土 (ロ ーム粒合 む)

5)黒掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

6)暗掲色土 (ロ ーム粒含 む)

S1274土 層凡例

1)黒 色 土 (ロ ーム粒、炭化粒、焼土粒含む)

2)黒 色 土 (ロ ーム粒、炭化粒、焼土粒含む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒含 む)

4)黒褐色土 (ロ ーム粒含む)

5)黒褐色土 (ロ ーム粒、炭化粒、焼土粒含む)

K)捜  乱

第276号住居跡 (SI-276)実測図

第 65図 籾買場遺跡住居跡実測図38(SI-272・ 273・ 274・ 275・ 276,S=1:100)

▼|:::::|::::::||||||
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第277号住居跡,第208号土坑 (SI-277,SK-203)実 測図

第279号・28S号 。286号住居跡,第213号土坑 (SI-279。 285・ 286.SK-213)実 測図

A空 Om

B聖竪登Om

土層凡例

1)黒 色 土 (耕作土 )

2)暗褐色土 (ロ ーム粒含 む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

4)黒掲色土 (ロ ーム粒含む)

5)暗褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む) lo)黒 掲色土 (ロ ーム粒含む)

6)暗掲色土 (ロ ーム粒含 む) 11)暗 掲色土 (ロ ーム粒含む)

第278号 '280号・281号 。282号住居跡 (SI-278・ 280・ 281・ 282)実測図

7)黒褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック合む) 12)黒 色 土 (ロ ーム粒合む)

8)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒、炭化粒含 む) K)撹   乱

第292号住居跡,第221号土坑 (SI-292,SK-221)実 測図

第 66図 籾買場遺跡住居跡・ 土坑実測図 39     1sK-208・
213・ 221・ 277,・ 282・ 285・ 286・ 292,(S I-277・ 278・ 279・ 280・ 231

S=1:100)

蓮

282 (【

ご) ③  Ci

8

9)黒 色 土 (ロ ーム粒含 む)
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第283号住居跡 (SIゼ 83)実測図
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A27.10m

第67図 籾買場遺跡住居跡実測図40(SI-283・ 284・ 287・ 288・ 291,S=1:100)
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A   だ

第289号 。290号 。291号住居跡,第214号 。215号・216坂 }。 218号 。219号土坑

c聖 Om

土層凡例

1)耕 作 土

2)黒 掲 色 土

3)暗 褐 色 土

4)黒 褐 色 土 (日 ―ム粒含む)

5)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

6)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

7)黒 色 土 (ロ ーム粒、日―ムブロック含む)

8)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒合む)

9)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒含む)

10)暗黄褐色土 (ロ ーム粒含む)

11)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック合む)

第296号・300号住居跡,第 226号土坑 (SI-296・ 300.SK-226)実 測図第293号住居跡,第225号土坑 (SI-2931 SK-225)実測図

第 68図 籾買場追跡住居跡 。上坑実測図 41

望 下争ilむr90・
別 ・293・ 296・ 30鋭 SK―餌 4・ 劉 5・ 餌 6・ 別 8・ 劉 9・ 225・ 22鋭

◎  ⑨
SI-293

⑥ ⑫
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A2700m
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B聖 Om

土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック、灰色粘土合む)

2)暗掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

4)黒褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

第299号住居跡 (S1299)実測図

B全⊆⊇Om

― B'

E

罵|

<

―一 B'

第112号住居跡 (SI-112)実 測図

第 69図 籾買場遺跡住居跡 。上坑実測図 42
(S I-112・ 297・ 298・ 299, SK-228, S==1 :100)
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第50号住居跡 (SI-50)実測図

第57号住居跡,第 18号土坑 (SI-57,SK-18)実 測図

A2730m                    ___A'

要覇即露弼琴:::illlと|=IⅢⅢ至::

第78(159)号住居跡.第41号土坑 (SI-78(SI-159),SK-41)実 測図

第56号住居跡 (SI-56)実測図

第249号住居跡 (SI-249)実測図

第 70図 籾買場遺跡住居跡・土坑実測図 43
(S I-50・ 56・ 57・ 78 (159)・ 109・ 249, SK… 18・ 41, S〓〓1 :100)

③

第109号住居跡 (SI-109)実測図
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N蜘

第1号住 (S11)カ マド

土層凡例

1) 砂  (焼土粒含む)

2)灰掲色土 (砂、焼土粒含む)

3)茶掲色土 (秒、焼土粒含む)

4)暗掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒合む)

5)黒褐色土 (砂含む)

土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒合む)

2)茶掲色土 (ロ ーム粒合む)

3)暗掲色土 (ロ ームブロック、砂、

4)暗掲色土 (ロ ームブロック、砂、

5)茶褐色土 (砂 、焼土含む)

6)茶掲色土 (砂含む)

7)赤掲色土 (砂 、焼土含む)

8)赤掲色土 (砂 、焼土含む)

9)黒 色 灰

焼土粒含む)

焼土粒含む)6)砂質粘土

K)撹  乱

Ｆ
Ｓ
耐
「
割
則
∽

第16号住 (S卜 16)カマド

土層凡例

1)暗灰掲色土 (灰色絡土、焼土含む)

2)焼   土

3)暗灰褐色土 (灰色粘土、焼土粒含む)

4)暗灰褐色土 (灰色粘土含む)

5)秒 質 粘 土

第 71図 籾買場遺跡カマド実測図 1(SI-1

第18号住 (S卜18)カマド

土層凡例

1)皓褐色土 (砂質粘土、焼土粘土含む)

2)焼  土

3)砂質粘土

o                 2m

6・ 16・ 18,S=1:60)

第6号住 (S16)カマド
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第23号住 (SI-23)カ マド

土層凡例

1)暗灰褐色土 (灰 、焼土含む)

2)焼   土

3)暗 掲 色 士 (ロ ーム粒含む)

4)焼  土

5)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒、灰色粘土合む)

6)砂 質 粘 土

第29号住 (S129)カ マド

土層凡例

1)灰 掲 色 土 (灰褐色土粒含む)

2)暗灰掲色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

3)赤 灰 色 土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

4)暗灰掲色土 (焼土、灰色粘土粒含む)

5)焼  土

Ｆ
５
廿

〇
山

∽

―
！

∽

土層凡例

1)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

2)暗 褐 色 土 (焼土粒、灰色焼土粒含む)

3)赤 灰 色 土 (暗灰色粘上、焼土粒含む)

4)黒灰褐色土 (焼上、灰色粘土粒含む)

5)晴灰掲色土 (灰色粘土混入)

6)暗灰褐色土 (灰色粕土含む)

7)暗灰掲色土 (灰色粘土粒、焼土粒含む)

8)砂 質 粘 土

第33号住 (SI-33)カ マド

土層凡例

1)暗 褐 色 土 (焼土粒、炭化粒含む)

2)暗 掲 色 土 (焼土粒、炭化粒含む)

3)暗灰褐色土 (灰色粘土粒、娩土粒含む)

4)暗灰褐色土 (灰色粘土粒、焼土粒含む)

5)暗赤褐色土 (灰色粘上粒、焼土粒合む)

6)暗 掲 色 土 (灰色焼土粒含む)

7)暗 掲 色 土 (焼土粒含む)

8)暗 灰 色 土 (灰色、粘土含む)

9)暗灰褐色土 (粘土含む)

0                  2m

第 72図 籾買場遺跡カマド実測図 2(SI… 23・ 26・ 29・ 33,S=1:60)

第26号住 (SI-26)カ マド
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第38号住 (SI-38)カ マド

|

w2660m

土層凡例

第38号住

1)灰 褐 色 土 (焼土粒、灰色焼土粒含む)

2)暗灰掲色土 (炭 、焼土粒含む)

3)暗灰掲色土 (灰色粘土粒、焼土粒含む)

4)焼   土

5)暗 褐 色 土 (灰色粘土粒含む)

6)砂 質 粘 土

第54号住

1)暗黄掲色土

2)黒 掲 色 土 (焼土含む)

3)黒 掲 色 土 (焼上、炭化粒含む)

4)砂 質 粘 土

wttζ
00m

(ロ ーム粒、焼土粒含む)

(ロ ーム粒、焼土粒含む)

(ロ ーム粒、焼土粒含む)

(ロ ーム粒、焼土粒含む)

第46号住 (S146)カ マド

第44号住 (Si 44)カ マド

0                 2m
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∽

第46号住

1)暗 褐 色 土

2)焼  土

3)暗 掲 色 土

4)暗責褐色土

5)黒 褐 色 土

6)砂 質 粘 土

第 73図 籾買場遺跡カマ ド実測図 3(SI-34・ 38・ 卑卜 46・ 54,S=1:60)

Ｉ
Ｉ

∽

第34号住 (SI-34)カ マド

第54号住 (S卜54)カ マド
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第58号住 (SI-58)カ マド

土層凡例

1)暗灰掲色土 (焼土粒、灰色粘土粒合む)

2)皓灰掲色土 (焼土粒、灰色粘土粒、炭化粒含む) 第72号住 (SI-72)カ マド

土層凡例

1)暗灰掲色土 (焼土粒含む)

2)暗 掲 色 土 (焼土粒含む)

3)暗 掲 色 土 (焼土粒含む)

4)砂 質 粘 土

第77号住 (S卜77)カ マド

土層凡例

1)暗灰掲色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

2)暗 掲 色 土 (灰色粘土粒、焼土粒含む)

3)黒 褐 色 土 (灰 、灰色粘土粒、焼土粒含む)

―
―
∽

Ｆ
。
〇
渕削側
の

w空 60m

第64号住 (SI-64)カ マド

土層凡例

1)暗黄褐色土 (灰色粘土、焼土粒含む)

2)黒 褐 色 土 (灰色粘土、焼土粒含む)

3)黒 褐 色 土 (灰色粘土、焼土粒含む)

4)焼  土

5)暗灰掲色土 (灰色粘土、焼土粒含む)

6)暗赤褐色土 (焼土粒含む)

7)皓灰褐色土 (灰色粘土粒、焼土粒、ローム粒含む)

8)暗灰褐色土 (灰色粘土粒、焼土粒、ローム粒含む)

9)砂 質 粘 土 0                  2m

第 74図 籾買場遺跡カマド実測図 4(SI-58・ 64・ 72・ 77,S=1:60)
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第78号住 (Si-78)カ マド

土層凡例

1)暗灰掲色土 (灰色粘土粒、焼土粒含む)

2)暗灰掲色土 (灰色粘土粒、焼土粒、ローム粒含む)

3)暗責褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

4)暗灰掲色土 (灰色粘土粒、日―ム粒、焼土粒含む)

5)灰 掲 色 土 (焼土粒、灰色粘土粒、ローム粒含む)

6)暗灰褐色土 (灰色粘土粒、ローム粒、焼土粒含む)

7)焼   土

8)砂 質 粘 土

土層凡例

1)赤褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)赤掲色土 (焼土粒含む)

3)ロームブロック

4)砂質粘土

K)撹  乱

の
(b)

第94号住 (SI-94)カ マド

土層凡例

1)暗灰掲色土 (灰色粘土粒、焼土粒、炭化粒、ローム粒含む)

2)黒 色 土 (灰色粘土粒、炭化粒、焼土粒含む)

0                 2m
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第90号住 (SI-90)カ マド

土層凡例

1)暗褐色土 (ロ ーム粒含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

3)黒褐色土 (ロ ーム粒、焼土社合む)

4)砂質粘土

第 75図 籾買場遺跡カマド実測図 5(SI-78・ 81・ 90。 94,S=1:60)

第31号住 (SI-81)カ マド
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土層凡例

1)黒掲色土 (焼土粒、ローム粒含む)

2)赤掲色土 (焼土粒含む)

3)黒 色 灰 (ロ ーム粒含む)

4)黒 色 土 (焼土粒含む)

5)灰 白色粘土

6)責 掲 色 土 (ロ ームブロック含む)

7)砂 質 粘 土

第136号住 (SI-136)カ マド

|

∽

第118号住 (SI-118)カ マド

土層凡例

1)黒掲色土 (焼土粒、粘土粒含む)

2)黒掲色土 (焼土粒含む)

3)赤褐色土 (焼土粒、焼土含む)

4)砂質粘土

第167号住 (SI-167)カ マド

0                  2m

第 76図 籾買場遺跡カマド実測図 6(SI-97・ 1180136・ 138・ 167,S=1:60)

第97号住 (S197)カ マド

第138号住 (SI-138)カ マド
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土層凡例

1)赤褐色土 (娩土粒、灰色粘土粒合む)

2)暗灰色土 (灰色粘土、焼土粒合む)

3)焼  土

4)砂質粘土

s2410m

第171号住 (S1171)カ マド

土層凡例

1)灰、ローム粒含む

K)撹乱

第 77図 籾買場遺跡カマド実測図7(S
S tt f:60)

第157号住 (S1157)カマド

土層凡例

1)黒褐色土 (焼土、日―ム粒含む)

2)黒 色 土 (焼上、ローム粒、灰、炭化粒含む)

3)砂質粘土

K)撹  乱

ヽ  

一

w=10m

土層凡例

1)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)暗灰褐色土 (ロ ーム粒、灰色粘土粒、焼土粒含む)

3)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰色粘土粒含む)

4)砂 質 粘 土

第195号住 (SI-195)カマド

第149号住 (S1149)カ マド

第154号住 (S卜154)カ マド

-225-
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第204号住 (S卜204)カマド
第191号住 (S卜191)カ マド

土層凡例

1)黒褐色土 (ロ ーム粒、粘土粒、灰色粘土粒含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒、粘土粒含む)

3)赤掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒、粘土粒含む)

4)砂質粘土

土層凡例

1)赤掲色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、焼土粘土含む)

3)赤褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

4)黒褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰合む)

5)黒褐色土 (ロ ーム粒、炭化粒含む)

6)黒褐色土 (焼土粒含む)

7)砂質粘土

|

H三

S―

土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)      4)砂 質粘土

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰色粘土粒含む)K)撹   乱

3)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰色粘土粒含む)

0                  2m

(S I-191 ・197・ 204・ 206, S==1 :60)

-226-

w空 90m

土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒、灰色粘土粒、焼土粒含む)

2)赤褐色土 (焼土粒含む)

3)黒 色 土 (焼土粒、灰色粘土粒合む)

4)砂質粘土

第 78図 籾買場遺跡カマド実測図 8

第197号住 (S卜197)カ マド 第206号住 (SI-206)カマド
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(ロ ーム粒、ロームブロック含む)

(ロ ーム粒、焼土粒含む)

(ロ ーム粒、焼土粒合む)

(ロ ーム粒、焼土粒合む)

(ロ ーム粒、灰色粘土粒、焼土粒含む)

(ロ ーム粒、灰色粘土粒、焼土粒含む)

(ロ ーム粒、焼土粒含む)

第216号住 (SI-216)カ マド

土層凡例

1)暗掲色土 (ロ ーム粒含む)

2)暗掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

3)暗掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

4)黒褐色土 (ロ ーム粒合む)

5)砂質粘土

w笙 10m

s空
20m

土層凡例

1)黒褐色土

2)暗褐色土

3)暗褐色土

4)赤褐色土

5)砂質粘土

K)撹  乱

第210号住 (SI-210)カ マド

土層凡例

1)暗黄掲色土

2)暗 掲 色 土

3)暗 掲 色 土

4)暗 掲 色 土

5)暗 褐 色 土

6)暗 褐 色 土

7)暗 褐 色 土

8)砂 質 粘 土

K)捜  乱
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土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒、

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、

3)暗褐色土 (ロ ーム粒、

4)砂質粘土

灰色粘土粒、焼土粒含む)

焼土粒、灰色粘土粒合む)

焼土粒、ロームプロック含む)第214号住 (SI-214)カマド

(ロ ーム粒、灰色粘土粒含む)

(ロ ーム粒、灰色粘土粒、焼土粒含む)

(ロ ーム粒、灰色粘土粒、焼土粒含む)

(焼土粒含む)

0                 2m

第 79図 期買場遺跡カマ ド実測図 9(SI-210。 214・ 216・ 231,S=1:60)
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第231号住 (SI-231)カ マド
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土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒、灰色粘土粒含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、灰色粘土粒、焼土粒含む)

3)砂質粘土

K)撹  乱

第233号住 (SI-233)カマド

土層凡例

1)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)暗灰褐色土 (ロ ーム粒、灰色粘土粒含む)

3)砂 質 粘 土

K)撹   乱

Q       T

・Ｓ
ヨ
剖
ョ

N空90m

土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰色粕土粒含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰色粘土粒含む)

3)砂質粘土

K)撹  乱

土層凡例

1)暗掲色土 (ロ
エム粒、焼土粒含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒、炭化粒含む)

3)砂質粘土

K)撹  乱

0                  2m

第 30図 籾買場遺跡カマド実測図 10(SI-225。 228・ 233・ 234,S=1:60)

第225号住 (SI-225)カ マド

第228号住 (SI-223)カ マド

第234号住 (SI-234)カマド
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第240号住 (SI-240)カ マド

―

i:i.:

:士 :
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=

第269号住 (S1269)カ マド

第240号土層凡例

1)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)赤掲色土 (焼土粒含む)

3)砂質粘土

K)撹  乱

第269号土層凡例

1)暗褐色土 (灰色粘土粒、焼土粒、日―ム粒含む)

2)黒掲色土 (灰色粘土粒、焼土粒、ローム粒含む)

3)砂質粘土

Ⅲ

‖

第271号住 (SI-271)カマド

第283号住 (SI-283)カマド

第268号土層凡例

1)暗褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

3)砂質粘土

0                  2m

(S I-240・ 268・ 269・ 271・ 283, S==1:60)
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第 81図 籾買場遺跡カマ ド実測図 11



Ｚ

１
１

2710m
W一

第284号住 (SI-284)カマド

w宣
00m

第290号住 (SIゼ 90)カ マド

土層凡例

第284号住

1)暗褐色土 (灰色粘土粒、焼土粒、ローム粒含む)

2)黒褐色土 (灰色粘土粒、焼土粒、ローム粒含む)

3)砂質粘土

第287号住

1)皓褐色土 (灰色粘土粒、日―ム粒含む)

2)黒褐色土 (灰色粘土粒、ローム粒含む)

3)砂質粘土

第 32図 籾買場遺跡カマ ド実測図 12(S

-230-

E

罵
|

一―E

第287号住 (SI-287)カ マド

第290号住

1)暗褐色土 (ロ ーム粒、灰色粘土、焼土粒含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

3)砂質粘土

Ｅ
ｏ
ｏ
』
劇

∽

1… 284・ 287・ 290, S=〓 1 :60)



⑦ 0 柳　　　　柳呻

Ａ

＝

―Ｉ

Ｈ

Ｈ

＝

＝

＝

＝

＝

ｒ

‐

ム＜
―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
長
Ψ名
矧
「
＜

第2号住居跡 (SI-2)実 測図

第4号住居跡 (SI-4)実 測図

◎ G

S卜6

第5号住居跡 (SI-5)実 測図

(SI-1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6,S=1:100)

-231-

第 83図 御異遺跡住居跡実測図 1



⑭

◎

◎

○
④ 創弓

A型 Om

第11号住居跡 (SI-11)実測図

A型 °m     ___A'

第12号住居跡 (SI封 2)実測図
第13号住居跡,第 80号。127号土坑 (S卜13,SK-30・ 127)実測図

第 84図 御異遺跡住居跡実測図 2

(SI-8・ 9・ 10。 11・ 12・ 13,S=1

-232-

:100)



B笙 Om

B=聟 Om

第16号・17号住居跡 (SI-16・ 17)実測図

第14号住居跡 (Si-14)実測図

(S I-14・ 15・ 16・ 17。 20・ 21, S=〓 1 :100)

-233-

第20号・21号住居跡 (SIゼ 0・ 21)実測図

第 35図 御異遺跡住居跡実測図 3



◎
◎

0
③

◎

キ
|ィ

パ

|

Sl-25・ 26・ 29'30

土層凡例

1)表   土 (耕作土)

2)皓 掲 色 土 (十 日耕作■)

A聖
Om

ユ手ζ掻B三 沼二:教 轡:朽 :士ク含Ot
5)黒 褐 色 土 (ロ ームIIt、 ロームブロック、焼土粒含む)

6)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

7)賠黄褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

8)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒含む)

9)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、炭化粒含む)

io)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

11)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)  ′
/

_A'
SI-29

12)黒 福 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒合む)

,3)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック

焼土池含む)

14)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒、炭イヒ粒含

15)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

16)暗灰色絡土

SI-30

,7)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒、炭4ヒ粒含む)

18)賠黄褐色土

第24号住居跡 (SIゼ 4)実測図

第25号 。26号 。29号・30号住居跡 (SI-25。 26。 29。 30)実測図

智習8暗瑚幡暢鴨 126・ 29。 30・ 割"S=1封 00

釧
勁
ジ

第18号・19号・31号住居跡 (SI-18。 19・ 31)実測図

第22号住居跡 (SIゼ 2)実測図

//
SI-30

◎

-234-



B2皇至Om

A型 °m

∞
に応
医
る
∃

⇔
膊
ｐ
嘲
ｏ
ヨ

第40号住居跡 (SI-40)実測図

土層凡例

1)暗褐色土 (ロ ーム粒含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒含む)

3)灰掲色土 (ロ ーム粒、日―ムブロック含む)

4)灰褐色土 (ロ ームブロック含む)

5)明褐色土 (ロ ームブロック、ローム粒含む)

6)黒掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック合む)

7)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

8)黄掲色土 (ロ ームブロック含む)

第36号・37号・42号住居跡 (Si-36。 37・42)実測図

I-35・ 36・ 37・ 38・ 39。 40・ 42, S=1:100)

-235-

第35号住居跡 (Si 35)実測図

A―

SI-38

⑫

ぎ

第38号。39号住居跡 (SI-38。 39)実測図

‘
―

＜

第 87図 御異遺跡住居跡実測図 5(S



I          SI-46

(______サ

第41号住居跡 (SI-41)実測図

第46号住居跡 (SI」 6)実測図

⑫

0 割-47 0

第44号住居跡 (Si 44)実測図

第47号住居跡 (SI-47)実測図

(S I-41 ・43・ 44・ 46・ 47・ 57, S〓=1 :100)

-236-

第 88図 御異遺跡住居跡実測図 6



○

＼    ④

SI-45

9

①
鰹

°

A2670m

第45号住居跡 (S145)実 測図 I     SI-56

第55号住居跡 (Si 55)

実測図

ね �

A     I

軍弧

縄募ノ

ξ
l

<

Bttm            ~~~B'

下荘ⅢⅢⅢI■■ⅢⅢⅢⅢ:

＼ ____夕
第56号住居跡 (S156)実 測図

>

第49号住居跡 (SI-49)実測図

第51号・52号住居跡 (Si-51・ 52)

実測図

＞
煙
ｐ
山
ｏ
３ ぃ

、
　

・４９
‐

ｄ

‖   SI-54 デヽタ A2660m

Bヽ□□ 0カ‖

//

第54号住居跡 (SI-54)実測図

第 89図  御異遺跡住居跡実測図 7
(S I-45・ 48・ 49・ 51 ・ 52・ 54・ 55。 56, S〓=1 :100)

一　
＼

A'
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A2豊ヱOm                ___A'

第59号・60号住居跡 (S卜59・ 60)実測図

(SI-63)実測図

土層凡例

1)耕作カクラン

2)黒灰褐色土 (耕作土)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

5)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

6)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

7)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒含む)

第 90図 御異遺跡住居跡実測図 8

A2710m

B27.2肺

(S I-50・ 59・ 60・ 62・ 63・ 64, S==1 :100)

-238-

Ｓ
劉
乳

鯵 亀
◎

が産
②

… |

第50号住居跡 (SI-50)実測図

第64号住居跡 (S164)実 測図



駒
④
納

第65号住居跡 (SI-65)実測図

第73号。78号住居跡 (SI-73・ 78)実測図

第67号。68号住居跡,第226号土抗 (SI-67・ 681 SK-226)実 測図

第 91図 御異遺跡住居跡実測図 9

(S I-65・ 66・ 67・ 63・ 69・ 70・ 73・ 78, S=〓 1 :100)

-239-



)

/

第71号。72号・74号住居跡 (SI-71'72・ 74)実測図

第75号住居跡 (SI-75)実測図

c271師

第76号住居跡,第235号土坑 (SI-761 SK-235)実 測図

第 92図 御異追跡住居跡 。土坑実測図 10
(S I-71 ・ 72・ 74・ 75。 76・ 77・ 80・ 31, SK-235, S〓=1 :100)

A2710m

＞ヽ
ゅ賂５
ョ

Ｌ
ヽ

B2720m

臨

(SK-255)
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A2680m
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撃彗

SI-77
コ
ル

/  ｀

SK-249

＼  ノ

/一――_

測|

SK-253

羽
　
　
Ａ〓 ◎

/
ロ

拾
SK-248｀

＼

c2700m

ｏ‐
ヽ
①

SI-83)実測図                     
第94号住居跡 (SI-94)実測図

憲デ♀爵9留扇芦ぜ響勇辱嘲 1も4,S=1判 00
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AttOm

B2710m

第90号・91号 。93号住居跡 (SI-90。 91・ 93)実測図

第84号・85号・86号。92号住居跡 (SI-34・ 85・ 86・ 92)実測図

第104号住居跡 (SI-104)実測図

第95号住居跡 (SI-95)実測図

第 94図 御臭遺跡住居跡実測図 12
(S I-84・ 85・ 86・ 90。 91 ・ 92・ 93・ 95・ 104, S〓=1 :100)

■
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A2700m

艤

B2700m

第97号住居跡 (SI-97)実測図

生＼⊆)①

A27.00m

B2乙⊇Om

A'

γ

一療
却

c2ヱ⊇Om

第99号・101号。102号住居跡 (S199・ 10Ⅲ 102)実測図

第 95図 御異遺跡住居跡・土坑実測図 13
(S I-96。 97・ 98・ 99。 100・ 101 ・102・ 103,

-243-

SK-283, S=1:100)



第106号・116号。119号。120号住居跡 (SI-106・ 116・ 119・ 120)実測図

|

9J

第111号住居跡,第298号土坑

(SI-111,SK-298)実 測図

(SK-298)

Ag⊆
60m__A'

第112号住居跡 (SI-112)実測図

第 96図 御異遺跡住居跡・土坑実測図 14
(S I-105・ 106・ 110・ 111 ・ 112・ 116・ 119。 120, SK-298, S==1 :100)

四
」憾
臣
６
ヨ

A26.60m

第110号住居跡 (SI-110)実測図

-244-



⑮
蝕
θ
０

Ｓ‐・‐０９　
（い

′／（ ｂ

　
ＳＩ・ｌｏ８

十

１

観
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ル

粍

・
ヽ

＼ _″ /́/
SI-105

A2650m       _A'

―第117号住居跡 (SI-117)実測図

S=1:100)SK-315・ 356,



第113号住居跡 (SI-113)実測図

第127号住居跡 (SI-127)実測図

第117号住居跡 (SI-117)実測図

第118号。126号住居跡,第 341号土坑 (S卜 118・ 126,SK-341)実 測図

第121号。122号住居跡,第 318号土坑 (S1121・ 122,SK-318)実 測図

第 98図 御異遺跡住居跡・土坑実測図 16
(S I-113・ 118・ 121 ・122・ 126・ 127, SK-318・ 341, S〓=1 :100)

④
引湘

B_

℃
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④

③

第128号住居跡,第 346号土坑 (S卜128,SK-346)実 測図

第124号。135号住居跡,第 377号土坑

(SI-124・ 135,SK-377)実 測図

⑤
　
蜘　
儘
Ｕ

の
°

第125号住居跡 (SI-125)実測図

智習2翠講唯則が審翌町
7sK-346・

37恥 S=1判 00

第129号。130号住居跡 (SI-129・ 130)実測図
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Ｅ
寓
渕
剖
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SK-101

1)奈 土 層 (耕作土)

2)黒 掲 色 土 (日 urt土 )

3)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

4)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、日―ムブロック含む)

5)黒 色 土 (日 ―ム粒、ロームブロック含む)

6)暗黄褐色土 (貼 床)

Ｅ
ｑ
剣
Ｎ
判
＜

第27号。28号住居跡,第 101号。102号土坑
(SI-27・ 28.SK-10Ⅲ 102)実測図

c2680m

A2680m

B獅

11)階黄掲色土 (ロ ームブロック含む)

12)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

13)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

14)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック、

娩土III含 む)

15)賠 掲 色 士 (ロ ーム粒含む)

17)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

18)暗黄褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

19)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

フ)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒、炭化粒含む)16)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒含む)

8)黒 色 上 (ロ ームブロック含む)

9)暗 掲 色 上 (ロ ーム粒、焼土粒含 む)

10)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒合 む)

コ
ー
ｌ

ｔヽ

柳
_C'A2590m

―

―

―丁田台東第1号住居跡,第 1号土坑 lSI-1lSK-1)実 測図

四
内閣
に腰
〕ヨ

―
―
―

］
】

＞
ヽ
Ｎ
』
５
ョ
　
　
　
　
‐
‐
―
＞
】

到
劇
剰
引

第32号住居跡 (SI-32)実測図

第 100図  御異遺跡住居跡・土坑実測図 18.―丁田台東遺跡住居跡・土坑実測図 1

(S I-27・ 23・ 32・ 131 ・132・ 133・ 134, SK-101 ・102, S I-1, SK-1,
S=1:100)

⑥
0

SI-133

。 ⑫ ⑥
ラ ー ヽ sI_1

第136号住居跡 (SI-136)実測図
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Ｚ雨６『。ョ

1)灰白掲色土 (焼土粒子含む)

2)灰 白色 土 (灰 、焼土粒含む)

3)灰 褐 色 土 (焼土粒子含む)

4)黒 色 土 (焼土粒子、炭化粒子合む)

5)赤 褐 色 土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

6)責 褐 色 土 (ロ ーム粒子、ロームブロック含む)

7)砂 質 粘 土

8)掲色砂質土

9)黒 色 灰

(ロ ーム粒子含む)

(焼土粒子、炭化粒子含む)

Ｎ

Ｉ

ｚ
К
辱
う
０
ヨ

第21号住 (SI-21)カ マド

土層凡例

1)暗褐色土 (焼土粒子含む)7)黄 褐色土

2)橙 色 灰         8)暗 褐色土 (ロ ーム粒子含む)

3)灰橙色灰         9)黄 掲色土 (ロ ーム粒子、

4)灰黒色灰 (焼土粒子含む)     口~ム ブロック合む)

5)灰 白色灰         10)砂 質粘土

6)掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)11)黒 色 土 (ロ ーム粒子合む)

1)灰 色 土 (ロ ーム粒子合む)

2)黒 色 土 (ロ ーム粒子合む)

3)灰 色 土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

4)炭 イし上 (炭化粒子、焼土粒子含む)

5)焼  土

6)黒 色 土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

7)砂質粘土

Ｚ
イ
ー

Ｎ

Ｉ

1)黒褐色土

2)灰 色 灰

3)赤 色 灰

4)掲 色 土

5)黄褐色土

6)黒 色 土

7)暗掲色土

w型
50m

第23号住 (SI-23)カ マド

土層凡例

8)明褐色土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

9)掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

10)灰白色灰 (焼土粒含む)

(ロ ーム粒子、焼土粒子含む)  11)黒 色 土 (灰 、焼土粒子含む)

(ロ ーム粒子、日―ムブロック含む)12)砂質粘土

(焼土粒子、ローム粒子含む)  13)黒 褐色土 (砂質粘土含む)

(回 ―ム粒子、ロームブロック含む)14)暗褐色土 (ロ ーム粒子含む)

第 101図 御異遺跡カマド実測図 1(SI-16・ 21・ 23・ 35,S=1:60)

(焼土粒子含む)

(焼土粒子含む)

第35号住 (SI-35)カ マド

土層凡例
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第37号住 (SI-37)カ マド

土層凡例

Ｚ
時
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Ｏ
ヨ

Ｅ
Ｏ
い
０
到
∽

w空 50m

I

S

w埜 50m
第42号住 (SI-42)カ マド

土層凡例

1)黒褐色土 (ロ ーム粒子含む)

2)赤掲色土 (焼土粒子、ローム粒子合む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

4)砂質粘土

1)暗掲色土 (ロ ーム粒、炭化粒含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒、炭化粒、焼土粒含む)

3)暗掲色上 (ロ ーム粒、炭化粒、焼土粒合む)

4)黒掲色土 (ロ ーム粒、炭化粒、焼土粒、粘土粒含む)

5)焼  土

6)黒 色 土 (炭化粒含む)

7)黒褐色土 (炭化粒、焼土粒、ローム粒、灰含む)

3)暗掲色土 (ロ ーム粒含む)

9)砂質粘土

ε

め
割

∽

1)暗掲色土 (ロ ーム粒子含む)

2)灰 自色土 (白 灰色粘土粒含む)

3)黒褐色土 (粘土粒子含む)

4)茶掲色土 (ロ ーム粒子含む)

5)焼  土 (灰 、炭化粒子含む)

6)黒 色 土 (焼土粒子、ローム粒子含む)

7)黄褐色土 (ロ ームブロック、ローム粒子含む)

8)砂質粘土

9)黒褐色土 (ロ ーム粒子、粘土粒子含む)

第45号住 (SI-45)カ マド

土層凡例

1)砂質粘土

2)焼  土 (焼土粒子含む)

3)黒褐色土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

4)暗褐色土 (ロ ーム粒子含む)

5)黒 色 土 (焼土粒子含む)

第43号住 (SI」 3)カマド

土層凡例

第 102図 御異遺跡カマド実測図2(SI-37・ 42・ 43・ 45,S=1:60)

Ｎ

Ｉ
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第46号住 (S卜46)カマド
土層凡例
1)暗褐色土 (砂粒含む)

2)黒褐色土 (焼土粒子、砂粒含む)

3)赤褐色土 (焼土粒子含む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

5)焼  土 (焼土ブロック含む)

6)砂質粘土

w空 00m

第47号住 (SI-47)カ マド

土層凡例
1)自色粘土
2)黒 色 土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

3)赤褐色土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

4)暗掲色土 (ロ ーム粒子含む)

5)砂質粘土

K)撹  乱
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第66号住 (SI-66)カ マド
土層凡例
1)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)黒掲色土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰色粘土粒含む)

3)黒褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒、灰色粘土粒含む)

4)砂質粘土

第65号住 (Sl-65)カ マド

土層凡例
1)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

2)黒褐色土 (焼土粒、灰含む)

3)暗褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

4)砂質粘土

第 103図 御異遺跡カマ ド実測図 3(SI-46・ 47・ 65・ 66,S=1:60)
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第77号住 (SI-77)カ マド

土層凡例
1)黒褐色土 (灰色粘土、焼土粒含む)

2)黒褐色土 (灰色粘上、焼土粒含む)

3)砂質粘土

N Z

④  l |

W―

)一

E

第67号住 (SI-67)カ マド

土層凡例
1)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

2)黒 色 土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

3)砂質粘土

第72号住 (SI-72)カ マド

Ｅ
Ｏ
∞
ｑ
朝
の

一

凡例

黒褐色土 (焼土粒、

黒褐色土 (焼土粒、

赤褐色土 (焼土粒、

砂質粘土

灰色粘土含む)

灰色粘土含む)

灰色粘土含む)

土層凡例
黒掲色土 (焼土粒、灰色粘上、炭化粒含む)

黒掲色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

黒 色 土 (焼土粒、灰色粘土含む)

砂質粘土

第 104図 御異遺跡カマド実測図 4(S

第79号住 (SI-79)カ マド

-252-
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第80号住 (SI-80)カ マド

凡例

黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

黒褐色土 (焼土粒含む)

砂質粘土

第91号住 (SI-91)カ マド

土層凡例
1)暗褐色土 (灰色粘土、焼土含む)

2)黒 色 土 (焼上、灰含む)

3)砂質粘土

wとつ90m

第35号住 (SI-85)カ マド

土層凡例
1)暗褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

2)暗褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

3)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒、灰含む)

4)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土粒、灰含む)

5)砂質粘土

w2690m
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土層凡例
1)黒褐色土 (ロ ーム粒、
2)黒褐色土 (ロ ーム粒、
3)黒 色 土 (ロ ーム粒、
4)砂質粘土

ロームブロック、焼土粒、灰色粘土粒含む)

ロームブロック、焼土粒、灰色粘土粒含む)

焼土粒、灰色粘土粒含む)

第 105図 御異遺跡カマ ド実測図 5(SI-80・ 85。 91・ 96,S=1

第96号住 (SI-96)カ マド
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第100号住 (SI-100)カマド

土層凡例
1)黒掲色土 (ロ ーム粒、ロームブロック、
2)黒褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック、
3)砂質粘土

焼土粒含む)

焼土粒、灰含む)

土層凡例
1)暗褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)黒 色 土 (焼土粒、灰色粘土粒含む)

3)砂質粘土
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第111号住 (S卜 111)カ マド

土層凡例
1)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

2)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

3)黒 色 土 (焼土粒含む)

w].60m

第107号住 (SI-107)カマド

上層凡例
1)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

2)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

3)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

4)砂質粘土

第 106図 御異遺跡カマド実測図 6(SI-100・ 107・ 110。 111,S=1:60)

第110号住 (SI-110)カマド
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第113号住 (SI-113)カマド

土層凡例
1)黒掲色土 (ロ ーム粒、灰色粘土含む)

2)暗掲色土 (ロ ーム粒、灰色粘土含む)

3)黒 色 土 (灰、焼土粒含む)

4)砂質粘土

第118号住 (S卜 1刊 3)カマド

土層凡例
1)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

2)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

3)灰白色砂層 (焼土粒子、自色粘土粒子含む)

4)灰褐色砂層 (焼土、炭化物含む)

5)黒 色 土 (焼土粒、百―ム粒子含む)

6)灰白色砂層 (焼土、白色灰含む)

7)掲 灰 色 土 (ロ ーム粒子含む)

3)黒 褐 色 土 (焼土粒含む)

9)砂 質 粘 土

第 107図 御異遺跡カマド実測図 7

第116号住 (S卜 116)カ マド

土層凡例
1)黒褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

2)赤褐色土 (焼土粒、灰色粘土含む)

3)黒褐色土 (焼上粒、灰色粘土含む)

4)砂質粘土

s26.90m

第124号住 (S卜 124)カ マド

土層凡例
1)砂質粘土

(S I-113・ 116・ 118。 124, S〓=1 :60)

-255-

一 N

Ｅ
Ｏ
ｏ
釦
則
∽



第130号住 (S卜 130)カ マド

土層凡例
1)黒 褐 色 土 (回 ―ム粒子、焼上粒子含む)

2)灰 褐 色砂 層
3)黒  色  土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

4)焼    土 (灰褐色砂粒子含む)

5)黒灰褐色砂層 (焼土粒含む)

6)赤 褐 色砂 層 (焼土粒子含む)

7)焼    土 (炭化物含む)

8)焼   土
9)黒  色  土 (ロ ーム粒子含む)

10)砂 質 粘 土

w空
60m

5)暗 褐 色 土 (焼土粒子含む)

6)黄橙色ローム層 (ロ ームブロック層)

7)黒 褐 色 土 (灰 、焼土粒子含む)

8)砂 質 粘 土

第131号住 (SI-131)カマド
土層凡例
1)灰白色砂層
2)黒 褐 色 土 (炭化物、焼土粒子含む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒子、焼土粒子含む)

4)黒 褐 色 土 (炭化物、焼土粒子含む)

5)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

6)砂 質 粘 土

⑫ 斗

｀
＼  /

卜‐=ここ二十

― E  ぃ

第1号住 (S卜 1)カマド(―丁田台東遺跡)

土層凡例
1)黒褐色土 (焼土粒、焼土ブロック含む)

2)茶褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

3)黒褐色土
4)黒褐色土 (ロ ーム粒含む)

5)暗褐色土 (ロ ーム粒含む)

K)撹  乱
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土層凡例
1)黒 褐 色 土
2)黒  色  土
3)灰 白色粘土層
4)灰    層

(焼土粒子、砂粒含む)

(焼土粒子、炭化物含む)

(焼土粒子含む)

第 108図 御異遺跡カマド実測図 8.(SI-125。 130。 191)・
―丁田台東遺跡カマド実測図 1(SI-1)・ (S=1:100)

第125号住 (SI-125)カマド

-256-



口
に
国
ｂ
ｏ
ヨ

Ｅ
Ｏ
例
同
期

的

第2号住居跡 (SI-2)実 測図

第4号住居跡i第 58号・67号土坑 (SI-4iSK-58・ 67)実測図

第7号住居跡,第 29号土坑 (SI-7.SK-29)実 測図

土層凡例
1

2

3

4

(ロ ーム粒含む)

(ロ ーム粒含む)

(ロ ーム粒含む)

(ロ ーム粒含む)

(ロ ーム粒、ロームブロック含む)

(ロ ーム粒、ロームブロック含む)

Ｏ
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ド
いｏョ

ｒ汽
五
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剣
く

口
時
ｐ
Ъ
ｏ
ヨ

第5号住居跡 (SI-5)実 測図

ロ
|

|

ロ

Å2670m

第8号住居跡 (SI-3)実 測図

黒 色 土
黒掲色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黄褐色土

焼  土

図
２

（い】コ〕一　　　一

０

　１細
偽

東台遺跡住居跡・ 土坑実測図 1

・ 4 ・ 5 ・ 7 ・ 8, SK-29・ 58・ 67, S〓=1 :100)
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土層凡例
1)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

2)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土含粒む)

3)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

4)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

5)黒 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

6)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、焼土粒含む)

7)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

8)暗黄褐色土 (ロ ーム粒、ロームブロック含む)

A2Q90m

第11号住居跡,第 17号・90号土坑 (S卜 11,SK-17・ 90)実測図

東台遺跡住居跡 。上坑実測図 2
・ 10・ 11・ 13・ 14, SK-17・ 90, S==1 :100)

ヾ
BttOm    _B'

土
Ψ

ゴ

図
９

〔^”市）　　　一
細
い

⑥ ⑭  ⑤

SI-9

第10号住居跡 (S卜 10)実測図

第14号住居跡 (S卜14)実測図

第13号住居跡
(SI-13)実測図
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第18号住居跡 (S卜18)実測図

C―                 
一

C'

¬ 」…
~刊 ~

＞
は
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喧
５
ョ 第24号住居跡 (SI-24)実測図

土層凡例
1)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

2)黒褐色土 (ロ ーム粒子含む)

3)暗褐色土 (ロ ーム粒子含む)

4)赤色焼土
5)黒 色 土 (ロ ーム粒子、日―ムブロック含む)

6)灰掲色土 (ロ ーム粒子、日―ムブロック含む)

7)黄掲色土 (ロ ームブロック含む)

K)撹  乱

第15号住居跡 (SI-15)実測図

(S I-15・ 18・ 19・ 22・ 24, S〓〓1 :100)
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土層凡例

1)灰 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

2)灰 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

3)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

4)灰 掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

5)灰 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

6)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

7)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

8)黄 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

9)灰 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

10)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

11)明 褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

12)明 黄褐色土 (ロ ーム粒子、ロームブロック含む)

13)晴 掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

14)黄 掲 色 土 (ロ ームブロック含む)

15)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

16)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

17)明 掲 色 上 (ロ ーム粒子含む)

18)赤 掲 色 土 (焼土)

19)黄 掲 色 土 (ロ ーム粒子、日―ムブロック含む)

K)撹  乱

土層凡例
1)耕 作 土
2)旧 耕 作 土
3)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

4)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

A27.00m

掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

赤褐色焼土

撹   乱

第30号住居跡 (SI-30)実測図

第31号住居跡 (SI-31)実測図

５

６

Ｋ

第 112図  東台遺跡住居跡実測図 4(SI-23・ 25・ 26・ 30・ 31,S〓 1:100)

第25号。26号住居跡 (SI-25。 26)実測図

第23号住居跡 (SI-23)実測図
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第32号住居跡 (SI-32)実測図

土層凡例
1)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

2)黒 掲 色 土 (ロ ーム粒子含む)

3)灰黄掲色土 (ロ ーム粒子含む)

4)黄 褐 色 土 (ロ ーム粒子、ロームブロック含む)

K)撹   乱

第28号住居跡 (SI-23)実測図

第29号住居跡 (SI-29)実測図

土層凡例
1)黒褐色土 (焼土粒子、

ローム粒子含む)

2)暗褐色土 (ロ ーム粒子含む)

3)褐 色 土 (ロ ーム粒子含む)

4)灰褐色土 (ロ ーム粒子含む)

5)赤褐色土 (焼土粒子含む)

6)黒褐色土 (ロ ーム粒子含む)

7)黄褐色土 (ロ ーム粒子、
ロームブロック含む)

8)黒褐色土 (ロ ーム粒子含む)

9)黒 色 土 (ロ ーム粒子含む)

K)撹  乱
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第 113図  東台遺跡住居跡実測図 5(SI-27・ 23・ 29・ 32,S=1:100)

SD-5
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SI-33

土層凡例
1)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒、

ロームブロック含む)

2)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒含む)

3)黒 褐 色 土 (ロ ーム粒、
ロームブロック含む)

4)黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

5)暗 掲 色 土 (ロ ーム粒、

焼土粒含む)

6)暗 褐 色 土 (ロ ーム粒含む)

7)暗黄褐色土 (ロ ーム粒、
ロームブロック含む)
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第37号住居跡 (SI-37)実測図
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第36号住居跡 (SI-36)実測図

第 114図  東台遺跡住居跡実測図 6(SI-33・ 36・ 37,S=1:100)

第33号住居跡 (SI… 33)実測図
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